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頁 誤 正
P5 右段下から 8行 グリッド トレンチ

P8 左段下から 7 行 創草期 草創期

P 12 No19上から 4 行 出出している． 出士している．
P 13 No26上から 3 行 夫安． 中安
P 13 No35上から 2 行 残丘上 残丘状
P 13 No35上から 3 行 堀立 掘立

P 14 No42上から 1 行 住屈址 住居址. 
P 16 No68上から 6 行 三狐菰文9FF瓦 三剪弧文軒平瓦

P57 右段下から 3 行 Q41 •36 「削片」 Q41 ·361虹削片J
P59 左段下から 13行 6 プロッ 2 から 6 プロッ？外から

JI 出土した48点 出土し．た 6点
P 142 右段下から 12行 黒咀岩.. 凩附石
P 191 右段下から 12行 長頸甑 長頸瓶

P 198 右段下から 5 行 完形 (6． ) . 完形 (4． ) 

P214 右段上から 18行 (8 • 1 0) (8.. 9) 

P214 右段下から 4 行 8 • 1 . 0 8ｷ9 
P228 左段下から 2 行 ．．底面 前．庭．底面

P232 左段上から 13行 左側に 左． 〇りは. 
P242 右段上から 3 行 七室 石室
P246 右段上から 6 行 柑金具 足金具
P261 図 1 第 2 個体装年魯性 第 2 個体壮年魯性

II 第 3 個体・若い 年 第 3 個体・若い年
P276 右段上から 3 行 検出例と伴に 検赤『宮堀出．貝村例戸．と8古共号墳項に群・参考文献 P277 29 赤『宮堀・貝村古8墳号群壊: 

II 38 
II 44 赤掘村教育委員会 赤; 村教育委員会
II 54 松村．浩一 松浩一

参考文献 P278 56 57 58 松原．一．昭.. 松村．一．昭. 
II 88 若月省省吾 若月省吾

下触牛伏遺拐正誤表

図版番号 訊 正 図版番号 き.,＂t 正

PL 5 8 8 住 1 1 8 住 1 0 PL 6 0 6 住 1 9 6 住 1 4 
II 1 2 1 1 II 29 24 
II 4 住 1 1 4 住 , II 10住 5 10住 4 
II 1 2 1 0 II 1 0 5 
II 1 3 1 1 II 1 1 6 

PL 5 9 9 住 6 9 住 7 PL 6 1 14住 1 3 14住 8 
II 6 住 1 1 6 住 8 PL 6 2 11 住 , 6 
II 1 6 1 1 II 1 0 , 
II 20 1 5 11 7 住 4 7 住 1 0 
II 28 23 II 6 7 
II 1 5 1 0 II 8 , 
II 1 7 1 2 PL 6 3 7 住 7 7 住 8 

" 1 8 1 3 II 1 0 6 

PL 6 0 6 住 26 2 1 II 20 22 
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図版番号 誤 正 図版番号 誤 正

PL 64 6 墳 2 6 墳 l P し 66 1 墳 10-12 1墳 9-11

II 7 墳 4 7 墳 1 II 18 15 

II 1 2 II 17 16 — 

PL 6 5 1 墳 7 1 墳 5 II 19 17 

PL 6 6 1 墳 5 1 墳 7 II 20 18 

II 13 12 II 21 19 
JI 15 14 PL 6 7 図ー 4 図221- 4 

II 16 13 II 図ー 5 図221- 5 

*P203 ・図 1 5 9 中の 1 9 は左右が逆転している．

* 1 号墳出土軒金環については残存状限が不良な為図示できなかった．
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▲先土器時代の調査が進む下触牛伏遺跡（北から）

▼台地縁辺に分布する古墳群と住居址





先±器時代

第 I 文化層の石器

先土器時代

第 II 文化層の局部磨製石斧

1 号古墳石室の出土遺物





序

群馬県中央部に裾野を長くひいて位置する赤城山およびその周辺は、

原始・古代より、私たちの祖先が生活の場としてきた地域であります。

その生活の足跡も岩宿遺跡をはじめとして、各地で検出されています。

赤城山南麓地域においても上武道路建設や荒砥南部・北部土地改良事

業などの大型開発事業により埋蔵文化財の発掘調査があいついで行われ

ました。その成果も次々に報告書としてまとめられております。

佐波郡赤堀村下触牛伏の地に県立身障者スポーツセンターの建設が計

画されました。ここは伊勢崎市北部にある波志江沼に隣接する台地上で、

原始より生活が続いた地ですので、事業着手前に埋蔵文化財の発掘調査

を実施することになりました。

本報告書は、県教育委員会の指導により、県民生活部の委託を受けた

当事業団が、昭和57年度， 58年度に発掘調査を実施し、昭和59年度， 60

年度に整理作業を行った成果であります。先土器時代・縄文時代および

古墳時代を中心として赤城山麓地域で営まれた先人の生活の一端を調査

し、報告しました。本報告書が文字資料の少ない、あるいは全くない社

会究明に手がかりを与えるものとして、多くの人々に利用され、斯学に

貢献することができることを望みます。

おわりに、発掘調査ならびに整理事業を通じてご指導、ご協力をいた

だきました群馬県教育委員会・群馬県県民生活部の関係者の皆様、調査

担当者および作業員、補助員の方々に感謝申し上げます。

昭和61年 3 月 31 日

闘群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長清水一郎





例 ロ

しもふれうしぶせ

1. 本書は、県立身障者スポーツセンター建設工事に伴う下触牛伏遺跡の埋蔵文

化財調査報告書である。

2 遺跡は群馬県佐波郡赤堀村大字下触字牛伏238番地に所在する。

3 発掘調査は、群馬県県民生活部（障害福祉課）の委託により、閲群馬県埋蔵文

化財調査事業団が行った。

4 調査を実施した年月日は次の通りである。

発掘調査 昭和57年11月 24 日～昭和58年 3 月 25 日（昭和57年度）

昭和58年 4 月 1 日～ 9 月 3 日（昭和58年度第 1 次）

昭和59年 2 月 6 日～ 3 月 31 日（昭和58年度第 2 次）

整理作業 昭和59年 4 月 1 日～昭和61年 3 月 31 日

5 調査組織は次のとおりである。

事務担当 小林起久治、白石保三郎、梅沢重昭、大沢秋良、松本浩一、上原

啓己、近藤平志、細野雅男、神保侑史、定方隆史、国定 均、笠

原秀樹、須田朋子、吉田有光、柳岡良宏、野島のぶ江、吉田笑子、

並木綾子、吉田恵子、今井もと子、石田智子、竜崎めぐみ

調査担当 石坂茂（閲群馬県埋蔵文化財調査事業団調査研究員）

昭和57年度・昭和58年度第 1 次

飯田陽一（同上） 昭和57年度

岩崎泰ー（同 上） 昭和57年度・昭和58年度第 1 次

徳江秀夫（同上） 昭和58年度第 2 次

小島敦子（同上） 昭和58年度第 1 次•第 2 次

6 本書作成の担当者は次のとおりである。

編 集 岩崎泰一、小島敦子

本文執筆 石坂茂 I-1 、 III 徳江秀夫 I-5 、 IV-3 、 VIl-2

岩崎泰ー I - 3 、 II 小島敦子 I -2 • 4 、 IV- 1 • 2 • 

4 、 V 、 VII- 1 

VI章では、テフラの同定について群馬大学新井房夫教授に、 1 号古墳石室内の

人骨・歯について国立科学博物館佐倉朔氏に、玉稿を賜った。また県工業試験

場の花岡紘ー氏には古墳出土須恵器の胎土分析をお願いした。なおローム層の

花粉分析は、（株）パリノサーヴェイの分析による。

遺構写真 石坂茂・飯田陽一・岩崎泰ー・徳江秀夫・小島敦子

遺物写真 佐藤元彦（閲群馬県埋蔵文化財調査事業団技師）

図版作成 保坂雅美、田村栄子、関口加津枝、角田孝子、田中精子、長谷川

春美、星野春子（閲群馬県埋蔵文化財調査事業団）



株式会社測研

7 本書の作成にあたり、下記の諸氏より御助言、御協力を得た。記して感謝の

意を表したい。（敬称略・五十音順）

新井房夫、安斎正人、伊藤恒彦、岡村道雄、金山喜昭、小島純一、

佐倉 朔、佐藤宏之、鹿田雄三、鈴木忠司、戸田哲也、中束耕志、

能登健、右島和夫、山下秀樹、

8 出土遺物は一括して群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある。

9, なお調査にあたって、作業に従事し、また多くの便宜を図っていただいた地

元の方々に記して感謝いたします。

凡例

l 遺構図の方位記号は座標北を表わす。

2 II 章の遺物Noは、調査時のグリッド毎の通し番号であり、別冊一覧表と一致

している。

3. II 章の遺物分布図に使用されたマークは次のことを表わしている。

第 I 文化層礫赤化割れ面非赤化 0~50g 非赤化 . o ~sog 
51~1()()g 

101~500 g 

-50lg~ 

石器◇尖頭器 ■掻・削器

ロ揉錐器●ナイフ形石器

~台形石器 △削片

▲彫器 一石核

第 II文化層石器 ●ナイフ形石器 ▲彫器

◇基部側縁整形石器●掻・削器

• 51~100 g 

• IOI~500g 

• 50lg~ 

0目的的剥片

●石核調整剥片

•剥片

0 砕片

•剥片

°砕片

0 局部磨製石斧 一石核 ＊敲石

●局部磨製石斧剥片＊目的的剥片

4 II 章の遺物実測図中の矢印は、使用痕が確認できる範囲を示している。

5 遺構図のうち出土遺物および出土位置を示すドット (o) につけられた数字

は、遺物実測図および遺物観察表・一覧表の数字と一致する。

6. III~V章の遺物の番号は、住居、土拡、古墳などの遺構ごとに通し番号を付し

た。包含層出土の遺物も一括通し番号である。

7 II•III章で使用したスクリーンは次のことを表わしている。

[Ilil]研磨面 に二］胎土に繊維を含む。 筐国磨り面

8. IV章の遺構図のうち、住居のカマドおよび古墳の周堀・前庭の埋没土断面は、

見やすくするために平面図の 2 倍になっている。
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l 発掘調査に至る経緯

I 発掘調査と遺跡の概要

l. 発掘調査に至る経緯

身障者スポーツセンターは、群馬県の県民生活部

障害福址課が県立身障者リハビリセンターの隣接地

に建設を計画している身障者のためのスポーツ施設

である。野球場や陸上競技用トラック、テニスコー

トといった施設がつくられる予定になっている。用

地は42935m宝及び、東に傾斜したローム台地を切り

盛りして造成する計画がたてられた。県の教育委員

会文化財保護課が分布調査を行なったところ、東半

の盛上になる部分に主体的に遺物が散布しているこ

とが判明した。

9 月中旬に障害福址課、文化財保護課と当事業団

で調整会議がもたれ、造成区域のうち西半の切り土

部分の発掘調鉦を実施することは決定されたが、東

半の盛り上部分をどうするか協議が必要となった。

盛り土保存の声もあったが、盛り土が東端で 4m を

越えること、また東端にはコンクリートの擁壁とい

う半永久的構築物が造られることから、造成区域全

域を調査の対象とし、範囲確認調査を行なって本調

査実施区域を限定していくことになった。

また調査期間は、昭和57年度の 11月～ 3 月があて

られることになったが、終了しなかった部分につい

ては次年度に継続することとなった。この身障者ス

ポーツセンター建設予定地は、岩宿遺跡とともに著

名な先土器時代の石山遺跡のある石山丘陵に連続す

゜ 20km 

図 1 群馬県の地勢と下触牛伏遺跡の位置
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I 発掘調査と遺跡の概要

る洪積台地であり、安定した関東ローム層の堆積が

認められるところである。当然先土器時代の文化層

の存在も予想され、関東ローム層の調査が必要で

あった。このことについても、予算と期間の中で調

査を実施していくことになった。

用地買収が遅れた畑地や宅地が若干残されていた

が、昭和57年11月 1 日から範囲確認を先行して調査

を開始した。当初の文化財保護課の分布調査の結果

から古墳時代～平安時代の集落址が予想されていた

が、範囲確認調査により発掘区南端に古墳群が存在

し、横穴式石室が良好に残存していることが判明し

た。また試掘トレンチより縄文土器が検出され、そ

の出土状況から縄文時代の遺構の存在も予想され

た。この範囲確認調査によって、北側のやや凹地に

なっている約lOOOOrri刊こ遺構が少ないことから先行

調査区域とし、約33000m'~本調査実施区域として調

査を開始した。

2. 調査の方法と経過

昭和57年度調査はほぼ200X200m、 40000m' のス

ポーツセンター造成区域の中で、遺構の分布状況を

確認し全面調鉦する範囲を限定することから始まっ

た。この遺構確認のトレンチ調査は造成区域全域に

重機により実施した。調査区北東隅のトレンチでは、

黒色土に埋積された浅谷であることが判明したが、

竪穴住居 (1 号）と土拡(1号）が検出された。これら

は先行調査を行い、埋積谷は掘削排土を置くことに

した。また、北西隅・東端北半のトレンチにも遺構

の検出がみられず、調査区から除外した。調査当初

は西側の宅地と南東部の桑畑および中央部の桑畑一

筆が未買収であった。これを含めて全面的に発掘

調査を実施することになった面積は28000m'であっ

た。遺構確認トレンチの土層観察から、表土とロー

ム層の間に明瞭な間層が全域に認め

られなかったので、古墳時代以降の

遺構確認面であるローム層上面まで

重機により表土を剥いだ。古墳およ

び古墳時代の住居が発掘区南東部に

集中して検出された。遺構確認作業

と併行して、発掘区域内にグリッド

lj 設定を行った。グリッドは 5X5m
閲
恩 とし、多角測量を（掬測研に委託し国
ゃ
窯

\ 

•し一~一•吋

家座標系に組み入れた。グリッドの

図 2 遺構確認トレンチと発掘区
゜

呼称は西から東へ 0 から 48、南から

北へAから Z • a • b … W とする座

標の交点のうち南西隅の杭名称によ

る。なお国家座標は、 28ラインが

Y = -57300 、 I ラインが X=+

40300である。

ローム層上面で検出された住居お

よび古墳は同時進行で発掘調査を

行った。古墳は周堀や前庭の埋土断

面の記録をとり、全掘した。発掘区

域外に拡がる遺構については、道路
100 

等がある為拡張はしていない。石室
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はまず、床面まで掘り下げ石室展開図を作製した。

その後、裏込めおよび舗石の立ち割りを行い、石室

構造の断面記録を行った。石室掘り方の全掘調査も

実施した。墳丘は削平を受けて残存状態はよくな

かったので、 2, 3 の古墳で盛り土部分をわずかに断

面で記録できたにすぎない。住居群は、古墳と重複

するものもあり、埋土断面の観察・記録を行ない掘

り下げた。床下の状態および掘り方の調査は小トレ

ンチを設定して地山面まで掘り下げた。住居の中に

は床下に大きな土拡をもつものがあり、それらの住

居は床下を全掘調査することにした。その後、溝や

土拡を調査し、 57年度の調査を終了した。調査中竪

穴住居壁のローム層中より石器剥片が検出された

り、古墳周堀内に縄文時代の土拡が確認されており、

次年度に調査が継続された。

昭和58年度は、縄文時代の遺構を調査した。ロー

ム層上面平面形が確認できるものもあったが、周辺

の諸遺跡の調査例から不充分と考えられたので、遺

物の散布のみられるところを中心に遺構を確認する

ためのグリッド調査を行った。その結果、住居 2 軒、

土坑35基が検出された。土拡はいくつかの形態に分

けられた。小判形で底面中央に杭穴のある II類につ

いては、杭の柱根と据え方の識別を試みたが、あま

り良い結果は得られなかった。土拡はローム層に似

た土で埋まっているため、遺構の検出には手間どっ

たが次にローム層の調査を予定していたので、この

時点では深く試掘をすることはさし控えた。

次に先年度に壁のハードローム上面で、剥片を検

出した竪穴住居周辺から人力で先土器時代文化層の

検出を試みたが、遺物の広がりを押えることがで

きなかった。そこで文化層の有無を再確認するため、

発掘区東半を中心に 2X5mのグリッドを配置して

掘り下げた。その一部で、ソフトロームからハードロ

ームにかけて遺物が出土し、第 I 文化層とした。第

I 文化層の広がりはほぼ1500m' tなり、検出した石

器は 1637点であった。この間、検出漏れを予想して

いた縄文時代の土拡を数基調査した。

続いて、下層の文化層の有無を確認するために

2. 調査の方法と経過

2X5mのトレンチを 5~10mおきに設定し、 HP

まで掘り下げたところ、 40ライン付近のトレンチで、

いわゆる暗色帯から多数の石器を検出した。北側の

トレンチの状況や地形から石器分布を想定し、北は

X ライン、南は I ライン、西は37ライン、東は43 ラ

インに囲まれた範囲を第 II 文化層の調査区に設定し

た。第 I 文化層の分布はさらに広がらないこと、試

掘トレンチで暗色帯上層の BP を含む土層には石器

が出土しないことを確認していたので、暗色帯直上

の BP ブロックを含むローム層を若干残す程度まで

重機で掘り下げた。そして改めて 2X5mのグリッ

ドを設定し、石器の広がる約1600mで調査したが、

西側はさらに設定した調査区から石器の分布が拡が

ることが判明した。以上のように、先土器時代の調

査では 2 枚の文化層を確認し、予想以上の調査が必

要となった。そこで 9 月段階で障害福祉課と協議し、

12月の補正予算を待って再度調査することになり、

9 月 30 日で第 1 次調査は中断した。

2 月に再開された第 2 次調査では、 1 次調査終了

間近、それまで遺構は存在しないと考えていた発掘

区中央部に土拡 l 基を検出したため、発掘区西半の

縄文時代遺構の再確認をまず行った。重機により

ハードローム上面まで 2mおきにトレンチを入れ、

新たに土拡10数基を検出し調査した。また、当初未

買収であった桑畑および宅地については、 トレンチ

調査を行い、土拡 2 基を検出し調査した。先土器時

代のローム層の調査は、第 II文化層の石器分布西側

および南側の限界を把えるため、トレンチ調査を

行った。その結果、西側は32ライン、南側は従前の

I ラインがほぼ石器分布の限界となることが判明し

た。なお、このトレンチ調査で発掘区南端で梅林の

攪乱土下から古墳時代の住居（14号）を確認し調査

している。第 2 次調査のローム層掘り下げは厳寒の

中困難を極めたが、約1000m'の調査を行い、本遺

跡第 II文化層の石器の広がりを全掘することができ

た。

その後、遺物の水洗・注記と埋め戻し作業を行い

3 月 31 日に調査を終了した。
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I 発掘調査と遺跡の概要

3. 基本層序

下触牛伏遺跡は、赤城山南麓の洪積台地上にある。

ほほ遺跡全体に関東ローム層の安定した堆積がある

が、 f ~U-20~40グリッドには浅い埋積谷が東側

沖積地から入りこんでいた。また、 37ラインには X

層 (HP) の堆積がみられない部分もあった。ローム

層の上には表土がのっているが、その中間に As

-C （浅間 C 軽石）を含む黒褐色土(II. III層）が残存

している地点が部分的にあった。この黒褐色土は赤

城山南麓地域に一般的にみられるもので、古墳時代

から平安時代の竪穴住居址はほとんどこの土で埋没

している。調査当初の試掘で、古墳時代の遺構はロー

ム層上面を掘りこんでいることが判明していたの

で、ソフトローム(IVa 層）上面が住居・古墳の確認

面となった。

Na 

1 rn 

2 m 

Xl 

図 3 牛伏遺跡の基本土層

第
I

文
化
府

第
I
I
文
化
層

IV層はいわゆるソフトロームである。その上半(IV

a 層）は土壌化が進み、縄文時代の遺物包含層となっ

ている。 IV層の細分は色調の違いとパミスの混入の

有無による。 V層はハードロームである。埋上がソ

フトロームに似た土色である縄文時代の遺構は、こ

の V層上面が最終的な遺構確認面となった。 V層の

細分は色調の相違によるが、結果として Va が As

-SP（浅間一白糸軽石）の混入層、 Vb 層が As-BP

（浅間一板鼻褐色軽石群）をブロック状に含むものと

把握され、それぞれの指標となっている。 IVb 層か

ら Vb 層にかけては第 I 文化層の石器包含層である。

VI層は台地平坦部で安定した硬質ローム層として

認められたが、南傾斜部では軟質で不安定な堆積状

況を示していた。 VI層は第 II 文化層を構成する石器

群の包含される上位部分にあたる。またAT含有の

最大値は本層にある。 VII• VIII層は「岩宿層」にあた

るものと思われる。 VII層が粘質であるのに対して、

VIII層はやや硬質で漸移層的であり日をおくと黒味を

増す。 VII· VIII層を「暗色帯」ととらえておく。また

37ラインのX層の堆積のみられない部分では、 VIII層

が著しく粘土化しており、掘削後 1 日で堅くしまっ

てしまうほどであった。 VI層から IX層上半にかけて

第 II 文化層の石器包含層となっている。

IX層は黄褐色の粘質ロームで、下層のHP （八崎軽

石）粒を混入している。 X層は層厚10~15cmの HP純

層である。 XI 層は黒褐色粘土層で、南東傾斜面では

本層から湧水が始まる。以上が本遺跡の基本土層の

概略であるが、赤城山南麓地域の洪積台地の一般的

な土層堆積であるといえる。

I 層表土層
II 層黒色土層 FP やAs-C を多趾に含む。しまりの少ない土。
III 層黒褐色土層 ローム層への漸移層。しまり少ない。
!Va 層 軟 質ローム層 ローム粒子をプロック状に含む。土壌化している。
!Vb 層 軟質ローム層 ロームプロック・白色パミスを含む。
va 層黄色ローム層 As-SP 粒を含む。

Vb 層 黄色ローム層砂粒を含む。下位に As-BP をプロック状に含む。
VI 層 黄褐色ローム層 上層に比して赤味が強い。 AT の叢大層序。

VIl 層 茶褐色ローム層｝「暗色帯」。 Vlll層は VII層と IX層の漸移的ローム層。
Vlll 層褐色ローム層

IX 層褐色ローム層 HP 粒を混入する。

x 層 HP （八崎軽石）層

XI 層黒褐色粘土層
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4. 遺跡の立地と周辺の地形

群馬県の地形は、赤城山や榛名山といった古い火

山や上越同境まで連なる県北の山地と、南東部に広

がる関東平野の外縁部とに大きく分けられる。下触

牛伏遺跡は、それらが接する県央に位置する赤城山

の広大な裾野の南端近く、佐波郡赤堀村下触238番地

に所在する。

3. 基本層序 4. 遺跡の立地と周辺の地形

赤城山は第三紀の複合成層火山で、以後の数回の

爆発により複合的な山体を形づくっている。現在の

最高峰は、 1828mの黒桧山である。地形的には下部

ローム層以上のロームを第三紀層原形面にのせる古

いもので、南面は広大な裾野が標高90mラインまで

広がっている。その南端は旧利根川（広瀬川）の侵食

による涯線で区切られ、桃木川や広瀬川のつくった

沖積地に接している。山頂付近からは樹枝状に小河

し·

削

橋

市

飯
土
井
町

伊勢崎市

郡

• 
り

I: 5,000 

図 4 牛伏遺跡周辺の地形区分

二高位沖積微高地

低位沖梢微闇地 仁二］沖積地
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I 発掘調壺と遺跡の概要

川が流下しており、そのため標高200mから 90mの間

は、河川流路によって裾野の台地は細長く舌状に区

切られることになる。これらの小河川は、様々な沖

積作用を山体・山麓に与えている。流路沿いのロー

ム台地に砂壌土性の微高地を付随させるところが

あったり、粕川のように完新世の扇状地をつくつて

いる河川もある。従来、赤城山南麓はローム台地と

単純に考えられることが多かったが、荒砥地域や粕

川村内などで発掘調査が進むにつれ、複雑な地形環

境を呈していることが判明してきている。
（注）

下触牛伏遺跡は、このような赤城山南麓を流下す

る河川のうち神沢川の左岸ローム台地に立地してい

る。神沢川も屈曲の多い河川で、両岸のローム台地

のところどころに砂壌土性微高地をつくっている

が、遺跡周辺は神沢川と東方の西桂川によって細長

く区切られたローム台地の部分である。この台地に

は先土器時代遺跡で著名な石山丘陵も所在する。こ

の台地のほぼ中央石山丘陵西側には、巾が狭く河川

のない沖積地が南北方向に入り込んでいる。その西

岸に遺跡は立地する。谷頭は発掘区南端から北方500

mのところにあり、南方の波志江で神沢川の沖積地

に合流するまで1.7kmの規模の沖積地である。遺跡南

方にある波志江沼は沖積地の中ほどのところに堤を

設けて造られた溜池である。この沖積地には、谷頭

近くや遺跡北辺に小さな谷地が突起した瘤のように

入り込んでいる。遺跡北辺のものは、埋積されて現

状では谷地とは見えないような状態であった。

遺跡はこのような細長い沖積地に面して立地して

いる。先土器時代の遺物は、東斜面に集中して検出

され、沖積地に近い台地縁辺が生活の場となってい

たことを示しているし、縄文時代には東南に傾斜す

る斜面の等高線に沿って陥穴群が掘られ、格好の猟

場となっていただろう。古墳時代になっても、東南

斜面に主として住居がつくられ、群集墳も同様に分

布している。河川のないこの沖積地は、初期水田耕

作には不適であったと考えられ、何らかの取水技術

の採用によって古墳時代後期「第 1 次新開集落」が

定着したものであろう。その後、墓域に変化し、奈

8 

良•平安時代の集落が継続しないことは、波志江沼

の開発の時期や周辺の遺跡分布との関連の中で考察

され得るだろう。

註 l 宮川流域の荒砥島原遺跡、神沢川流域の荒砥二之堰遺跡

などで、ローム台地の縁辺に砂壌土性微高地を確認してお

り、遺構も分布していることがわかっている。

井上・徳江他1984 （文献 2) 石坂他1984 （文献 3)

また粕川村安通・澗遺跡では、粕／ 1| 扇状地の堆積物下に

ローム層が確認され、縄文時代中期の遺構を検出している。

小島純一 1982 （文献 4)

5. 周辺の遺跡分布

この節では下触牛伏遺跡で検出された各時代の遺

構・遺物を周辺地域の遺跡分布の中で関連づけよう

とするものである。但し図 5 の作成はあくまで便宜

的なものであり、表中に登載した遺跡も発掘調査の

成果を中心としている。

先土器時代 当遺跡の他、図中に堀下八幡遺跡 (35)

近接して、前橋市荒口町北三木堂遺跡、伊勢崎市書

上本山遺跡がある。近年、周辺地域の開発の進行と

ともに遺跡数は増加傾向にあるが、一定の分析を行

う為にはここで取り上げた以上の範囲での検討を要

する段階である。

縄文時代 縄文時代の遺跡は図中に21例あり、その

他にも遺物散布地が多い。遺跡はいずれの時期も沖

積地や湧水池を臨む台地や微高地上に位置してい

る。前期・中期後半の集落址が多いが、現時点の資

料からは 2 時期以上継続する遺跡の調査例は少な

い。荒砥二之堰遺跡 (18）、下縄引遺跡 (61）、今井柳

田遺跡が該当する。荒砥二之堰遺跡は神沢川右岸に

位置し前期の諸磯 a • b 式期、加曽利 E 3 式から堀

之内 I 式期に至る各期の住居址を検出している。

当遺跡では創草期の爪形文土器を出土しているが

遺跡の北、石山丘陵の南西斜面には石山遺跡、北東

（図外）には北三木堂遺跡があり、ともに尖頭器が検

出されている。また、神沢川右岸の飯土井二本松遺

跡では砂壌土下の包含層中から早期、田戸下層式期

の沈線文や押型文土器が多数出土している。荒砥上

川久保遺跡 (51) や北三木堂遺跡では撚糸文土器が検
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I 発掘調査と遺跡の概要

出されている。

前期、諸磯期の集落址の検出例は多い。荒砥二之

堰遺跡 (18) 、荒砥上ノ坊遺跡（ 5) 、荒砥上諏訪遺跡

(54) 、がある。桂川流域、多田山丘陵東側から南延

する沖積地に接する台地上では五目牛東遺跡群

(39）、北通遺跡 (43) 、今井柳田遺跡 (64) 、南原遺跡

(63) 、多田山東遺跡で住居址が検出されている。い

ずれの遺跡も数軒の住居を検出した集落址である。

陥穴と考えられる土拡は五目牛南組遺跡（41) 、堀

下八幡遺跡 (35) で検出されている。

弥生時代 中期後半には小規模な沖積地を生産域と

した集落が出現したと考えられる。前橋市荒砥前原

遺跡、荒口前原遺跡、伊勢崎市西太田遺跡などの遺

跡があるが現時点では遺跡数の限界から下触牛伏遺

跡周辺の状況を把握することは困難である。

後期の遺跡も沖積地を臨む台地や微高地上に立地

していると考えられる。

古墳時代 前期の遺跡は弥生時代後期の遺跡立地を

引き継いでいると思われるが、当遺跡周辺の遺跡分

布は複雑な様相を呈している。弥生時代後期の赤井

戸式土器・樽式土器はこの時期まで残存し、土師器

と伴出する。北山遺跡（22) 、上縄引遺跡 (59) 、荒砥

上ノ坊遺跡で住居址や周溝墓が検出されている。石

田川式土器を出土する住居址は荒砥二之堰遺跡

(18) 、荒砥上諏訪遺跡 (54) 、川上遺跡（45) 、南原遺

跡 (63) などで検出されている。これらの住居址とと

もに方形周溝墓や円形周溝墓も多く検出されてい

る。図中に 8 遺跡が分布しており堤東遺跡では前方

後方形周溝墓が検出されている。

前期古墳はこれを築造した首長層が統括しえた支

配領域についての検討が必要であるが、本地域に接

しては認められない。前橋市天神山古墳、伊勢崎市

華蔵寺裏山古墳 (28) が本地域を包括しえる地点にあ

ると言える。

当遺跡では後期の住居址と古墳が検出されてい

る。図中の周辺地域の分布からは中期・後期の遺跡

増加は明確に看取できない。しかし、前期の遺跡の

多くは後期に継続しており、個々の遺跡の集落も拡

10 

大している。

古墳時代以降の農耕集落の変遷については前橋市

二之宮町に所在した宮川下流域遺跡群の検討があ
註 l

る。古墳時代前期の居住域は台地縁辺に立地し、中、

小河川に依拠した生産域を維持していたと思われ

る。後期になると前期からの居住域は台地内部に占

地範囲が広がる。それとともに河川のない沖積地を

臨む台地上にも住居が出現する。この背景には河川

灌漑に加えて、荒砥天之宮遺跡で検出された、湧水

を積極的に利用する溜井灌漑という新たな土木技術

の獲得による生産域の拡大があったと考えられる。

このように導き出された考え方は当遺跡の周辺地域

全般での遺跡の変遷と合致していると思われる。

前期以降の古墳として赤堀茶臼山古墳 (48) 、地蔵

山古墳群（34) の初期の古墳、前橋市今井神社古墳、

伊勢崎市丸塚山古墳などがある。後期の集落の変遷

とともに古墳は小地域ごとに築造されるようにな

り、後期古墳の数は激増している。その中で前二子

古墳に代表される前方後円墳や荒砥荒子遺跡で検出

された方形区画遺構は一小地域を越えた首長層の存

在を想定させる。

奈良•平安時代 当遺跡の周辺地域におけるこの時

代の様相は不明な点が多い。遺跡の南側、波志江今

宮遺跡で奈良時代の住居址 1 軒と浅間 B テフラ下の

水田址が検出された。波志江六反田遺跡(31)は奈良時

代の、飯土井二本松遺跡は奈良•平安時代の集落址

である。

奈良•平安時代になって形成される集落は図中で

6 例と少ない。うち青柳遺跡 (2) や波志江今宮遺跡

(26) 、宮貝戸下遺跡 (25) は調査範囲が狭く遺跡の内

容がすべて把握できていない可能性もある。その他

の遺跡は伝統地域における居住域や生産域が飽和状

態に達する中での第 2 次の開発に伴うものであろ

う。

荒砥上西原遺跡 (13) では基壇を備える建物址を検

出した。この遺構の南には奈良•平安時代の竪穴住

居址が多数あり、同じ台地上、川籠皆戸遺跡 (12) ま

で延びているようである。



伊勢崎市上植木廃寺 (68) は文化様式でいうところ

の白鳳時代の創建瓦を出土している。近接地を東山

道が通過しており、佐位駅家も周辺に求められてい

る。この地域を掌握していた有力者の存在が推定さ

れる。

中世以降 当遺跡周辺における遺跡の変遷は奈良・

平安時代に至るまで大筋ながら把握できている。し

かし、中世以降どのような変遷を経ていったかを考

古資料で追求することは困難であり、不明な点も多

い。八坂用水（佐波・新田用水）、大正用水に代表さ

れる灌漑用水が整備される中で耕地の水田化が継続

され現在に至っていると考えられる。

平安時代末から中世初期、赤城山南麗のこの地域

には西側から大胡郷、大室荘、淵名荘があり、当遺

跡の位置する波志江は渕名荘域内にあったとされて

いる。女堀は先述の郷・荘域を貫いている用水址で、

12世紀中葉に渕名荘内への用水供給を目的として開

表 1 牛伏遺跡周辺の遺跡（註 2)

No 遺跡名 時期 検出された遺構

住居址 生産址 墓址 その他

1 下触牛伏遺跡 先土器 包蔵地

縄文

゜
土 壊

古墳

゜ ゜2 青柳遺跡 奈良

゜
土 塙

平安

゜
溝

3 つくば山古墳 古墳

゜4 赤城神社境内 平安 礎 石

塔礎

5 荒砥上ノ坊 縄文

゜遺跡 弥生

゜古墳

゜
図l 口

奈良

゜平安

゜
ｮ 土 塙

中世 溝

6 荒砥荒子遺跡 古墳

゜奈良

゜平安

゜
ｮ 溝

7 荒砥 古墳

゜ ゜中屋敷 II 遺跡 平安

゜
⑧ 

5. 周辺の遺跡分布

削されたと考えられている。荘園の成立や浅間 B テ

フラの降下による災害からの復旧等の問題を追究す

るための重要な遺跡である。

中世の城郭址としては、白井長尾氏に属していた

大室城（74) 、大室元城（75) や、赤石氏の築城した赤

石城があげられる。前橋市今井城や、赤堀村の毒島

城、赤堀城が近接している。

北山遺跡では中世の火葬墓が検出されているが、

周辺には同時期の遺跡が多く分布し、板碑や五輪塔

小皿等の遺物が出土している。

註 l 前橋市二之宮町所在の宮川下流域遺跡群についての考察

は文献96で行なわれている。また、能登健・小島敦子は、

農耕集落の発展プロセスを『新里村の遺跡』（文献97) で提

示している。

註 2 表中の略・記号は次のことを表している。

『綜覧j →「上毛古墳総覧］ （文献100)

生産址®→浅間 B テフラ埋没水田

図→浅間C軽石埋没畠

墓址〇→古墳 □→方形周溝墓

遺 跡 の 概 要

本報告の遺跡

台地の中央部に位置する。沖積地との比高差は小さいと思われる。

二之宮小学校内でも遺構の存在が確認されている。

台地の東端部に位置する。一辺30m、高さ 7mの方墳である。

赤城神社の境内に塔礎があり、神社周辺から布目瓦が出土してい

る。

2 つの洪積台地と宮川の支流によって形成された沖積台地上にあ

たる。西側の台地上からは方形周溝墓群が検出された。東側の台

地縁辺部からは縄文時代前期の住民址が検出された。弥生時代

～古墳時代前期には台地縁辺が居住域に、中央部が畠として利用

されていたが、奈良•平安時代になると居住域が台地内部にまで

拡大している。住居址は合計225軒検出された。

五世紀後半と考えられる方形区画内に柱穴列、古墳時代中期・後

期の住居址を検出した。これらの遺構は群馬町三ツ寺 I 遺跡で検

出された居宅跡と同様の性格を有していると考えられる。この区

画を侵食している埋没谷からは浅間 B テフラにより埋没した水田

址が検出された。

口荒砥中屋敷 I 遺跡の北側、同一台地上に位置する。古墳時代後

期、平安時代の住居址、横穴式石室を有する円墳 l 基を検出した

文

献

5 

6 

7 

8 

12 

13 

11 

11 



I 発掘調査と遺跡の概要

Na 遺跡名 時期 検出された遺構 文
遺 跡 の 概 要

住居址 生産址 墓址 その他 献

8 荒砥中屋敷 I 古墳

゜
台地の東端に位置し沖積地に臨む。古墳時代前期（弥生時代後期

10 
遺跡 中近世 溝 とも考えられるものも含まれる）の住居址を検出する。

, 新屋遺跡 古墳

゜
台地の東端に位置し、前期の住居址 l 軒を検出した。 , 

10 舞台西遺跡 中世 井 戸 中世の井戸を検出した。道路をはさんで南東に荒子の砦跡がある。 10 

11 堤東遺跡 古墳 口 台地の西端に位置し、沖積地をはさんで西側に川籠皆戸遺跡が位

奈良

゜
置する。古墳時代前期の方形周溝墓が 3 基検出され、うち 1 基は

14 
平安

゜
前方後方形を呈する。奈良•平安時代の住居址は 12軒、住居址に

接して小鍛冶遺構も検出されている。

12 川籠皆戸遺跡 奈良

゜
台地の東端に位置する東側の沖積地は谷頭が近い。竪穴住居址と

平安

゜
ともに掘立柱建物址も検出されている。北側に位置する荒砥上西 15 

原遺跡と同一台地上に位置する。

13 荒砥 奈良

゜
方形区画 台地の東側斜面に位置し、幅l 5mほどの溝で囲まれた60m四方の

上西原遺跡 平安

゜
と基壇 区画が検出された。区画内からは 5 X 4 間の礎石を有する基壇や

柱穴列が確認されている。上野国分寺と同一箔型の瓦、墨書土器、 16 

塑像の残片、鉄釘などを出土している。この遺構の南から西側に

は竪穴住居址が50軒ほど検出されている。

14 天神山古墳群 古墳

゜
赤城山の残丘状の台地上に群集する。「綜覧』によると円墳60基あ

6 
まりが確認されている。現在はほとんど消滅している。

15 丸山古墳群 古墳

゜
天神山古墳の北側、沖積地をはさんだ小台地上に立地する。 6 

16 阿久山古墳群 古墳

゜
残丘状の台地上に群集している。「綜覧」によると円墳 6 基あまり

が存在していたことが記されているが現在はほとんど消滅してい 6 

る。

17 伊勢山古墳群 古墳

゜
西神沢川の右岸、残丘状の台地上に位置する「綜覧』には産泰神

社周辺に 10数基の円墳が群集したいたことが記載されている。 6 

伊勢山古墳は横穴式石室を有する前方後円墳である。

18 荒砥 縄文

゜
土 坑 神沢川右岸に位置する。縄文時代、諸磯 b 、加曽利 E 3 • 4 式、

二之堰遺跡 古墳

゜
□0 称名寺 I • II式、堀之内 I 式期の住居址、土拡、遺物を検出した。

2 
後期の住居址は柄鏡形を呈する。古墳時代の住居址は前期13軒、

後期 5 軒。方形周溝墓 9 基、古墳21基も検出されている。

19 飯土井 縄文 包含層 神沢川右岸、砂壌土からなる微高地上に平安時代の住居址がひろ

二本松遺跡 古墳

゜
がっている。赤井戸式土器を伴出する古墳時代前期の住居 1 軒も 17 

平安 検出されている。砂壌土の下位からは縄文時代早期の土器、剥片 18 

が出出している。

20 荒砥東原遺跡 古墳

゜
神沢川右岸に立地する。古墳時代前期から平安時代前期まで継続

奈良

゜
する小規模集落である。遺跡の東側には帯状の沖積地が南へ延び

平安

゜
ている。これは神沢川の旧流路と考えられている。集落形成期に 19 

は既に埋没しており、生産域の一部にあてられていたと考えられ

る。

21 牛島古墳群 古墳

゜
神沢川とその支流が合流する舌状台地の先端に位置する。「綜覧j

6 
には 4 基が確認されている。

22 北山遺跡 古墳

゜
口 神沢川により形成された沖積地と乾谷沼に続く沖積地にはさまれ

奈良

゜
た台地上に立地する。台地の最高位と沖積地との比高差は25m程

平安

゜
である。古墳時代前期の住居址は櫛描文土器を伴出する。これら 20 

の住居址は縁辺に集中し、中央部には方形周溝墓がつくられてい

る。古墳時代後期の住居址は台地全域にひろがり、奈良•平安時

12 



5. 周辺の遺跡分布

No 遺跡名 時期 検出された遺構 文
遺 跡 の 概 要

住居址 生産址 墓址 その他 献

代には再び東側斜面に集中している。

23 西稲岡遺跡 古墳 溝 中期の溝を検出。 21 

24 大沼下遺跡 古墳

゜
溝 波志江沼西側、大沼上遺跡等と同一台地上に立地する。古墳時代

奈良

゜
前期、奈良•平安時代の集落である。 21 

平安

゜
井 戸

25 宮貝戸下遺跡 奈良

゜
神沢川左岸の台地西縁に立地する。住居址 1 軒を検出。 22 

26 波志江 古墳

゜
神沢川左岸に位置する。古墳は東側、波志江沼との間の台地上に

今宮遺跡 奈良

゜
ある。 6 世紀から 7 世紀にわたる 8 基の古墳が調査された。うち

天安 ⑧ 溝 1 基は箱式石棺を主体部に有する帆立貝形の古墳であった。台地 23 

の西側には狭い谷地が入りこみ浅間B テフラ下の水田址と溝が検

出されている。

27 宮貝戸古墳群 古墳

゜
波志江今宮遺跡の北側に位置し、今宮遺跡、下触牛伏遺跡で検出

された古墳との関連が強く考えられる。 4 基が調査され、うち 2
24 

基は円筒埴輪を伴っている。 3 号古墳は前庭を有し、石室構築の

為の掘り方を有している。

28 華蔵寺 古墳

゜
粕川右岸の独立丘陵状の台地の頂部に位置する。有段口縁の壺の

裏山古墳 破片を出土し 4 世紀代の古墳と考えられている。
25 

29 台所山古墳群 古墳

゜
粕川の右岸、華蔵寺の北方に位置する台地上にあたる。 10余基の

古墳の存在が伝えられたが現在はほぽ消滅している。うち 1 基が 26 

調査された。これは主体部に箱式石棺が用いられている。

30 蟹沼東古墳群 縄文

゜
石山丘陵から南へ延びる台地上に位置する。 50基以上の円墳が群

古墳

゜
□0 集する。沖積地をはさんで地蔵山古墳群と対峙するが、地蔵山古 22 

墳群が中期から後期へと継続するのに対して、この古墳群は数基 24 

の主体部が箱式石棺であったのを除いて後期の横穴式石室を主体 27 

としている。縄文時代の住居址、古墳時代前期の住居址、方形周 ~ 

溝墓も検出されており、台地縁辺が居住域となっていたと考えら 29 

れる。

31 波志江六反田 奈良

゜
石山丘陵の南、東西を狭い沖積地にはさまれた台地上に位置する。

31 
天神山遺跡 台地の東側縁辺に住居が散在していた。

32 片田山古墳群 古墳

゜
石山丘陵の全域にわたり古墳が築造されていた。「綜覧Jによれば

前方後円墳を含む70余基の古墳が確認されている。狭い沖積地を
30 

はさんで下触牛伏遺跡と対峙する。台地東側には三、二子古墳の

南側から広がる沖積地が南延する。

33 石山遺跡 縄文 包含層 石山丘陵の南側斜面に位置する。 100余点の尖頭器をはじめとし多
32 

数の剥片等の遺物を出土した。

34 地蔵山古墳群 古墳

゜
赤城山の残丘状の台地上に位置する。達磨山、蕨手塚古墳をはじ

33 
め 5~8 世紀にいたる古墳55基が群集する。南側には赤堀村14号

34 
古墳があり、北側も洞山古墳群へとつながっている。

35 堀下八幡遺跡 先土器 包含層 両側を沖積地にはさまれた台地上に位置する。東側の沖積地は桂

縄文

゜
土拡・陥穴 川の旧河道である。台地は遺跡の北側が残丘上にたかまっており、

奈良

゜
堀立、溝 八幡林古墳群となっている。奈良～平安時代の住居址は台地の東

35 
平安

゜
井 戸 側に10軒検出された。縄文時代の住居址は前期諸磯 b 式期で同時

期の土拡も検出された。先土器時代の遺物は板鼻褐色軽石 (BP)

混入層以下暗色帯を含めた間に 3 つの文化層として確認された。

13 



I 発掘調査と遺跡の概要

No 遺跡名 時期 検出された遺構 文
遺 跡 の 概 要

住居址 生産址 墓址 その他 献

36 大沼上遺跡

゜
住居址は 1 軒を検出した。 30 

37 八幡林古墳群 縄文

゜
堀下八幡遺跡の北側に接する。縄文時代関山期の住居址 4 軒と古

古墳

゜
墳24基を検出した。古墳は 6~7 世紀後半の築造と考えられ、う 36 

ち l 基は竪穴式石室を有している。

38 波志江 平安 ｮ 堀下八幡遺跡、波志江六反田天神山遺跡の位置する両台地にはさ

中峰岸遺跡 まれた沖積地。浅間 B テフラに埋没した水田址が検出された。
37 

39 五目牛東 縄文

゜
包含層 粕／ 11 と 1日桂川にはさまれた微高地上に 3 地点に分かれて立地す

遺跡群 古墳

゜
る。 A地点は粕／ 11 よりの微高地で縄文時代早期の山形押型文、沈線

奈良

゜
掘 _1_ｷ L 文土器を出土。古墳時代前期・後期の住居址を出土した。 B地点 38 

平安

゜
では古墳～平安時代の住居址が広がる。 C地点では縄文時代の諸

磯期、黒浜期の住居址を各 1 軒ずつ検出した。

40 五目牛清水田 縄文

゜ ゜
集石・包 粕川右岸の微高地とその東西の沖積地にひろがる。古墳時代前期

・中田遺跡 | 含層 と後期の住居址は微高地の東半にひろがる。粕川より谷地は畠と

占墳

゜
0ロ 掘 >一 水田がつくられている。西側の沖積地は浅間 B テフラ下の水田址

奈良 以下 7 時期の水田址が検出されている。微高地には住居址と重複
39 

゜平安 ｮ 溝 して畠がつくられていた時期もある。また、帆立貝形の古墳も築

中近世 井戸・溝 造されていた。

41 五目牛 縄文

゜
陥 ノr\ 清水田遺跡の西側の台地上に立地する。古墳は円墳である。近世

南組遺跡 古墳

゜
木炭窯 末から明治時代にかけての居宅が検出されている。 40 

近世

゜
土 拡

42 洞山遺跡 縄文

゜ ゜
粕／ 1|右岸の残丘状の台地上にある。縄文時代後期の住屈址が調査

古墳 され、土偶や石棒が出土している。古墳は北側を除く斜面に分布

しており［綜覧』では 17基が確認された。小型の前方後円墳とさ 42 

れる洞山古墳をはじめ 7 基以上が調査され主体部に箱式石棺を有

する円墳もあった。

43 北通遺跡 縄文

゜
土 拡 粕川右岸の台地縁辺に立地する。南に洞山遺跡が立地する。 2 地

古墳

゜
点の査が実施され、縄文時代諸磯期、関山期の住居址、土拡、古 42 

平安

゜
墳時代前期の住居址 1 軒、平安時代の住居址 2 軒を検出した。

44 限巣遺跡 縄文

゜
旧桂／ 11 の左岸、台地縁辺に位置する。縄文時代諸磯期の住居址と

奈良

゜ ｝掘立 上拡、奈良•平安時代の竪穴住址と掘立柱建物址を検出した。 42 

平安

゜45 川上遺跡 古墳

゜
多田山丘陵から南に延びる台地の東縁部に位置した台地内部にも

平安

゜
掘 _)_L ' 遺構はひろがる。古墳時代前期、後期、平安時代の住居址を検出

した。掘立柱建物は礎石を有しており、その礎石の構造は上野国
43 

分寺と同様のものである。布目瓦片も多く出土した。

46 下触向井遺跡 縄文 土 拡 台地縁辺部に位置し、東側に狭い沖積地を臨む。縄文時代の土拡は

古墳

゜
早期と報告されている。古墳時代後期の住居址26軒も検出した。

44 

47 向井古墳群 古墳

゜
桂川の左岸に位置する。下触向井遺跡に接する。うち 1 基が調査

されている。
6 

48 赤堀茶臼山 古墳

゜
多田山丘陵の中の北側に位置する。東西両側に沖積地を臨み、古

古墳 墳と現在の水田面との比高差は約50mである。西へ1. 2kmに三、ニ

子古墳が位置する。全長45mの帆立貝形の古墳である。主体部は木 46 

炭榔で神像鏡、内行花文鏡、石製模造品、鉄製品等が出土した。 47 

墳丘上には家形埴輪をはじめとした形象埴輪、円筒埴輪が樹立さ

れていた。 5 世紀中葉の築造と考えられる。

14 



5. 周辺の遺跡分布

No 遺跡名 時期 検出された遺構 遺 跡 の 概 要 文

住居址 生産址 墓址 その他 献

49 多田山古墳群 古墳 赤城山の残丘状の丘陵である多田山丘陵の東南斜面には後期の円

墳が集中する。中里古墳は切石戟組積の横穴式石室を有していた。
6 

50 多田山 平安 多田山丘陵の東斜面にある。安山岩でつくられた、蓋・身部分か

火葬墓地群 らなる骨蔵器13碁が発見されている。
45 

51 荒砥 縄文 包含層 桂川右岸の台地上に位置し、西側には沖積地がひろがる。古墳時

上川久保遺跡 古墳

゜
[] 代前期から平安時代まで継続する集落であり、平安時代の住居址

奈良

゜
は50軒を検出した。古墳時代の方形周溝墓 5 基も検出され、赤井

48 

平安

゜
戸式土器が出土している。

52 梅ノ木遺跡 古墳

゜
前二子古墳の東側、台地の縁辺部に位置する。古墳時代各期と平

平安

゜
安時代の住居址を検出した。

49 

53 荒砥 古墳

゜
三、二子古墳の立地する台地の南端に位置し、西側に荒砥J::謝訪

五反田遺跡 奈良

゜
遺跡が隣接する。古墳時代前期から平安時代にいたる住居址を検 50 

平安

゜
出した。

54 荒砥 縄文

゜
樹枝状に開析された地形の台地上に東西に調査しており、東側の

上諏訪遺跡 古墳

゜ ゜
沖積地は湧水によって形成されたものて遺跡の北東に谷頭があ 51 

平安

゜
る。縄文時代諸磯期、古墳時代後期から平安時代の住居址が検出 52 

中近世 された。また『綜覧』荒砥村第54号古墳の周堀も調査されている。

55 東大室小学校 古墳

゜
荒砥上諏訪遺跡と同一台地上、台地南端に位謹する。古墳時代前

校庭遺跡 奈良

゜
期、奈良、平安時代の住居址 4 軒を検出した。 51 

平安

゜56 前二子古墳 古墳

゜
桂川と神沢川にはさまれた台地上に立地する。南側、台地の縁辺

には荒砥上諏訪遺跡や荒砥五反田遺跡があり、沖積地がひろがる。

全長95mの前方後円墳で袖無型の横穴式石室を主体部に有する。 53 

6 世紀前半の築造と位置づけられている。周辺には中・後二子古

墳のほか10数基の円墳が集中する。

57 中二子古墳 古墳

゜
全長85mの前方後円墳。周堀を有し一部は二重になっている。 53 

58 後二子古墳 古墳

゜
全長76mの前方後円墳。主体部は両袖型の横穴式石室である。 53 

59 上縄引遺跡 縄文

゜
桂川右岸の台地上、東側の緩斜面に位置する。縄文時代の住居址

古墳 □0 は 1 軒で諸磯 b 期のものである。周溝墓と古墳、埴輪円筒棺は立
54 

地を同じくしており墓域として継続性が注目される。 12基の周溝

墓からは樽式土器、赤井戸式土器と土師器が伴出している。

60 久保皆戸遺跡 古墳

゜
桂J II左岸、舌状台地の縁辺に位置する。 2 軒の住居址は樽式土器

を出土しているがいずれも古墳時代前期の遺構であろう。瓦塔片 55 

も出土している。

61 下縄引遺跡 古墳

゜
桂川左岸の台地上に位置する。検出された 4 軒の住居址はいずれ

も久保皆戸遺跡と同様の土器を出土している。
55 

62 丸山古墳 古墳 台地の南端、孤丘状の高まりの頂部に位置する。 6 

63 今井南原遺跡 縄文

゜
沖積地をはさんで向井遺跡、川上遺跡が位置する。縄文時代は諸

弥生

゜
磯期の住居址一軒。弥生時代後期から古墳時代の前期36軒、古墳

古墳

゜
時代後期 8 軒、奈良•平安時代115軒、掘立柱建物址 4 棟を検出し 56 

奈良

゜ ｝掘立 ている。東側に古墳群が接する。「綜覧jによれば27基の古墳が存

平安

゜
在していた。

15 



I 発掘調査と遺跡の概要

NQ 遺跡名 時期 検出された遺構 文
遺 跡 の 概 要

住居址 生産址 墓址 その他 献

64 今井柳田遺跡 縄文

゜
毒島から続く沖積地の左岸、台地上に位置する。同一台地上に多

古墳

゜
田山東遺跡が、沖積地をはさんだ西側には田向遺跡がある。縄文

58 
奈良

゜
時代は諸磯期と堀之内期で堀之内期の住居址は柄鏡形を呈する。

平安

゜
古墳時代後期12軒、奈良•平安時代の 7 軒の住居跡を検出した。

65 田向遺跡 縄文

゜
多田山丘陵の東南、沖積地を臨む台地上に位置する。縄文時代は

古墳

゜
加曽利E期一軒。古墳時代前期は 3 軒と少ないが以後平安時代ま

58 
奈良

゜
で集落は継続する。

平安

゜66 多田山東遺跡 縄文

゜
柳田遺跡の北側台地の西縁部に位置する。縄文時代の住居址は諸

弥生

゜
磯期で 7 軒を検出した。弥生時代の後半から以後各期の住居址が 59 

平安

゜
あり、平安時代まで継続する遺跡である。

67 上西根遺跡 古墳 口 粕川の右岸、台地上に位置する。古墳時代後期の方形周溝墓を検

出した。
60 

68 上植木廃寺跡 白鳳 寺院址 南北に延びる台地上に位置し、南東に恵下遺跡が近接する。また、

周辺は東山道、佐位駅家の存在が推定されている。従来から廃寺

址として重要性が高かったが1982 （昭57) 年から寺域とその内の
61 

遺構の確認調査が継続されている。調査では西辺を画すると考え

られる溝と 6 カ所の墓壇が検出されるとともに、創建期の瓦と思
62 

われる単子葉八弁蓮文軒丸瓦や三重孤文軒平瓦、上野国分寺系の

瓦、三彩陶片、墨書土器、瓦塔片などが出土している。

69 本関古墳群 古墳

゜
粕川右岸の台地上に位置する。「綜覧』では円墳を主体にが確認さ

れている。殖蓮村71号古墳は前方後円墳で主体部に横穴式石室を
6 

有している。光仙坊遺跡（図外）では粕川の現流路に接する地点

で箱式石棺を主体部に持った円墳が検出されている。

70 女堀 平安 用水遺構 下触牛伏遺跡の東側に遺構の一部が残存する。前橋市上泉町付近

中世 の旧利根川を起点に終点の佐波郡東村西国定まで、赤城山南麓か

ら大間々扇状地 I 面にかけて幅15~30m、深さ 3~4mの規模で

12.75kmにわたって開削された用水遺構である。前橋市付近で 8 地
63 

点が調査され、工事が未完成であったことが判明した他当時の土

木技術の一端が明らかにされた。また、女堀は浅間B テフラ降下

後の農耕地の再開発、古代未期から中世にかけて荘園の成立等、

社会史解明において重要な位置をしめている。

71 赤石城跡 中世 神沢川右岸の台地上に位置し、西側には狭い沖積地が南延する。

高さ 4mの土居をめぐらした本丸と西側の腰曲輪があった。
64 

72 城山遺跡 中世 赤石城に近接している。土居の一部を残す。 64 

73 荒子の砦跡 中世 南北120m、東西80mの単郭堡であった。

74 大室城跡 中世 神沢川右岸に位置する。本丸、ニノ丸、さき曲輪などがあった。 64 

75 大室元城跡 中世 北山遺跡の占める台地の南端部に位置する。大室城跡の北西500m

にあたる。単郭堡であり、堀跡から小皿や土鍋が出土している。
64 

76 中屋敷跡 中世 南北、東西150mの規模を有し土居が残存している。 6 

77 関屋敷跡 中世 東西100m、南北130mの規模を有する。 6 

78 推定東山道 奈良

以降
65 
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l 調査区の設定と調査方法

II 先土器時代の遺物と遺物分布

1. 調査区の設定と調査方法

先土器時代石器群の存在は縄文・古墳時代遺構の

調査が進む中で、ローム層中から剥片が採集された

ことにより確定的になった。調査は一部縄文時代の

遺物包含層の調査と並行して行われた。石器群の存

在が予想される台地縁辺を中心に試掘溝を設定し、

その他の地点については調査済みの遺構を精査する

ことにより、石器群の有無を確認するという方法で

調査区を限定していった。

試掘溝は 5mグリッドの北辺を基準に 2m幅で各

グリッド毎に設定し、とりあえず、石器群の包含の

予想されたVb (BP) 層まで掘り下げ、 VI~x層に

ついては重機を用いてVb 層まで全体を除去した後

に調査を行うこととした。これは調査対象となる X

層まで 2m程の層厚をもつため、調査期間・安全性等

を勘案した結果で、神奈川県寺尾遺跡（文献103) で

とられた方法と基本的には同様である。調査はジョ

レンを用い、補助的に移植ゴテを使用した。出土遺

物には各グリッド毎に 1 から連続する番号を与え、

層位毎に遺物の出土状況・集合状態を把握しながら

調査の進行を計った。

5
 

15 25 35 45 

g
 

z
 

p
 

巳曰第 1 文化層

仁コ第 II 文化層

゜ 50 m 

図 6 先土器時代の調森区
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II 先上器時代の遺物と遺物分布

2. 石器の出土層位

総計3000余点に及ぶ石器は上位部分で一部縄文時

代遺物と混在して出土し、調査の対象となった X層

（八崎軽石層）まで、最終的に遺物の出土しない層位

は存在していない。石器はVa· VII層下位にそれぞ

れ遺物出上のピークが見られ、 va 層にピークのあ

る石器群を第 I 文化層の石器群（IV a~Vb 層出土

石器）、 VII層にピークのある石器群を第 II 文化層の石

器群(VI~IX層出上石器）として把えることができ

た。これらの石器群は層位区分された 3 つの層位に

かけて出土しているが、石器は他の先土器時代遺跡

同様ある一定の範囲に集中して出土し、その垂直分

布もいわゆる「ヴィーナス曲線」を描いて出上して

いることが確認されている。

なお、群馬大学の新井房夫教授により、広域火山

灰である「姶良 Tn 火山灰」 (AT) が、 VI層下位（暗

色帯上位層）に比定されることが明らかにされた。こ

うしたあり方は遺跡が所在する赤城山南麓一帯に共

通して見られる現象で、一部成果として報告されて

いる。一般に南麓ではATが純層では存在せず顕微

鏡下の分析により最大値として示されるものであ

る。これまで各人各様に把えられてきた県下の先土

器時代石器群の相対的な位置づけが明らかになると

思われる。調査は総計12000m平ついて実施され、大

規模なものとなったが、良好な資料が抽出され、得

られた成果も多い。

3. 第 I 文化層の調査

3 -1 第 1 文化層の概要

礫群第 I 文化層を構成する礫は総計771点が出土

している。礫群は 7 ヶ所が認識され、いずれも石器

ブロックと重複して分布している。各礫群とも 100個

前後の礫より構成されている。

礫は小礫が上下差をもって出土しているが、他は

va 層下位に安定した状態で出土し、出土状態から

ある構造を想定し得る可能性がある。用材は遺跡周

辺に多く見られる在地石材である輝石安山岩がほと

18 

んどで、他に砂岩 2 点が認められたに過ぎない。礫

は円礫も認められたが、板状の亜角礫状のものも存

在する。各礫群の形態は 3~4m程の不整円形状を

呈すが、 2X4m程の範囲に長円形状に分布するも

のも見られる。礫の接合は碁本的には礫群内で接合

する傾向にある。礫群間における接合は比較的少な

いが、何らかの関係を見出そうとすれば独立的な 5

礫群を除いて、南北に 2 つのグループを指摘するこ

とが可能である。礫群を構成する礫のもつ属性は比

較的均質で、礫群間に有意な差異を認めることはで

きなかった。

石器 第 I 文化層を構成する遺物総数は1637点で、

うち石器は866点が出土している。石器ブロックは

7 ヶ所を確認し、 6 ブロックを除いて礫群と重複し

て分布している。部分的に八崎軽石層が見られない

地点もあるが、遺跡及び周辺の地形は原形面を反映

したものと理解され、図 4 に明らかな様に埋没谷が

存在し、石器群は南北に長い台地が東側に突出する

台地先端に分布すると言える。

石器群は一部縄文遺物と混在するがIVb 層から V

b 層にかけて出土し、ほぼ同一の出土状況を示して

いた。生活面の認定に際し指標となる礫群はva 層

下位に確認された。本文化層の石器組成は尖頭器・

ナイフ形石器を主体とし、豊富な器種組成を示して

いる。特徴的な石器として器体先端から樋状剥離を

施こす一群の石器が存在し、ナイフ形石器と同一層

序から出土している。こうした意味から、これらの

石器の伴出例を増したとも言えるが、様々な作業段

階を経た現在も明確に同時性を証明する根拠をもち

えていない。石器製作状況を示す資料という視点に

立てば、遺跡内で一連のエ程の復元の可能な在地の

石材である安山岩 l を除いて、部分的な工程を示す

ものが多い。とりわけ硬質頁岩・珪質凝灰岩等の搬

入石材は（素材剥片→石器器種）段階のものが多く、

石核が見られないのはもとより、二次加工時に生じ

る砕片が多く存在する。また調査時の所見ではQ-

40G付近で、拳大程度の礫が出上しており、敲石に

該当するものと思われた。その他に礫群よりこれに



表 2 第 1 文化層の礫群

種類 石 材

出土位置(G) 総点数

礫群 輝石安山岩 砂 岩

1 R39~S39 86 86 

2 S40 93 93 

3 S40~S41 101 101 

4 S41~S42 87 87 

5 R42~R43 73 73 

6 R43~R44 70 68 2 

7 Q41~Q42 137 137 

礫群外 89 89 

合 計 736 734 2 

表 3 第 1 文化層の石器ブロック

器種
台形 ナイフ 掻削 器器 調整痕

尖頭器 彫器 揉錐器

プロック名
石器 形石器 有剥片

1 1 1 7 1 

2 1 6 1 

3 1 

4 1 1 1 

5 1 2 

6 1 7 

7 1 3 1 

プロック外 1 1 1 1 

合 計 4 2 11 19 4 1 

相当する資料が見られる他は全く出土しておらず、

上述の剥片剥離状況を説明するものとも思われる。

3-2 礫群と石器プロック

台地東縁を中心に礫群•石器ブロック共に 7 ヶ所

が検出された。これらは「石器群の平面的分布状況」

から視覚的に把えられたもので、月見野・砂川遺跡

で示された「ブロック」の概念によるものである。

制約の多い先土器時代研究にとってブロックの概念

1 

2 

1 

4 

2 石器の出土層位 3. 第 I 文化層の調査

残 存 状 態

総重量(g)

完 形 破 損 赤 化 非赤化

86 84 2 14006 96 

4 89 86 7 12142 57 

11 90 92 , 8191. 53 

2 85 74 13 5824 42 

5 68 67 6 7789 34 

1 69 70 6156. 37 

6 131 121 16 10201 97 

5 84 74 15 2196 94 

34 702 668 68 66510 10 

悶用痕
剥片
石核 石悶調

整片
剥目的的片 剥片 削片 砕片 合 計

1 1 1 2 26 21 66 129 

3 1 11 114 30 169 338 

1 14 7 24 

3 34 8 47 

2 10 8 23 

3 10 22 16 59 

2 1 57 18 147 230 

2 2 8 16 

6 2 4 32 279 69 429 866 

はある意味では有効であり、多用されている。

あらゆる分析の甚礎となるブロックをブロックと

して認識する過程の客観化の試みも見られるが、想

定し得る厳密な意味での時間差をもつ石器群の存在

を抽出する方法論の確立していないのが現状であ

る。真に単位的なブロックを遺存した石器群から抽

出することの意義は明白であり、ブロック概念の内

包する問題は大としなければならない。
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II 先土器時代の遺物と遺物分布
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図 7 第 I 文化層 1 礫群の分布と接合関係

1 礫群（図 7) 礫の接合は基本的には礫群との内で完結する例が

台地東縁から 30mほど入った R-39G に位置す

る。確認された 7 ヶ所の礫群の中で晟も西側に位置

し、石器 1 ブロックが里複して検出された。

礫群は長径3.5m、短径2.5mほどの不整円形状に

分布し、周縁部に向うほど小礫が散漫に分布する傾

向が見られる。小礫は石器同様に若干の高低差を

もって出土しているが、拳大の礫を中心として一定

のレベルでva 層下位に出土している。

礫群は総計86点の礫より構成されている。石材は

在地系の「ヤマ石」と呼ばれる輝石安山岩で、遺跡

周辺で容易に採集されるものである。出土した礫は

いずれも欠損礫で、 B型礫が全体の94％を占めてい

る。構成礫のうち、多くは 100 g以下の小礫で全体の

85％を占める。また、礫重量が3000 gを越える巨大

礫が礫集中部と接して出土している。広く平らな面

を水平にして出土した状態や石器の分布との関係か

ら、石器製作にかかわる遺物の可能性が考えられる。

積極的な台石としての特徴を抽出し得なかったが同

時に赤化の現象も認められなかった。

多く見られるが、 3 • 7 礫群との間に接合例がある。

3 礫群とは 10m、 7 礫群とは15m程の位置関係にあ

る。他にQ-44G に単独で出土した礫と 35mを隔て

て接合する例を含めて、接合例から何らかの意図を

読みとることはできなかった。接合礫は割れ面を含

めて赤化の現象が見られた。

本礫群は一定範囲の礫集中部を有しながらも、周

辺は礫が散漫に分布する傾向が認められた。このよ

うな分布状況を示すものに後述する、 2 • 7 礫群が

あり、礫群が礫集中部よりなるものとは異なる。礫

は一定のレベルで出土し、礫の分布は地形の傾斜と

は反対の北面に広がって分布、出土している。この

ようなことから、礫群の分布が地形的要因から遺存

したものでないことだけは明らかで、何らかの人為

的行為の所産であるものと思われる。
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図 8 第 I 文化層 2 礫群の分布と接合関係

2 礫群（図 8)

S~40G に検出された。 40 ラインに隣接する 3 ヶ

所の礫群のうち、最も西側に位置する。石器 2 ブロッ

クと重複して分布する。

礫群は長径 3m、短径2.2m程の不整円形状の範囲

に分布する。さらに、径 lm程の範囲に礫の集中する

部分が見られる。この礫集中部を構成する礫は比較

的大形の礫が多くを占めるが、小形の礫も存在し、

一概に大形礫より構成されているとも言えない。礫

集中部の周縁には散漫に礫が分布する傾向が見られ

るが、比較的大形の礫も同時に分布する。出土した

礫は小形のものが多く、これらは若干の高低差を

もっているが、礫集中部では比較的安定した出土状

況を示し、 va 層下位に出土している。

礫群は総計93点の礫より構成されている。石材は

輝石安山岩が使用されている。出土した礫は大半が

欠損礫で、 89点を数える。 93点の出土礫のうち、 7

点を除いた他はすべて礫の赤化現象が認められた。

構成礫のうち、 800 gを越える完形赤化礫も存在する

が、多くは50 g以下の小礫で、約半数を占める。完

形礫は 4 点であるが、 200 gほどのものが多く、欠損

礫と比較した場合、完形礫＝要求を満すものとして

の採集礫でないことは明らかである。

礫の接合は基本的には礫群内で完結する傾向が認

められるが、 3 • 4 • 6 礫群との間に接合例がある。

その他に T-41G に単独で出土した礫と接合する例

が確認されている。接合する礫の多くは割れ面を含

めて赤化現象が認められた。

本礫群は一定範囲の礫集中部と周縁の散漫な礫の

分布からなっている。分布域の東縁に小形の礫が分

布する傾向が強く、しかも、赤化現象は見られない。

出上状況から、礫が積み重ねられた状態を想定する

ことも可能であるが、状況的には散逸した状態にあ

ると言え、積極的な根拠に乏しい。
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図 9 第 I 文化層 3 礫群の分布と接合関係

3 礫群（図 9)

s-4lG に検出された。 S ラインに隣接して存在

をする 3 ヶ所の礫群のうち、中央に位置する。隣接

する 2 • 4 礫群とは 4mほどの距離を測る。石器 2 ブ

ロックと重複して分布する。礫群の東側の一部を縄

文時代の 5 号土拡により、こわされている。

礫群は長径 3m、短径 2mほどの不整円形状の範

囲に分布する。礫群は比較的大形の数個の礫よりな

る小礫から構成される可能性もあるが、全般的には

散漫に分布する傾向にある。出上した礫は小礫が多

く、若干の高低差をもって出土しているが、 va 層

下位に比較的安定した状態で出土している。

礫群は総計101点の礫より構成されている。石材は

輝石安山岩が使用されている。出土した礫は大半が

欠損礫で、 90点を数える。出土礫のうち、 9 点を除

いた他は、すべて赤化現象が見られた。また、 700 g 

を越える礫が存在するが、多くは50 g以下の小礫で、

7 割を占める。完形礫は 11点である。 1 点300 gを越

えるものもあるが、多くは200 gに満たない。

礫の接合は基本的には礫群内で完結する傾向が認

められるが、 2 • 4 • 7 礫群との間に接合例がある。

いずれも 1 点のみの部分的な接合で、礫の供給関係

等明らかにすることはできなかった。

本礫群は東側の一部を土拡により破壊されている

ため、全体の規模、様相は明らかにし得なかった。

しかし、現状からは全般に散漫な礫の分布状況を呈

しており、可能性として、礫群が比較的大形の礫数

個からなる 2 、 3 の小群から構成されることが指摘

される。この礫の小群間には接合関係を明らかに認

めることができる。また、これらの小群と西側に散

漫に分布する礫の間には接合関係が 1 例存在するだ

けである。また、 100 g以下の礫がこれら小群の西側

に散漫に分布するが、隣接する礫群と複合する可能

性が大きく、明らかにし得なかった。
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図 10 第 I 文化層 4 礫群の分布と接合関係

4 礫群（図10)

S-42G に位置する。 S ラインに隣接して存在す

る 3 ヶ所の礫群のうち、最も東側に位置する。石器

3 ブロックが重複して分布している。

礫群の規模は長径3.8m、短径 2mである。さらに

径0.5mほどの範囲に礫の集中部が L字状に見られ

る。 この礫集中部は 100~200 g程の B型礫を主体と

したものである。 また、礫の集中部から西側はほと

んど礫の分布が見られないのに対して、東側には散

漫な礫の分布が見られる。出土した礫は小礫が多く、

若干の高低差をもって出土しているが、礫集中部で

は安定した出土状況を呈し、 va 層下位に出土して

いる。

礫群は総計87点の礫から構成されている。石材は

輝石安山岩を使用している。出土した礫は大半が破

損礫で、 85点を数える。出土礫のうち 13点を除いて

すべて赤化現象が認められた。構成礫のうち、 1000

gを越える礫が周縁に認められるが、多くは小礫で

ある。全体に小礫を中心とする礫群と言える。礫の

接合は基本的には礫群内で完結する傾向が見られる

が、 3 • 5 • 6 礫群間に接合例がある。その他に 1 • 2 • 

7 礫群に囲まれ、明瞭な遺物の平面的集中を形成し

ないQ •R-40·41G に出土した礫と接合する例も認

められた。接合する多くは割れ面を含めて赤化現象

が見られた。

本礫群は L字状に礫の検出された礫集中部と周縁

の散漫な礫の分布から構成されていることが明らか

となった。同様な礫の分布状況を示すものとして 5

礫群がある。構成礫は小礫が主体を占めるが、礫集

中部の西側にはほとんど出土せず、東側に多く分布

することが指摘できる。 このような状況を明瞭に説

明することはできないが、少なくともこれらの小礫
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II 先土器時代の遺物と遺物分布
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図 11 第 I 文化層 5 礫群の分布と接合関係

は等高線に添って分布し、一概に自然的要因のみで

理解することは困難である。 L字状に礫が検出され

たことはそこに何らかの意図が反映された構造物を

想定し得るが、現状で具体的に明らかにすることは

できなかった。

5 礫群（図11)

R-42G に位置する。隣接する 6 • 7 礫群とは 5

m程の距離を隔てて検出された。石器 4 ブロックが

重複して分布する。礫群は長径 4m、短径1.5m程の

範囲に分布する。礫の分布は他と同様に礫の集中す

る部分と散漫な部分からなる。礫集中部は 100~300

g程の礫を主体としており、比較的大形の礫の径o.

8mほどの小群 2 ヶ所から成っていると見ることが

可能である。一方、散漫な礫の分布はこの礫集中部

の周縁にあるが、東側には認められない。出土した

礫は小礫が多く、若干の高低差をもっているが、多

くは va 層下位に出土している。

礫群は総計73点が出土している。石材は輝石安山

岩が使用されている。出土した礫は大半がB型の欠

損礫で、完形礫はわずか 5 点が出土したのみである。

構成礫のうち、 1000 gを越える巨大礫は認められな

かったが、 200~300 gほどの礫が多い。なお、 R-

42G から側縁に敲打痕をもつ磨石（赤化礫）が出土し

ている。

礫の接合は基本的には礫群内で完結し、礫群間の

接合はわずかに 1 例が認められるに過ぎない。見か
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3 第 I 文化層の調査
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図12 第 I 文化層 6 礫群の分布と接合関係

け上、認識し得た 2 ヶ所の小群の間には接合する 1

例がある。接合する礫は割れ面を含み、赤化現象が

認められた。

接合はこの 1 例を除いて礫群内で完結し、他の礫

群と比べて独立的な性格が強い。

6 礫群（図12)

確認された礫群のなかで、最も東側の台地縁辺に

近い R-43 • 44G に位置する。石器 5 ブロックが重

複して分布する。礫群は長径 3m、短径1.5mの範囲

に分布する。礫群は他と同様に礫の集中する部分と

礫の散漫な部分からなる。礫集中部は礫群の西側を

構成している。礫は大半が50~150 gほどで、両者に

相違する点は認められなかった。出土した礫は若干

の高低差をもっているが、比較的安定した状態でV

a 層下位に出土している。

礫群は総計70点の礫より構成されている。確認し

た 7 ケ所の礫群中最も少ない。石材は大半が輝石安

山岩であるが、 2 点のみ砂岩が使用されている。出

土した礫は大半がB型の欠損礫であるが 1 点のみ完

形礫が詔められている。礫群を構成する礫70点はす

べてに赤化現象が見られた。構成礫のうち、多くは

100 g以下の小礫であるが、他で圧倒的に多くを含め

ていた20 g以下の小礫が15点とここでは極めて少な

い存在となっている。また、 500 gを越える礫が存在

しないこともひとつの特徴である。礫の接合は基本

的には礫群内で接合するものが多く、 13例が確認さ

れているが、礫群間で接合するものも 5 例が確認さ

れている。礫群内での接合は礫集中部内およびその

周辺内の接合が主体を占め、さらに両者にわたる接

合も認められる。礫群間の接合は 2 • 4 • 7 礫群間に

認められ、とりわけ 6 • 7 礫群との間に密接な関係が

認められる。

本礫群は一定範囲の礫集中部を有しながらも、そ

の東側には散漫な礫の分布を認めることができる。

また、礫群の分布は長・短径の比が 2 : 1 を示す楕

円形状を呈し、 5 礫群と似ている。
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II 先土器時代の遺物と遺物分布
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図13 第 I 文化層 7 礫群の分布と接合関係

7 礫群（図13)

Q-41 • 42G に位置する。

した礫は小礫が多く、

で、全体の 8 割を占める。

7 ヶ所の礫群中、最も

南側に検出され、石器 7 ブロックが重複して分布し

ている。

礫群は長径 4m、短径3.5m程の範囲に分布する。

礫群は、 200 gほどの B型礫を主体とする径0.5mほ

どの礫の集中部と散漫に分布する周辺部から構成さ

れている。礫集中部は「コ」の字状に比較的大形の

礫が分布する。一方、周辺部は北側に小形の礫が、

南側に比較的大形の礫が分布する傾向にある。出土

これらは若干の高低差をもっ

て出土しているが、礫集中部では折り重なる様に安

定した状態でva 層下位に出土している。

礫群は総計137点の礫より構成されている。石材は

輝石安山岩が使用されている。出土した礫は 6 点を

除いた他はすべて破損礫で、大半は赤化現象を認め

ることができた。構成礫の多くは 100 g以下の小礫

とりわけ20 g以下の小礫

礫重量が1000 gを越えるもの 1 点が周辺部より出土

している。

礫の接合は礫群内で接合するものが多いが、他の

礫群と接合関係にあるものも認められる。礫集中部

分と周辺部分との接合関係をはじめ、礫の集中部間、

および周辺部と他の礫群間に接合関係が見られる。

礫群間の接合は 7 例があり、 1•3•5·6·7 礫群、

中でも 6 礫群とは 3 例の接合関係が見られた。

本礫群は認識しえた 7 ヶ所の礫群の中で、出土礫

が最も多く、円形に近い分布状況を示していた。が、

礫群は礫の集中部と散漫に礫の分布する周辺部から

なり、 1~4 礫群と同様なあり方を示していた。「コ」

の字状を呈する礫集中部から何らかの構造物を想定

しうるが、具体的な根拠に乏しい。接合関係から見

ると分布状況の異なる 6 礫群との接合関係が強く認

められたが、重複して分布する石器ブロックのあり

方の類似する 1 • 2 礫群とも接合関係が見られる点

は注意されるべきことである。

は、 60点が出土しており、圧倒的多数を占めている。
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図 14 第 I 文化層 1 フロ；；クの石器分布

1 プロック（図14)

R • S-39G に位置する。

短径4.5m程の不整円形状に分布し、北西側で「風倒

木址J

ブロックは長径6.5m、

と接している。石器はIVb 層から Vb 層にか

けて80cm程の巾をもって出土しているが、 Va 層中

位に最も多く出土している。

している。

1 礫群が重複して分布

ブロックは総数130点の石器よりなる。彫器と彫器

作出に伴うと考えられる削片を主体に、若干の尖頭

器、使用痕ある剥片が出土している。 ブロックを構

成する石器石材は在地石材と搬入石材の両者が見ら

れる。器種組成の主体を占める彫器と削片は 1 例を

除き搬入石材を素材としており、各々が36% 、 30%

を占める。両者が密接にかかわっていたことが理解

され、他にブロックにも同様な傾向がみられる。 さ

らに石材と石器の間に一定のかかわりを指摘するこ

とができる。ブロックを構成する安山岩•黒色頁岩

の在地石材が一連の剥片剥離工程を示す剥片・砕片

からなり定形石器がみられないのに対し、搬入石材

（硬質頁岩、珪質凝灰岩、珪質頁岩、黒曜石、チャー

ト）は、定形石器と定形石器作出に伴う砕片と若干の

剥片から構成される。 このような石器群の様相は他

の石器ブロックにも見られ、石材と石器レベルでの

質的類似性という観点で認識することができる。ブ

ロックを構成する母岩別資料は可視的区分が不可能

であった珪質凝灰岩を除いて18種類が確認されてい

る。硬質頁岩 1 の受熱剥片 1 点が認められる。

石器の接合は 2 ブロックと頻繁に接合する安山岩

1 の他に、 7 ブロックに珪質凝灰岩 1 例が接合する。

安山岩 1 は 5 例が接合され、図示はしていないが、

石核に接合するものも存在する。

本ブロックは器種組成及び石器石材の対応関係に

一定のかかわりを認めることが可能で、様相の類似

する他のブロックと有機的関連をもって存在してい

たものと思われる。

27 



II 先上器時代の遺物と遺物分布
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図 15 第 I 文化層 2 プロックの石器分布

゜

゜ 2 m 

2 プロック（図15) での接合であるが、母岩別資料の分布はブロックが

S-40 • 41G に位置する。ブロックの西側を縄文

期の土拡により壊されているが、現状で長径5.5m、

短径3.6m程の不整円形状に分布する。石器はIVb 層

から Vb 層にかけて、 70cmの高低差をもって出土し

ているが、 va 層中位に最も多く出土している。 2.

3 礫群と重複して分布している。

ブロックは総計338点の石器よりなり、彫器と彫器

作出に伴う削片を主体に若干のナイフ形石器、削器

からなる器種組成を示す。少なくとも 23種類の母岩

別資料によりなる。

石器の接合は21例が見られた。 1 ブロックと接合

関係のある安山岩 l を除いて基本的にはブロック内

28 

決して独立した存在でないことを示している。

本ブロックは見かけ上、 2 ヶ所の遺物集中部分か

らなる。このことは、ブロックが細分ないし重複し

ている可能性を示すものと思われるが、黒色頁岩 l

が S-41G に集中する程度で、いずれも明確なブ

ロックを形成していない。現状でブロックが可視的

分布を示す以上、あえて細分を行なっていない。

本ブロックを構成する石器の器種組成及び石材の

対応関係は石器 1 ブロックと類似した内容をもつも

のと思われる。すなわち、在地石材が一連の剥片剥

離工程を示す一方で、搬入石材による石器素材の作

出過程が欠如している点が注意される。



3. 第 I 文化層の調査

｢
4
2
 

『

l‘

— 

3 プロック

I

、
一

.゚.. 
.• ~ ー. 0,  • 

ロ

R-42 1 R-43 

4 プロソク Q-4よ43

93.0m 

92.5m 
93.0m 

92.5 m 

図 16 第 1 文化層 3 • 4 プロ；；クの石器分布

o... 

• •。...; ·．゜ゞ 、 ゜．.... 
•「

゜ 2 m 

3 プロック（図16) 4 プロック（図16)

S-42G に位置する。ブロックは直径 5m、短径 3

m程の不整円形状に分布し、全体に散漫に分布する

傾向が見られる。石器はIVb 層から Vb 層にかけて

60cm程の高低差をもって出土したが、 va 層中位に

最も多く出土している。 4 礫群と重複して分布して

いる。

ブロックは総計24点の石器よりなり、揉錐器、目

的的剥片各 1 点が出土している。他に剥片15、砕片

7 点が出土しているが、 3 ~5 ブロックを除く他の

ブロックと比較して異なる様相を呈している。構成

する母岩別資料は 9 種類が認められた。

石器の接合は 2 例が見られ、いずれもブロック間

(2 + 3 、 3 + 7 ブロック）の接合である。これら

は安山岩 2 、珪質凝灰岩に分類される資料で、同一

の母岩を共有するブロックの同時性は言うまでもな

く、これらのブロックが相互に補完的役割を担って

いたものと思われる。

R-42G に位置する。 5 • 6 • 7 ブロックと各々

2~3mの距離を隔てて隣接している。ブロックは

直径3.2m、短径2.2m程の不整円形状に分布する。

全般に石器はIVb 層から Vb 層にかけて、 70cm程の

高低差をもって出土している。 5 礫群と重複して分

布している。

ブロックは総計45点の石器よりなり、彫器、目的

的剥片が主な器種組成となっている。石器器種に見

る様相は 3 • 5 ブロックの様相と近似する内容と

なっている。ブロックを構成する母岩別資料は13種

類が認められ、安山岩 2 を除いた他はすべて資料 1 、

2 点からなる。

石器の接合は安山岩 2 がブロック内で接合するの

みで、ブロック間の接合関係も見られない。

本ブロックは 3 • 5 ブロックと比較的類似する内

容をもつが、遺物の分布状況は 3 • 5 ブロックが散

漫に分布するのに対して、比較的集中する点でやや

異なるものである。
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II 先土器時代の遺物と遺物分布
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5 ブロック（図17)

R-43 • 44G に位置する。確認されたブロックの

中で最も東側に位置する。ブロックは長径3.6m、短

径2.4m程の不整円形状に分布し、全般に散漫に分布

する傾向が認められる。石器はIVb 層から Vb 層に

かけて 70cm程の高低差をもって出土しており、 va

層中位に最も多く出土している。 6 礫群が重複して

分布している。

ブロックは総計23点の石器よりなり、ナイフ形石

器、彫器、目的的剥片が出土している。他に剥片、

砕片が出土しており、このように少数の剥片、砕片

と特定の石器から構成される傾向のあるブロックの

あり方は 3 • 4 ブロックと共通し、他のブロックと

は対照的なあり方を示すものとして理解される。ブ

ロックを構成する母岩別資料は10種類が認められ、

安山岩 3 、砂岩が若干多く見られる他はいずれも 1 、

2 点からなる。

石器の接合はいずれもブロック間 (2 • 6 • 7 ブ

ロック）との接合である。
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6 プロックの石器分布
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。 2 m 

6 プロック（図18)

Q -43G に位置する。ブロックは長径 3m、短径 2

m程の不整円形状に分布する。石器はIVb 層から V

b 層にかけて出土しているが、 va 層中位に最も多

く出土している。他の石器ブロックでは礫群と重複

して分布するのに対して、 6 ブロックのみ礫群との

重複は見られなかった。

ブロックは総計59点の石器よりなり、黒曜石製の

ナイフ形石器を主体とする。尖頭器 1 点が主な器種

組成となる。同一の母岩別資料である黒色頁岩製の

剥片、砕片が出土している。ブロックを構成する母

岩別資料は 7 種類が認められる。

石器の接合は基本的にはブロック内で接合する

が、 1 例 R-44G単独出土のチャート製剥片との間

に接合関係が認められる。

本ブロックは二側縁加工のナイフ形石器を主体と

するもので、ブロックを構成する器種組成上、他のブ

ロックとは異なる様相を示すものと把えられる。
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図 19 第 I 文化層 7 ブロ；；クの石器分布

7 ブロック（図19)

Q-41 • 42G に位置する。 7 ヶ所の石器ブロック

のうち最も南側に検出され、ブロックは長径3.5m、

短径2.5m程の不整円形状に分布する。比較的集中度

の高い分布状況を示す。石器はIVb 層から Vb 層上

位にかけて出土しているが、

出土している。

va 層中位に最も多く

7 礫群が重複して分布している。

ブロックは総計230点の石器よりなる。彫器と彫器

作出に伴う削片を主体に若干の尖頭器、削器、目的

的倒片が器種組成として加わる。石器石材は多様性

に富み、母岩別資料は20種類が確認されている。 こ

れらの母岩別資料の分布はチャートの分布を除いて

集中して出土する傾向にある。 1 • 2 ブロックと母

岩を共有するものが多いが、安山岩 l の分布はわず

かに 2 点が出土したのみである。出土した石器は特

定石器と特定石器作出時に生じるであろう砕片が主

体を占める。黒曜石15点、硬質頁岩 3 点の受熱剥片

が認められる。

石器の接合は 7 例が確認された。接合は基本的に

はブロック内の接合であるが、他のブロック、 との

接合も多く認められる。可視的区分が不可能であっ

た珪質凝灰岩の接合が、 1 + 7 ブロック、 3 + 7 ブ

ロック間に認められたのをはじめ、安山岩 3 が 5

+7 ブロック間で接合する。

し）が、

から出土した黒曜石製削片、

り方等、

が指摘される。

も認められ、

また、接合はしていな

7 ブロックに出土した黒曜石 3 は 2 ブロック

6 ブロックから出土し

た黒曜石製尖頭器と同一の母岩である。

本ブロックは構成する石器器種、母岩別資料のあ

1 • 2 ブロックに類似する内容を示してい

る。在地石材は顕著に認められず内容は不明である

が、搬入石材は 1 • 2 ブロック間に母岩を共有し、

ブロック内での石器素材である条リ片作出工程の欠如

さらに石器の接合例はブロック間に

こうしたブロックのあり方はブロッ

クの性格を反映したものであると言える。
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II 先土器時代の遺物と遺物分布

3-3 第 l 文化層の石器

尖頭器（図20)

4 点が出土している。 IV a 層上面で採集された 1

点 (2) の他、 1 • 6 • 7 の 3 ヶ所のブロックからの

出土である。石器石材はヴァラエティーに富み、黒

曜石 2 点、珪質凝灰岩 1 点、チャート 1 点で構成さ

れる。黒曜石の 2 点は母岩を違えるが、 7 ブロック

から出土した多量の砕片は 1 (6 ブロック出土）と同

ーの母岩である。

1 は比較的小形の木葉形尖頭器である。断面形は

概ね凸レンズ状を呈す。器体の最大厚は中央よりや

や右側にあり、先端部はわずかにねじれる傾向にあ

る。調整加工は丁寧で、器体の中央付近および裏面

の左側縁に未加工部分を残す。いずれも押圧剥離手

法によるものと思われ、器体先端部の作出にとりわ

け製作者の意が注がれている。黒曜石製。 6 ブロッ

ク出土。同一の母岩より作出された他の石器は、ブ

ロックに剥片 1 点、砕片 2 点が、 7 ブロックに砕片

73点が認められる。出土資料から遺跡内で製作され

た他の石器を想定するには無理があり、 7 ブロック

に出土した多量の砕片は尖頭器あるいは削片作出に

伴うものと理解されるが、母岩別資料の分類からは

どちらとも特定することはできなかった。

2 はrva 層上面での表採資料である。 1 とは母岩

を違え、器体の下半を欠損するが、調整加工のあり

方は極めて類似するものと思われる。石器素材は横

長の不定形剥片を用い、剥離面を構成する剥離の方

向は同一である。断面形は概ね凸レンズ状を呈する。

調整加工は浅い平坦な剥離を呈する周縁加工に特徴

づけられる。先端部はやや下方にねじれるが、表裏

とも丁寧に調整加工が施されている。

3 は珪質凝灰岩製の尖頭器である。調整加工は部

分的に階段状の剥離が見られるが、全般に丁寧なも

のとなっている。断面形は概ね凸レンズ状を呈すが

基部近くのやや左に寄った部分に石器の最大厚をも

つ。石器の作出は先端から左側縁にむけて 2 条の樋

状剥離を施すことによって作出されている。先端に

微細な刃こぼれが見られる。
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4 はチャート製の尖頭器である。石器形状は木葉

形を呈するものである。断面形は台形状を呈してい

る。調整加工は表面の周縁部のみ施されるもので、

他のものとは様相を違えるが、こうしたあり方は彫

器 a 類と相通じるもので、石器がこれらと同一の基

盤に作出されたものであることを示している。

以上が出土した 4 点の尖頭器の概要である。これ

らは各々石器製作上の観点から 2 分して把えること

ができる。石器素材は目的的に量産されたものか必

ずしも明らかでないが、 1 点を除いて石器の最大厚

が中央から左右どちらかに片寄っていることからみ

て、いずれも横長の不定形剥片が主体に用いられて

いる。器体の整形はいずれも周辺加工が施され、剥

片の形状を良好に残すもの（ 4) も存在する。ナイフ

形石器のそれとは明らかに異なる。このように共通す

る点が認められる一方で、さらに般も重要な機能部

作出に丁寧な平坦剥離によって先端部のみバイフェ

イス状に仕上げるもの (1 • 2) と先端部から左側縁

に向けて器体を斜めに戟ち切ように樋状剥離を施す

もの (3 • 4) とがある。いずれも石器製作上共通す

る要素が認められるが、ここに両者の決定的な相違

を見ることができ、後者の尖頭器 (3 • 4) は後述す

る彫器に共通する技術某盤により作出されたものと

して把えることができる。

台形石器（図20- 5, 6) 

2 点が出土している。いずれも幾何学的な形状を

呈している。石器製作上の技術基盤となるブラン

ティングは顕著に見られない点で躊躇される。

5 は石器 1 ブロックから出上したもので「石刃」

に近い縦長剥片を素材とするものである。両端はい

ずれも剥片の両端を折り取られ、右側縁および基部

に微細な加工痕が認められる。刃部と見られる部分

に連続する微細な使用痕が認められる。硬質頁岩製。

6 はブロック外 (V-38G) から出土したもので、

他に同一の母岩は存在しない。両側縁部とも加工痕

は認められず、折断面をそのまま残している。刃部

とみられる部分に連続する微細な使用痕が認められ

る。チャート製。
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図20 第 I 文化層の石器（ 1)
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II 先土器時代の遺物と遺物分布

ナイフ形石器（図20)

総計10点（うち、 1 点は基部破片、未掲載）が出土

している。これらの石器の出土位置は礫群を伴わな

い石器 6 ブロックに 7 点が見られ、そのうち 6 点が

搬入品で、極めて特徴のあるブロックと把えられる。

他に石器 2 • 5 ブロックから各 1 点が、ブロック外

に 1 点が出土している。石器石材は黒色頁岩 8 点、

安山岩 2 点である。

7 は幅広な縦長剥片を素材とするもので、先端部

をわずかに欠損する。左側縁の中央付近の欠損は調

査時のものである。調整加工は丁寧で、刃部は器体

の最大長の½程である。石器基部は調整加工により
基部側の左側縁は内湾するものとなっており、全体

の形状は左側にねじれている。石器素材の打面部と

石器基部は一致する。黒色頁岩製、 6 ブロック出土。

8 は比較的整った縦長剥片を素材とするものであ

る。器体の上半を欠損し、全体の形状は不明である

が、出上した石器のうち最も大形なものと思われる。

推定される最大長は 6cmである。調整加工は丁寧で

二側縁に施される。刃部は器体の最大長の｝ょり大

である。石器基部は調整加工により突出気味で、韮

部側の右側縁は内湾している。裏面基部加工がわず

かに施されている。石器素材の打面部と石器基部は

一致する。黒色頁岩製。

9 は打面調整の施された幅広な縦長剥片を素材と

するものである。器体の上半を欠損し、全体の形状

は不明であるが、器体の最大長は5.5cm程である。調

整加工は丁寧に施されるが、打面部を除去すること

なく、石器表面から裏面にむけて一側縁に施されて

いる。安山岩製。 2 ブロック出土。

10は比較的形状の整った縦長の剥片を素材とする

ものである。比較的小形であるが、典型的なものと

して把えることができる。調整加工は丁寧で、二側

縁に施される。刃部は器体の最大長｝ょりわずかに
長い。石器基部は調整加工により突出気味で、基部

側の左側縁はわずかに内湾している。裏面基部加工

は見られず、石器基部は石器素材である剥片の先端

部に一致する。黒色頁岩製。 6 ブロック出土。
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11は比較的形状の整った縦長剥片を素材とするも

のである。比較的小形であるが、典型的なものとし

て把えることができる。調整加工は丁寧で、二側縁

加工の 7 • 8 • 10 • 13 と同様なものとして把えられ

るが、左側縁の基部側には調整加工は施されていな

い。刃部は器体の最大長の½程である。石器基部は
直線的で、裏面基部加工は見られず、石器基部は石

器素材である剥片の先端部に一致する。黒色頁岩製。

6 ブロック出土。

12は打面調整の施された縦長の剥片を素材とする

ものである。調整加工は丁寧に施されるが、この打

面を除去することなく、石器の表裏両方向から一側

縁に施されている。安山岩製。 5 ブロック出土。

13は幅広な縦長剥片を素材とするもので、先端部

を欠損する。左側縁中央付近の欠損は調査時のもの

である。調整加工は丁寧で、二側縁に施される。刃

部は器体の最大長の½程である。石器基部は調整加
工により突出気味で、埜部側の左側縁は内湾してい

る。平坦な剥離による裏面基部加工がわずかに施れ、

石器素材の打面部と石器基部は一致する。黒色頁岩

製。 6 ブロック出上。

14は比較的小形の縦長剥片を素材とするもので、

先端部を欠損する。調整加工は左側縁の基部に近い

部分に施されている。裏面基部加工は見られない。

石器素材の打面部と石器基部は一致する。黒色頁岩

製。 6 ブロック出土。

図21-1は幅広な縦長剥片を素材とするものであ

る。剥片の端部は「しの字」状を呈し、両設する打

面の一方をとりこんでしまっているものと思われ

る。調整加工は基部および先端部に施され、先端部

の調整加工は粗く一部鋸歯状を呈している。こうし

た素材の用い方は一般的ではないと思われるが、肥

厚した剥片端部を石器基部として利用したものと思

われる。黒色頁岩製。 6 ブロック出土。

出土したナイフ形石器は形態的にヴァラエティー

をもったもので、素材と調整加工に一定のあり方を

認めることができる。
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図21 第 I 文化層の石器（ 2)

彫器（図22-1~10，図23-1~8)

5 cm 

総計19点が出土している。 3 • 6 ブロックを除いた

各ブロックより出土しており、文化層を構成する石

器群の中で主体となる石器器種である。ブロック毎

に見ると各々個性的なあり方を示すと同時に、相互

に密接にかかわるものと思われる。

1 は打面調整のある縦長剥片を素材とする。調整

加工は右側縁に平坦な剥離が施され、先端部から左

側縁に向けて、樋状剥離が施される。チャート製。

l ブロック出上。

2 は幅広な縦長剥片を素材とする。石器形状は五

角形状を呈し、調整加工は先端部およびそれに対向

する側縁に施され、さらに先端部から左側縁に向け

て、樋状剥離が施される。チャート製。 5 ブロック

出土。

3 は幅広な縦長剥片を素材とする。調整加工は側

縁全体に及び、先端部に凹状の打面作出後、左側縁

に向けて、樋状剥離を施している。硬質頁岩製。 2

ブロック出土。

4 は幅広な縦長剥片を素材とする。調整加工は石

器の表面全面に及び、面的加工が施されている。機

能部を先端部から左側縁に向けて、樋状剥離を施す

ことにより作出し、その端部には、微細な調整剥離

が見られる。珪質凝灰岩製。 1 ブロック出土。

5 は比較的大形な削片の 2 次利用器種として作出

3. 第 1 文化層の調査

されたものである。機能部を先端部の打面作出後、

右側縁に向けて作出している。珪質凝灰岩製。 4 ブ

ロック出土。

6 は幅広な縦長の剥片を素材とし、素材の打面は

除去されている。先端部から左側縁に樋状剥離 2 条

を施すもので、その端部には微細な調整痕が見られ

る。チャート製。 5 ブロック出土。

7 は横長の不定形剥片を素材とし、素材の打面は

除去されている。先端部から左側縁に向けて樋状剥

離を施し、その端部には微細な調整痕が見られる。

この樋状剥離は先端部で打点部を中心にはじけた状

態になっている。硬質頁岩製。 1 ブロック出土。

8 は幅広な縦長剥片を素材とする。先端部から左

側縁に樋状剥離 2 条を施すものでその端部には微細

な調整痕が見られる。硬質頁岩製。 1 ブロック出土。

9 は幅広な縦長剥片を素材とする。調整加工は裏

面側では平坦剥離が施され、打面部を除去する。機

能部は両側縁部 2 ヶ所に作出され、左側縁に施され

た樋状剥離端部には微細な調整痕が見られるのに対

し、右側縁に作出された機能部にはこの微細な調整

痕は見られない。安山岩製。 1 ブロック出土。

10は幅広な縦長剥片を素材とし、先端部から左側

縁に向けて樋状剥離を施すもので、その端部には微

細な調整痕が施される。珪質凝灰岩製。 1 ブロック

出土。

図23-1 は比較的整った縦長剥片を素材とし 3 ヶ

所に機能部をもつものである。機能部作出にあたっ

ては特別に打面を作出することはない。チャート製。

2 ブロック出上。

2 は比較的整った縦長剥片を素材とし、剥片端部

に彫刻刀打面及び機能部を作出している。硬質頁岩

製。 2 ブロック出土。

3 は縦長剥片、横位折断剥片を素材とする。剥片

端部に彫刻刀打面および機能部を作出している。硬

質頁岩製。 2 ブロック出土。

4 は横位の折断剥片を素材とし、この折断面を打

面として機能部が作出されたものである。この折断

面から石器表面及び彫刻刀面に微細な調整痕が施さ
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図23 第 1 文化層の石器(4)

れる。硬質頁岩製。 2 ブロック出土。

図23-5は調整打面をもつ縦長剥片を素材とする。

剥片先端部に彫刻刀打面を作出後、先端部から左側

縁に機能部が作出されている。ブロック内で器体中

央部で折れた 2 点が接合。安山岩製。 2 ブロック出

土。

6 は比較的大形な削片の 2 次利用器種として作出

されたものである。裏面先端部に微細な調整加工を

施すことにより打面作出後、先端部から右側縁にむ

けて機能部を作出している。硬質頁岩製。 7 ブロッ

ク出土。

3 第 I 文化層の調査

/ 

胃口］口
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念 丈 6 Q41ｷ 31 

i 

゜ 5 cm 

7 は比較的整った縦長剥片を素材とし、剥片の打

面部側に彫刻刀打面及び機能部を作出している。硬

質頁岩製。 7 ブロック出土。

8 は縦長の不定形剥片を素材とし、剥片打面部を

打面として機能部を作出している。機能部は幅広で

両側縁とも微細な刃こぽれが見られる。剥片の主要

剥離面側右側縁に調整加工が施される。石器群全体

の製作意欲の強さからすれば、副次的に作出された

剥片形状を利用した可能性もあるが、機能部は明ら

かに最終的に作出されている。チャート製。 1 ブロッ

ク出土。
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検出された彫器は、全体に丸味をもった一群（図

22-1~10) と細身の一群（図23-1~3 • 5 • 7) が

認められ、彫器は石器形状の異なる 2 形態から構成

されている。これらの彫器に見られる刃部角度は形

態間で異なるものではなく、器体に施された調整加

工も素材である剥片の周縁に施されるもので、形状

を大きく変えるものではない。したがって、石器の

形態差が機能差を示すとは言えず、後述する剥片剥

離手法に起因する現象として把えることが可能と思

われる。一部に面的な調整加工の施されるものも見

られるが、石器群の技術基盤からすれば、これもそ

の中に消化してしまうものと言える。

その他の石器（図24-1~6)

掻器 2 点、削器 3 点、揉錐器 l 点の計 6 点が出土

している。これらの中で、同一形態を示す掻器は大

小の差こそあるが、同一の石器製作基盤上に作出さ

れたもので、安定した器種として石器群組成するも

のと思われる。揉錐器も剥片形状を機能部にとり込

ー

< 

~ 3 S40ｷ290 

6 S42ｷ37 

。 5 cm 

んだものであるが、該期石器群にあっては一般的で

ある。一方、 3 点の削器は欠損のため不明な 1 点を

除いて 2 点とも他の器種より再生されたものであ

り、そのあり方は石器群の周辺的なあり方を示して

いるものと思われる。

1 は縦長の剥片を素材とするものである。上・下

両端を欠損し、全体の形状は不明である。調整加工

は左側縁に面的に施される。形状・調整加工は図

22-4 に類似するが、不明な点が多い。珪質凝灰岩

製、 2 ブロック出土。

2 は幅広な縦長剥片を素材とする凹刃削器であ

る。器体上端を欠損する。器体折断後、微細な調整加

工を施すことにより刃部を作出している。左側縁に

見られる調整加工及び右側縁に見られる形状からナ

イフ形石器の再加工例と思われる。チャート製。 7

ブロック出土。

3 は比較的大形な削片を 2 次利用した凹刃削器で

ある。硬質頁岩製。 2 ブロック出土。

4 は比較的大形の縦長剥片を素材とする典型的な
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図25 第 I 文化層の石器（ 6)

掻器である。（器体の整形は右側縁を主体に施され、

素材の打面は平坦な剥離により除去されている。）刃

部の形状は孤状を呈す。刃部の作出は部分的に縦縞

状の剥離が見られ、微細な剥離により丁寧に作出さ

れている。「傾斜角」はわずかに右傾する。珪質凝灰

岩製。 1 ブロック出上。

5 はブロック外の出上であるが、比較的小形であ

る点を除いて 4 と同一の形態を示すものである。刃

部の作出は微細な調整によるが、縦縞状の剥離は見

られない。「傾斜角」は左傾する。硬質頁岩製。

6 は不定形な縦長の剥片を素材とする揉錐器であ

る。機能部は剥片端部の形状をとり込んだもので微

細な剥離により作出されている。硬質頁岩製。 3 ブ

ロック出土。

磨石（図25- 1 • 2) 

2 点が出土している。礫群から抽出されたもので

いずれも赤化現象が見られる。

1 は礫集中部より 0.6m程離れて出土したもので

礫重量1963.5 gを測る巨大礫である。礫の表皮は火

熱により部分的に刻落・ひび割れが生じている。礫

の表裏とも磨面があることから、礫石として再利用

されたものと思われる。輝石安山岩製。 7 礫群出土。

2 は礫集中部より出土したもので、礫重量765.0 g 

を測る偏平礫である。礫表皮には赤化現象で認めら

れる。礫の表裏とも磨滅が著しく、側縁部には打痕

を認めることができる。多目的に用いられたものと

思われる。礫石として、再利用されたものである。

輝石安山岩製。 4 礫群出土。
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図26 第 I 文化層の石器（7)

石核（図26-1 • 2) 

2 点が出土している。出土した866点の石器は剥片

剥離工程を復元するに十分な事例に乏しく、剥片剥

離工程は必ずしも明らかにし得ていない。多様な石

器石材が見られるなかにあって各石材毎の剥片剥離

工程は明らかでないが、安山岩について比較的良好

な資料が認められ、明示することが可能な状態と

なっている。

1 は比較的小形で、裏面に自然面を大きく残す石

核である。打面は上・下両端に設定されている。上

40 

I S40ｷ59 

2 R39ｷ 129 

゜
5 cm 

端の打面にはわずかに打面調整が施されるが、下端

の打面は未調整となっている。剥片剥離は上端から

最終的に施され、下端からの剥離は左側縁に見られ

るのみである。石核の側縁調整は見られない。図示

はしていないが、 2 枚の剥片が接合する。安山岩 1

製。 2 ブロック出土。

2 は 1 と同様な石核形状を呈すが、わずかに大き

い。。剥片剥離は上端から最終的に施されるが、下端

からの剥離も良好に観察される。図示していないが

剥片 2 枚が接合する。安山岩 l 製。 1 ブロック出土。
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図27 第 I 文化層の石器（ 8)

2 点とも同一の石核形状を呈し、同一の剥片剥離

基盤上にあることは明らかである。いずれも下端の

打面は線状となっており、上端の打面もわずかな平

坦面であることから、石核の最終的な段階を示すも

のと思われる。

出土した 2 点の石核から想定される剥片剥離工程

は 2 点の石核が同一の母岩であることから比較的大

形の原石を分割することにより開始されるものと思

われる。若干の石核調整を経たのちに、両設の打面

が設定され、剥片剥離が展開されたものと思われる。

遺存する石核形状から想定される打面調整は必要に

応じて行われた程度のものであり、調整として把え

られるものと思われる。

石核調整剥片（図27-1~3)

総計 3 点が出土している。素材剥片に見られる剥

離面と 90゜異なる方向から剥離されている。出土した

剥片は同一方向あるいは 180゜異なる方向から剥離さ

れたものが圧倒的である。 90゜異なる剥離面を剥片に

とりこむものはわずかで、常にこの種の剥片が存在

するとは考えられず、剥片剥離の初期段階・石核調

整時に作出するものと思われる。

1 • 2 とも素材剥片に見られる刻離面と 90゜異なる

方向から剥離されたもので、側縁に旧打面の一部が

認められる。黒色頁岩製。

3 は剥離面が不明確であるが、稜付きの剥片の可

能性が強い。打面は剥片剥離にはじけてしまってい

る。安山岩 1 製。
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図28 第 I 文化層の石器（ 9)
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図30 第 I 文化層の石器(11)
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剥片（図28~30)

総計866点の石器から構成される石器群に剥片は

316点が出土しており、全体の36.7％を占めている。

これらの中には様々なレベルの剥片が存在し、すべ

てについて説明することは困難である。とりわけ、

一部の安山岩には不規則に割れる傾向が見られ、判

然としない場合が多い。石器群を構成する主要な器

種に用いられた剥片は剥片形状をあまり変えること

なく用いられた「形状保持」的なものと「形状修正」

的に用いられたものが認められ、 2 種類が存在した

ものと思われる。これらの剥片が作出された剥片剥

離工程については詳細に後述するが、一応同一の母

岩から作出し得たと思われる。現状で石器製作者が

目的とした石器素材（目的的剥片）がどのようなもの

であったかを形状から画ー的に扱うことは不可能で

ある。目的とする剥片は最終的な機能形態である石

器と合理的に整合性をもって存在したものであり、

たとえばナイフ形石器の形態上の変化に見られるよ

うに漸時その関係は変動したものと思われる。した

がって、ある単一の石器群における目的的剥片とは

石器素材（製作意欲が強い石器群の主要な器種組成

となる石器の素材）として用いられた剥片の形状を

認識したうえで整合性をもって把握されなければな

らない。こうした前提に立って剥片類の分析を行っ

たが、上述したように判然としないものも多く、石

器群を説明するに十分な資料を提示し得ていないか

もしれない。接合資料と合わせて石器群を構成する

剥片にどのようなものがあったかを認識すべきもの

と思われる。

図28 • 29は比較的形状の整ったもので、両側縁の

平行するものである。これらの中には、いわゆる「石

刃」に近い形状を呈するものも認められる。素材に

見られる剥離面は主要剥離面の方向と一致するもの

が多いが、 90゜異なる剥離面が認められるもの・両設

打面の存在を示す180゜異なる剥離面が認められるも

の等が見られる。石器石材は安山岩•黒色頁岩が大

半を占め、わずかに 1 点（図29-5) のみ硬質頁岩を素

材としている。打面調整・頭部調整は認められるも

3. 第 I 文化層の調査

のと認められないものが存在し、さきに石核の項で

述べたように、剥片剥離時に必要に応じてこれらの

作業が行われたことを裏づけるものとなっている。

これらの中には、明らかに折断されていると思われ

るものが存在している。作出された剥片は 3~8cm 

のものが多く見られた。

図30- 1 • 5 • 8~11は幅広の縦長剥片である。剥

片の形状はヴァラエティーに富み、表皮が多く残る

ところから剥片剥離の初期段階に作出されたものと

思われる。概して、石核の調整に主眼が置かれるが、

稀に比較的形状の整った剥片を石器素材として用い

ている。石器石材は安山岩・黒色頁岩である。

2~4 、 6~8 は小形の縦長剥片である。石器の

細部加工時に生じる 3 を除いて、いずれも剥片剥雑

時に生じる剥片である。 3 は剣片端部に、 7 は剥片

側縁部に微細な刃こぼれが認められる。石器石材は

安山岩のほか、硬質頁岩、珪質凝灰岩である。

削片 A （図31-1~28)

総計66点が出上している。出土した削片の形状・

剥離面の状況はヴァラエティーに富むが、いくつか

に分類することができる。削片は尖頭器及び彫器と

相互に補完する関係にあるが、一部十分に理解し得

ないものも存在する。削片は典型的には彫刻刀面作

出時に生成されるもので、石器素材を斜めに戟ち切

るように剥離されたものである。石器石材は珪質凝

灰岩、硬質頁岩、安山岩が多く見られるほかわずか

に、珪質頁岩、黒曜石が存在する。これらは 1 • 2 • 

7 ブロックから出土したものがほとんどである。

l~4 、 23~26の 8 点は石器表裏のいずれか一部

に連続的に（「ブランティング」状の）微細な調整加工

を施すものである。この微細な調整加工は最終剥離

面である樋状剥離面側に施されるのが一般的である

が、 1 • 24は素材表面側に施される。この種の剥片

は断面形が平行四辺形状を呈するものがほとんどで

第 2 回以降の樋状剥離によって作出されたものと思

われる。 8 は削片としての性状は備えているが他の
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多くに見られる調整加工が施されていない。機能形

態を決定する最終的な段階で作出される削片はおお

まかな形状が調整加工により限定されることが一般

的であり、この種の削片も存在するか否か不明であ

る。 21は横長の不定形なもので、削片としての性状

は備えているものの、「細部加工剥片」として把える

べきかもしれない。

11~15 • 7 • 19 • 22 • 27 • 28の 10点は平坦剥離に

より面的加工を施されたものである。上半を欠損す

る 17、下半を欠損する 22、上下両端を欠損する 27の

他は完形である。

16 • 18 • 20の 3 点は、平坦剥離による調整加工が

施されるが、その加工は素材の周縁に限られるもの

である。

削片 B （図32-1~3)

総計 3 点が出土している。削片B は彫刻刀面作出

に伴って生成するものと思われるが、石器素材に対

してほぼ直角に剥離されている点で削片A とは異な

る。出上した 3 点の削片はいずれも側縁に調整加工

が施され、出上した彫器から想定される削片の形状

に対して、それを上回る削片のヴァラエティーが存

在する。

1 は左側縁に微細な調整加工が施されるものであ

る。削片は石器素材に対して、わずかに内側に入り

込むが、ほぽ直角に剥離されている。点状の打面が

認められる。チャート製。 2 ブロック出土。

2 は左側縁に微細な調整加工が施されるものであ

る。削片は石器素材に対してほぽ直角に剥離されて

いる。点状の打面が認められる。硬質頁岩製。 2 ブ

ロック出土。

3 は表裏とも調整加工が施されるものである。削

片は石器素材に対してほぼ直角に剥離され、「ファー

スト・スポール」に類似する形態観を示す。打面を

欠損する。珪質頁岩製。 2 ブロック出土。

3. 第 I 文化層の調査

, ~ ~ 
ヽ I S40ｷ90 

乙 2 S40ｷ 177 

゜図 32 第 I 文化層の石器(13)

3-4 第 l 文化層の接合資料

• 

4 S41ｷ 2 

5 cm 

出土した861点の中で、 45例120点の接合関係が認

められた。いずれも 4 • 5 点の接合例が多く、体系的

に剥片剥離工程の復元を可能にする事例は得られな

かった。搬入石材に細部加工剥片等の接合例が、ま

た在地石材にわずかながら剥片剥離工程を窺うこと

のできる接合例が見られる。

接合資料 l-31 （図33)

石器 2+ 5 ブロック間で接合する。作出された剥

片は側縁に自然面を大きく残し、断面形が楔状を呈

す。剥片剥離作業は同一の方向から行なわれる。打

面調整が顕著に認められ、 3 枚の剥片の作出時にお

ける打面の高さはすべて異なっている。接合資料の

示す作業段階は「目的的剥片」の剥離段階に相当す

るものと思われる。側縁に打痕が認められ、本来は

1 枚の剥片であると思われる。

接合資料と同一の母岩から 2 点のナイフ形石器が

作出されている。ナイフ形石器はいずれも剥片の一

側縁にブランティングが施されたもので断面形は同

様に「楔状」を呈している。接合した 3 枚の剥片は

ー側縁に自然面を取り込むことで、ナイフ形石器と

同様の機能を果したものとも考えられる。楔状を呈

す剥片形状を作出する意図が反映された接合資料
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II 先土器時代の遺物と遺物分布

は、より高次化した剥片剥離体系の中に位置付けら

れると思われる。安山岩 1 製。

接合資料 l-13 （図33)

石器 6 ブロック内で接合する。剥片の表面に自然

面を残している。剥片剥離作業は同一方向から行な

われるが、素材の剥離面に90゜異なる剥離面が見られ

る。打面調整が施され、打点の高さも一定で定形的

な剥片が作出される。接合資料の示す作業段階は石

核調整を経た後の目的的剥片剥離の初期段階の状況

を示すものと思われる。黒色頁岩 3 製。

接合資料 l-19 （図34)

石器 2+3 ブロック間で接合する。作出された剥

片は一部に自然面を残す。剥片は分割され不明であ

るが、同一の打面から剥離されたものと思われる。

未調整打面・作業段階の初期様相を示すと思われる

が目的とする剥片を作出する意図は十分に窺え、石

核調整を顕著に伴なうものではないふ安山岩 3 製。

接合資料 l-18 （図34)

石器 5 + 7 ブロック間で接合する。作出された剥

片の一部に自然面を残す。いずれの剥片も節理面を

打面としており、同一の方向から剥離されているが、

素材を形成する剥離面は異なる方向から剥離されて

いる。剥片剥離作業の初期的様相を占めると思われ

る。安山岩 4 製。

接合資料 l-11 （図34)

石器 5 + 7 ブロック間で接合する。作出された剥

片は幅広で、下端に設定された打面の観察から 5 枚

以上の剥片が剥離され、剥片剥離作業面が中膨みに

なった段階で、上端の打面へ剥離作業を移行してい

る。頭部調整は見られないが、若干の打面調整が施

される。剥片剥離作業がかなりの度合で進行した段

階のものと思われ、方形状の石核が想定される。安

山岩 3 製。

接合資料 l-33 （図35)

石器 2 ブロック内で接合する。作出された剥片は

自然面を大きく残すものが多く、不定形である。剥

片は横位に折断されたものや、剥離時に縦位に分割

してしまったものが見られる。頭部調整および打面

48 

調整は施されない。

接合資料 I -22 （図36)

石器 1 + 2 ブロック間で接合する。作出された剣

片は自然面を大きく残すものが多く、不定形である。

打面調整は施されない。剥片剥離作業は一定方向か

ら行なわれるが、目的的剥片を作出している様相は

認められない。作業段階の初期様相を示すと思われ

る。安山岩 1 製。

接合資料 1-34 （図36)

石器 2 ブロック内の接合である。作出された剥片

は自然面を大きく残す。剥片の形状は幅広で、不定

形である。打面は未調整な打面である。目的的剥片

を作出する意図は窺われず、剥片剥離作業の初期的

様相を示すと思われる。黒色頁岩 1 製。

接合資料 I -21 （図37)

石器 4 ブロック内で接合する。作出された剥片は

いずれも自然面を多く残し、不定形である。打面は

未調整なものが多いが、若干の打面調整が施される

ものも認められる。剥片剥離作業の初期的様相を示

すと思われる。安山岩 2 製。

接合資料 I -40 （図38)

石器 4 ブロック内で接合する。作出された剥片は

自然面を多く残し、不定形なものが多い。打面は未

調整であるが、打面の再生が顕著に認められる。剥

片剥離の初期的様相を示すと思われる。安山岩 2 製。

接合資料I-21•40は同一の母岩であり、同一ブロッ

クから出土したものである。石器群の中に、同一母

岩を石器素材とする資料は見られない。石材は粗粒

であり、作出される石器器種は限定されると思われ、

代表的なものとして「石斧」等をあげることができ

る。しかし、接合した剥片はもとより、同一の母岩

と考えられる剥片には石斧作出時に伴う形状を示す

ものは出土していない。現状では、これらを明確に

位置付けることは困難である。



3. 第 I 文化層の調査
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3. 第 I 文化層の調査
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II 先土器時代の遺物と遺物分布
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3. 第 I 文化層の調査
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3 第 I 文化層の調査
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接合資料 l-9 （図 39)

目的的剥片 1 点と彫器 1 点の総計 3 点からなる接

合例である。接合資料と同一の母岩別資料は安定し

た出土状況を示すが、石核の出土はない。剥片は一

定の方向から剥離されている。いずれの剥片も上半

を折り取られて用いられている。石器 1 + 7 ブロッ

ク間での接合例。珪質凝灰岩製。

接合資料 l-26 （図 39)

彫器 1 点と削片 1 点の総計 2 点からなる接合例で

ある。接合資料と同一の母岩別資料は安定した出土

状況を示すが、石核の出土はない。 S40•355は VII層

出土で73cmのレベル差をもって、出土したものであ

る。 S40 • 232は頭部を欠損し、裏面・右側縁に細部

加工が施されるが、これが削片の 2 次利用を示すも

のかあるいは彫器自体が剥片の 2 次利用を示すもの

か明らかでない。石器 2 ブロック内での接合例。硬

質頁岩 2 製。

接合資料 l-16 （図 39)

彫器 1 点と削片 1 点の総計 2 点からなる接合例で

ある。接合資料と同一の母岩別資料は安定した出土

状況を示し、剥片剥離工程の一部を明らかにし得る

状況にある 2 点が接合した状態から彫刻刀面作出に

あたって、特別な打面は作出されていない。石器素

材は一部に自然面を残す幅広の剥片であり、剥片剥

離の初期段階に作出されたものと思われる。石器

1 + 2 ブロック間での接合例。安山岩 1 製。
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図40 第 I 文化層の接合資料（ 8)

56 



3. 第 I 文化層の調壺
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図41 第 1 文化層の接合資料（ 9)

接合資料 1-8 （図40)

石器作出過程における素材の細部調整段階に見ら

れるもの。剥片の断面形は大きく内側に入り込む。

7 ブロック内で接合。硬質頁岩 l 製。

接合資料 I -17 （図40)

2 点とも「削片」として把握されるものである。

彫刻刀面作出により生じたものと思われる。石器 l

ブロック内で接合。

接合資料 1-29 （図40)

2 点とも「削片」として把握されるものである。

S 40• 198は上半を欠損。彫刻刀面作出より生じたも

の。石器 2 ブロック内で接合。硬質頁岩2製。

接合資料 1-27 （図40)

ともに「削片」とすることのできる性状を備えて

いる。剥片に見られる特徴から第 2 • 3 回目の彫刻

刀面作出時に作出されたものと思われる。石器 2 ブ

ロック内で接合。珪質凝灰岩製。

接合資料 I -10 （図40)

ロロ
C:::::::::::, Q44ｷ 15 

0 ]Qcm 

剥片剥離過程における素材作出時段階のものと見

られる。剥片はともに縦長小形の剥片である。石器

5+6 ブロック間で接合。チャート 5 製。

接合資料 1-28 （図40)

接合資料 I - 8 同様、石器の細部調整段階に見ら

れるもの。剥片の形状は扇状を呈し、剥片端部に使

用痕が見られる。石器 2 ブロック内で接合。硬質頁

岩 2 製。

接合資料 1-7 （図41)

剥片は小形で不定形である。いずれの打面もはじ

けて不明な点が多いが、剥片の形状により石器作出

における細部調整段階に見られるものかもしれな

い。 7 ブロック内で接合。珪質凝灰岩製。

接合資料 1-6 （図41)

剥片はいずれも細部調整時に作出されるものと思

われるが、Q41 • 36 「削片」と同様の状況を呈して

いるが、必ずしも明らかにし得なかった。石器 3.

7 ブロック内で接合。珪質頁岩製。
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II 先上器時代の遺物と遺物分布

3-5 母岩別資料の分布

第 I 文化層を構成する石器群は総数866点の石器

よりなり、 7 ヶ所の石器ブロックを形成することが

理解された。これらの石器ブロックは一部さらに細

分して考えることも可能であるが、ブロックが可視

的な集中として存在する以上敢えて細分を行なわな

かった。石器組成は盟富で石器石材も多様性に富み

検出された石器群は、 40種類の母岩別資料よりなる

ことが抽出された。出土した石器は全般的な傾向と

して安山岩等の在地石材と黒曜石等の搬入石材とに

大別される。前者が遺跡内で一連の剥片剥離工程が

展開されているのに対し、後者は定形石器そのもの

の搬入に見られるように素材である剥片の条1j離工程

が欠如しており、出土した砕片の形状から石器作出

過程（調整加工時）に関わる様相を示すものが多く存

在している。

現在、母岩別資料の分析は遺跡の構造的把握に

とって必要不可欠なものとなっており、同時に、石

器の同時性を明示する最大の指標となるものであ

る。こうした観点から、ここでは砕片にいたるまで

できるかぎりの分類を行なっている。しかし、一部

には分類の困難な場合が多く、とりわけ砕片に至っ

ては除外していることが多い。こうした諸々の制約

条件を前提としてはいるが、検出された石器群はブ

ロックを構成する石器組成や石器石材が比較的明確

に把握されたこと、さらに面的調査が可能であった

ため単位的な石器群が抽出されたこと等々により、

比較的良好に母岩別資料の分類を行なうことができ

た。

安山岩 1 の分布（付図 4) 出土した石器製作上の基

盤となった刻片剥離工程を復元することの可能な唯

ーの資料である。確認された 7 ヶ所の石器ブロック

のうち、 5 ヶ所の石器ブロックに分布している。総

計221点が出土しており、全体の25.6％を占める。各

ブロック毎に安山岩 1 の占める割合は 1 ブロックで

総計129点中23点、 2 ブロックで338点中175点、 3 ブ

ロックで24点中 7 点、 5 ブロックで23点中 2 点、 7 
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ブロックで230点中 2 点で、ブロック外に 4 点が出土

し、圧倒的に 1 • 2 ブロックに集中している。安山

岩の 1 を素材としてナイフ形石器 2 点、彫器 1 点が

主な器種として作出されている。各ブロック毎の器

種組成は豊富な器種で組成する 1 • 2 ブロックを除

いて少凰の剥片・砕片から組成するブロックが多い。

5 ブロックに出土したナイフ形石器は砕片とともに

出土したもので、通例に従えば製品の「搬入」とし

て把えられる。 1 • 2 ブロックと 5 ブロックは石器

製作空間と使用空間の関係にあると思われる。

安山岩 2 の分布（付図 4) 総計36点が出土してい

る。これらは 4 ブロック (R-42G) に集中して出土

しており、他のブロックには分布が見られない。極

めて完結的なあり方を示している。 4 ブロックに重

復する 5 礫群が他の礫群と接合関係のほとんど見ら

れないことと何らかの関係を示すものと思われる。

母岩別資料の内訳は刻片29点、砕片 7 点である。明

らかに石器製作上の規範にのっとって剥片剥離作業

が行われているにもかかわらず、安山岩 2 を素材と

して作出された石器器種は出土していない。接合例

は 2 例15点を確認している。

安山岩 3 の分布（付図 4) 総計32点が出土してい

る。確認された 7 ヶ所の石器ブロックのうち、 6 ヶ

所の石器ブロックに分布している。各ブロック毎に

安山岩 3 の占める割合は 1 ブロックでは総計129点

中 l 点、 2 ブロックでは 338点中 5 点、 3 ブロックで

は24点中 2 点、 4 ブロックでは47点中 1 点、 5 ブロッ

クでは23点中 5 ブロック、 7 ブロックでは230点中17

点で、ブロック外に 1 点が出土している。安山岩 3

を素材として、遺跡内で剥片剥離が行なわれたもの

と思われ、目的的剥片 5 点が出土している。定形的

な石器器種は出土していない。接合例は 5 例16点が

確認され、基本的にはブロック内で接合するが 2+

3 、 5 + 7 ブロック間で接合関係が認められている。

その他の安山岩（付図 4) 総計12点が出土してい

る。これらの中には接合関係のある明らかに同一の

母岩が存在する。いずれも遺跡内で剥片剥離を行っ

た痕跡は認められないが、形状の整わない例も多く



全てを搬入品として理解することもできない。 1 点

のみブロック外に出土したほか、 4 ヶ所の石器ブ

ロックに分布している。

黒色頁岩 1 の分布（付図 5) 総計24点が出土してい

る。 S-40 • 41G に検出された石器 2 ブロックに集

中して出土している。黒色頁岩 l を素材として作出

された定形石器は見られず、目的的剥片 1 点、剥片

18点、砕片 5 点からなる。ブロック外から出土した

2 点（目的的剥片 l 点を含む）は通例のように、「搬

出」として把えることはできず、その性格は明らか

でない。接合例は 2 例11点を確認しているが、いず

れもブロック内での接合である。

黒色頁岩 2 の分布（付図 5) 総計 8 点が出土してい

る。 R-39G に検出された石器 1 ブロックに集中し

て出土したほか、 S-41 • Q -42G に各 1 点が出土

している。黒色頁岩 2 を素材として作出された定形

石器は見られず、剥片 7 点、砕片 l 点からなる。ブ

ロック外から出土した 2 点についてはその性格を明

らかにし得なかった。接合例は見られない。

黒色頁岩 3 の分布総計56点が出土している。Q

-43G に検出された石器 6 ブロックに集中して出土

したほか、Q -42. R-43. s-40G に出土してい

る。黒色頁岩 3 を素材として遺跡内で剥片12点、調

整剥片 3 点、剥片22点、砕片18点が出土している。

石核は出土していない。 6ブロックから出土した48点

（目的的剥片 3 点を含む）は通例「ブロック外搬出」

として把えられるものであるが、その性格は明らか

でない。接合例は 3 例 8 点を確認しているが、いず

れもブロック内での接合である。

黒色頁岩 4 の分布（付図 5) 総計 2 点が出土してい

る。 R-43 • 44G に検出された石器 5 ブロックに出

土している。いずれもいわゆる「目的的剥片」であ

り、単独出上に近い状況を示す。搬入されたもので

ある可能性が喬い。接合例は認められない。

その他の黒色頁岩（付図 5) 総計 8 点が出土してい

る。これらは同一の母岩を素材とするものも認めら

れる定形石器（ナイフ形石器）であり、遺跡内で製作
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されたものとは思われない。他遺跡（他地点）からの

搬入品である。Q-43G に検出された石器 6 ブロッ

クに集中して出土しているが、他に、 N-43G に 1

点出土している。

黒曜石 1 の分布（付図 6) R-42G からの単独出土

である。剥片の両端を折断したかのような形状を呈

す。半透明で、縞状の模様が入り明らかに他と異な

るが、出土石器が単独に機能するものではなく、混

入である可能性もある。

黒曜石 2 の分布 石器 2 ブロック (S-41G) に分布

する。剥片 1 点、砕片 2 点からなり、 1 点は受熱剥

片である。黒味が強いもので他とは明らかに異なる

が、その性格等明らかにし得なかった。

黒曜石 3 の分布総計77点が出土している。 7 ブ

ロック(Q -42G) に集中して出土した。ほかに R

-39 • S-41G に 3 点（削片 1 点、剥片 2 点）が出土

している。尖頭器 l 点、削片 1 点、砕片75点からな

り、尖頭器は 6 ブロック(Q -43G) からナイフ形石

器とともに出土したもので明らかに「搬入品」と把

えられるものである。したがって、多量の砕片が出

土した 7 ブロックが尖頭器 (6 ブロック）あるいは

削片 (2 ブロック）の作出に関わる場所であると言

えるが、砕片 (7 ブロック）が生じた背景について

は尖頭器・削片いずれの作出にともなうのか特定す

ることはできなかった。

硬質頁岩 l の分布（付図 7) 総計53点が出土してい

る。確認された 7 ヶ所の石器ブロックのうち、 3 ヶ

所の石器ブロックに多く分布している。各ブロック

毎に硬質頁岩の占める割合は、 1 ブロックで総計129

点中 9 点、 2 ブロックで338点中20点、 3 ブロックで

24点中 2 点、 4 ブロックで47点中 1 点、 7 ブロック

で230点中20点で、ブロック外に 1 点が出土してい

る。硬質頁岩 1 を素材として彫器を主体に作出され

たと思われる。ブロック毎に見られる組成は彫器と

彫器作出に伴うと考えられる削片が主体で 1 ブロッ

クがやや豊富な器種から組成するが、各ブロックと
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も比較的均質な組成を示している。 7 ブロックに受

熱剥片 7 点が見られる。接合例は 2 例 4 点が認めら

れるが、いずれもブロック内の接合である。

硬質頁岩 2 の分布（付図 8) 総計31点が出土してい

る。確認された 7 ヶ所の石器ブロックのうち、 3 ヶ

所の石器ブロックに分布している。各ブロック毎に

硬質頁岩 2 の占める割合は 1 ブロックで総計129点

中 4 点、 2 ブロックで338点中22点、 7 ブロックで230

点中 1 点である。硬質頁岩 2 を素材として彫器を主

体に作出されたと思われる。ブロック毎に見られる

組成は彫器作出に伴う削片と若干の条lj片、砕片から

なる。削片と対応関係にあると考えられる彫器は各

ブロックとも出土していない。石器 1 • 2 • 7 ブロッ

クは類似する内容をもつものと言えるが、ここでは

7 ブロックからの出土が 1 点であり、不明である。

少なくとも 1 • 2 ブロックについては比較的均質な

内容を示している。接合例はいずれも 2 ブロック内

での接合で、 2 例 4 点が認められる。

珪質凝灰岩 l の分布（付図 8) 総計24点が出土して

いる。確認された 7 ヶ所の石器ブロックのうち、 2 ヶ

所の石器ブロックに集中して分布するほか、 R

-40~42G に数点が出土している。各グリッド毎に

珪質凝灰岩 1 の占める割合は 1 ブロックで総計129

点中 7 点、 2 ブロックで338点中13点、 4 ブロックで

47点中 2 点、 7 ブロックで230点中 1 点で、ブロック

外に 1 点が出土している。珪質凝灰岩 1 を素材とし

て尖頭器 l 点、彫器 3 点が主な器種として作出され

ている。各ブロック毎の器種組成は、 7 ブロックを

除いて比較的均質で、 1 • 2 ブロックとも彫器と彫

器作出に伴う削片と若干の砕剥片等からなってい

る。 4 ブロックに出土した彫器および削片は通例に

従えば、「ブロック外搬出」と言うことになろうか。

接合例は認められない。

その他の珪質凝灰岩（付図 8) 特徴的な珪質凝灰岩

1 (24点）を除いたほかは母岩別に分けることが困難

であった。出土石器に表われた微妙な岩相の特徴に

より分類を試みたが、明確に集中する傾向も窺えず、
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付図 8 のような分布状況を示すに留まるものであっ

た。こうした状況が石器ブロックの遺存した背景と

なることも十分予想し得るものであったが、危険性

を伴うため敢えて細分は行わなかった。各ブロック

毎に見られた珪質凝灰岩の占める割合は、 1 ブロッ

クで総計129点中42点、 2 ブロックで338点中 2 点、

6 ブロックで58点中 1 点、 7 ブロックで230点中88点

で、ブロック外に 2 点が出土している。珪質凝灰岩

を素材として彫器 4 点、掻器 1 点が主な器種として

作出されている。各ブロック毎の器種組成は比較的

均質で彫器と彫器作出に伴うと思われる削片を主体

に多量の砕片からなるが、 3 • 4 ブロックには若干

の剥片、砕片が見られるだけで定形的な石器は出土

していない。接合は 3 例10点が認められ、基本的に

は 7 ブロック内で接合するが、他に 1 + 7 、 3+7

ブロック間に接合が認められた。

チャート 1 の分布（付図 9) 総計 5 点が出土してい

る。集中して出土する傾向は窺われず、 1 点のみ大

形の彫器が 1 ブロックから出土した。他の 4 点はい

ずれもブロック外出土で、これらに明瞭な関係を見

出すことはできなかった。

チャート 2 の分布（付図 9) 1 点のみ出土してい

る。 4 号住居址東壁より採集されたもので、先土器

時代石器群の存在が確定的となった資料である。石

器群が検出された台地縁辺より 50m程奥に入った台

地中央部に検出された。

チャート 3 の分布（付図 9) 1 点が出土している。

R-42G (4 ブロック）に単独で出土したもので、石

器の調整加工時に生じる調整剥片である。

チャート 4の分布（付図 9) 総計 2 点が出土してい

る。 1 点は 1 ブロック出土の剥片で、 1 点は剥片端

部に使用痕が見られる。

チャート 5 の分布（付図 9) 総計 3 点が出土してい

る。このうち 2 点に接合関係が認められている。搬

入された可能性が高い。

チャート 6 の分布（付図 9) 総計33点が出土してい

る。確認された 7 ヶ所の石器ブロックのうち、 1. 



2 • 7 ブロックに集中して分布する傾向にあるが、

ブロック毎にチャート 6 の占める割合は 1 ブロック

では総計129点中 6 点、 2 ブロックでは 338点中 5 点、

3 ブロックでは24点中 2 点、 4 ブロックでは47点中

1 点、 5 ブロックでは23点中 2 点、 7 ブロックでは

230点中 8 点で、ブロック外に 1 点が出土している。

チャート 6 を素材として彫器 3 点が主な器種として

作出されている。各ブロック毎の器種組成は様相の

異なりを指摘し得る。すなわち、彫器削片・剥片・

砕片からなる石器製作空間的なあり方を示す 1.

2 • 7 ブロック、彫器 2 点が出土した石器使用空間、

数点の剥片等からなる 3 • 4 ブロックとして類型化

できる。接合例はない。

チャート 7 の分布（付医 9) 総計10点が出土してい

る。確認された 7 ヶ所の石器ブロックのうち 1 • 2 

ブロックに分布する。各ブロック毎にチャート 7 の

占める割合は 1 ブロックでは総計129点中 3 点、 2 ブ

ロックでは338点中 7 点で、他のブロックには分布し

ない。チャート 7 を素材として作出された定形石器

は見られず少量の削片、剥片、砕片から組成する。

接合例はない。

チャート 8 の分布（付図 9) 総計25点が出土してい

る。確認された 7 ヶ所の石器ブロックのうち、 1. 

2 • 7 ブロックに分布する。各ブロック毎にチャー

ト 8 の占める割合は 1 ブロックでは総計129点中13

点、 2 ブロックでは338点中 8 点、 7 ブロックでは230

点中 4 点で、ブロック外には分布しない。チャート

8 を素材として、尖頭器、彫器、削器各 1 点が作出

されている。各ブロック毎の器種組成は比較的均質

なものとなっているが、若干の削片、剥片、砕片等

からなる石器製作（調整加工）址的空間を示す 1 • 2 

ブロックと尖頭器・彫器・削器等からなる石器使用

空間を示す 7 ブロックという相違が見られる。

チャート 9 の分布（付図 9) 総計 2 点が出土してい

る。いずれも 1 ブロックから出土したもので剥片・

砕片各 1 点が出土している。

チャート 10の分布（付図 9) 総計 3 点が、 2 • 7 ブ

ロックより出土している。削片 2 点、剥片 1 点からな

3. 第 I 文化層の調査

る。遺跡内に同一の母岩と思われる石器器種は存在

しない。

チャート 11の分布（付因 9) 1 点が出土している。

Q-42G (7 ブロック）に出土したもので側縁に使用

痕が見られる。

チャート 12の分布（付図 9) 1 点が出土している。

Q-42G (7 ブロック）単独に出土している。

その他のチャート（付図 9) 総計 2 例 3 点が出土し

ている。いずれも搬入されたものと思われ、遺跡内

で剥片剥離を行なった痕跡が認められない。 1 点は

ブロック外(V-38G) に出土した台形石器で、他の

2 点は 7 ブロックに出土した使用痕ある剥片であ

る。

砂岩の分布（付図10) 総計 9 点が出土している。石

器 5 ブロックに集中しているほかQ -42G に 2 点が

出土していた。同一の母岩を素材として作出された

石器は未検出である。

珪質頁岩の分布（付図10) 総計10点が出土してい

る。これらは比較的均質な内容を示す 1 • 2 • 7 ブ

ロックより出土しているが、集中して出土する傾向

は見られない。さらに母岩別の分類 (1~4) が可

能である。削片 2 点、砕片 8 点からなる。

流紋岩の分布（付図10) 総計 2 点が出土している。

いずれも石器ブロック内の出土であるが、同一の母

岩 2 を素材として作出された石器は未検出である。

凝灰岩（付図11) 総計 4 点が出土している。いずれ

も 1 ブロックに集中して分布する。削片 2 点、砕片

2 点からなる。同一の母岩を素材として作出された

石器は未検出である。

片岩の分布（付図11) 総計 2 点が出土している。 R

-39、Q-42G に各 1 点が分布する。同一の母岩を

素材として作出された石器は未検出である。

玲岩の分布（付図11) 1 点が出土している。 R-39

G に分布している。同一の母岩を素材として作出さ

れた石器は未検出である。
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3-6 第 1 文化層の構造分析

1. 剥片剥離技術

出土した866点の石器群を支えた剥片剥離工程を

示す資料は必ずしも良好に検出されなかった。接合

作業によって得られた多くは剥片剥離工程の一部を

示すにとどまり、一母岩別資料にすべてのエ程を見

出すことはできない。石器群は40種類の母岩別資料

により構成されるが、このうち全体の¼を占める母

岩別資料である安山岩 1 に比較的良好に剥片剥離工

程を窺うことができる。ここでは良好に剥片剥離工

程の復元の可能な安山岩 l を中心に他の母岩別資料

と合せて遺存した石器群を支えた剥片剥離工程の実

態を明らかにすることを目的とする。

安山岩 1 に分類された資料は総計213点で、石器

1 • 2 ブロックを中心に出土している。接合資料 I

-22 • 31 （図36 • 33) のほか、石核（図26) 、剥片（図

27~30) 、及び石器器種としてのナイフ形石器・彫

器・目的的剥片を主な分析の対象とする。

剥片剣離の初期的様相 剥片剥離の初期に作出され

る剥片の多くは自然面を大きく残す一群の剥片とし

て典型的に現象する。自然面の有無は別として総じ

て大形で幅広な剥片が多く作出され、剥片剥離工程

の初期的様相を示す。剥片剥離の初期に作出された

剥片の多くは剥片を構成する剥離面の剥離方向と一

致する方向に刻離される。接合資料 I -33 （安山岩

1) のほか、 I -16 • 18 • 19 • 22 • 23 • 34等が初期的

様相を示す剥片剥離工程に相当する。剥片剥離工程

の初期的様相を示す剥片を素材として作出された石

器器種は必ずしも多くを認めることはできないが、

典型的な事例として部分的に礫表皮を残す彫器（図

22• 9) を指摘することができる。同様な形状を示す

多くの彫器が作出しており、幅広の剥片を石器素材

とすることで共通するが、多くは礫表皮を残さない。

剥片剥離工程の初期に作出される典型的な剥片は礫

表皮を大きく残し、幅広であることを特徴とするが、

概して石器素材として用いられることは少ない。
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剥片条IJ離工程の展開 剥片剥離工程がどのように展

開したかを明確に示す資料は良好に得られていな

いが、 2 点の石核を中心に剥片剥離工程の展開を

想定することが可能である。石核は形状から残核と

して遺跡内に放棄されたもので、最終的な剥片剥離

工程時の状況を示す。上下両端に両設する平坦な剥

離面を打面として刻片剥離作業が展開し、剥片剥離

作業は作業面を変更することなく、左右に打撃点を

移動しながら後退するように進行する。作業面が中

膨みになる状態を打面を、移設することによって回

避している。某本的には平坦な剥離面を打面として

剥片剥離が進行するが、打面角を一定に保つ目的で

部分的な打面の調整が施される。明らかな打面再生

剥片が認められず、これらの作業に先立って大きく

打面を再生する作業が行われたかは不明である。以

上のように剥片剥離工程の展開を 2 点の石核から把

えることが可能であるが、こうした状況は接合資料

I -31及び剥片にも看取される。この接合資料は側

(mm) 
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90 

80 l . . . . . . . 
70 ] .. . 
60 . . . 
50 + . . ,. 

. . . 
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図42 目的的剥片の長幅比



面に礫表皮を大きく残すが、比較的形状の整った縦

長の剥片 3 点よりなる。剥片に打面の調整が顕著で、

いずれも異なる打面より剥離されている。一方、安

山岩 1 を母岩とする剥片の形状はバラエティーに富

み、目的的剥片に例をとれば、 3~8 cmの範囲（図 42)

に分布する。剥片は明確に集中域を形成せず、素材

剥片として許容される範囲において連続的に倒離さ

れ、明確な打面再生剥片が存在しないことも整合性

をもって理解される。剥片剥離工程の展開するなか

で得られた剣片は形状の整った剥片がナイフ形石器

や彫器 b 類の素材として用いられていることは明ら

かであるが、石器群の主体となる彫器 a 類の素材と

なった幅広の剥片がどのような段階で作出されるの

かは検証する資料が得られなかった。

石器群に認められる剥片剥離工程の特徴は一部に

不明確な要素を含むが、効率的な石核の消費に求め

られる。具体的には剥片剥離作業面に対して鋭角に

設定された打面及び石核の側面整形を要しない剥片

剥離作業面のあり方に集約される。形状の整った縦

長の剥片（目的的剥片A) の作出と同様にやや幅広に

過ぎる剥片（目的的剥片 B) をも石器素材に取り込む

剥片の効率的消費に見られるように、石器群を支え

た剥片剥離技術は石器群の構造的な変化と密接にか

かわると評価される。

2. 出土した石器群

出土した総計866点の石器群は 7 カ所の石器ブ

ロックを形成することが理解された。石器群はバラ

エティーをもった器種組成を示し、とりわけ樋状剥

離によって尖頭器・彫器 (a • b 類）を作出しており、

男女倉技法と同一の系譜に位置づけられる。

尖頭器総計 4 点が出土している。これらは 2 分し

て把えることが可能であるが、機能部の作出を除い

て共通する部分も多い。

a 類 木葉形状を呈する尖頭器である。機能部は表

裏とも平坦な剥離により丁寧に作出される。

器体に施される調整加工はより面的である。

3. 第 I 文化層の調査

b 類 わずかに肩の張る尖頭器である。機能部は器

体の先端から左側縁にむけて樋状剥離を施す

ことにより作出される。器体に施される調整

加工は両面加工によるもの、片面・周縁加工

によるものが認められる。

出土した 4 点の尖頭器は機能部の作出において明ら

かに相違し、 a 頬の尖頭器は b 類の尖頭器に比べて

わずかに小形で、しかも、機能部は完成された状態

を示すことから互いに独立した石器器種として把え

られる。出土した 4 点の尖頭器はさらに細分が可能

である。素材となった剥片の形状と調整加工は相互

に密接な関係にあり、各々が許容される範囲内で器

種に反映したものと理解される。分類された尖頭器

は、機能部の作出こそ異なるが、同様な視点で同様

な分類項目が各々に設定されるべきと思われる。

ナイフ形石器 総計10点が出土している。ナイフ形

石器は中・小形例を主体とし、形態から 3 分して把

えることが可能である。 a • C 類に黒色頁岩が、 b

類に安山岩が用いられる。

a 類 二側縁にブランティングの施される一群。 6

点が出土しており、ナイフ形石器の主体を占

める。（図20- 7 • 8 • 10 • 11 • 13) 

b 類 ー側縁にブランティングの施される一群。 2

点が出土している。（図20- 9 • 12) 

c 類 先端部及び基部にブランティングの施される

一群。（図20-14、図21-1)

ナイフ形石器 a 類は 6 点が出土している。器体長は

3 ~6 cmを計り、個体間で異なるが、器体幅は1.5cm

程で各個体とも限定される状態にある。 11のブラン

ティングは全周せず、菱形状を呈す器体の対向する

二辺に限ってブランティングが施される。他の 5 点

は「側刃縁」を凹状に作出する傾向が強く認められ、

裏面基部加工は素材剥片の打面部が石器の基部側に

位置する個体に施される。ナイフ形石器 b 類は 2 点

が出土している。器体長4.5~6cmを計るが、器体幅

は2.5cm程で、各個体とも限定された状態にあり、 a

類に近い。遺跡内で同一の母岩より作出された縦長
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II 先土器時代の遺物と遺物分布

の剥片を石器素材とし作出する点で他と異なる。ナ

イフ形石器 c 類は 2 点が出土している。不明確な部

分が多いが、ブランティングは剥片の形状を大きく

変えるものではなく、形状はバラエティーに富む。

出土した 10点のナイフ形石器は形態上 3 分して把

えられるが、 a 類のナイフ形石器は量的に最も安定

して存在する。出土状態・石器石材から a • C 類は

強く結び付き、 b 類は孤立した状態にある。同様な

状況は同一の母岩より作出される器種構成にも認め

られ、 b 類のナイフ形石器と同一の母岩別資料に彫

器・削片が顕著に存在するのに対して、遺跡内で剥

片剥離を経て作出された a • C 類と同一の母岩別資

料に彫器・削片は全く存在しない。これらは同一の

層位から同一の状態に出土したナイフ形石器ではあ

るが、 a • C 類のナイフ形石器と b 類のナイフ形石

器は背景の異なる二つの石器群を別々に構成する可

能性が極めて強いと思われる。

彫器総計18点が出土している。これらは樋状剥離

によって機能部を作出することで共通するが、尖頭

(mm) 

長

90 • ナイフ形石器 a 類

・ ナイフ形石器 b 類

80 • ナイフ形石器 c 類

70 
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• 尖頭器 b 類

60 . . . 
50 . • • 
40 . 

゜. 
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20 

10 
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図43 尖頭器・ナイフ形石器の長幅比
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器 b 類とともに石器群にあって構造的に理解される

存在である。彫器は 4 分して把えられ、 a • b 類の

彫器が主体を占める。

a 類 石器の形状は円形を基調とする。機能部は器

体の先端より左側縁にむけて作出される。調

整加工は(1)面的に調整の施されるもの、 (2)周

縁調整の施されるもの、 (3)部分調整の施され

るものが見られる。（図22- 1 ~4 、 6~10)

b 類 素材となった縦長の剥片をほぼそのまま用い

る細身の一群である。機能部は器体の先端よ

り左側縁にむけて作出される。調整加工は機

能部作出のための打面として器体の先端に部

分的に施される。（図23- l~ 3 、 5 、 7)

c 類 素材となった剥片の打面部あるいは折断面を

打面として機能部を作出する一群である。（図

23-4 • 8) 

d 類 削片を二次的に利用して機能部を作出する一

群である。機能部は器体の先端から右側縁に

むけて作出される。（図22-5 、図23- 6) 

素材剥片の形状： 両側縁の平行する形状の整っ
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た縦長の剥片（目的的剥片A)及び幅広な縦長の剥片

（目的的剥片 B) が石器素材として用いられる。これ

らは一連の剥片剥離工程上に得られ、目的的剥片A

には b • c 類の彫器が、目的的剥片 B に a 類の彫器

が対応する傾向が強く認識される。

調整加工： （ 1）面的加工、 (2)周縁加工、 (3)部分加

工によるが、これらは尖頭器 b 類を含め、分類した

a~d 類の彫器の調整加工に［形状修正」的な性格

は窺われず、作出する石器形状に応じた素材の選択

が行われている。これらの調整加工は基本的に片面

に限定して施される。 a 類の彫器はブランティング

状の調整加工により凹状に打面を作出することが多

し％。

機能部： 基本的には素材となった剥片の先端左

側縁側に機能部は作出される。 a 類の彫器は機能部

が樋状剥離により作出され、樋状剥離により生じた

剥離面の端部はさらに微細な剥離により整えられ

る。また、機能部は 1 条から 2 、 3 条の樋状剥離に

より成るが、複数条が施される場合は第 2 回以後の

樋状剥離は概して小規模で、機能部の再生というよ

(mm) 
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図45 彫器機能部の長幅比
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りも機能部の整形として理解される。 b 類の彫器は

a 類とほぼ同様な状況を示すが、樋状剥離によって

作出された剥離面を直接に機能部とする。機能部は

器体に直角に作出される一群と斜めに歓ち切るよう

に作出される一群から構成される。前者が b•C 類

に、後者が a • d 類に多く認められるが、確実に分

化した状態になく、形態間にわたって存在する。した

がって、形態差が機能差を示すとは断定し得ない状

況にある。

彫刻刀面と削片： 彫刻刀面と削片の形状は対応

する関係にあり、相互に補完する。図45 • 46 は彫器

の機能部及び削片の最終剥離面を水平に置いた場合

の長幅比であるが、基本的には両者の長幅比は相互

に対応する関係を示している。

削片 総計69点が出土している。これらの削片の認

定にあたっては出土した石器群に最も近いと思われ

る茨城県細原遺跡（文献70) での認定基準に従い、同

様の分析を行った。削片は以下のように細分して把

えられた。
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a 類 器体を斜めに馘ち切るように作出され、側縁

に調整加工の認められない一群の削片。左側

縁に位置する一群(a-1 類）と右側縁に位置

する一群(a- 2 類）に細分される。これらは

彫器 b 類に対応する削片及び第 2 回以後作出

される削片として理解される。

b 類 器体を斜めに戟ち切るように作出され、側縁

に調整加工の認められる一群の削片。左側縁

に位置する一群(b-1 類）と右側縁に位置す

る一群(b-2 類）に細分される。

c 類 器体に直交して作出され、側縁に調整加工の

認められた左側縁に位置する一群の削片。

d 類 器体に直交して作出され、両面に調整加工の

認められた左側縁に位置する一群の削片。

削片の形状： 長さ 7.8~ 1. 0cm、幅2.7~0.3cm と

幅をもつが、多くは長さ 4.0~ 1. 5cm、幅1.5~0.5cm 

の範囲に集中し、なかでも b-1 類に細分される削

片は良好に集中する。彫器及び削片は互いに対応す

る関係にあることが図45 • 46から明らかに読み取る

ことができる。

削片の折れ： 34点に欠損が認められた。全体の

50％にあたり高い頻度を示すが、 23点は削片の端部

を欠く 1 cmに満たない欠損である。削片は明らかに

二次的に利用されるが、概して大形の削片に限られ、

青森県大平山元遺跡（文献104) で指摘された意図的

存在として削片を評価することはできない。

削片利用の石器： 削片を素材として作出された

石器は 3 例（彫器 2 点、挟入削器 l 点）が出土し、使

用痕の認められる削片 3 点を含め、現状で 6 点が認

められる。

削片は基本的には彫器と対応する関係にあるが、

右側縁に位置する削片が存在することから出上した

「左刃」の彫器の他に「右刃」の彫器の存在が予想

されると同時に、削片の 2 次的利用は副次的存在で

あることが理解される。
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その他の石器 削．掻器 4 点、揉錐器 1 点、調整痕

ある石器 4 点、使用痕ある石器 6 点が出土している。

これらは各ブロックに均質に組成せず、 1 • 2 • 7 

ブロックに片寄って組成する傾向が強い。掻器 2 点

は同一の形態を示し系統的に作出されるが、他の扶

入削器及び揉錐器は他器種を再利用したもので、掻

器と対照的な存在である。こうしたあり方は調整

痕・使用痕ある剥片と同様な存在であり、石器群を

客体的に構成するものである。他に磨石（敲石）が存

在するが、いずれも赤化現象が見られ、少なくとも

機能を停止した段階にあり、明確に存在していない。

3. 礫群とその構造

礫群は、一般に、武蔵野台地では立川ローム層下

部に出現することが確認され、概括的な成果が報告

されている。一方、群馬県下で検出された礫群の報

告例は 3 遺跡に過ぎず、資料の蓄積自体が十分でな

いので礫群の分析は今後に待つところが大きい。そ

のなかで岩宿遺跡の出土状況は不明であるが層位的

に検証された武井遺跡検出の礫群および他の先土器

時代遺跡調査例から一般に、 A•T下で不安定なが

ら小規模の礫群が見られ徐々に定着していく様相が

認められ、某本的にはこれまでの成果に矛盾するも

のではないと思われる。

本遺跡から検出された 7 ケ所の礫群はいずれも石

器ブロックに重複している。礫群は「調理用施設」

として把えられているが、石器ブロックと礫群が重

複して存在する理由について必ずしも明らかにし得

なかったし、これまでこうした関係について積極的

に言及されたこともない。礫群のもつ諸属性をすべ

て網羅しているとは思えないが、遺跡の構造を理解

するための一つの過程として礫群や石器ブロックが

重複する意味を他の調査例と同様なレベルで比較検

討する必要が痛感される。



形状と分布 7 ケ所の礫群はいずれも、礫集中部と

礫の散漫に分布する周辺部から構成されている。こ

れらは 3~4m程の不整円形状に分布する一群と 2

~4m程の長円形状に分布する一群が見られた。礫

集中部を構成する礫は比較的大形な礫が多く見ら

れ、図面上で「 L字状」あるいは「コの字状」に配

列されるものが認められるが調脊時の印象に乏し

い。何らかの構築物を想定するには困難である。

分類 出土した 736個の礫は形状、赤化の有無により

8 種類に分類することができる。各々の占める割合

は表 4 に示す通りで、 B類に分類された礫が全体の

8 割程で圧倒的多数を占める。 D·E·F類が不安

定な存在であるのに対し、非赤化破損礫G·H類は

比較的少ないが、各礫群に安定して存在する。

形状と重量 各礫群とも、 100個程の礫により構成さ

れる。基本的に200g未満では負の相関曲線に近い状

況の重量分布を示し、 20g未満の礫が40％前後を占

め圧倒的に多く見られる。礫重菫が1000gを越える

巨大礫も存在するが、これらには他の使用目的が

あったものと思われる。多くは 1000g未満の礫で構

成される。各礫群とも完形礫の示す重量はバラエテ

ィーに富むが、 2~300g程度の礫が多く採集された

ものと思われる。

表 4 礫の赤化状態

プロ
A B C D E F G H 合計

ック

1 〇 81 1 2 

゜ ゜
2 

゜
86 

2 3 65 16 

゜
2 1 4 2 93 

3 10 69 12 1 

゜
1 7 1 101 

4 2 61 , 2 
゜ ゜

6 7 87 

5 5 54 8 

゜ ゜ ゜
5 1 73 

6 1 67 1 1 

゜ ゜ ゜ ゜
70 

7 4 109 4 3 1 2 10 4 137 

プロ；
3 61 10 

゜ ゜
2 5 8 89 ク外

28 567 61 , 3 6 39 23 736 
註 A~Hの分類は、別冊p 1 凡例 7 参照

3 第 I 文化層の調査

石材 2 点を除いてすべて遺跡周辺に容易に採集さ

れる在地石材である輝石安山岩が用いられている。

接合関係 基本的には、各礫群とも礫群内での接合

であるが、礫群の示す諸層性に共通する点が多く、

相互に有機的な関係があったものと推察される。こ

うした状況を説明するものとして、礫群間の接合関

係が存在するものと思われるが、現状で、礫の動態

は必ずしも明らかにし得ていない。 7 基の礫群のう

ち、独立的な 5 礫群を除いて、南群（ 1 • 5 • 7) と

北群 (2 • 3 • 4) に強く接合関係が見られるが、こ

れらの関係と石器ブロックのあり方は必ずしも整合

性をもったものではない。礫の分布状況および接合

状況から礫群は想定される使用状況下に遺存したと

いうよりも二次的移動を含む使用後の状況を示すも

のと思われる。

その他 出土礫には明確に赤化・タール状の付着物

の見られるものもわずか・ながら存在し、礫群の成因

等を明らかに示唆する資料も得られている。

まとめ 検出された 7 基の礫群は、 100個程の礫によ

って構成され、礫群間に接合関係の認められる相互

に有機的な結び付きを想定しうるものである。出土

礫の示す諸層性は上述したように、各礫群とも比較

的均質な内容を示している。一部に構造的な礫の出

土状況を窺えるものも見られたが、休場遺跡を代表

事例とする石囲い炉とは礫の出土状況は異なり、礫

群の下部構造の一部として理解しておくのが妥当で

ある。出土礫は角礫の稜部がわずかに丸味をもつも

のが多く、接合後も「円礫」に復元されるものはわ

ずかであった。一部判断に苦しんだが、亜円礫に近

いものとして理解されるものと思われる。出土礫と

同様な形状をもつ礫は付近の独立丘陵の崖錐に丘陵

構成礫として存在している。一方、出土礫の中には

円礫も存在し、したがって、現状では礫採集地を局

辺の崖錐と河川の両者を想定しておく。また、輝石安

山岩はその生成過程で表面等が酸化するため赤化礫

に似た状況を示すことも注意される。
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II 先土器時代の遺物と遺物分布

4. ブロックとその構造

「ブロック」は石器群の可視的な集合状態を示す。

この時点では、一定の範囲に集中して出土する点で

有意性は認められるが、これ以上の意味は持たない。

母岩別資料の認識は石器群の同時性の検証及び構造

認識を経て集団レベルの動態にまで止場し得る基本

的な分析として理解される。埼玉県砂川遺跡で示さ

れた石器群の分析手法は遺跡を構造的に、石器群を

動的に把えることを可能とし、研究史上の画期とし

て評価される。しかし現状では認識し得ない石器群

の重複する場合や石器群が明瞭な単位を示さず分布

する場合同時性を検証する指標、最小の単位的な存

在としての母岩別資料の完全な把握に限界のあるこ

とも指摘される。

遺跡の構造的理解に至る過程に一定の限界も存在

するが、こうした問題点を踏えつつ想定された静岡

県寺分遺跡、富山県野沢遺跡では集落の復元が試み

られている。こうした試みは評価されるが、現状で

は遺跡各単位を対象とする分析にとどまりこれを集

成・分析し、類型化する作業は今後に残された課題

であり、模索されている状況である。ブロックが明

確な時空概念上に設定されていない以上、石器群の

同時性は常に検討されるべきである。

器種構成

石材

剥片 (8.0)

使用痕ある剥片 (0.7) 
調整痕ある剥片 (0.5)

目的的剥片（ 3.7) 
石核調整剥片 (0.5)
石核 (0.2)

掻・剃器 (0.5)
彫器（ 2.2) 
ナイフ形石器（I.3) 
台形石器 (0.2)

尖頭器 (0.5)

安山岩

(34.6) 

玲岩 (0.6)

片岩 (0.5)

流紋岩 (0.5)

珪質i疑灰岩（1.2) 
砂岩（1. 0)
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図47 第 I 文化層の器種構成と石材
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図48 第 l 文化層のブロック別石枕分布
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本遺跡でも良好な状態で石器群が検出されている

にもかかわらず、十分に分析し得ていない。ここで

は現伏で得られた成果を示すにとどまるが、今後さ

らに検討したいと考えている。

a 石器と石材

第 I 文化層と構成する石器群は豊宮な石器器種が

安山岩 I 111111 I .．水．.・,（り.へヘ 「月• \ 

削片 (41) 

目的別判片 (36) 

調粘股有依lj片 (06) 
掻・削器 (06) 
彫器 (24) 

安山岩 2 [ 

安山岩 3 | { 9 • ^ ¥ I / ̂ ̂  ~ ¥ 

黒色頁岩 l

3. 第 I 文化層の調査

認められ、同時にこれらは多種多様な石器石材から

作出されている（図47~49) 。比較的容易に採集され

ると思われる安山岩 1~4 は全体の％程を占めるに

過ぎず、黒曜石をはじめ硬質頁岩・珪質凝灰岩・

チャート等広範な地域に石器石材を求めている。こ

うした状況は必ずしもすべてが同質の内容を示すと

硬質頁岩 2 I I I I 
削 片

(40 7) 

使用痕有剥片 (37) 

目的的剥片 (37) 

珪質凝灰岩 I

I I I I 
使用痕有剥済片 (42) 

11 ~一掻・削器 (42) 
彫器（42) 
尖頭器（42) 

I Ill 
その他の
珪質凝灰岩

チャート 6 | I彫 削片
(9.II I I (21.2) 

黒色頁岩 2 | 1; 1 しー調整痕有例片 (6_])

黒色頁岩 3

その他の
黒色頁岩

黒曜石 3

硬質頁岩 I
彫器

(9.4) 

ナイフ形石器

(72. 7) 

削片（ I.3) 
尖頭器（］． 3)

調格痕有剥片 (1.9) 

目的的剥片(].9) 

揉錐器（ 1.9) 

掻・削器（ 1.9) 
台形石器（ 1.9)

H 的的剥片

(27.3) 

チャート 7

チャート 8

その他の
チャート

珪質頁岩

削片

(20.0) 

削片

(20.0) 

図49 第 I 文化層の母岩別器種構成

使用痕有剥片（］0.0)
彫器（5.0)
台形石器（5.0)

69 



II 先土器時代の遺物と遺物分布

限らず、遺跡・石器群に異なって現象することと思

われ、稲田氏の指摘するような状態（文献91) が存

在した可能性が強い。検出された石器群は石器石材

の種別にかかわらず等質に石器が作出されると同時

に等質にブロックに組成する。石器群から理解され

る石器製作工程上に占める状態は母岩別資料間で黒

曜石をはじめとする一群に石核が認められず、遺跡

内に剥片剥離が行われた痕跡さえ乏しいが、在地石

材である安山岩は遺跡内に連続した状態で石器製作

工程が遺存する。安山岩・黒色頁岩は遺跡内に良好

に剥片剥離工程の存在が認められるのに対して、硬

質頁岩・珪質凝灰岩・チャート等の剥片剥離工程の

存在は不明確な状態にあり、こうした状況は母岩別

の器種構成（図49) に明らかである。黒色頁岩を石器

素材としてナイフ形石器 1 点が作出されたに過ぎ

ず、石器群に特徴的な樋状剥離によって作出された

石器器種は出土していない。樋状剥離によって作出

された石器器種及び存在の想定の可能な削片は黒色

頁岩 1~4 を除く他の母岩刻資料すべてに存在し、

石器石材と石器器種は独立した状態になく、石器石

材にかかわらず等質に作出されたと思われる。

b 母岩別資料の分布と接合関係

石器群は40種類に及ぶ母岩別資料から構成され、

7 ケ所の石器ブロックを形成することが理解され

た。これらの母岩別資料は石器製作工程上、必ずし

も均質な内容を示しておらず、類型化して理解する

ことができる。すなわち、以下のように理解するこ

とが可能である。

1 遺跡内に一連の石器製作工程が存在する（安山

岩 l 、黒色頁岩 3)

2 遺跡内に石器製作工程のうち剥片剥離工程のみ

存在する（安山岩 2 • 3 、黒色頁岩 1 • 2 、砂岩）

3 剥片剥離工程の存在は明確に確認されないが、

遺跡内で特定の石器が製作された（黒曜石、硬質頁

岩 1 • 2 、珪質凝灰岩 l 他、チャート 6•7•8)

4 遺跡外で作出された後に、遺跡内へ特定の石器

が搬入された（黒色頁岩他、チャート）

それでは、このように工程上類型化された母岩別
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資料がどのようにブロックを構成するであろうか。

母岩別資料の分布図（付図 4~11) に明らかなよう

に、これらの中には複数の石器ブロックにわたって

存在する母岩別資料の一群と、単ーブロックに存在

する一群に大別して理解される。

1 複数のブロックにわたって存在する母岩別資料

安山岩 1......(1 • 2-3 • 5 • 7) 

JI 3 • • • • • • (2 • 5 • 7 -1 • 3 • 4 • 6) 

硬質頁岩 1 … (1•2•7-3·4)

// 2 • • • (1 • 2 - 7) 

チャート 6...(1 • 2 • 7 -3 • 4 • 5) 

JI 7 • • • (1 • 2) 

JJ 8 • • • (1 • 2 • 7) 

珪質凝灰岩 1 … (1•2-4• 7)

JJ 他・・・（ 1 • 2 • 3 • 7-4 • 6) 

2 ほぽ単一のブロックに存在する母岩別資料

安山岩 2 …… 4

黒色頁岩 1 … 2

II 
2... 1 

黒曜石 3 …… 7

砂岩・・・・・・・・・・・• 5 

黒色頁岩他… 6

(1•2-3•5•7) は各母岩別資料の数が、 1 • 2 プロック

に多く、 3 • 5 • 7 ブロックに少ないことを示している。

石器群は安山岩 l~3 、黒色頁岩 1~3 を除いて、

遺跡内で剥片剥離の行われた痕跡に乏しいためブ

ロック間にわたる接合関係の認められる資料に乏し

いが、 10例程が確認されている。具体的には安山岩

1 (1 + 2 、 2 + 3 、 2 + 5) 、安山岩 3 (5 + 7) 、

珪質凝灰岩 (1+ 7 、 3+ 7) に接合関係が認められ

る。これらは安山岩を主体とした接合資料であって

石器 1 • 2 ブロック間で頻繁に接合し、相互に密接

にかかわることの証左に過ぎず、ナイフ形石器（安

山岩 1) 、目的的剥片（安山岩 3) 等が出土し、同時に

接合関係も認められる 2 + 5 ブロック、 5 + 7 ブロ

ック間のように人為行動として明確に意図を読み取

ることのできる状況に乏しい。母岩別資料の分布に

ついても同様で、特定の石器が他地点に出土する場

合より剥片・砕片が出土する場合が多く、判然とし

ない。意図的に搬入・搬出される場合及び二次的要

因で搬入・搬出される場合のほか、自然営力に基づ



く場合あるいはこれらが錯綜する場合が想定される。

これらは居住期間が長期にわたるほど、あるいは利

用頻度が高いほど錯綜した状態を示すものと考えら

れ慎重に判定されなければならない。本遺跡の場合、

具体的にはブロックと重複して礫群が存在すること

から礫の移動に伴って混入する場合も想定しなくて

はならない。

母岩別資料および接合関係から、 7 ケ所の石器ブ

ロックを形成する石器群は以下のように理解するこ

とが可能である。

I ブロック間にわたって分布する複数個体の母岩

別資料よりなる石器ブロック 1 • 2 • 7 ブロック

II ブロック間にわたって分布する複数個体の母岩

別資料が10点未満である 1 母岩別資料よりなる石

器ブロック・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •3 • 4 • 5 ブロック

III 単一の石器ブロックのみ分布する 1 母岩別資料

と搬入石器よりなる石器ブロック…… 6 ブロック

以上のように石器群は大きく三群に理解された

が、これらは独立した状態で存在したのではなく、

ブロック間の接合あるいは母岩別資料の共有に示さ

れるように、相互に補完する存在として理解される。

c 石器ブロックと器種組成

第 I 文化層を構成する石器群は農富な器種組成を

示すが、これらは器種間に強く結び付く組み合わせ

が認められ、 7 ケ所の石器ブロックに組成すること

が理解される。図50 • 51に明らかなように、石器 1 ・

2 • 5 • 7 ブロックは比較的同質な石器組成を示す。な

かでも 1 - 7 ブロック（尖頭器 b 類、彫器 a•b 類）、

2-5 ブロック（ナイフ形石器 b 類、彫器 a • b 類）

により強い類似性が認められる。一方、これらは母

岩別資料の分析から明らかなように互いに類似する

とともに、また、互いに相違する内容を示す。これ

らは互いに形状の整った縦長の剥片（目的的剥片A)

及び削片を組成する点で同一の石器製作技術上に遺

存するが、細分された彫器はブロックに片寄って存

在する傾向が指摘される。彫器 a 類は 1 • 5 ブロッ

クに、彫器 b 類は 2 • 7 ブロックに主体を占めてい

る。こうした状況は特徴的な現象で、各石器ブロッ

3 第 I 文化層の調査

クの果した機能に密接にかかわるものと思われる。

したがって、 1-7 ブロック及び 2-5 ブロックの

単位的な石器群の存在は、各ブロックが相互に補完

して機能した可能性が高いと言える。一方、母岩別

資料の分析においても孤立した状態にあった 6 ブ

ロックは、尖頭器 a 類とナイフ形石器 a • C 類の組

み合わせからなり、器種組成の点においても他の石

器ブロックとは異なる内容を示している。

以上のように石器ブロックと器種組成の関係は把

えることができた。それでは 7 ケ所の石器ブロック

のうち、明確に把えることのできなかった石器 3.

4 ブロックはどのように評価されるのであろうか。

「母岩別資料の分布と接合関係」の項で明らかなよ

うに、 3 ブロックは総計24点からなる小規模なブ

ロックであり、 4 ブロックも総計45点からなる小規

模なブロックである。先に明らかにされた「母岩別

資料と接合関係」からは 5 ブロックと同様に扱われ

たが、組成する器種が異なるだけである。したがっ

て、 2 - 5 ブロックとの同様な関係が 1 • 7 ブロッ

クとの間に想定される可能性も否定できず、むしろ

ブロックが単独で存在することが稀である点からは

1 • 7 ブロックを補完する役割を担ったとすること

が妥当である。

d 母岩別資料と器種組成

次に視点を変えて確認された40種類に及ぶ母岩別

資料からどのような石器が作出されているだろう

か。図52~54に明らかなように各々の母岩別資料が

石器製作工程上占める状態が異なるため、各々の母

岩別資料の示す器種組成も同様に異なっている。母

岩別資料と器種構成は以下のようにとらえることが

できる。

① 目的的剥片＋特定の石器＋削片（安山岩 1)

② 目的的剥片十石器（黒色頁岩 3)

③ 目的的剥片十削片（チャート7)

④ 特定の石器＋削片（黒曜石 3 、硬質頁岩 1 • 2 、

珪質凝灰岩 1. 他、チャート 6 • 8) 

⑤ 目的的剥片 （安 2 • 3 • 4 、黒色頁岩 1 • 4 、

チャート 2)
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II 先土器時代の遺物と遺物分布

尖頭器 I ナイフ形石器 I 彫 器 I 削．掻器 I その他の石器
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図50 石器プロックと器種構成（1)
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⑥ 特定の石器 （黒色頁岩他、黒曜石 1)

⑦ 削片 （珪質頁岩 1 • 3) 

⑧ 剥片＋砕片 （安山岩 2 、黒色頁岩 2 、チャート

4 • 5 • 9 • 10 • 11 • 12) 

遺跡内での石器製作工程を示す安山岩 1 を除いて他

の母岩別資料は部分的な様相を示すにすぎないが、

遺存した石器群はいずれも素材剥片の形状を大きく

変えることなく作出されるため、素材となった剥片

の形状を十分に想定することが可能である。こうし

3 第 I 文化層の調査

た視点に立って母岩別資料と器種組成を検討する

と、安山岩 l と同様な状態が硬質頁岩 l 、その他の

珪質凝灰岩、チャート 6 • 8 に認められ、石器群が

安山岩 l と同様な技術基盤に作出されることが理解

される。母岩によって作出される石器器種が異なる

場合が多いが、本遺跡出土石器群にあっては母岩別

資料にかかわらず、同様に石器器種を作出しており、

これらが同一の基盤上にあることを示している。

尖頭器 I ナ イ フ 形石器 I 彫器 削．掻器 その他の石器
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図51 石器ブロックと器種構成（2)
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3. 第 I 文化層の調査

尖頭器 ナイフ形石器 彫器 削・掻器 その他の石器
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図53 母岩と器種構成（2)
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5. 礫群と石器ブロック

母岩と器種構成（3)

III群… 7-3 or 4 ブロック IV群… 6 ブロック

確認された 7 ケ所の石器ブロックは母岩別資料の

分布、 ブロックと器種組成・母岩別資料と器種組成

の観点から有意ある単位 4 群が抽出された。

I 君羊・・・ 2-5 フ‘ロック II 群・・・ 1- 3 or 4 ブロック

76 

これらのうちで、 I~III群を構成する石器群（尖頭器

b 類・彫器）は樋状剥離により機能部を作出する点で

極めて構造的な存在であり、 IV群を構成する石器群

（尖頭器 a 類・ナイフ形石器 a • C 類）と質的に対応



する存在であり、互いに独立した石器群であること

が予想された。 a 類に分類される尖頭器（図20-1)

と削片（図30-27) は同一の母岩に分類され、 I~IV 

群は同一の石器群として認識せざるを得ないが、あ

わせて母岩別資料の同定作業の限界もふまえなけれ

ばならない。一方、確認された 7 ケ所の礫群はいず

れもブロックに重複して検出され、比較的均質な内

容を示すことが理解された。礫群はすでに指摘した

ように以下に理解される。

分布状況：①径 3, 4m程の不整円形状に分布

······1•2·3•4•7 礫群

② 2X4m程の長円形状に分布

........................ 5 • 6 礫群

接合状況：① 1-6-7 礫群（南群）

② 2-3-4 礫群（北群）

③ 5 礫群

礫群はいずれもブロックに重複して分布するわけで

あるが、石器群の分析から抽出された 4 群とどのよ

うな関係に理解されるであろうか。

I 群 2-5 ブロック・・・・・・・・・ 2 • 3-6 礫群

II 群 1-3 or 4 ブロック

••••••••••••• 1-4 or 5 礫群

III群 7 -3 or 4 ブロック

••••••••••••• 7 -4 or 5 礫群

IV群 6 ブロック………（対応する礫群なし）

分布状況の似る 5 • 6 礫群はいずれも石器群が散漫

に分布するブロックに重複し注意されるが、現象面

の指摘にとどまる。

現在、認識される単位集団が一定の期間を経て残

す痕跡は限定された状況にあり、現状では石器・礫

群・配石等に情報を求めざるを得ない。集団の残す

単位的構造を示すと考えられる砂川遺跡 F地点出土

の石器群（文献67) を例にとれば、比較的良好に石

器群が集中して出土するブロック 2 ケ所 (F1 • F2 ブ

ロック）と石器群が散漫に出土するブロック 1 ケ所

(F3 ブロック）より石器群が形成されていることが

理解される。石器群の分布状態は異なるが、同様な

状態はA地点にも存在することが報告書の記述から

3 第 I 文化層の調査

理解される。砂川遺跡 F地点およびA地点から検出

された石器群が時間的に並行関係にあるにしても、

また、前後関係にあるにしても各地点の石器群は同

様な構造をもって検出されている。こうした視点に

立って下触牛伏遺跡に距離的にも近い御正作遺跡・

武井遺跡（第 II文化層）出土石器群と比較・検討の結

果、類型化も可能な状態を示すことが理解される（文

献68 • 93) 。

御正作遺跡： 総計2602点の石器群に伴って礫群

が 1 ケ所検出されている。礫群は東西に分布する遺

物集中部の中央より南側に寄った地点に検出され、
註 I

付近には散漫な状態で石器群が分布する。

武井遺跡： 総計4803点の石器群に伴なって礫群

が 4 ケ所検出されている。石器群の可視的分布は長

径20m・短径10mの範囲を越え、礫群が「時間差をも

って存在した可能性の方が強い。」と指摘されたよう

に、石器群は単位的な石器群の複合化した状態が想

定される。

御正作遺跡例は砂川例に、武井遺跡例は牛伏例に

近い様相を示す。が、この見解は現象面の一部にお

いて成り立ち、相違する部分がむしろ多く、牛伏遺

跡出土の礫群が頻繁に接合し、礫群間に密接なかか

わりが想定されるのに対して、武井遺跡出上の礫群

は独立的な存在であり、何らかの相違が背景として

想定される。

遺跡が構造的に存在することはこれまでも多くが

指摘するところであり、石器群の分析をとうして類

型化・概念化も計られているが、石器群の分析をと

うして得られる情報は複雑で、個性的で、今だ類型

化・概念化は困難な状況にあり、課題である。

註 1 遺跡を理解するにあたって加工具のあり方に視点を求める

ことは評価される。御正作遺跡で出土した加工具は、石器群

の周辺的存在であるが、完形の尖頭器は 2 • 3 点にすぎず、

石器群の大半は遺跡外へ持ち去られた可能性もあり、遺存し

た加工具のみから普遍的に解釈することはできない。

6. 第 I 文化層石器群の位置づけ

これまで示した様に石器群は部分的に不明確な要

素は残るが、単位的な四群よりなることが理解され

た。単位的な四群はほぼ同一の出土状態を示すが、
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II 先土器時代の遺物と遺物分布

これらのうち、 I~III群は器種組成上等質な内容を

示す。 I~III群に組成する石器群は同一の技術基盤

上に存在し、樋状剥離を施すことにより作出される。

これらは母岩別資料の分析によって同一の母岩より

彫器 a•b 類（安山岩 1 ：図22-9 、図23- 5 、硬質

頁岩 l ：図22- 3 • 8 、図23- 6) が作出され、石器

形状に応じた素材剥片の選択が認められる。石器群

を支えた剥片剥離技術は明らかでないが、比較的良

好に剥片剥離技術を明らかにし得た安山岩 1 に典型

的に示され、効率的な剥片の消費に特徴づけられる。

従って、石器群(I ~III群）は同一の剥片剥離技術に

支えられ、同一の技術基盤上に多種多様な石器器種

が作出されると言える。

出土した石器群は各々機能差をもって組成し、石

器群を組織的に構成するが、同一の技術基盤上に作

出され、出上した石器群と同様に評価される石器群

として長野県男女倉遺跡出土の石器群が指摘でき

る。男女倉遺跡出土石器群は森島稔氏によって男女

倉技法（文献69) として体系化がなされ、東日本を中

心とする各地に同様な石器群の存在（文献70) が指摘

されている。出土した石器群並びに男女倉遺跡出土

の石器群は同一の系統上に把えられるが、石器群の

構造上その様相は異なる。男女倉遺跡出土石器群は

異なる二種類の剥片剥離技術よりなり「男女倉技法」

により作出される一群の石器群は剥片剥離技術を含

め構造的に把えられるのに対し、多種多様な牛伏遺

跡出土石器群が同一の剥片剥離技術に支えられる状

態とは異なると理解される。石器群が樋状剥離によ

り機能部を作出しかつ組織的に存在するという観点

では出土した石器群は茨城県細原遺跡出土石器群

（文献70) に類例を求めることができ、これらは技術

史的発展の過程に存在すると言える。

「男女倉技法」の提唱以来、同様な技術基盤に作

出される石器群は広範に認められ複雑な様相を示す

が、層位的出土の豊富な地域での実態を踏まえるこ

とでより明確に把え得る。武蔵野台地では調布市城

山遺跡IV中（文献71) に、下総台地では富里村東内野

遺跡・印脂郡一の台遺跡・印西町木刈峠遺跡軟質ロ
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ーム層中（文献72 • 73 • 74) に、相模野台地では大

和市下九沢山谷遺跡・深見諏訪山遺跡・月見野遺跡

群・座間市栗原中丸遺跡B 1 （文献75 • 76 • 77 • 106) 

に穎例がみられる。これらのなかで、出土資料の豊

富な相模野台地では尖頭器石器群 (a 類）の変遷（文

献79 • 80) が比較的容易に把えられる。概ね、その変

遷は「砂川型刃器技法」に支えられる石器群に単独

に近い状態で尖頭器の組成する段階、形状のバラエ

ティーに富む尖頭器の組成する段階、画ー的な尖頭

器の組成する段階として把えられ、石器製作は伝統

的な剥片剥離技術のなかに同化される状態が理解さ

れる。一方、樋状剥離を施すことにより作出される

尖頭器はいずれも B 1 中に出土するが、深見諏訪山

遺跡出土石器群を除いて石器群に客体的に組成する。

これらは層位的に比較的限定された状態に出土し組

成するが、相模原市長久保遺跡BO 下部より採集さ

れた「東内野型尖頭器」の存在（文献81)は尖頭器石

器群の変遷を知るうえで注意すべき資料である。

出土した石器群は単位的な四群よりなるが、器種

組成上 I~III群 •IV群は母岩別資料を共有すること

なく、機能的見地より各々が対等な状態に把えられ

る。これらはいずれも同一の出土状態を示し、出土

した石器群の背景が問われよう。 IV群に組成する石

器群はいわゆる「茂呂系石器群」として把えられ、

現状では、相模野台地に牛伏遺跡で出土した石器群

と同様に把えられる石器群は相模野IV期後半の石器

群に対比される。現状では、相模野IV期石器群の様

相から尖頭器 (a 類）は尖頭器 (b 類）のバラエティ

として把えられる可能性が強いが、尖頭器石器群

(a • b 類）は互いに同様な変遷をたどることが予想

され、組織的に作出される男女倉遺跡出土石器群・

斉ー的に作出される東内野遺跡出土石器群は技術史

的見地から下触牛伏遺跡出土石器群より後出の、

より完成度の高い状態と言える。

出上した石器群は上述のように構造的・技術史的

に把えられるが、力菫不足から十分に意を尽くしえ

なかった。検討すべき多くを課題として後日明らか

にしたい。



4. 第 II 文化層の調査

4-1 第 ll 文化層の概要

第 II文化層を構成する遺物総数は2037点が出土し

ている。石器群は一部で第 I 文化層を構成する石器

群と重復して分布し、そうした意味では石器群の立

地状況は第 I 文化層の石器群と同様で、南北に長い

台地が東側に若干突出した部分に立地するものと把

えられる。調査区の南端に近いJ ~L-38G以東で

は明確に暗色帯 (VII• VIII層）が認められず、粘土化

した状態となっていた。これはJライン及び37 ライ

ンに設定したトレンチの土層観察により X層(H P)

が欠如する部分に現象することが明らかとなった。

すなわち、現地形旧地形ともに基本的に原形面を反

映したものであるが、これは旧来存在した埋没谷の

形成する過程を示していると理解される。

第 II文化層の石器は図109に見られるように径50m

程の範囲に各々の石器ブロックが集合して環状を呈

して検出された。必ずしも、調査区全体をカバーした

調査とは言えないが、設定したトレンチから得られ

た情報では単位的な石器群を把えられたと思われ

る。石器群は明確な集中部を示しながらも相互に接

し、連綿と環状に分布する。これらは大別15ケ所、

細分26ケ所の石器ブロックからなるが、明確に可視

的な遺物集中としてのブロックを把握し得なかっ

た。先土器時代石器群研究の基本的単位であるブ

ロックを明確にし得ないということは出土した石器

群の分析にあたり、分析視点が微妙に振れる結果と

なり、石器群を完全に消化できていない状態となっ

ている。

出土した石器群は全体の94％を安山岩が占める

が、他に緑泥片岩、チャート、凝灰岩、黒曜石等が

わずかに見られる。こうしたあり方は赤城山麓一帯

の BP （板鼻褐色軽石層）下位に位置する石器群に

あっては一般的なものと思われ、上位の石器群が豊

富な石材から構成されるのと対照的である。石器群

は多量の刻片、砕片が出土し、総計1894点で全体の

約93％を占めている。器種組成は比較的単純で、ナ

4. 第 II 文化層の調査

イフ形石器、基部・側縁部整形石器、局部磨製石斧

を主体に若千の掻器、彫器が出土している。

出土した石器群の示準石器的な器種となっている

ナイフ形石器及び基部・側縁部整形石器は同一の石

器群を構成するものである。これらの石器の平面的

分布は極めて特徴的で、ナイフ形石器は遺跡内に搬

入されたもので、同様に搬入された縦長剣片ととも

に一ケ所 (15ブロック）に集中して出土している。

一方、基部・側縁部整形石器は 3 点が集中する (14

ブロック）のみで、多くは環状に分布する 2 • 4 • 

7 • 8 ブロックに出土している。層位的見解より岩

宿・和田遺跡出土石器群が相互に補完する関係にあ

り、両者は同一の空間上に位置付けられることを出

土した石器群は示していると思われる。本書で埜部・

側縁部整形石器とした石器は県下にいくつかの遺跡

で出土例が見られる。同様な石器は全国的に広く分

布し多少の様相が異なる点もあるが、同一の技術基

盤に立つ石器群として把えられる可能性がある。和

田遺跡から出上した石器群はこの一部に該当する。

敲石は総計して21個が出土している。この中には

1000gを越える 1 例が含まれる。一般的に1000gを越

える礫が敲石として用いられることは稀である。ほ

かに出土した敲石は石器製作址的様相の強い外縁に

確認されたブロックに伴出するというより、中央部

により多くが出土している。形状（礫重量）からこ

れらの敲石には大中小のヴァラエティーが認めら

れ、形状差が石器製作上の作業段階に応じて用いら

れたとするのが妥当であると思われるが、出土状況

からは根拠に乏しい。

「配石」は計 3 点が出土している。一般に「配石」

は礫重量が1000gを越える非焼成礫であるとされる

が、 1 点 (10点からなる接合例）、第 I 文化層から出

土した礫群と同様の割れの見られる礫が出土してい

る。これらは同一ブロック内に出土したものではあ

るが、集中した出土状況は示さない。「配石」として

同一に扱う点で問題はあるが、敲石とした中に1000

gを越えるものが存在し、「配石」・「敲石」とも出土

礫として把えることも必要かもしれない。
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II 先土器時代の遺物と遺物分布

表 5 第 II 文化層ブロック別器種組成

器種 ナイフ 胃縁整 掻器 彫器 剣目的的片 調有整剥痕片
ブロック 形石器 石器

1 

2 a 

b 2 

C 

d 

3 1 

4 a 1 

b 

C 1 

d 2 

5 

6 

7 a 1 

b 

C 1 

d 

f 2 1 

8 a 1 

b 1 

C 2 

d 1 

, 1 1 2 

10 

11 

12 

13 2 1 

14 1 2 

15a 2 8 

b 5 7 

C 1 1 

d 1 5 

e 1 4 

ブロック外 1 1 1 

合 計 11 11 2 2 35 4 

4-2 石器ブロック

第 II文化層を構成する石器は総計2039点がVI層か

ら VIII層にかけて出土している。一部「ブロック」と

して明確に区分し得るものも見られるが、多くは集

中部を形成するにもかかわらず、石器ブロックが相

80 

使有用剥痕片

1 

1 

2 

塁部磨
石斧

石賃調
製片 削片 敲石 石核 剥片 砕片 合計

4 1 118 75 194 

(7) 

1 1 61 67 130 

3 7 27 39 

2 20 17 39 
1 7 43 27 79 
(2) 

1 2 19 11 34 

2 33 37 74 

11 12 24 

1 6 55 41 104 

40 40 82 

1 1 23 28 53 

(3) (3) 

2 , 3 14 

2 1 37 18 59 

1 11 12 24 

21 7 29 

1 30 16 47 

58 44 105 
1 1 1 55 64 127 
(7) 

1 4 80 62 148 

1 18 4 24 

1 5 1 27 19 55 

1 , 4 15 

1 11 4 20 

1 16 7 24 

1 2 24 15 42 

1 1 14 25 41 

1 1 1 59 60 125 

2 48 11 64 

3 25 , 47 
1 4 2 2 28 16 63 

1 1 1 36 17 58 

1 7 2 7 1 24 

1 6 3 15 

2 28 3 36 

6 22 1 50 1087 806 2039 

敲石の欄の 4 (7)は 4 例 7 点を表す。

互に接した状態に遺在しているため、すべてを明確

に区分し得ない状況となっている。ここでは一応、

鈴木忠司氏らが「寺谷遺跡」で用いた方法により石

器ブロックの区分を行ったが明確さに欠けるため

様々な矛盾を内包するものと思われる。結果的に本



書の分析では大別15ケ所、細別26ケ所に及ぶ石器ブ

ロックを認めることとなった。

石器群は概ね直径50m程の範囲に還状にめぐる。

中央付近に「敲石」「配石」等の存在が見られるほか、

局部磨製石斧・搬入石器等の特徴的な石器の出上す

る地点と、石器が全く出土しない地点が認められた。

地点により異なる石器が片寄って存在することも指

摘できる。遺存した石器群は決して単純にすべてを

残しているわけではないが、様々な背景としての人

の動きを示唆するものとなっている。

5 ブロック（図55)

Q •R-33G を中心に 6 グリッドに分布する。台地

縁辺から 60m程内側に入った33 • 34ラインで確認さ

れた 5 ケ所の石器ブロックのうち、最も北側に位置

する。ブロックは長径7.5m、短径2.5m程の長円形状

に分布する。石器はVI層から VIII層にかけて40cm程の

幅をもって出土している。 VII層下位に最も多く出土

している。ブロックは総数55点の石器よりなり石核

1 点、剥片23点、砕片28点、敲石 1 例 3 点から構成

4 第 II 文化層の調査

されている。ブロックは散漫に分布する傾向にある

が、 R-33Gの中央以東の敲石を中心とした剥片・

砕片の集中部と、以西の分布域に細分が可能である

かもしれない。母岩別資料の分布は安山岩 4 が42点

と圧倒的に多くを占め他に安山岩 7 が 2 点、安山岩

8 が 1 点、絹雲母片岩 2 点、頁岩・安山岩 2 が 5 点

からなる。石器の資料接合は 3 例 7 点がブロック内

で接合している。

6 プロック（図55)

Rｷ S-34G に分布する。明瞭な分布域を示し、ブ

ロックは長径3.2m、短径l.Om長円形状に分布する。

石器はVI層から VIII層にかけて30cm程の幅をもって出

土しているが、 VII層下位に最も多く出土している。

ブロックは総計14点の石器よりなり、石核 2 点、剥

片 9 点、砕片 3 点から構成されている。

母岩別資料の分布は安山岩 4 が 3 点、安山岩 7 が

2 点、安山岩8 が 3 点、その他の安山岩が 4 点、チャー

ト 1 が 2 点からなる。石器の接合資料は 2 例 5 点が

みられ、 1 例は 9 ブロックと接合関係にある。
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図55 第 II 文化層 5 • 6 プロyクの石器分布
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II 先土器時代の遺物と遺物分布

9 ブロック（図56)

N-41G を中心に 3 グリットに分布する。台

地縁辺に近い40 • 41ラインで確認された 3 ケ所

の石器ブロックのうち、最も南側に検出された。

ブロックは長径 4m、短径1.5m程の範囲に長円

形状に分布する。石器はVI層から VIII層にかけて

40cm程の高低差をもって出土したが、 VII層下位

に最も多く出上している。

ブロックは総計20点の石器よりなり、側縁部

整形石器 1 点、掻器 1 点、石核 1 点、剥片13点、

砕片 4 点で構成されている。側縁部整形石器は

黒曜石製で他地点から搬入されたものと思わ

れる。ブロックを構成する母岩別資料は安山岩

4 が 4 点、安山岩 7 が 1 点、その他の安山岩が

12点、黒曜石 2 が 1 点、チャート 1 が 2 点で、

少なくとも 5 種類の母岩別資料が認められる。

石器の接合はブロック内で接合するもの 1 例

2 点、 2C+9+10ブロック間で接合する 1 例

4 点を確認している。

10ブロック（図57)

Nｷ 0-37G を中心グリットに分布する。環状

に分布する石器ブロックのほぽ中央に位置す

る。石器ブロックは散漫な状態で検出されたが

比較的明確にブロックを把えることができた。

ブロックは長径 4m、短径 5m程の範囲に長円

形状に分布する。石器はVI層から VII層にかけて

40cm程の高低差をもって出土したが、 VII層に最

も出く出土している。

ブロックは総計24点の石器よりなり、石核 1

点、剥片16点、砕片 7 点で構成されている。ブ

ロックを構成する母岩別資料は安山岩 7 が 4 点

その他の安山岩が20点で、少なくとも 2 種類の

母岩別資料が確認されている。

石器の接合はブロック内で接合する 2 例 5 点

のほか、 1 +10、 2C+9+10ブロック間で接

合する 2 例15点が確認されている。
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11ブロック（図58)

S-35G に分布する。 S ラインに確認された 4 ケ

所の石器ブロックのうち、最も西側に検出された。

ブロックは長径 5m、短径 3m程の範囲に不整円形

状に集中して分布し、比較的容易にブロックを把え

ることができた。石器はVI層から Vlll層にかけて40cm

程の高低差をもって出土したが、 VII層下位に最も多

く出土している。

ブロックは総計42点の石器よりなり、局部磨製石

斧 1 点、接合関係のある石核 1 例 2 点、剥片24点、

砕片15点で構成されている。局部磨製石斧は石器ブ

ロックのほぼ中央に出土している。ブロックを構成

する母岩別資料は安山岩 7 が14点、安山岩 8 が 6 点

その他の安山岩が20点、絹雲母片岩 1 点、石墨片岩

1 点で、少なくとも 5 種類を確認している。

石器の接合はブロック内で接合する 3 例 6 点の他

6 +11、 11+15a ブロック間に 4 例17点が確認され

ており、 15 a ブロックとの間に密接な関係をもつと

思われる。

4. 第 II文化層の調査

12プロック（図58)

S-36 • 37G に分布する。 S ラインに確認された

4 ケ所の石器ブロックの中央付近に検出された。ブ

ロックは長径 4m、短径 2m程の範囲に不整円形状

に集中して分布し、比較的容易にブロックを把える

ことができた。石器はVI層から VIII層にかけて60cm程

の高低差をもって出土したが、 VII層下位から VIII層上

位に最も多く出土している。

ブロックは総計41点の石器よりなり、局部磨製石

斧 l 点、石核 1 点、剥片14点、砕片25点で構成され

ている。局部磨製石斧は石器ブロックの周縁に単独

で出土している。ブロックを構成する母岩別資料は

安山岩 3 が 1 点、その他の安山岩39点、絹雲母片岩

1 点で、少なくとも 4 種類を確認している。

石器の接合はブロック内で接合する 1 例 2 点のほ

か、 2 a +12ブロック間に40mの距離を隔てて確認

されている。

ブロックの規模および、石器組成など11ブロック

と近似する内容を示すが、母岩別資料接合関係は必

ずしも近似するものとなっていない。
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II 先土器時代の遺物と遺物分布

13ブロック（図59)

S-37·38G に分布する。 S ラインで確

認された 4 ケ所の石器ブロックの中央付

近に検出された。ブロックは長径 6m、短

径 4m程の範囲に不整円形状に分布す

る。石器はVI層から VIII層にかけて70cm程

の高低差をもって出土したが、 VII層下位

から VIII層上位に最も多く出土している。

ブロックは総計125点からなり、局部磨

製石斧刃部砕片 1 点、調整痕ある剥片 l

点、石核 1 点、目的的剥片 2 点、敲石 1

点、剥片59点、砕片60点で構成されてい

る。 ブロックを構成する母岩別資料は安

山岩 2 が15点、安山岩 4 が 2 点、安山岩

6·7が各 1 点、凝灰岩 l が 6 点、チャート

2 が 1 点、その他の安山岩97点、絹雲母片

岩 2 点が出土している。 8 種類を確認し

ている。石器の接合は基本的にはブロッ

ク内で接合するが、 7 a +13、 13+ 14、

13+15ブロック間に接合関係が認められ

る。 8 例25点が接合する。

14ブロック（図60)

Q •R-38G を中心に 4 グリットに分

布する。ブロックは長径 6m、短径 5m程

の範囲に不整円形状に分布する。石器は

VI層から VII層にかけて70cm程の高低差を

もって出土したが、 VII層下位から VIII層上

位に最も多く出土している。

ブロックは総計64点からなり、

岩 3 点、

は、 13+14、

ナイフ

形石器 l 点、側縁整形石器 2 点、石核

2 点、剥片48点、砕片11点で構成されて

いる。ブロックを構成する母岩別資料は

比較的単純で安山岩 7 が 1 点、絹雲母片

その他の安山岩60点で、少なく

とも 3 種類を確認している。石器の接合

4 a +14+15 a ブロック間

93.0m 

゜92.5 m 

図59

に認められている。 4 例 9 点が接合する。
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第 II 文化層の調査

8 ブロック（図61)

石器の集中部は 4 ケ所程明らかに認められるが、

相互に近接するため区分し得なかった。石器は O•P

Q-40 • 41G を中心に 9 ブロックに区分する。

[ 8 a ブロックJ P• Q -40·41G に位置し、総計148

点が出土する。 ブロックは目的的剥片 1 点のほか、

石核、敲石、剥片、砕片で構成される。石器の接合

は基本的にはブロック内で接合するが、 7 f + 8 b 

+15C ブロック間に接合関係が認められる。

[ 8 b ブロック〕 P-40 • 41G に位置し、総計24点

石核、剥片、砕片で、構成される。

接合関合が認められる。

8 a + 8 b 間に

[ 8 C ブロック〕 O•P-41G に位置し、総計55点が

出土する。ブロックは側縁整形石器 2 点、局部磨製

石斧 1 点の他、石核、剥片、砕片から構成される。

8 C +13ブロック間に接合関係が見られる。

[ 8 d ブロック］ 0-39·40G に位置し、総計15点が

出土する。ブロックは側縁整形石器 l 点のほか敲石、

剥片、砕片から構成される。石器の接合は認められ

ない。

が出土する。
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II 先土器時代の遺物と遺物分布

1 プロック（図62)

環状に分布する石器群の東南部、 Mラインに確認

された石器ブロックのうち、最も東側に位置する。

L • M-38·39·40G の 6 ケ所のグリットに検出され

た。石器ブロックは単純に近い状態で検出され、比

較的容易にブロックを把えることができた。ブロッ

クは直径10m、短径 6m程の範囲に不整円形状に分

布する。石器の出土状況は基本的には他の石器ブ

ロックと同様で、 VII層下位から VIII層上位に最も安定

した状態で出土している。が、ブロックに重複して

4 点の石器がIVb 層から出土している。これらに接

合関係は認められず、出土石器も剥片、砕片であり

必ずしも明らかにし得なかったが、石器表面に認め

られる風化の状態、 IVb 層出土石器と VII層出土石器

の接合例が他にも認められることから一応本ブロッ

クに含めておいた。

ブロックは石核 1 点、剥片118点、砕片75点、敲石

4 例 7 点で構成されており、定形化した石器は出土

していない。敲石はいずれも欠損し、 1 例を除いて

形状等明らかでないが、 700gを越える大形のものと

100~200g程の小形のものがあり、大小のヴァラエ

ティーをもっている。ブロックを構成する母岩別資

料は安山岩 4 が22点、その他の安山岩176点、絹雲母

片岩 3 点、安山岩5が 1点、砂岩 1 点、凝灰岩 1 点で、

少なくとも 6 種類を確認している。

石器の接合は基本的にはブロック内で接合するが

1 + 2 d 、 1 + 3 、 1 +10ブロック間でも接合する。

16例60点が接合する。
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3 プロック（図63)

M-33•34•35G の 3 グリットに分布する。 Mライ

ンに確認された石器ブロックのうち、最も西側に検

出された。ブロックは一部で 2 a ブロックと接して

おり、比較的散漫な状態で、長径 5m、短径 2m程の

範囲に長円形状に分布する。石器はVI層から VIII層に

かけて50cm程の高低差をもって出土したが、 VII層下

位に最も多く出土している。ブロックは、彫器 1 点、

削片 1 点、接合関係のある石核 2 点、剥片19点、砕

片11点で構成され、総計34点が出土している。ブロッ

クは少なくとも 6 種類の母岩別資料から構成され、

安山岩 3 が 2 点、安山岩 4 が 2 点、安山岩 6 が11点、

チャート 1 が 8 点、凝灰岩 3 が 1 点で、その他に分

類し得なかった安山岩が12点出土している。接合は

韮本的にはブロック内で接合するが、 1 + 3 ブロッ

ク間に 1 例接合関係が認められた。 4 例12点が接合

する。
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4. 第 II 文化層の調査

7 プロック（図64)

石器の集中部は 3 ケ所程明らかに認められるが、

相互に近接するため明確に区分し得なかった。石器

は S-39、 R-40、Q -41G を中心に 9 グリットに

分布する。いずれも VI層から VIII層にかけて80cm程の

高低差をもって出土したが、 VII層下位に最も多く出

土している。ブロックは S-39G を中心に位置する。

群は 8m程の範囲に中央付近に遺物の空白部を

もって分布する。石器の出土状況からさらに 4 ケ所

の小群からなる。 R-40G に位置する一群および、

Q -41G に位置する一群は比較的良好に集中して分

布する。

[ 7 a ブロック〕 S-39G に位置し、総計59点が出

土している。ブロックは磨製石斧 2 点、石核 1 点、

目的的剥片 1 点、剣片37点、砕片18点で構成されて

いる。接合は基本的にはブロック内で接合するが、

7 a+ 7 b 、 7a+7c 、 7 a + 7 b + 7 c + 13ブ

ロック間に接合関係が認められる。 4 例23点が接合。

[ 7 b ブロック〕 S-39·40G に位置し、総計24点が

出土している。ブロックは石核 1 点、剥片11点、砕

片12点で構成されている。石器の接合は 7 a+ 7 

b+7d 間に 1 例 3 点が認められる。

(7 C ブロック〕 R • S-38·39G に位置し、総計29

点が出土している。ブロックは目的的剥片 l 点、剥

片21点、砕片 7 点で構成されている。石器の接合は

ブロック間で接合し、 7a+7c 、 7 b + 7 c 、 7

a+ 7 b + 7 c +13、 7 c +15 b ブロック間に接合

関係が認められる。 4 例22点が接合する。

[ 7 d ブロック〕 R ・ S-39G に位置し、総計47点が

出土している。ブロックは石核 1 点、剥片30点、砕

片16点で構成されている。石器は基本的にはブロッ

ク内で接合するが、 7c+7d 、 7d+7e ブロッ

ク間に接合関係が認められる。 3 例 9 点が接合する。

[ 7 e ブロック〕 R-40G に位置し、総計105点が出

土している。ブロックは側縁整形石器 2 点、加工痕

ある剥片 1 点、剥片58点、砕片44点で構成されてい

゜

る。石器の接合はブロック間で接合し、 7 d + 7 e 、
2 m 

7 e + 7 f間に接合関係が認められる。 6 例14点が
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II 先土器時代の遺物と遺物分布

接合する。

[ 7 fブロック〕Q• R-40·41G に位置し、総計127

点が出土している。ブロックは磨製石斧 l 点、石核

1 点、敲石 6 点、剥片55点、砕片64点で構成されて

いる。石器の接合はブロック間で接合し、 2c+2

d + 7 f、 4 a + 7 f、 7 e + 7 f、 7 f +14、 7

f +8a+8b 間に接合関係が認められる。 6 例16

点が接合する。

2 プロック（図65)

石器の集中部は 4 ケ所程明らかに認められるが、

相互に近接するため明確に区分し得なかった。石器

は L-34~38G を中心に 10グリットに分布する。い

ずれも VI層から VIII層にかけて75cm程の高低をもって

出土したが、 VII層下位に最も多く出土している。ブ

ロックは長径 6m、短径 5m程の不整円形状に分布

する一群(a • d) とこれに挟まれるように直径 4

m、短径 2m程の長円形状に分布する一群(b•C) が

検出されている。

[ 2 a ブロック〕 L-34·35G に位置し、総計130点

が出土している。ブロックは、石核 1 点、敲石 l 点、

剥片61点、砕片67点で構成されている。基本的には

ブロック内で接合するが、 2 a+ 2 b 、 2 a +12ブ

ロック間で各 l 例が接合する。 9 例21点が接合する。

[ 2 b ブロック〕 L-35•36G に位置し、総計39点が

出土している。ブロックは加工痕ある剥片 2 点、石

核 3 点（うち 2 点が接合する）、剥片 7 点、砕片27点

で構成されている。接合は基本的にはブロック内で

接合するが、 2 a+ 2 b 、 2 b + 2 c ブロック間で

各 1 例が接合する。 4 例14点が接合する。

[ 2 C ブロック〕 L-36G に位置し、総計39点が出

土している。ブロックは石核 2 点、剥片20点、砕片

17点で構成されている。接合は基本的にはブロック

内で接合するが、 2 b + 2 c 、 2 C + 9 + 10ブロッ

ク間で各 1 例が接合する。 4 例11点が接合する。

[ 2 d ブロック〕 L-37G に位置し、総計79点が出

土している。ブロックは石核 7 点（うち 3 点が接合す

る）、剥片43点、砕片27点のほかに、敲石 l 例 2 点が

88 

出土している。接合は基本的にはブロック内で接合

するが、 2 d + 7 e ブロック間で 1 例接合する。 4

例17点が接合する。

4 プロック（図66)

石器の集中部 4 ケ所が認められる。これらは相互

に近接して存在するため明確に区分し得なかった。

石器は最も台地中央に奥まった33ラインに検出され

6 グリットに分布する。ブロックは 4m程の範囲に

比較的良好に集中して出土した。いずれも VI層から

VIII層にかけて70cm程の高低差をもって出土したが、

VII層下位に最も多く出土している。

[ 4 a ブロック〕 P• Q -32•33G に位置し、総計74

点が出土している。ブロックは掻器 l 点、使用痕あ

る剥片 1 点、石核 2 点、剥片33点、砕片37点で構成

される。

[ 4 b ブロック〕 P-33G に位置し、総計24点が出

土している。ブロックは使用痕ある剥片 1 点、剥片

11点、砕片12点で構成される。

[ 4 C ブロック〕 0-33G に位置し、総計104点が出

土している。ブロックは石核 6 点、目的的剥片 1 点、

敲石 1 点、剥片55点、砕片41点で構成される。

[ 4 d ブロック〕 N-33G に位置し、総計82点が出

土している。ブロックは側縁整形石器 2 点、剥片40

点、砕片40点が出土している。

15プロック（図67)

石器の集中部は 5 ケ所程明らかに認められるが、

相互に近接するため明確に区分し得なかった。石器

はQ -36G を中心に 9 グリットに分布する。ブロッ

クは他の地点から搬入されたと思われる局部磨製石

斧、ナイフ形石器、目的的剥片をはじめ、配石等外

縁の石器ブロックに見られない状況を呈している。

いずれも VI層から VIII層にかけて60cm程の高低差を

もって出土したが、 Vil層下位に最も多く出土してい

る。ブロックはいずれも径 5m程の範囲に分布する。

[15a ブロック〕総計47点が出土している。ブロッ

クはナイフ形石器 2 点、目的的剥片 8 点、剥片25点
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砕片 9 点のほか敲石 3 点で構成されている。石器の

接合は 11+ 15 a 、 11+15a +15 b ブロック間に接合

関係が認められる。 5 例30点が接合する。

[15b ブロック〕総計65点が出土している。ブロッ

クは局部磨製石斧 1 点、同再生剥片 4 点、ナイフ形

石器 5 点、石核 1 点、目的的剥片 7 点、敲石 2 点、

剥片29点、砕片16点で構成されている。石器の接合。

は基本的にはブロック内で接合するが、 7 c +15 b 、

11 +15a +15 b 、 15b +15 e 、 15b + 15 e + 15 d ブ

ロック間に接合関係が認められる。 7 例35点が接合

[15C ブロック〕総計58点が出土している。ブロッ

クは局部磨製石斧 1 点、同再生剥片 1 点、ナイフ形

石器 1 点、石核 1 点、目的的剥片 1 点、剥片36点、

砕片17点で構成されている。石器の接合は基本的に

はブロック内で接合するが、 8 C +15 C 、 15b + 15 

c +15d ブロック間に接合関係が認められる。 3 例

10点が接合する。

[15d ブロック〕総計24点が出土している。ブロッ

クは局部磨製石斧 1 点、同再生剥片 7 点、ナイフ形

石器 l 点、目的的剥片 5 点、敲石 2 点、剥片 7 点、

砕片 1 点で構成されている。石器の接合はブロック

内で接合する 1 例 3 点のほか、 15b + 15 c + 15 d ブ

ロック間に接合関係が認められる。 2 例 6 点が接合。

[15 e ブロック〕総計15点が出土している。ブロッ

クはナイフ形石器 1 点、局部磨製石斧再生剥片 1 点、

目的的剥片 4 点、剥片 6 点、砕片 3 点で構成される。

石器の接合は 15b +15 e ブロック間に接合関係が

認められる。 1 例 4 点が接合する。

4-3 第 II 文化層の石器

ナイフ形石器（図68 • 69) 

総計 7 点が出土している。安山岩製の 1 点（図69--

5) を除いて、遺跡内に搬入されたと思われる黒色頁

岩および凝灰岩を素材としている。ナイフ形石器は

先端部に調整加工を施す例（図68-5、図69-1) も認

められるが、珪本的には、石器基部に調整加工を施

し、剥片形状を大きく変化させることなく用いるこ

とが多い。

4. 第 II 文化層の調査

1 は先端部を欠損するため全体の形状は不明であ

るが、比較的形状の整った縦長の剥片を素材とする

と思われる。全体に風化が著しく、また石器表面に

ヒビ割れが生じ火熱を受けた可能性もあり、剥離面

の観察は困難となっている。剥片は平坦な剥離面を

打面として作出されている。基部側の両側縁にわず

かに調整加工を施し、打面を除去することなく用い

ている。黒色頁岩製。 15 b ブロック出土。

2 は先端部を節理面で欠損するが、比較的形状の

整った縦長の剥片を素材とすると思われる。剥片は

平坦な剥離面を打面として作出されている。剥片頭

部および基部側の両側縁に微細な調整加工を施し、

打面を除去することなく用いている。剣片頭部に見

られる調整加工は丁寧で、通常言われるように剥片

剥離時に施される調整とは異なる可能性がある。安

山岩製であるが同一の母岩は遺跡内には見られず、

搬入されたと思われる。 15 a ブロック出土。

3 は比較的形状の整った縦長剥片を素材とする。

全体に風化が著しく剥離面等の観察が困難であるが、

剥片は平坦な剣離面を打面として作出されている。

左側縁に微細な調整加工が施される。器体の先端部

に調整加工は施されないが、他の剥離面を良好に取

り込むことで機能部が確保されたものと思われる。

凝灰岩製であるが同一の母岩は遺跡内に見られず、

搬入されたと思われる。 15 d ブロック出土。

4 は比較的形状の整った縦長の剥片を素材とする

と思われる。剥片は平坦な剥離面を打面として作出

されている。基部側の両側縁に微細な調整加工を施

し、打面を除去することなく用いている。器体先端

部に調整加工は施されないが、他の剥離面を良好に

取り込むことで機能部が確保されたものと思われ

る。黒色頁岩製。 15 b ブロック出土。

5 は形状の整った長大な縦長剥片を素材とし、先

端部にわずかに調整加工が施される。石器は 3 分割

されて出土しているが、分割して用いられたか否か

明らかにし得なかった。打面調整、頭部調整は見ら

れない。出上したナイフ形石器の大半が長さ 6 cm程

でほぼ同一の形状を呈するのに対して、極めて大形
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4 第 II 文化層の調査
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4. 第 II 文化層の調丘

＜ー：
I Q36ｷ34 

図69 第 II 文化層の右器（ 2)

である。器体の先端部は他の刻離面を良好に取り込

むことで機能部が確保されている点では他の事例と

共通する。安山岩製。 15 b ブロック出土。

図69-1 は火熟により器体の下半を欠損するため

全体の形状は不明であるが、比較的形状の整った縦

長剥片を素材とすると思われる。器体の先端部に微

細な調整加工が施される。先端部の多くが尖る傾向

にあるのに対して、丸味をもちやや形状は他と異な

るとも言える。黒色頁岩製。 15 b ブロック出上。

2 は器体上半を調整時に欠損しているため全体の

形状は不明であるが、比較的形状の整った縦長剥片

を素材とすると思われる。剥片は平坦な刻離面を打

面として作出され、基部側の両側縁に微細な調整加

工が施される。打面調整、頭部調整は見られない。

ブロック内で目的的剥片と接合するが、他と同様に

搬入されたと思われる。受熱剥片。黒色頁岩製。 15

ブロック出土。

基部・側縁部整形石器（図70)

総計 7 点が出土している。石器石材は黒曜石製の

l 点を除いて、すべて安山岩を素材とする。ナイフ

形石器の多くが黒色頁岩製でいずれも環状に配列す

る石器ブロックの内側に検出された同一のブロック

(15 b • d) から出土し、大半が「搬入品」であると見

られるのに対し、基部・側縁部整形石器は 14ブロッ

クから出土した 3 点（図 2 • 4 • 7)を除いたほかは、

環状に配列する石器ブロック (2 • 4 • 7 ブロック）か

ら出土している。

二 2 R36ｷ VI 層

。 5 cm 

1 は不純物を多く混入する特徴的な黒曜石を素材

とする。素材となった剥片の形状は不明であるが、

左側縁に折断面に似た古い剥離面ないし節理面が見

られる。全体の形状は台形状となっている。調整加

工は右側縁を中心に平坦な剥離が施され、打面部を

除去している。石器の機能部は剥片の打面部に直角

に交わる側縁に見られる。黒曜石製。ブロック外 (K

-38G) 出土。

2 は先端が尖る幅広の縦長剥片を素材とすると思

われる。素材となった剥片の打面部は除去され、こ

の打面側の両側縁を表裏とも平坦な調整加工を施す

ことにより作出されている。栃木県磯山遺跡で「ペ

ン先形のナイフ形石器」と呼称されたものと同一で

ある。安山岩製。 14ブロック出土。

3 は横長の剥片を素材とすると思われる。左右両

側縁とも折断面が見られ、基部側の両側縁の表裏と

も平坦な剥離が施される。全体の形状は台形状と

なっている。素材となった剥片の打面部はこの折断

および平坦な剥離により除去されている。刃部形状

は調査時の欠損のため不明であるが、直刃に近いも

のと思われる。安山岩製。 8 C ブロック出土。

4 は先端が尖る幅広の縦長剥片を素材とすると思

われる。素材となった剥片は平坦な剥離面を打面と

して作出され、裏面・基部側の両側縁に平坦な剥離

が施されるが、打面部は除去されない。 2 と同一の

範疇で把えられる。安山岩製。 14ブロック出土。

5 は横長の剥片を素材とすると思われる。右側縁

に折断面が認められ、素材剥片の打面部は折断によ
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II 先土器時代の遺物と遺物分布
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り除去されている。全体の形状は切出状となってい

る。調整加工は左側縁にブランティング状の粗い調

整加工が施され、右側縁に折断面を打面とする浅い

平坦な剥離が施される。刃部は器体長軸に対して、

左斜刃となっている。安山岩製。 8 C ブロック出土。

6 は横長の不定形剥片を素材とするもので、全体

の形状は台形状となるが、刃部を部分的に欠損する。

素材剥片を構成する剥離面は剥片剥離方向と一致す

る。調整加工は右側縁を折断後、微細に施される。

刃部は器体長軸に対して、直刃状となっている。安

山岩製。 2 b + 2 c ブロック間で接合する。

7 は縦長の剥片を素材とするもので、左右両側縁

に平坦な剥離が施される。全体の形状は切出状と

なっている。刃部は器体の長軸に対して左斜刃と

なっている。器体の調整加工は表→裏の順で表裏と

も施され、素材剥片の打面はこれらにより除去され

ている。安山岩製。 14ブロック出土。

8 は接合により素材剥片の形状を把握できる唯一

のもの（図100参照）である。剥片の形状は横長の不定

形なもので、剥片長軸は剥片打面に対して一方に片

寄っている。石器は縦位に折断した後に、基部側の

両側縁に調整加工が施される。器体に施されたこの

調整加工は左側縁の折断面を打面として浅い平坦な

剥離が施され、右側縁は粗い剥離が施される。刃部

は器体の長軸に対して左斜刃となっている。安山岩

製。 4 ブロック出土。

9 は縦長の剥片を素材とし、器体の基部に近い両

側縁に平坦な剥離を施すものである。先端部を一部

欠損し、器体の長軸に対して右斜刃となっている。調

整加工は一部側縁に施されるが、裏面側の加工が主

体となっている。素材剥片の打面はこの調整加工に

より除去されている。安山岩製。 7 e ブロック出土。

10は平坦な剥離面を打面として作出された横長の

不定形剥片を素材とする。先端部を一部欠損するが、

刃部形状は器体の長軸に対して、左斜刃となってい

る。右側縁は剥片の折断面を打面として浅い平坦な

剥離を施し、左側縁は裏面側に剥片の打面部と表面

側の平坦な剥離が整合性をもった状態に取り込まれ

4. 第 II文化層の調査

ている。安山岩製。 7 e ブロック出土。

局部磨製石斧（図71~73)

石斧は石斧再加工時に生じる調整剥片を加えて10

個体20点が出土し、形状を復元できる石斧は 7 個体

である。これらの中には、再加工の意図は見られる

が途中で放棄したものも含まれ、彼らは一般に想像

されるよりも多くの石斧を保有したと思われる。こ

れらは 1 点を除いて石器群の中核的地点と見られる

5 ケ所の石器ブロックより出土し、各ブロックを構

成する重要な石器器種として存在したと思われる。

図71-1 は刃部を欠損し、全体の形状は不明であ

る。石材の性状に則して得られた板状の大形剣片を

素材とする。全体の形状は楕円形状を呈し、右側縁

には意識的な研ぎ出しによって作出された平坦面が

認められる。調整加工は器体の周縁に限って施され

る。表裏面とも明らかに研磨痕が見られる。現状で

105.68gを測る。緑泥片岩製。 15 C ブロック出土。

2 は局部磨製石斧の再加工時の状況を示す接合例

である。石斧は長幅比が 2 : 1 を示す比較的幅広で

長大なものと推定される。石斧使用により刃部中央

付近から左側縁に向けて折れてしまっている。左右

対称なものとして石斧作出時の形状を推定すれば、

かなり長大なものになるが、出土した再生剥片が接

合しない 1 点を含めて 4 点であり、石斧作出時の形

状は明らかでない。比較的薄手の板状剥片を素材と

して用い、調整加工は素材の周縁に限って施される

が、素材の分割面を右側縁としている。刃部は片刃・

直刃状となっており、表・裏面とも研磨の単位が明

らかにし得ない程丁寧に研磨が施される。緑泥片岩

製。 8 C ブロック出土。

図72-1 は平坦な自然面を両側縁とする局部磨製

石斧である。板状の剥片を素材とし、調整加工はほ

とんど施されない。刃部は典型的な片刃・円刃で、

研磨の単位がほとんど見られないほど丁寧に刃部を

作出している。器体中央部で欠損する。欠損後折れ

面を打面として、若干の再生を行った痕跡が認めら

れる。シルト岩製。 15d +15 e ブロック間で接合。
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II 先土器時代の遺物と遺物分布
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II 先土器時代の遺物と遺物分布
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2 は石器表面に自然面を大きく残す、大形の不定

形剥片を素材とする。石器頭部は分割により形状の

規定を行っている。調整加工は素材の側縁に限って

施される。刃部は表・裏面ともわずかに研磨痕が認

められるだけであるが、意識的な研磨として把える

ことができる。刃部はわずかに偏刃状となっている。

石墨片岩製。 11ブロック出土。

図73- 5 は小形で他の局部磨製石斧と石材も異な

るが、側縁に平坦な分割面をもつことや一部に磨滅

痕の見られることから同一の石器器種として認定し

た。他の局部磨製石斧と同様に横長の剥片を素材と

し、石器表面側の一部に施される。この調整剥離は

いずれも分割面から施されており、図72-1 に見ら

れるように欠損後、再加工されたものとも思われる。

刃部は円刃状であるが、鋭角に突出気味である。安

山岩製であるが、同一の母岩は遺跡内に見られない

12ブロック出土。

6 は局部磨製石斧の刃部破片である。欠損のため

ご

ロロロ］
唸

< 

< 3 R35ｷ13 

I N40ｷ 14 

4 第 II 文化層の調宜

全体の形状は不明であるが、片刃・直刃の刃部となっ

ている。黒色頁岩製。 13ブロック出土。

7 は総計 4 点からなる接合資料である。右側縁の

形状に比べて左側縁は比較的良好に整っている。本

例は石斧の再加工例と見られ、裏面を中心に再加工

されたものと思われる。研磨痕は左側縁に部分的に

認められるが、研磨の単位が認められない程丁寧に

研磨が施される。刃部は直刃状に近い形状である。

図73-1~3 は石斧再加工時に生じる調整剥片

である。 1 • 2 とも剥片の一部に研磨痕が見られる刃

部調整剥片である。 3 は研磨痕が見られず、一応、石

斧の側縁調整剥片と把えることができる。 1 は黒色

頁岩。 2 • 3 は黒色頁岩製で同一の母岩と思われる。

いずれも 15 b ブロックの出土である。

4 は剥片端部にわずかに摩滅痕の見られるもので

ある。石器表面に自然面を大きく残し、石斧の刃部

の可能性もあるが、断面形が大きく内湾するため断

定できない。ここでは剥片端部に摩滅痕を有するも
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II 先土器時代の遺物と遺物分布

のとして理解しておく。同一の母岩である剥片が 2

点出土しており、いずれも剥片端部に摩滅痕が見ら

れる。安山岩製。 7 a ブロック出上。

その他の石器（図74)

掻器 l 点、彫器 l 点、調整痕ある剥片 3 点、使用

痕ある剥片 1 点を図示した。調整痕及び使用痕ある

剥片は他に 3 点が確認されている。出土した石器の

大半が安山岩で、微細な使用痕等の観察が困難であ

る点を考慮しても全体に占める割合は稀少である。

図74-1 は縦長剥片を素材とし、剥片端部に機能

部を作出した掻器である。石器の上半を欠損するた

め全体の形状は不明であるが、比較的整った形状を

推定できる。調整加工は比較的丁寧であるが、縦縞

状の剥離は見られず、典型的な事例に比べてやや粗

い。安山岩製。 9 ブロック出上。

2 は不定形な縦長剥片を素材とする。剥片は平坦

な剥離面を打面として作出される。剥片に見られる

剥離面は剥片の剥離方向と異なり、頻繁に打面を移

動している。剥片の右側縁に連続的に使用痕が見ら

れる。チャート製で同一の母岩より作出された剥片

が 1 点出土している。 4 a ブロック出土。

3 は縦長の条lj片を素材とする調整痕ある石器。先

端部に近い左側縁に連続する調整加工を施す。調整

加工は「ブランティング」状で、部分加工のナイフ

形石器である可能性も否定できない。安山岩製。 15

a ブロック出土。

4 は素材剥片の打面部を彫刻刀加撃面として作出

された彫器である。剥片は横長の不定形なもので、

剥片に見られる剥離面は剥片の剥離方向とは180゜異

なる。ブロック内で削片と接合する。チャート製。

3 ブロック出土。

5 は横長の不定形剥片を素材とし、基部側の右側

縁にわずかに調整加工を施す。五角形状の形状を呈

す。一応、加工痕のある石器としたが、基部・側縁

部整形石器の範疇で把えられる可能性がある。素材

となった剥片は平坦な剥離面を打面として作出され

たと思われる。安山岩製。 7 C ブロック出土。
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6 は黒曜石製の調整痕のある石器である。一部に

自然面を大きく残し、剥片はこの自然面を打面とし

て作出されている。剥片端部は調査時の欠損が見ら

れ明らかでないが、彫刻刀面が形成されている可能

性がある。左側縁に微細な使用痕が認められる。

石核（因75~77)

総計49点が出土している。これらの石核は比較的

大形の盤状剥片を石核素材とし、同一の原石から複

数個作出されたものが圧倒的に多く、分割による場

合、原石をそのまま用いる場合等ヴァラエティーに

富み、原石の形状に則して盤状の石核素材を得てい

る。石器群を支えた剥片剥離については必ずしも明

らかでなく、すべてを正当に評価し得ていない。こ

こでは接合しない石核を図示した。

図75-1は比較的厚い盤状の剥片を素材とする柱

状を呈す石核である。剥片剥離は正面側を打面とし

て、幅広の小形剥片を作出した後に、この作業面を

打面として正面で最終剥離が行なわれている。最終

剥離により幅広の剥片を作出する。石核は最終的に

分割されて放棄されたと思われる。安山岩製。 8 ブ

ロック出土。

2 は不定形剥片を素材とする。剥片の側縁を打面

とする。剥離痕が正面に認められる。最終的には作

業面を下面の平坦面に移動して剥片剥離作業を試み

たが一撃で 2 つに分割してしまい、そのまま放棄さ

れたものと思われる。左側縁に部分的に調整加工が

施され、また微細な刃こぼれも認められることから

他の用途に用いられた可能性がある。チャート製。

3 ブロック出土。

3 は盤状剥片を素材とする円盤状の石核である。

剥片剥離作業はまず石核素材となった剥片の裏面側

で行なわれる。次にこの作業面を打面として正面側

で剥片剥離を行っている。この剥片剥離は正面側を

全周するものではなく、裏面側の作業面と同様に一

部に限って行なわれる。安山岩製。 3 ブロック出土。

4 は平坦な剥離面を打面として作出された大形の

剥片を素材とする石核である。このような断面船底
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II 先土器時代の遺物と遺物分布
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4. 第 II 文化層の調森

口

I S39ｷ77 
2 S36ｷ35 （オ妾 II-65) 

4 P41ｷ41 （オ妾 II-37) 

3 033·89 （接 II-26) 
。 5 cm 

図77 第 II 文化層の石器(10)
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II 先土器時代の遺物と遺物分布

状を呈し平坦な剥離面をもつ形状の素材は、平坦な

剥離面を打面として剥片剥離が進行し、最終的には

円盤状の石核形状を呈すと思われる。安山岩製。 6

ブロック出上。

図76-1 は大形の不定形剥片を素材とする石核で

ある。剥片剣離作業面は断面楔状を呈す石核素材で

ある剥片の打面側に設定される。剥片剥離は剥片の

表面側→裏面側の順で進行する。石核は 3 分割され

るが、この分割が意味するところは不明である。ぅ

ち 2 点が接合している。作出された剥片は幅広で不

定形であると思われるが、さらに剥離が進めは石核

素材の平坦面の一部を剥片端部に取り込んだものと

なる。安山岩製。 2 a+ 2 b ブロック間で接合する。

2 は大形の不定形剥片であるが、石核素材となる

ものと思われる。剥片は中央付近で分割されてし

まっている。安山岩製。 4 C ブロック出土。

3 は小形で、裏面に大きく自然面を残す不定形刻

片を素材とする石核である。剥片剥離作業は裏面の

平坦な剥離面を打面として進行すると思われる。安

山岩製。 2 d ブロック出土。

4 は一部に自然面を残す不定形剥片を素材とする

石核である。剥片端部に分割面が認められる。剥片

剥離作業は裏面側の自然面を打面として行なわれる。

安山岩製。 5 ブロック出土。

5 は裏面に大きく自然面を残す不定形剥片を素材

とする石核である。剥片剥離作業は裏面の自然面を

打面として行なわれる。石核は最終的に分割され放

棄されたものと思われる。安山岩製。 2 d ブロック

出土。

図77-1 は大形の不定形剥片を素材とする石核で

ある。剥片剥離作業面は石核素材である剥片の打面

側に設定され、表面→裏面の順で進行する。作出さ

れた剥片は剥片端部に石核素材の平坦面を取り込ん

で作出されたと思われる。安山岩製。 7 d ブロック

出土。

2 は一部に大きく自然面を残す石核である。分割

礫を石核素材としたと思われる。剥片剥離の最終的

段階に近いもので、最終剥離面は自然面を打面とし
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て剥離される。最終剥離は石核の内側に入り込んで

しまったため石核を放棄したと思われる。安山岩製。

12ブロック出土。

3 は裏面に大きく自然面を残す石核で、分割礫を

石核素材とするものである。剥片剥離は一部、裏面

側でも行なわれるが、基本的に剥片剥離は自然面を

打面として全周するように正面側で行なわれる。安

山岩製。 4 C ブロック出土。

4 は裏面に大きく自然面を残す石核で、分割礫を

素材とするものである。剥片剥離は自然面を打面と

して同一の方向から正面側を作業面として行なわれ

る。安山岩製。 8 ブロック出土。

剥片（図78~81)

総計2039点の石器から構成される石器群に剥片は

1086点が出土し、砕片 (806点）と合せると全体の94%

を占める。圧倒的に安山岩を石器石材として用いて

おり、安山岩自体がもつ性状から剥片の理解が十分

に行ない得なかった。これは安山岩にダメージを内

包・反映する傾向が強く表出することに起因するも

のと思われ、とりわけ剥片の折断については明らか

に剥片の折断が行なわれているにもかかわらず分析

を困難なものとしている。

石器群の「目的的剥片とは、何如なるものか」と

いうことについては 3-3 剥片の項で述べたが、第

II 文化層を構成する石器群の目的的剥片は比較的良

好に形状の整った石刃状の縦長剥片の一群と基部・

側縁部整形石器の素材となった剥片（加摯方向に対

して、剥片長軸がある一定の角度をもつように作出

される。）の一群が想定される。前者は比較的容易に

抽出が可能であったが、後者については剥片形状を

大きく変えて石器を作出するため、また石器素材と

しての剥片の選択が広く行なわれているため抽出が

困難であった。

図78•79は比較的形状の整った縦長の剥片である。

これらは 1 点（図 78- 4) を除いていずれも環状に配

列する石器ブロックの内側に位置する 15ブロックか

ら出土している。 15 a ブロックで 5 点、 15 b ブロッ
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II 先土器時代の遺物と遺物分布
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II 先土器時代の遺物と遺物分布
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クで 4 点、 15 C ブロックで 2 点、 15d ブロックで 3

点、 15 e ブロックで 2 点が出土している。倒片は 5

cm前後の小形の一群と 8 cm前後の大形の一群が出土

しており、剥片端部が尖るものが多い。いずれも平

坦な剥離面を打面として作出されている。剥片を構

成する剥離面は主要剥離面の方向と一致するものが

多い。一部には、ナイフ形石器先端部と同様の機能

を果たしたと思われるもの（図77-3 • 6 等）が見ら

れ、他の剥離面を良好に剥片端部に取り込む。石器

石材は安山岩・凝灰岩•黒色頁岩が見られるが、大

半は搬入品と思われる。

図80は出土した剣片のうち、石器素材となり得る

剥片を中心とする。

図80-1~3 はいずれも基部・側縁部整形石器の素

材剥片と思われる。剥片は縦位あるいは横位に折り

取られ、調整加工を施せばよいだけである。 3 は裏

面基部に粗い調整加工が施され、側縁部整形石器と

してもよい。 4 は剥片を構成する剥離面が求心的な

I Q35ｷ 33 

4 第 II 文化層の調査

剥離面からなる幅広の剥片である。石器群に稀な存

在であり、剥片に対応する石器器種は不明である。

接11-55 （図91) に見られる剣片と同様に作出された

ものと思われる。安山岩製。 8 ブロック出土。

5 は 4 と類似した形状を示すが剥片に見られる剥

離面は主要剥離面と同一の方向を示す。剥片は平坦

な剥離面から作出されている。安山岩製。 15 a ブロッ

ク出土。

6~8 はチャート製の不定形な剥片である。いず

れも遺跡内で剥片剥離が行なわれたと思われる。 1.

3 は 4 ブロック出土、 2 は 9 ブロックの出土である。

図81はいわゆる「折断剥片」である。基本的に剥

片は縦位あるいは横位に折断されると思われる。折

断は作出された剥片の形状により異って用いられ

る。小形の横長剥片に縦位の折断が、小形の縦長剥

片に横位の折断が用いられる傾向が強い。また、大

形の剥片には縦位・横位の折断が併用されるが、こ

れは交点に力点が集中することが多く、縦位・横位

2 Q36ｷ63 

4 P37 • 5 

3 礫接 II-1 

。 5 cm 

図82 第 II 文化層の石器(15)
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II 先土器時代の遺物と遺物分布
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4. 第 II 文化層の調査
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4. 第 II 文化層の調査

の折断が個々に用いられるのではなく、同時に現象

するものと思われる。

図100- 2 の接合例に見られるように石器群には明

らかに折断手法が存在する。現状で剥片の折断につい

て明らかにし得ず、「折れ」を意図的であるか否かを明

確な根拠のもとに提示する必要があると思われる。

配石（図82)

第 II 文化層を構成する 2039点の石器は概ね環状に

分布する。礫重凪が1000gを越える、いわゆる「配石J

は石器群が北側で大きく内側に突出する地点で検出

された。配石礫は総計 4 点が出土しており、いずれ

も VII層下位から VIII層上位に安定した状態で単独に出

土している。多くは遺跡周辺に多く見られる輝石安

山岩を用材としている。 1 は玲岩を用材とし、 1050

gを測る。他の 3 点が1700~2200g程であるのに対し

て軽量である。敲石に見られる打痕は観察されない

が、石材及びその性状は敲石とした多くに共通する

と思われる。明確に打痕の認められる図83-12、が

1000gを越える礫重量をもつことや目的に応じた石

材選択を考慮すれば、配石と敲石の区別は明確でな

い。出土状況はもとより総合的に判断されるべき

である。 3 はQ -35·36G (15 ブロック）に孤を描くよ

うにして検出された総計202点が接合したので、礫重

量は現状で2154.2gを測る。焼成を受けた痕跡は全

く見られないが、破損状況は第 I 文化層の礫群と同

様で周辺に受熱剥片が出土することより「火処」と

しての間接的状況を示している。

敲石（図83•84)

総計19点が出土している。出土した敲石はヴァラ

エティーに富み、棒状あるいは円礫に近い形状を示

す。敲石は大形 (500 g以上）、中形 (250~500 g)、小

形 (250g以下）の 3 群として把えられ、これらは石器

製作工程の段階に応じて選択され、各群に分類され

る敲石がセットになって機能したものと思われる。

図83-12は、 1283gを計る大形礫を石器素材とし、敲

石一般からすると大形に過ぎる。礫の端部および周
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縁に明瞭な打痕が認められる。これらの敲石は全体

の半数近くが15ブロックに出土しており、必ずしも

石器製作址に出土するとは限らないようである。 15

ブロックは局部磨製石斧および搬入石器等が出土し

たブロックで、石器群の中核的存在を占めるが、 15 ブ

ロックに出土した敲石は欠損例は見られるものの未

だ機能を十分に果し得る状態である。これに対して

外縁に出土する敲石の大半は欠損し、機能を停止し

た状態を示すものと思われる。原則的に敲石は遺跡

の周辺で採集、補充されたものと思われるが、石器

群の出土状況全般から集団に敲石そのものを保有す

る意識が強く、保有した瞬間から他の主要器種と同

様な意識のもとに存在した可能性を指示できよう。

4-4 第 II 文化層の接合資料

出土した石器と 2039点の中で、 81例289点の接合関

係が認められた。 4 、 5 点の剥片が接合する事例が

多く見られるが、 10点を越える剥片および石核の接

合事例も見られる。石器群を支えた剥片剥離工程は

いくつかのヴァラエティーをもって存在することは

明らかで、作出された剥片は一定の規則性をもって

作出されていると言え、剥片剥離に見られるヴァラ

エティーも原石の形状によるものと思われる。

接合資料 11-39 （図85)

剥片 2 点、石核 1 点の総計 3 点で接合する。作出

された剥片は、一定の形状を示してはいないが、同

ーの平坦な剥離面を打面として剥離されている。い

ずれも石核の下面を剥片末端に取り込んだかたちに

なっている。剥片を構成する剣離面は90゜異なる方向

の条lj離面が認められ、打面転移を伴うことが理解さ

れる。石核は角柱状を呈し、下端には斜めの大きな

剥離面が認められる。剥片剥離は打面転移を伴い順

次展開すると思われるが、最終的に剥片剥離作業が

行なわれた正面に対し下端に見られる斜めの剥離面

は整合性（剥片端部を広く作出）をもって作用してい

ない。 8 a+ 8 C ブロック間で接合する。安山岩製。

接合資料 11-40 （図85)

総計 3 点の剥片からなる接合資料で石器 4 a+ 7 
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II 先土器時代の遺物と遺物分布

fブロック間で接合する。作出された剥片はいずれ

も平坦な剥離面を打面として剥離されており、 2 点

は縦位に折れている。剥片の形状は比較的幅広な縦

長剥片となっている。最終的に作出された剥片は90°

異なる方向から剥離されており、打面転移を伴うと

思われる。剥片剥離に際して剥片の頭部調整は施さ

れない。安山岩 4 製。

接合資料 11-69 （図86)

総計 6 点の剥片からなる接合資料で、石器 7 f + 

13ブロック間で接合する。剥片剥離は 1~3 枚の剥

片作出を単位に正面および上面を作業面としてくり

返し行なわれている。作出された剥片はいずれも平

坦な剥離面を打面として剥離されている。剥片の形

状は比較的幅広な縦長剥片となっており、 2 点は縦

位に折れている。剥片剥雑に際して頭部調整は施さ

れない。安山岩 2 製。

接合資料 11-60 （図86)

総計 2 点の剥片からなる接合資料で石器 7e+7

fブロック間で接合する。作出された剥片はいずれ

も平坦な剥離面を打面として剥離されている。剥片

の形状は比較的整った縦長剥片となっており、 1 点

は剥片端部に石核底面の一部を取り込んで剥離さ

れ、平行する両側縁が得られている。他の 1 点は横

位に折断されている。剥片を構成する剥離面はいず

れも同一の方向からの剥離で、連続的に剥片剣離作

業が進行したことを示している。剥片剥離に際して

頭部調整は施されない。安山岩製。

接合資料 11-51 （図87)

剥片 2 点、石核 l 点の総計 3 点で接合する。作出

された剥片は一定の形状を示さず、剥片の側縁部に

同一の平坦な剥離面を取り込んでいる。剥片剥離の

打面は異なっており、打面の転移を伴うと思われる。

石核は平坦な剥離面を打面とし、剥片剥離が進行す

るが、最終的に剥離された石核裏面の剥離によって

石核形状を損なってしまったために放棄されたもの

と思われる。 6 ブロック内で接合する。安山岩製。

接合資料 11-5 （図 87)

4 点の剥片からなる接合資料で、石器 2 d + 8 ブ
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ロック間で接合する。作出された剥片はいずれも礫

面を打面として剥離されている。剥片の形状は比較

的整った横長の剥片となっている。剥片は盤状の大

形剥片を素材とし、打点を石核底面に対し、ほぼ水

平に移動する。その結果、剥片端部に石核底面の一

部を取り込んだ横長の剥片が連続的に作出されたと

思われる。剥片剥離に際して打面調整、頭部調整は

施されない。盤状剥片を石核素材として剥片剥離が

進行する手法は石器群に普遍的に見られる。打点が

石核を全周あるいは後退するなど剥片剥離のヴァラ

エティーが認められるが、接合資料II-5 は石核の

一方から直線的に後退するものと思われる。安山岩

製。

接合資料 ll-53 （図88)

剥片 4 点、分割された石核 2 点の総計 6 点で接合

する。作出された剥片は礫面および分割面を打面と

して交互に剥離されている。剥片の形状は小形で一

定の形状を示さないが、いずれも剥片端部に石核素

材の平坦面を取り込もうとする意図が窺われる。剥

片剥離作業面は石核の左・右 2 ケ所に認められるが、

石核の分割との前後関係は不明である。石核は縦長

の大形剥片を石核素材とし、一部に礫面を残す。石

核は 3 ケ所で分割されており、剥片剥離はこの礫面

および分割面を打面として進行したと思われる。石

器13+ 14 ブロック間で接合する。安山岩製。

接合資料 ll-42 （図 88)

剥片 1 点、石核 l 点の総計 2 点で接合する。作出

された剥片は少なくとも 4 点が剥離され、いずれも

礫面を打面としている。剥片の形状は内側に大きく

入り込み、不定形な横長の剥片で、剥片端部に石核

底面の一部を取り込んだものとなっている。石核は

礫面を大きく残す大形剥片を素材としており、剥片

剥離は素材となった剥片の側縁に限って行なわれ

る。 4 a ブロック内で接合する。安山岩 4 製。

接合資料 ll-2 （図 89)

剥片 2 点、石核 l 点の総計 3 点で接合する。作出

された剥片はいずれも平坦な剥離面を打面として剥

離されている。剥片は一定の形状を示さないが、い
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ずれも剥片端部に石核素材となった大形剥片の平坦

な剥離面を取り込んでいる。このうち l 点は縦位お

よび横位に折断されている。石核は礫面を大きく残

す大形剥片を素材としており、剥片剥離はこの礫面

を除去したのち、平坦な剥離面を打面として打面側

から交差するように展開したものと思われる。石器

2 a+ 2 b ブロック間で接合する。安山岩製。

接合資料 11-21 （図89)

剥片 3 点、石核 1 点の総計 4 点で接合する。作出

された剥片は、いずれも平坦な剥離面を打面として

剥離されている。剥片は一定の形状を示さず、大き

＜礫面を残す。石核は拳大ほどの小礫を素材として

用いる。剥片剥離は打面作出後、この平坦な剥離面

を打面として行なわれている。接合した 3 点は一方

に片寄っており、打面作出のための剥離による可能

性が強い。最終的な剥離は裏面に認められ、礫面を

大きく残す幅広の剥片が剥離されている。石器 2

C + 9 +10ブロック間で接合する。安山岩製。

接合資料 11-16 （図90)

剥片 8 点、石核 1 点の総計 9 点で接合する。作出

された剥片は比較的平坦な礫面を打面として剥離さ

れている。剥片は比較的形状の整った横長剥片と

なっており、多くは縦位に折断されている。石核は

円盤状を呈し、礫の頂部を断ち切った盤状の大形剥

片を石核素材とし、平坦な礫面を打面としている。

剥片剥離は石核素材となった盤状の大形剥片の打面

部を中心に右回りに展開したものと思われる。剥片

剥離に際し、特別な打面作出は見られない。剥片は

いずれも 1 ブロック内の出土であるが、石核は 2 d 

ブロックに出土している。石器 1+2d ブロック間

で接合する。安山岩製。

接合資料 11-44 （図91)

総計 2 点の石核からなる接合資料で、石器15 b ブ

ロック内で接合する。いずれも礫面を大きく残して

いる。剥片剣離は礫面あるいは平坦な剥離面を打面

としており、比較的形状の整った均質な剥片が作出

されたと思われる。安山岩製。

接合資料 11-55 （図91)

4. 第 II 文化層の調査

剥片 2 点、石核 1 点の総計 3 点で接合する。作出

された剥片は平坦な剥離面を打面として剥離されて

いる。作出された剥片は比較的形状の整った縦長の

剥片も存在するが、多くは不定形な剥片である。最

終的に剥離された剥片は若干の頭部調整が施された

後に剥離されている。石核は盤状の大形剥片を素材

とするものと思われ、概ね、求心的な剥離面に被わ

れる。作出された剥片は小形で不定形なものと思わ

れるが、最終剥離面が石核の中央部を大きく切って

認められる。石核に接合する剥片は最終的に行なわ

れた剥片剥離時に瞬時に得られたと思われ、具体的

には、石核下端に台石等の存在が想定される。石器

7 e +15 C ブロック間で接合する。安山岩製。

接合資料 ll-74 （図 92• 93) 

総計13点からなる接合資料で、石器15 a ブロック

を中心に出土している。作出された剥片はいずれも

礫面を打面として剥離されており、盤状の大形剥片

を素材とする石核から作出されたと思われる。剥片

は比較的形状の整った均質な剥片が連続的に剥離さ

れたと思われるが、多くは縦位に折断されている。

剥片剥離は石核素材となった盤状の大形剥片の周縁

をめぐるように展開したものと思われる。接合資料

II-74をはじめとして同16·44·55等は石器群に主体

的に存在する剥片剥離手法であり、特徴的な存在と

して位置するものである。作出される剥片は剥片端

部に石核素材となった剥片の平坦面を一部取り込み

打面部に対して平行あるいは一方に片寄って斜行す

る剥片が意図的に作出されており、多くは縦位に折

断されている。 11+ 14 + 15 a + 15 b ブロック間で接

合する。安山岩 7 製。

接合資料 11-71 (94 • 95) 

総計18点からなる接合資料で、石器 7 a ブロック

を中心に接合する。比較的大形の円礫を分割して石

核素材としている。作出された剥片は剥離面を打面

として作出されている。剥片は一定の形状を示さず、

様々な形状の剥片が剥離されている。分割面は 2 ケ

所に認められており、分割後の剥片剥離は必ずしも

明らかにし得なかったが、分割面を打面として比較
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的大形の剥片を作出している。作出されたこれらの

剥片を石核素材としてさらに剥片剥離を試みる例も

わずかに存在するようである。石器 7 a+ 7 b ブ

ロック間で接合する。安山岩製。

接合資料 ll-43 （図 96 • 97) 

総計16点からなる接合資料で、 15 b ブロックを中

心に出土している。作出された剥片は分割面•平坦

な剥離面あるいは礫面を打面として剥離されてお

り、分割礫を石核素材としている。剥片は大形で、

一定の形状を示さず、不定形である。Q 36· 19は剥片

端部で数点の剥片が作出されており、多くは石核素

材としての剥片と位置づけることも可能である。

11 +15 a +15 b ブロック間で接合する。安山岩製。

接合資料 1|-15 （図 98)

総計 8 点の剥片からなる接合資料である。比較的

大形の円礫から得られたパ分割礫を石核素材とする

と思われる。作出された剥片は平坦な剥離面あるい

は分割面を打面として剥離されている。平坦な剥離

面を打面とする剥片 3 点は一定の形状を示さない

が、剥片端部に石核の平坦な剥離面の一部を取り込

んでいる。分割面を打面とする剥片 5 点の剥離順は

必ずしも明らかではないが、分割面を打面としてM

39•77 と他の剥片に大きく分割されたと思われる。以

下、この分割面および平坦な剥離面を打面とする剥

片剥離が進行している。剥片は一定の形状を示さず、

大きく礫面を残す。全般に剥片剥離は当初、剥片端

部に平坦面を取り込む意図に展開しているが•,打面

転移後、その意図を明確に反映していない。最終的

に作出された 2 点は目的的に剥離された剥片である

が、小形で石器素材となり得ず、放棄されたものと

思われる。石器 1 +10ブロック間で接合する。安山

岩製。

接合資料 11-27 （図 99)

剥片 4 点、石核 1 点の総計 5 点で接合する。作出

された剥片は礫面あるいは平坦な剥離面を打面とし

て剥離されている。剥片は一定の形状を示さないが

剥片端部に平坦な剥離面を取り込む意図が認められ

る。石核は％分割礫を石核素材としたもので、剥片

剥離は部分的に打面を作出するが、概ね礫面を打面

として求心的に行なわれている。石器4C ブロック内
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で接合する。安山岩製。

接合資料 11-41 （図99)

総計 4 点の剥片からなる接合資料である。作出さ

れた剥片は明確に打面が認められない。剥片は一定

の形状は示さないが、剥片剥離は一定方向から行な

われており、対向する剥離面を一部取り込んだもの

となっている。石材が粗粒で作出される石器器種も

「石斧」等に限定されると思われるが、石器群の中

に同一の母岩を石器素材とする資料は見られない。

石器15b +15 e ブロック間で接合する。安山岩 l 製。

接合資料 11-76 （図 100)

ナイフ形石器 1 点、縦長剥片 l 点の総計 2 点から

なる接合資料である。ナイフ形石器は先端部を欠損

するため全体の形状は不明であるが、他のナイフ形

石器の事例から、剥片の形状を大きく変えることな

く石器として作出されたと思われる。同一の母岩・

同様な剥片剥離の段階に剥離された剥片であるにも

かかわらず、剥片の形状による素材の選択が行なわ

れたものと思われる。遺跡内に搬入された可能性が

高い。 15 e ブロック内で接合する。黒色頁岩製。

接合資料 11-75 （図100)

折断剥片 1 点、側縁部整形石器 1 点総計 2 点か

らなる接合資料である。平坦な刻離面を打面として

作出された横長の不定形剥片となっている。剥片は

打面部に器体の最大厚をもつ断面楔状を呈するもの

で、剥片を構成する剥離面は平坦な分割面あるいは

剥片面であり、剥片長軸は剥片剥離方向に対して傾

斜する。側縁部整形石器は作出された剥片を打点部
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で縦位に折断し、石器素材としている。本接合例は石

器群を支えた主要器種である基部・側縁部整形石器

の素材剥片から石器器種への過程を明確に示すもの

と言える。剥片を折断するという手法は作出された

剥片を石器素材として選択する場合、剥片の選択を

大きく広げるものとして存在し、石器の凰産が可能

となったものと思われる。安山岩製。

接合資料 11-12 （図100)

彫器 1 点、削片 1 点からなる接合資料である。横

長の剥片を石器素材とし剥片の打面部を彫刻刀面作

出のための打面としている。石器 3 ブロック内で接

合する。チャート 1 製。

4-5 母岩別資料の分布

第 I 文化層を構成する石器群は総数2039点の石器

よりなり、概ね、 15ケ所に及ぶ石器ブロックを構成

することが理解された。多くは明確に区分し得ない

程連綿と出土し、最終的には単位的な石器ブロック

は 30ケ所を越えることが予想される。出土した2039

点の石器群は少なくとも 28種類の母岩別資料よりな

ることが抽出された。石器群の大半が周辺地域で容

易に採集される原石（安山岩）を素材としているが、

全体の 5 ％前後は片岩・黒曜石等、付近で採集する

ことのできない原石を素材としている。全体を占め

る量比は少ないが、石器群を占める石材のヴァラエ

ティーに関しては第 I 文化層の石器群と遜色のない

ものと言える。安山岩のうち、明確に分類し得た母

岩は全体の20％弱で、大半は分離することができな

かった。したがって、石器群の同時性、動態等を把

握する上で大きな制約となっている。分類し得た母

岩の多くは一部を除いて 1 ％に満ない数量で、全体

として数多くの母岩別資料よりなることが予想され

る。

片岩系石材の分布

片岩系石器は少なくとも 4 種類の母岩別資料から

なる。これらは局部磨製石斧の石器素材として用い

られているもので、先土器時代石器群にあっては稀

4. 第 II文化層の調査

少な事例であると思われるが、石材産地に近い地域

では縄文時代以後、普遍的に用いられている。

緑泥片岩 1 の分布（付図14) 総計 5 点が出土してい

る。このうち 4 点に接合関係が認められる。出土し

た 5 点は石斧再生剥片 3 点を含み石斧の再加工が試

られているが、打斧形状と接合状態からさらに多く

の再生剥片の存在が想定される。現状ではブロック

内でのすべての石斧再生作業を認めることは不可能

であるが、他地点での再生作業を介在して理解する

ことが妥当であるか検討を要すると言える。 8 ブ

ロックに出土。

緑泥片岩 2 の分布（付図14) 15 C ブロックに単独で

出土した石斧である。刃部を欠損するが、未検出で

ある。

緑泥片岩 3 の分布（付因14) 総計11点が出土してい

る。 15 d ブロックに集中して 9 点、 15b • c ブロッ

クに各 1 点が出土している。このうち、 4 点に接合

関係が認められる。 11点は石斧再生剥片10点を含む

もので、石斧の再加工が試みられたと思われるが、

緑泥片岩 1 と同様にさらに多くの再生剥片の存在が

予想される。

石墨片岩の分布（付図14)

石器11 ブロックに単独で出土した石斧である。遺

跡内に同一の母岩から作出された石器器種は検出さ

れていない。

その他の片岩系石器の分布（付図14) いわゆる「絹

雲母片岩」と呼ばれるもので、総計42点が出土して

いる。片岩系石器はーケ所に集中して出土するが他

のこれらは、調査区全般にわたって出土しており、

一定の出土傾向を窺うことはできない。また、出土

した42点のほとんどに観察されるが、多くは表面に

風化を認めることができ、小礫が石材の性状によっ

て分割されたかのような状況を示している。これら

を石器素材として作出された石器器種は未検出であ

り現状で絹雲母片岩の小片を石器素材とする石器器

種を想定することも困難である。

133 



II 先土器時代の遺物と遺物分布

黒曜石の分布

総計 4 点が出上している。いずれもブロックに単

独で出土している。黒曜石は 2 種類の母岩別資料よ

りなり、いずれも石器群に孤立した存在である。

黒曜石 1 の分布（付図15) 彫器（図74- 6) 1 点がN

-39G に単独で出土している。

黒曜石 2 の分布（付図15) 総計 3 点が出土してい

る。側縁部整形石器 1 点、砕片 2 点からなる。これ

らは複数の石器ブロックに単独で出上している。

黒色頁岩の分布

総計17点が出土している。これらは 2 ケ所に集中

し、相互に母岩が異なる。いずれも器種として独立

した存在で、遺跡内に剥片剥離工程を想定する同一

の母岩別資料は認められない。他地点からの搬入さ

れた可能性が強い。

黒色頁岩 1 の分布（付図15) 総計 2 点が出土してい

る。使用痕ある剥片 1 点、砕片 1 点からなり、いず

れも 4 a ブロックに出土。

その他の黒色頁岩の分布（付図15) 総計15点が出土

している。環状にめぐる石器分布が内側に突出する

15ブロックに集中する。 15ブロックは配石、敲石等

の礫、局部磨製石斧、ナイフ形石器等の生産具の遍

在性とあいまって、第 II 文化層を構成する石器群の

中で中核的な存在であると思われるが、搬入された

と思われる黒色頁岩製の定形化した石器の存在もブ

ロックを評価する一つの要素になっている。

流紋岩の分布（付図15)

15 e ブロックに単独で出土．している。石器表面の

発泡を特徴とする礫片であるが、遺存した背景を明

らかにし得なかった。

砂岩（付図15)

15 C ブロックに単独で出土している。細片で明

らかにし得ないが、敲石の一部を構成する礫片の可

能性がある。
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凝灰岩の分布

総計16点が出土している。これらは少なくとも 3

種類の母岩よりなる。

凝灰岩 1 の分布（付図16) 総計10点が出土してい

る。 R-37~39G に集中するほか、 2 点が S-35G

に分布する。検出されなかったが、遺跡内で一定の

剥片剥離作業が展開したと思われる。 2 例 5 点が接

合する。

その他の凝灰岩の分布（付図16) 総計 6 点が出土し

ている。いずれもブロックに単独で出土し、独立し

た存在である。 15ブロックに出土した 4 点はナイフ

形石器、縦長剥片で、いずれも独立した石器器種で

ある。他地点からの搬入である。

チャートの分布

総計21点が出土している。これらは 2 種類の母岩

よりなり、複数の石器ブロックに分布する。

チャート 1 の分布（付図16) 総計19点が出土してい

る。これらは 5 ケ所の石器ブロックに分布するが大

半が 3 • 4 a ブロックに集中する。資料により色調に

多様性が見られる。明確ではないが、彫器 1 点、使

用痕ある剥片 1 点がわずかながら存在する。

チャート 2 の分布（付図16) 総計 2 点が出土してい

る。剥片 1 点、砕片 l 点で、ブロックに単独に出上

している。

安山岩の分布

安山岩は 1891点が出土したが、明確に母岩別に区

分し得たのは全体の20％程で、大半は不明である。

安山岩 1 の分布（付図17) 明確に母岩別に区分され

た。総計15点が出土し、 3 点が接合する。Q -35•36

G に集中して出土し、ブロック内で完結する。母岩

は粒度が粗く、石斧の存在を暗示する。

安山岩 2 の分布（付図17) 明確に母岩別に区分され

た。総計17点が出土し、 7 点が接合する。 S-37·38

G に集中して出土し、ブロック内で完結する。

安山岩 3 の分布（付図17) 総計 5 点が出土してい

る。これらは 3 ケ所の石器ブロックに分布するが、



相互のブロック間に有意な関係を把えられなかっ

た。

安山岩 4 の分布（付図17) 明確に母岩別に区分され

た。総計171点が出土している。これらは 15ケ所に分

布し、大半の石器ブロックに見られる。 11例29点が

接合するが、これらは基本的にはブロック内で接合

し、ブロック間の接合は一部を除いて稀である。出

土資料数および推定される原石の規模からは複数の

母岩を想定することはできない。こうした現象がブ

ロック間の関係を規定し、ブロックは相互に強く結

びつくと理解される。安山岩 4 の分布は環状部にい

くつかの集中部を形成し、石器群の中核的存在であ

る 15ブロックには、散漫に分布する点が指摘され、石

器群の遺存した背景を示すものとして理解される。

安山岩 5 の分布（付図17) 明確に母岩別に区分され

た。総計 9 点が出土し、 3 点が接合する。 S-39·40

G に集中して出上し、ブロック内で完結する。

安山岩 6 の分布（付図17) 明確に母岩別に区分され

た。総計31点が出土している。これらは複数の石器

ブロックに分布する。 3 例18点が接合するが、これ

らは基本的にはブロック内で接合し、ブロック間の

接合は一部を除いて稀である。相互のブロック間に

有意な関係を想定し得るが、明確に把えられなかっ

た。

安山岩 7 の分布（付図17) 総計61点が出土してい

る。これらは R • S-35、 O•P-41G に集中して出

土するほか、複数の石器ブロックに分布する。

安山岩 8 の分布（付図17) 総計13点が出土してい

る。これらは R· S-34、 S-35G に集中して出土す

る。

その他の安山岩の分布（付図17) 母岩別資料に区分

し得ず、ブロック間の母岩の共有関係についてはほ

とんど明らかにし得なかった。総計1566点が出土し、

全体の80％程を占め、接合関係も見られるが、これ

らは基本的にはブロック内あるいは近接するブロッ

ク間での接合が圧倒的である。一部に30m を越える

距離を隔てて接合し、石器群全体が有意な関係のも

とに遺存したことを暗示している。

4 第 II 文化層の調森

4-6 ローム層の逆転現象（図101 • 102) 

第 II 文化層を構成する石器群(2039点）は見かけ

上、径50m程の環状にめぐっている。ローム層の逆転

はこの環状に分布する石器群を外周するように 6 ケ

所に検出された。このうち、 I -36G に確認された

もの (section 3 -a • b) は、ローム層の逆転として

は典型例であるがIV層中に形成されたもので時期的

にやや新しく本項では除外しておきたい。他の 5 ケ

所の逆転現象は埋没土の堆積状態及び完掘状態等共

通する点が多くみられ、同一の現象として理解する

ことが可能である。このうち 2 ケ所には石器ブロッ

クとの重複関係が認められ、石器群の出土状況から

逆転層形成時の相違を想定することが可能である。

土層の堆積 ローム層の逆転現象の典型的な土層堆

積は認められなかった。これはグリット単位に調査

を進行させたため、必らずしも良好に土層観察面を

設定し得なかったことや平面的調査を十分に行ない

得なかったことに起因すると思われる。基本的にグ

リットに沿って設定した土層断面の観察によれば、

v層 (BP) 及びVI層の自然流入土により埋没してい

る。完掘した 2 例はVII層 •VIII層の混土層を取り囲む

ように V層(BP) がリング状に確認された。

完掘状態 5 例中 2 例を完掘した。ともに VIII層上面

の確認である。いずれも長径 5m、短径 4m程の不整

円形状を呈し、周辺あるいは一部が溝状に深く落ち

こむ。土層断面での観察に終始した地点でも部分的

に周辺が深く落ちこむのを確認している。これらは

規模 3~6m程でヴァラエティがみられるが、完掘

したものと同様なものとして理解できる。

遺物の出土状態 調査区内の 6 か所にローム層の逆

転が認められたが、 1 ケ所を除いて石器ブロックに

重複することなく検出されている。石器ブロックと

重複する地点（図102- 2) では、 Vb· VI 層が通常

の堆積状態を示し、石器群は二次的移動を示すこと

なく、他と同様の出上状態を示していた。他の 5 ケ

所のローム逆転部の土層の堆積は Vb· VI 層の攪

拌された状態を示しており対象的である。石器群が、

ローム層逆転部と重複することなく、検出されてい
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II 先土器時代の遺物と遺物分布
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4 第 II 文化層の調査
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ることは注意される。

ローム層の逆転現象は勝保沢中ノ山遺跡（文献82)

に典型的な事例が確認され、同様な事例として東京

都多聞寺前遺跡、鹿児島県上場遺跡例を類似するも
（注 1)

のとして既に指摘した。その後、東京都下山遺跡の

報告（文献84) の中にも、同様なローム層の逆転現象

の存在を知り、典型的な事例として加わることが明

らかとなった。報告者も指摘するように本例は視覚

的により明確な礫群をまきこんで形成されたもので

不十分な部分も見られるが、ローム層の逆転現象を

十分に示している。

下触牛伏遺跡で検出された事例は形状において北

海道増田遺跡例（文献86) に類似する。報告者はこの

現象をice-wedge による土壌攪乱とし、同様な事例

が北海道間村・拓殖遺跡等に存在することを指摘し
（注 2)

ている。下触牛伏遺跡例も同様に位置づけられる可

能性もあるが、平面的な確認状態や土層の埋没状態

等に不明な部分が多く、即断できない。

ローム層の逆転現象は多様性に富むが、平面的な

確認状態及び土層の埋没状態に斉一性を見い出すこ

とが可能であり、この逆転現象がいわゆる「風倒木
（注 3)

痕」と同様に解釈することができる。

注 l 岩崎泰ー1985 （文献 83)

注 2 加藤晋平·鶴丸俊明198 （文献85)

注 3 能登健1974 （文献87)
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4-5 第 II 文化層の構造分析

1. 剥片剥離技術

出土した2039点の石器群は少なくとも 28種類

の母岩別資料よりなる。これらの多くは安山岩

を石器素材とするが、母岩別資料に分類するこ

とは困難で、母岩別資料を単位とする剥片剥離

工程は明らかにし得なかった。また総計2039点

の石器群に接合資料は81例が得られているが、

原石の状態に復元される資料は認められず、多

くは大形の盤状剥片を石核素材とし、原石（円

礫）より盤状の石核素材を作出する工程を経た

後に剥片剥離が展開すると言える。したがって、

石器群を支えた剥片剥離工程は接合資料 II

-71 （図94-1) に代表されるように「原石の分

割」という手法を介在することが理解され、剥 I a 

片剥離工程は以下のように想定される。

①原石→分割→石核素材の作出→剥片剥離 I 類

②原石→分割→剥片剥離

③原石→剥片剥離

石核素材の作出 出土した石核及び接合作業に

よって得られた接合資料から、多くは大形の盤

状剥片を石核素材とすることが理解された。接

合資料に原石にまで復元される資料は見られな

いが、接合資料II-43 • 44 • 71及び 2 • 4 • 6 • 

15 • 16等に明らかなように原石は分割され、大

形の盤状剥片が石核素材として作出されてい

る。これらは原石の形状に則して展開したもの

と思われるが、剥片剥離工程①～③に明らかな

ように石核素材の作出が石器素材となる剥片の

剥離に先立って行われたと言うことでなく、あ

る段階では、石核素材・石器素材の作出が並行

して展開したものと思われる。

素材剥片の作出 接合資料に見られるように大

形の盤状剥片を石核とする多くは求心的に剥片

剥離工程の展開する剥片剥離 a 類・石核に形成

された平坦な剥離面を大きく、あるいは、一部
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図 103 石核素材とその形状



を剥片端部に取り込むよう剥片剣離工程の展開する

剥片剥離 b 頬に 2 分して把えられる。剥片剥離 a 類

は半月状の石核を素材とし、自然面あるいは平坦な

剥離面を打面として求心的な剥片剥離が展開する。

剥片剥離 b 類は大形の盤状石核を素材とし、剃片剥

離作業は盤状石核の片側に設定される事例（図76-

2 • 4 • 5) と盤状剥片の両側に設定される事例（図

76-1 • 3) が認められる。剥片剥離作業は厚みの

ある盤状剥片の打面側を中心に左右に打点を移動し

ながら後退する。石器群の主体となる「基部・側縁部

整形石器」は素材剥片を折断することにより剥片形

状を大きく変えるが、容易に素材剥片の形状を想定

することが可能であり、「基部・側縁部整形石器」 a.

b 類が剥片剥離 b 類に、「基部・側縁部整形石器」 C

類が剥片剥離 a 類に各々対応する関係にあり、各々

の目的的剥片として把えられる。このように剥片剥

離 a • b 類は器種レベルにおいても整合性をもって

把えられるが、同時に剥片剥離 a 類の剥片剥離工程

の初期に作出される剥片及び剥片剥離 b 類の剥片剥

離工程に作出される剥片は同様な形状を示すことも

指摘される。一方、剥片剥離 c 類は打面転移を伴い

縦長剥片を連続的に作出し、必ずしも明確な存在と

はいえないが石核形状は直方体状（柱状）を呈す。

同一の母岩別資料（安山岩 4) にナイフ形石器（図

68-5) 、加工痕ある石器（図74-3) 、縦長剥片（図

77-4. 6) 、接合資料II-40 （図85) が認められる。

石器群を支えた剥片剥離技術は同一の母岩別資料

（安山岩 4) に剥片刻離 b•c 類（接合資料II -40•42) 

認められ、同一の原石に剥片剥離 a • b • c 類の存

在（図105) が想定された。剥片剥離 a• b 類に「基部・

側縁部整形石器」が、必ずしも明らかでなく検証し

得なかったが、剥片剥離 c 類にナイフ形石器が対応

する。現状で、剥片剥離 a • b 類により作出される

目的的剥片を明確に網羅することは困難であるが、

素材剥片の作出が数枚で終了する点や原石から数多

くの石核素材を作出することから上述したように剥

片に平坦な剥離面を取り込むことに重点が置かれる

剥片剥離技術として評価することができる。

4. 第 II 文化層の調査

2. 出土した石器群

第 II 文化層を構成する石器群は豊富な器種組成を

示すが、これらはナイフ形石器・「基部・側縁部整形

石器」・局部磨製石斧を主体とすることが理解され

た。以下に出土した石器群の各々について把え得た

事実を記す。

ナイフ形石器 総計 7 点が出土している。これらは

1 点（図68- 5) を除いて長さ 5.25~7.5cm、幅3.15

~3.45 cmを測る。いずれも器体のほぼ中央に石器

最大幅を有し、均質な石器形状を呈す。これらのう

ち、 3 点が石器先端部を欠損し、全体の石器形状は

明らかでないが、石器基部側の側縁部及び石器先端

部に微細な調整加工が施され、素材となった剥片形

状を大きく変えることなく用いている。素材剥片の

形状を知ることの可能な 3 点（図68- 3 • 4 • 5) は

いずれも剥片端部に他の剥離面を良好に取り込むこ

a 胃 0[]
類 こ—

こ

b 

類 こ二］ 一二＞
こ

C 

類

ここ
<-ーへ＿

図 104 素材剥片と石器の形状
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原石の分割

. • 

石核素材の作出

• 

ニシ

図105 剥片剥離工程の復元

とで調整加工を施すことなく機能部を確保してい

る。ナイフ形石器はいずれも石器群が環状に分布し、

北側で内側に突出する 15ブロックに出土しており、

また、 1 点を除いていずれも遺跡内に搬入されてお

り、石器群から抽出された剥片剥離技術上から作出

されるかどうか必ずしも明らかにし得なかった。現

状では、これらを石器群から切り離した状態で理解

することは困難であった。

基部・側縁部整形石器総計10点が出土している。

いずれも同一の基盤上に作出されるが、形態上のバ

ラエティーが認められ細分される。

a 類 器体の長軸に対して機能部（刃部）が直交し、

全体の形状が台形状を呈す一群。（図70-1 • 

3 • 6) 

b 類器体の長軸にたいして機能部（刃部）が斜行

し、全体の形状が切出状を呈す一群。（図

70-5 • 8 • 9 • 10) 

c 類 器体の長軸と剥片の長軸が一致し、機能部は
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剥片形状を変えることなく存在する。全体の

形状は「ペン先」状を呈す一群。（図70- 2 • 

剥片剥離

ニニシ

b 類

こ［こ二竺

a 類

ここ：
シ
ロご

c 類

4 • 7) 

出土した 10点の基部・側縁部整形石器は形態上 3

分して把えられるが、同時に、これらは相違する幾

つかの点を指摘することができる。

素材剣片の形状： 石器素材となった剥片は縦長

剥片及び横長剥片の両者が存在する。 a • b 類に分

類された 7 点は 1 点（図70-8) を除き横長剥片を石

器素材として用いる。剥片長軸と器体長軸は直交す

る関係にあり、この点においては、「切出形石器」．

「台形様石器」と同様である。 b 類の 1 点（図70-8) 

及び C 類に分類された 3 点は縦長剥片を石器素材と

して用いる。これらの石器素材は剥片剥離技術のな

かで明らかなように縦長剥片については剥片剥離

a • C 類に分類された原石の分割工程を経て得られ

た石核を素材として、横長剥片については剥片剥離

a • b 類に分類された大形の幣状剥片を石核素材と

して主体的に作出されたと思われる。 a • b 類に見

られるように石器の形状決定が折断手法によるため

石器素材となった剥片の選択はより柔軟な状況にあ

ったと思われる。

整形加工： 折断手法と平坦剥離による。横長剥



片を石器素材とする場合は必ず折断手法が用いら

れ、これにより大きく剥片形状を変える。さらに、

平坦剥離による調整加工を施すことにより石器が作

出される。一部、「ブランディング」に近い調整加工

が施されるが、やや粗く様相が異なる。縦長剥片を

石器素材とする場合は打面側の両側縁に平坦剥離

（裏面基部加工）が施されることが多い。

欠損： 10例中 3 例に欠損が認められる。いずれ

も石器先端部を欠き、機能部が石器先端部にあるこ

とを示している。

「基部・側縁部整形石器」は形態上 3 分して把え

られる。 a • b 頬が「側縁部整形石器」に、 C 類が

「基部整形石器」に対応する。これらの石器に施さ

れる調整加工はいわゆる「ブランディング」の状態

とは異なり、平坦剥離に近い手法でより面的に施さ

れる。 a 類は「台形石器」に、 b 類は「切出形石器」

により近い形状を呈す。「台形石器」・「切出形石器」

はすでに指摘されているようにナイフ形石器と共通

する要素が多く看取され、同時に、同一の石器群を

構成することが知られており、「ブランティング・

トゥール」の一種として評価される。一方、「碁部・

側縁部整形石器」は素材となった剥片の用い方、折

断手法による石器の形状決定、機能部の作出など共

通する要素が認められるが、調整加工が平坦剥離手

法でより面的に施される点で「台形石器」・「切出形

石器」と異なる。「基部・側縁部整形石器」はナイフ

形石器と同一の石器群を構成することが石器群の分

析から理解されるが、「基部・側縁部整形石器」とナ

イフ形石器の関係は「切出形石器」とナイフ形石器

の関係ほど明確にし得ない状況にある。

このように「側縁部整形石器」 (a • b 類）は折断

手法及び平坦剥離手法によって、「基部整形石器」 (C

類）は裏面基部の平坦剥離によって石器が作出され

ている。裏面基部加工は先土器時代にあって石器加

工技術としては客体的な存在であり、同時に、普遍

的に認められる石器加工技術であるが、出土したこ

れらの石器は平坦剥離手法及び裏面基部加工によっ

て作出される点で特徴的な存在となっている。以下、

4. 第 II 文化層の調査

本遺跡出土の 10点と同一の技術上に作出されたと思

われる事例について概観する。

群馬県和田遺跡（文献88) ・栃木県磯山遺跡（文献

89) に類例が見られる。和田遺跡では 7 点が出土して

いる。 4 分して記述されるが、 b. C 類を主体に a

類を組成し、剥片剥離技術上の特徴から牛伏遺跡出

上石器に類似する様相を示す。磯山遺跡では 1 点が

出土している。縦長剥片素材のナイフ形石器を主体

に C 類に分類される 1 点が組成する。ほかに県下の

二遺跡で同様な形態を示す石器が出土している。東

京都多聞寺前遺跡（文献90)IX層で C 類に分類される

1 点が細部加工剥片として報告されているほか、熊

本県曲野遺跡では折断手法と平坦剥離により作出さ

れる石器群の存在（文献 103) が指摘されている。

これらはいずれも A•T下に出土する石器群に抽

出され、ナイフ形石器文化の前半にあって特徴的に

存在する。これらは「台形石器」・「切出形石器」と

形態上近い存在であり、少なくとも地域的に特徴的

に存在する。また、「基部・側縁部整形石器」は形態

上 3 分され、機能的に分化した状態にあることを示

しており、こうした状態はナイフ形石器の形態差と

同質の内容を示すと思われる。このように「韮部・

側縁部整形石器」は石器群の構造的変質をもって、

「台形石器」・「切出形石器」への変遷（ナイフ形石器

文化への同化）を示すのかもしれない。現状では、「基

部・側縁部整形石器」及び「ナイフ形石器」は同一

の石器群を構成するが、両者の関係は明らかにし得

なかった。層位的出土例の豊富な南関東地方でも

A•T下のVll•IX•X層に牛伏遺跡と同様な盤状剥

片を石核素材とする剥片剥離技術（文献92) 、平坦剥

離、裏面基部加工の存在、東京都下里本邑遺跡・高

井戸東遺跡等に石器形状の類似する「切出形石器」

が認められるものの両者の関係は明らかにし得ず、

「基部・側縁部整形石器」は比較的古い様相を示す

と思われるが、現状では、両者は併存する状況にある。

局部磨製石斧 総計 6 点が出土している。これらの

ほかに刃部破片 l 点が、石斧再生剥片 3 点が出土し
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ており、少なくとも 9 点の局部磨製石斧が遺跡内に

存在したことになる。出土した石斧 6 点のうち刃部

形状の明らかな 5 点は小田氏の分類（文献94) に従え

ば、平刃 3 点、円刃 1 点、斜刃 1 点となり、いずれ

の刃部も片刃状を呈している。これらの局部磨製石

斧は緑泥片岩・石墨片岩等石材性状を利用して得ら

れた大形剥片を石器素材としており、石器の平面形

に対する石器最大厚は1. 05~1.55cmであり、全体に

薄手となっている。また、石器側縁部は図71-1 • 2 、

図72- 1 • 2 、図73- 5 に見られるように平坦面を

特徴的に有す。とりわけ、図71-1 の右側縁部には

研磨による平坦面が作出されているほどである。こ

れらはいずれもナイフ形石器、基部・側縁部整形石

器、縦長剥片（目的的剥片）のいずれかとブロックに

伴出する傾向が指摘される。

本遺跡では、 2039点の石器・剥片類が20ヶ所を越

えるブロックを構成することが理解されたが、これ

らは必ずしも単位的な生活跡（居住・火処•石器製作

跡）を示しているとはいえず、むしろ継続的な居住の

結果遺存したものと思われる。想定される 10点を越

える局部磨製石斧の存在をして彼らが保有したであ

ろう局部磨製石斧の数量を限定して把えることは困

難であるが、存在の確認された 9 点の局部磨製石斧

のうち、 3 点の局部磨製石斧には執拗なほどの石斧

再生作業が試みられており、石器群に占める局部麿

製石斧の比重の大きさと重要性が窺える。

その他の石器 第 II 文化層を構成する石器群はナイ

フ形石器・「基部・側縁部整形石器」・局部磨製石斧

を主体として、いずれも 1 、 2 点の出土であるが若

干の掻器・彫器・加工痕ある石器・使用痕ある石器

を組成することが理解された。加工痕・使用痕ある

石器は総計 4 点の出上であり、石器群に占める割合

は低い。また、安山岩を石器素材とする加工痕・使

用痕ある石器の占める割合はさらに低く、これらが

「地点的消費J性の強い石器（定形化した石器が石

器製作者と共に移動するのに対して、遺跡内で使用・

遺棄される）として理解されることと相反する。こ
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の点に関しては明らかにし得なかった。一方、掻器

は典型的にスクレイパー・エッジが形成され、定形

化した存在として評価されるが、彫器は定形化した

存在として評価することは困難である。

これらの石器は石器群に客体的に組成することが

理解されるが、多くは遺跡内に搬入された石器であ

る。「地点消費性の高い石器」としての加工痕・使用

痕ある石器に与えられる評価は妥当性があるが、本

遺跡では上述したような状況であり、結論を保留し

たし）。

3. ブロックとその構造

第 II 文化層を構成する石器群は直径50m程の範囲

に特徴的な分布状況を示し環状に検出された。「集落

の全貌」を把え得る数少ない明らかな調査事例とし

て評価される。これらは編年学的には大過なく同一

視し得るが、単位的集団の動態等より微視的なレベ

ルでの分析を要す。出土した石器群の多くは安山岩

を用い、同一母岩の同定作業は困難であり、石器群

を評価するうえでの大きな制約となっている。

a 石器と石材

出上した総計2039点の石器群は周辺の地域で比較

的容易に採集される安山岩を主体とし、ほかに黒色

頁岩・黒曜石・緑泥片岩・チャート等（図106) が見

られる。石器群は比較的バラエティーに富む石器石

材からなるが、剥片剥離工程の明らかな安山岩を除

き黒色頁岩・黒曜岩・縁泥片岩・チャートは搬入石

材であり、剥片剥離工程は明らかにし得なかった。

在地系石材（安山岩）が主体を占める点で赤城山麓に

立地し、「暗色帯」に出土する他の石器群と同様な様

相を示しており、上部ローム層中より出土する石器

群とは異なる様相を呈している。

b 母岩別資料の分布と接合関係

石器群は 28 種類に及ぶ母岩別資料から構成さ

れ、 15箇所の石器ブロックを形成することが理解さ

れた。母岩別資料は一部を除いて明らかでなく、母

岩別資料毎に石器製作工程上に把え得ず、また、第

I 文化層を構成する石器群について行った分析と同



様な観点で石器群を明らかにし得なかったが、石器

群は様々な観点から互いに強く結び付く存在である

ことが想定された。

明らかに遺跡内に搬入された緑泥片岩 1~3. 石

墨片岩・絹雲母片岩・黒色頁岩・黒曜石・流紋岩・

砂岩（付図14 • 15) のうち、石器器種との対応関係の

明らかでない絹雲母片岩・流紋岩•砂岩を除き母岩

別資料の分布、あるいは、形態学的に一定の状態（ナ

イフ形石器、「基部・側縁部整形石器Jと局部磨製石

斧の分布及び安山岩製・黒曜石製「基部・側縁部整

形石器」の存在）が指摘される。一方、明らかに母岩

別資料に分類された凝灰岩 l~3. チャート 1~2

の分布（付図16) は複数の石器ブロックにわたって分

布しており、こうした状態は母岩別資料の分類の可

能であった一部の安山岩（付図17) についても認めら

れる。

石器群の多くは石器製作址的様相を示すにもかか

わらず、母岩別資料の分類が困難なこともあって、

母岩別資料を単位とする石器製作工程を明らかにし

得る接合資料を抽出し得なかった。接合資料は81例

289点が得られ、これらは基本的にはブロック内、あ

るいは、隣接するブロック間で接合する。数十mの距

離を隔てて接合する接合資料も認められ、石器群の

同時性を示すと考えられるが、現状では、具体的に

器種構成

石材

石核 (2.5) 

ナイフ形石器 (0.5)

測縁整形石器 (0.5)

掻器 (0.1)

彫器 (0.1)

目的的剥片(I.7) 

調整痕有判片 (0.2)

使用痕有剥片 (0.1)

局部磨製石斧 (0.3)

刃部磨製剥片 (0.5)

削片 (0.1)

安山岩

(93. 7) 

チャート（1. 0) 絹雲母片岩 (22) 

黒色頁岩（0.8) 緑泥片岩 (0.9)

凝灰岩 (0. 7) シルト岩 (0.1)

黒暉石 (0.2) 石墨片岩（（）． 05)

頁岩 (0.1)

流紋岩 (0.05)

石英 (0.05)

図 106 第 II 文化層の器種構成と石林

4 第 II 文化層の調査

ブロックを母岩別資料の共有関係をもって評価して

示すことは困難である。

c 石器ブロックと器種組成

第 II 文化層を構成する石器群はナイフ形石器・

「基部・側縁部整形石器」・局部磨製石斧を主体とし

て組成することが理解された。「基部・側縁部整形石

器」は特徴的ないくつかの手法により作出され、ナ

イフ形石器同様器種の分化現象が認められ、独立し

た石器器種として存在する。ナイフ形石器、「基部・

側縁部整形石器」は局部磨製石斧と同一の石器ブ

ロックより組成出土し、ナイフ形石器は石器15 ブ

ロックに、「基部・側縁部整形石器」は石器群が環状

に廻る地点（石器 2 • 4 • 7 • 8 • 14ブロック）に出

土し、ナイフ形石器及び「基部・側縁部整形石器」

が互いに同一の石器ブロックに組成することはない

（図 107 参照）。こうした状態はナイフ形石器及び「基

部・側縁部整形石器」に時間差、あるいは、系統差

を示唆するとも思われるが、現状では、ナイフ形石

器・局部磨製石斧の分布状態（必ずしも原位置を示し

ているとは限らないが）は、生活址的様相を示してお

り、ナイフ形石器及び「基部・側縁部整形石器」は

石器群に共に組成すると言える。ブロックと器種の

関係及び接合関係により石器群は図 107のように概念

的に把えられ各々が特徴的に分布し、各地点の機能

的分掌と石器群の遺存した背景を示すと思われる。

ナイフ形石器と局部磨製石斧の組成する石器15b 

~e ブロック、「基部・側縁部整形石器」と局部磨製

石斧の組成する石器 7 • 8 ブロック、石器11 • 15 a 、

13 • 14 ブロック及び接合関係により強く結び付く

2 a~2 d ブロック、 4 a~4 d ブロック等いくつ

かのブロック群に把えることができる。すなわち、

「基部・側縁部整形石器」と局部靡製石斧の組成及

び、ナイフ形石器と局部磨製石斧の組成に示される

石器製作址的様相を併せ持つ単位的石器群の存在

(7 • 8 • 11 • 13 • 14 • 15 a ブロック）、ナイフ形石

器・局部磨製石斧・縦長剥片等主要生産具の存在、

撤入石材、受熱剥片及び礫、配石、敲石の組成に示

される生活址的様相を示す単位的石器群の存在 (15
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4 第 II 文化層の調査

C.  d ブロック）が抽出された。
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J-32 

4. 第 II文化階の石器群の位置づけ

第 II 文化層を構成する石器群は総計2039点が出土

し、これらは直径50m程の範囲に、 15ヶ所の石器ブ

ロックを形成して環状に分布して検出され、これら

はナイフ形石器、「基部・供縁部整形石器」、局部磨製

石斧を主体として他に若干の掻器、彫器、加工痕あ

る石器、使用痕ある石器を組成することが理解され

た。一般に、石器群はある一定の範囲に集中して出

土する。と同時に、これらは湧水の見られるノッチ

部、あるいは、地形に沿って弧状に分布して出土す

ることが多いが、「環状に分布して出土した」として

報告された事例はない。従って、この特徴的な環状

に分布する石器群は構造的に明らかにされるべきで

はあるが、不明確な要素も多く今後の課題である。

石器群はナイフ形石器、「基部・側縁部整形石器」、

局部麿製石斧を主体に出土したが、これらのうち、

ナイフ形石器、「基部・側縁部整形石器」は以下の理

由で石器群に組成、共存すると判断される。ナイフ

形石器の多くは搬入石器であり、母岩別資料の観点

から「基部・側縁部整形石器」との同時性を検証す

る資料は得られなかった。また、「基部・側縁部整形

石器」は折断手法及び平坦剥離・裏面基部の平坦剥

離によって作出され、形態的に分化した状態にある

点でナイフ形石器との共存に疑問がもたれる。しか

し、ナイフ形石器に伴う他の石器群の存在は現状で

は認められず、これらが単独で存在する充分な説明

がつかないこと、同一形態の局部磨製石斧をいずれ

も伴うこと、ナイフ形石器（図68-5) ・「基部・側縁

部整形石器」の素材剥片は剥片剥離工程の分析から

同一の剥片剥離工程に共存することが想定されるこ

と等からナイフ形石器及び「基部・側縁部整形石器」

は石器群に組成、共存すると思われる。

石器群は 15ケ所の石器ブロックを形成して検出さ

れたが、これらは各々特徴的な器種組成を示して存

在する。 2039点に及ぶ石器群の母岩別資料の分類は

以下のように把えられる。
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① ナイフ形石器及び局部磨製石斧の組成する石

器15b~ e ブロック

② 「基部・側縁部整形石器」及び局部磨製石斧の

組成する石器 7 • 8 ブロック

さらに各々のブロックが石核・剥片・砕片を一様に

組成し、ブロック間の接合関係を考慮すれば、

③ ①と同様な組成を示す石器11 • 15 a ブロック

④ ②と同様な組成を示す石器13 • 14 ブロック

⑤ 「基部・側縁部整形石器」の組成する石器 2 • 4 

ブロック

が①逗）に相当するブロック群として抽出される。

これらは相互に接合関係が認められ石器群の同時

性を示すと同時に各々が補完的に機能したと思われ

るが、その実態は明らかにし得なかった。各ブロッ

クとも石核・剥片・砕片からなる等質な内容を示し、

わずかに、受熱剥片・礫の存在から火処を中心とす

る生活址の存在が想定されるに過ぎない。石器群が

複数の単位石器群より構成されるとともに比較的長
註 1

く継続的に生活が営まれた様相を示すにもかかわら

ず、ここで得られた石器群のこうした状態が集落構

造の普遍性を示すか特異性を示すかは今後資料の集

積を要す。

これまで示したように石器群は部分的に不明確な
註 2

要素を払拭し得ないが、ほぼ同一の石器群を構成す

ると思われ、石器群の出土状況から VII層下位あるい

は VII層上位の暗色帯中に石器群の本来的な層序が求

められる。牛伏遺跡出土石器群と同様な石器組成を

示す石器群は公表された周辺地域の先土器時代遺跡

に認められないが、近年調査されたニ・三の石器群中

に「基部・側縁部整形石器」と同様な形態の石器を確

認しており、少なくとも、地域に特徴的な存在とし

ての感触を深めている。［基部・側縁部整形石器」は

折断手法・平担剥離手法及び裏面某部加工により特

徴的に作出され、同様な技術基盤上に作出された石
註 3

器の組成する石器群として栃木県磯山遺跡・東京都

多聞寺前遺跡（文献90) 、技術的に類似する石器群と

して東京都高井戸東遺跡（文献94) ・同下里本邑遺跡

（文献95) 出土石器群が指摘された。そのほかにも同
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註 4

様な石器群が九朴I地方（文献103) にも存在するとさ

れ、これらが汎日本的に存在することが予想される

が、 A•T降下以前の中間地域の石器群は立野が原型

ナイフ形石器に代表される小形のナイフ形石器が主

体を占めており、現状では、明確に対比し得ない。

さらに、牛伏遺跡出土石器群は VI層から VIII層にわ

たって出土しており、その出土状況は必ずしも A·T

降下期を大きく遡る印象に乏しく、また、県内の出

土資料には I 期の石器群（文献105) が同一の遺跡内

に相対的な上下関係をもってその変遷が把えられて

おらず、不確定要素を多く抱えている。

しかし、牛伏遺跡出土石器群に大形の盤状剥片を

石核素材とする特徴的な剥片剥離技術は南関東地方

ではVil層から IX層段階に普遍的に存在し（文献92) 、
註 5

また、「基部・側縁部整形石器」は南関東地方ではIX層

段階に類例が認められ、検証すべき事項は多く存在

するが、牛伏遺跡出土石器群はこれらに対比される

蓋然性が高いことを指摘しておきたい。

註 1 出土した局部磨製石斧は執拗なまでの再生使用が試み

られており、その重要性を窺うことができる。こうし

た状態は石斧の重要性ばかりでなく、継続的居住が背

景として考えられるのではないか。

註 2 出土状態及び層序の観察から岩宿遺跡・和田遺跡出土

石器群の相対的な上下差の指摘（文献89) もされるが、

牛伏遺跡出土石器群の出土状態は両者が同様な層序に

出土すると言える。

註 3 調査は芹沢長介氏及び栃木県史・原始部会により 4 地

点で実施されており、「韮部・側縁部整形石器」は芹沢

氏の調査地点で出土している。ナイフ形石器、「磨痕あ

る石器」、掻器、彫器、揉錐器のほかに C 類を主体に a.

b 類の「基部・側縁部整形石器」が組成する。石核は A

~Dの 4 形態が存在し、剥片の分析から A~C石核が

主体を占める。牛伏遺跡で特徴的な盤状剥片を素材と

する石核は D類がこれに相当し、牛伏遺跡出土石器群

と同様な石器組成を示している。

註 4 このほかにも岩手県大台野遺跡 II b 文化層］［群の石

器群（文献 105) が穎似するものとして指摘すること

が可能である。

註 5 「基部・側縁部整形石器」は構造的変質をもって切出形

石器・台形石器への変遷（ナイフ形石器文化への同化）

を示すと思われる。現伏では、その変遷を示す良好な

石器群は認められないが、両者の石器群は同一の系統

上に把えるにたる形態上の類似性が認められる。しか

し、これらの石器群に認められる形態上のバラエ

ティーを整合性をもって理解することは困難であり、

ここでは特徴的な手法により作出され同一の技術基盤

上に把えられる一群の石器として［基部・側縁部整形

石器」 (a~C 類）と呼称した。
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1. 概要 2. 住居址

III 縄文時代の遺構と遺物

l.概要

縄文時代の遺構は、竪穴住居 3 軒、陥し穴状の土

拡25基、用途不明の土坑18基、集石 3 基が検出され

た。各遺構の確認は、基本的にIV a 層のソフトロー

ム上面で行なったが、遺構内の埋没上と IV a 層とが

頑似しているために、遺構の確認が困難であった。

このことから、調査の最終段階で幅1.5m、深さ

30~50cmのトレンチを任意に設定してハードローム

(V層）上面まで掘り下げ、再度遺構検出を行なっ

た。このトレンチ調査で検出された 1 軒の住居址や

23韮の土拡については、残存壁高が低くなっている。

各遺構の時期は、 3 軒の竪穴住居のうちの 1 軒は

前期諸磯 b~C 式期に比定されるが、他の 2 軒は不

明である。また、陥し穴状の上拡や集石の時期は不

明であるが、平面形が円形の土拡については、諸磯

b~C 式期に比定されるものが多い。

全体的な遺構の分布は、東側の沖積地に近接する

に従って濃くなる傾向にあるが、その中でも陥し穴

状の土拡は各形態ごとにまとまり、地形に即して弧

状に展開している。

この他に、遺構外からの出上遺物として、草創期

や前期の土器・石器があり、これらの遺物は全てソフ

トローム上層のIV a 層中に包含されていた。

2. 住居址

13 A 号住居

位置 H-34~35グリット

発掘区の南東隅に位置している。

重複 13B号住居の北側の壁面を共有するように

重複しているが、本住居は 13B 号住居に先行する。

形状 13B号住居との重複によって周壁の不明な

部分もあるが、 1 辺が約4.4mの円形に近い隅丸方形

を呈する。

埋土 ソフトロームに類似した灰褐色土が上位に

堆積し、黒色土および黒褐色土は下位に堆積すると

いう特徴を有する。

炉 住居中央部に位置する。床面を長径61 X 短

径45cm、深さ 9cmに掘り＜ぽめた炉であり、壁面が

わずかに焼土化している。

周溝断続的であるが、周壁に沿って幅10~20cm、

深さ 3 ~llcmの規模でめぐっている。

床 面 2 段の掘り込みをもち、周壁際は中央部に

比べて30cm程度高くなる。中央部は、住居の外形と

ほほ相似形を呈した一辺3.2mの隅丸方形状に掘り

込まれ、ソフトローム上面からの深さは約1.2m を計

る。特に堅い面は無く、北東から南西側へ向って約

10cmほど低くなる。

柱穴住居の対角線上に 4 本の主柱穴 (P1~P4)

と、周壁際の 1 段高い部分に約50本の支柱穴が検出

された。主柱穴の規模（径 x 深さ）は、 P,: 22X25 

cm、 P2 : 20 x 30cm、 P3 : 25 X48cm、 P4: 19X26cmで

ある。その心々間の距離は、 P1~P2 : 2. lm、 P2

~P3 : 2.15m、p3~P. : 2.4m、 P4~P,: 2.2mを計

る。支柱穴は径15cm、深さ 10cm前後を計るものが多

し）。

貯蔵穴貯蔵穴であるか否かは断定できないが、東

隅に径約70cm、深さ 45cmの土拡が存在し、拡内には

ロームブロックを含んだ暗褐色土が堆積している。

出土遺物 2 • 7 • 13·23·26の上器片や凹石が床面に

密着していた他は、全て埋土中より出土した。

1 • 9 ·12·13·23は半戟竹管状工具による平行沈線

文、 2 • 3 • 5 はいわゆる浮線文、 6 ·10·11は連続爪

形文よってそれぞれ文様構成されるが、 2 • 8~11 は

上記文様の施文前に RL縄文が施文される。 4 は横

位の低い隆帯上に刻み目を施す。 14·17~21は、縄文

以外の文様が不明であるが、縄文原体は 14·19·20が
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III 縄文時代の遺構と遺物
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図 109 13A·B 号住居
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2. 住居址

►炉

1 層 暗褐色土 白色パミスを混入する

►土拡

1 層暗褐色土黄色ローム土 (V層）をブ

ロック状に混入し、しまり

はやや弱い。

2 層 暗褐色土 やや暗い色調を呈する。

3 層 暗褐色土 黒みの強い土質でロームプ

ロックを混入する。

4 層暗褐色土粘性が強い。ローム粒子・

ブロックを混入。

►住居

1 層 灰褐色土 白色粒子をかなり多く含んだ土。

2 層 暗褐色土 白色粒子を多鼠に含んだ土。

3 層 黒褐色土 2 層に類する。黒色土を多く含む。

4 層 暗褐色土 2 層に類する。

5 層 灰褐色土 1 層に類するが、白色粒子を多く含。

6 層褐色土 白色粒子を多呈に含んだ土。

7 層 灰褐色土 少屈の軽石を含んだしまりのない土。

8 層 灰褐色土 7 層に類するが色調がやや暗い。

9 層黒色土 かなり多くの白色粒子を含む。

10層褐色土 7 層に類しハードロームブロック混。

三‘l:`07  

p •7 

1

ー
‘
—
+
|

゜ 2 rn 

図 110 13A·B 号住居の遺物出土位置

RL 、 17·18が RL 十結節、 21は前々段反撚の RL で

ある。 15·16·22は同一個体の破片であり、 14号土拡

の 4 とも同一個体である。口唇部に竹管状工具によ

る刺突が加えられ、以下に LR 縄文が施文される。

24はハマグリなどの腹縁による波状貝殻文が施され

る。 2 ~11は諸磯 b 式、 1 •12•13•23は諸磯 C 式、 15·

16·22·24は諸磯 C 式併行に比定される。

25~29は集合打痕による凹穴や敲打痕をもつ凹石

であり、表・裏には磨面が認められる。 30·31は磨石

である。 32は石皿の破片で、裏面には欠損前に施さ

れた錐揉み状の凹穴が認められる。また、火熱を受

けており、表面の 1 部に煤状炭化物が付着する。

備考 出土上器は諸磯 b•C 式が混在しており、本

住居の明確な時期を決定することは困難であるが胴

下半部の形状をとどめる 1 の土器を重視するなら

ば、諸磯 C 式期に位置づけられよう。

13 8 号住居

位置 H-34~35グリット

13A号住居と同一位置にある。

重複北側で13A号住居と、南側で34号土拡と重

複するが、土拡との先後関係は確認できなかった。

形状 13A号住居と類似した隅丸方形を呈し、 1

辺が約5.4m を計る。

埋土 13A号住居や古墳時代住居との重複によっ

て埋土の大半が失われており、その詳細は不明であ

るが、南側の残存部分には暗褐色土が堆積している。

炉 不明。

周溝なし。

床面南側の壁面より、約 lmの範囲しか残存し

ていないが、ロームを57~65cm掘り込んで床面とし

ている。特に堅固な面は検出されていない。

柱穴住居の対角線上より若干ずれた位置に、 4

本の柱穴が確認された。各柱穴の規模（径 x 深さ）

は、 P5 : 20 X 25cm、 P6 : 22 X 25cm、 P7: 29X42cm、

P8 : 23 X 35cm である。その心々間の距離は、 P5

~Ps: 3.2m、 P6~P1: 2.6m、p7~Ps : 2. lm、 P8

~P5: 2.3mを計る。柱穴内には、締まりのない黒褐

色上が堆積している。
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図 111 13号住居の出土遺物（ 1)
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2. 住居址
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LLL 縄文時代の遺構と遺物

31 

図 113 13号住居の出土遺物（ 3)
。 10cm 

遺物床面上より、磨石 (30) 1 点と調整剥片数点

が出土したのみである。 30は表・裏を含め、ほぽ全面

にわたって磨面が認められる。

備考南壁に接して、長径123X 短径85cm、深さ 20

cmほどの落ち込みが存在するが、本住居との先後関

係および性格等については不明である。

15 号住居

位置 C-25~26グリット

発掘区の北中央部に位置している。

重複 55·57号上坑によって、住居中央部と北東隅

を切られている。

形状若干歪んでいるが、一辺約3.4mの隅丸方形

を呈する。壁高は、ハードローム上面より 21~35cm

を計る。

埋土 ソフトロームに類似した褐色土やハード

ローム混りの褐色土が堆積している。

炉 不明。 周溝なし。

床面壁際から中央部に向って緩やかに傾斜し、

10cm前後の高低差が見られる。特に堅固な面は認め

154 

られない。

柱穴住居の対角線上よりややずれた位置に、 4

本の主柱穴が検出された。 Eの柱穴に 2 本のビット

が接しているが、 55号土拡との重複により、その詳

細は不明である。各柱穴の規模（径 x 深さ）は、 Pl : 

38 x 16cm、 P2 : 25 x 8 cm、 P3 : 25 X 60cm、 P4 : 23 X 

35cmである。また、その心々間の距離は、 P1~P2 : 

1.2m、 P2~P3 : 1. 6m、p3~P4 : 1. 4m、 P4~Pl : 1. 

5m を計る。

遺物埋没土中より、 4 点の石器が出土したのみ

である。 1 は短冊形の打製石斧である。体部中央で

斜めに折れているが、割れ部分に細部加工を施さず

に再利用しており、先端に刃こぼれ状の使用痕が認

められる。左側縁部にのみ、再調整加工を施してい

る。 2 は縦長の不定形剥片を素材とした石匙であり、

周縁に細かい調整加工を施している。 3 は凹基無茎

鏃である。側縁および基部に微細な加工が施され、

基部はa状に深く扶れている。 4 は横長の不定形剥

片を素材とした削器である。打面部に粗い調整加工

を施し、剥片の端部を刃部としている。刃部には、

微細な刃こぽれ状の使用痕が認められる。
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2. 住居址
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1 層褐色土軽石(BP?) を多含する黄褐色上を斑状に含む。硬

質。炭化粒、焼火粒、焼土粒少含。

2 層 ハードロームと褐色土の混土。

図 15号住居

02□》
< 

。 5 cm 

こ

図115 15号住居の出土遺物
゜ 10cm 
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III 縄文時代の遺構と遺物

3. 土址

土拡内の埋没土層の観察や伴出遺物より、縄文時

代に位置づけられる土坑は、 43基を数える。これら

の土拡を形態別に分類すると、 I ~III類に分けるこ

とができるが、その中には狩猟用の陥し穴と判断さ

れる上坑と、用途不明の土拡が存在する。ここでは

陥し穴としての土拡を中心にその概略を述べる。な

お、先述したように26~33·40·43·45~52•54·55·57·

58号土拡については、ソフトローム上面での確認が

困難であったために、ハードローム (V層）上面まで

30~50cm掘り下げて確認しており、幅や深さに関し

てはその点を考慮する必要がある。

l 類 開口部の長軸が 3~4mに対して、短軸が

lm前後という極めて細長い溝状の土拡であり、 8

基が本類に属する。底面の短軸は 5~10cm と狭く、

短軸での断面形は V字形を呈している。深さは1.

5~2.0mを計り、両端の壁面がオーバーハングする

特徴を有する。先土器時代調査とのからみから断ち

割り調査を実施していないため、底面におけるピッ

トの有無は確認できなかった。土坑内にはソフト

ロームに類似した褐色土ないし暗褐色土が自然堆積

しており、下位にゆくにつれて締まりが弱くなる。

いずれの土拡からも土器等の伴出遺物が全く検出さ

れておらず、所属する時期は不明である。

I 類土拡の分布は、標高93m と 94~95mの 2 地点

に集中しており、その長軸線が等高線と直交するよ

うな状態で配置されるとともに、地形に即して弧状

に展開している。

II 類 上面での形状が楕円形あるいは隅丸方形状

を呈するものであるが、底面に複数個の小ピットを

有するものと持たないものとが認められる。前者に

は、 16基が存在する。上面での長軸は1. 5~3.3m、短

軸は0.7~1.4mであり、深さが lm前後を計る。短軸

の断面形は、開口部から中位にかけて約45~60゜の勾

配で除々にその幅を狭め、底部付近の壁面は垂直に

近い状態となる。底面の小ピットは、長軸に沿って

直線的に並ぶものと散在するもの (16号土拡）とが

156 

認められる。前者では、径20cm、深さ 30cm前後のピッ

トが 2~4 個並ぶが、後者の場合は径10cm、深さ 20

cm前後のピットが10個余り散在する。ピット内の埋

没土から、棒杭等の痕跡を確認することはできな

かったが、前者はピット内に棒を立ててその周囲を

埋めるのに対し、後者は棒をそのまま打ち込んでい

るものと思われる。底面にピットをもたない34·58号

土坑は、用途不明である。 II 類の陥し穴土坑の分布

は、標高91. 5~93m と 95~95.5mの 2 地点に分かれ、

前地点で I 類と 1 部重なる。その配置や地形との関

係は、 I 類とほぼ同様のあり方をしている。

Ill類 開口部の平面形が円形のものであり、 16基

が本類に属する。規模は径 1~1.5m、深． 50~70cmを

計る。各上坑の用途は明確でないが、壁面がオーバー

ハングする 30·31•46•57号土坑は、貯蔵穴の可能性も

ある。また、底面に径 5 ~10cmのピットを多数有す

る 18号土拡は、陥し穴と考えられる。

III類土拡の分布は、前期の 13号住居や 15号住居の周

辺に散在しており、土器等の出土遺物も前期諸磯 b • 

C 式期を主体としていることから、住居と密接な関

連性をもつと想定される。

以下、主な出上遺物の説明を加えると、 14号土拡

の埋没土中位層より出土した 4 の土器は、口唇上に

竹管状工具による刺突が加えられ、更に耳状の突起

が貼付されている。口縁から底部にかけては LR

縄文が斜位に施文され、内面には貝殻条痕文が施文

されている。諸磯 C 式併行と思われる。

19·24·53号土拡の埋没土中より打製石斧が出土し

ているが、いずれも欠損している。 19号土拡の 1 は

体部上・下端を、同 2 および24号土拡 1 ·53号土拡 1

は体部下半を欠損する。各石斧の両側縁には、微細

な調整加工が施されている。

I • II 類の陥し穴状の土拡についてはその所属時

期が不明であり、それらの土拡が相互にどのような

関係をもつのかも明らかではない。しかし、その分

布をみると、各形態ごとに 2 単位のまとまりをもつ

傾向があり、少なくとも同一形態・同一単位の陥し穴

群は、同一時期の所産である可能性が高い。



3 土拡

8 号土拡 叫

A-

A
 

B
 叫

B
 

L =93 10m 

1 層 暗褐色上 白色パミスを多く混入。少量の炭化物を混入する。

2 層褐色土 白色パミスを少凪混入。色調は 1 層より明るい。

3 層 暗褐色土 白色パミスを少量混入。

4 層褐色土 ローム粒子を主体とし、しまりは弱い。

5 層 暗褐色土 ローム (V•VII層）をプロック状に混入する。

A A 

A' — A 

32 号土拡 叫

□□三三＼」
B
 

叫
B' A' 

L~94.50m 

1 層 暗褐色土 ローム粒子・プロックを混入する。しまりは強い。

2 層 暗褐色土 ローム粒子を混入する。粘性に宮む。

3 層茶褐色土 ローム (VI層）土を主体とする。粘性に富む。

5 号土城 叫 27 号土拡 叫

---、[A I.C 立

一
A B 叫 B‘ A' 

A B 叫
B' A' 

L=93.!0m 

1 層 暗褐色土 ローム粒子・白色パミスを少菫混入する。

2 層 暗褐色土 ローム粒子を多く混入する。しまりは強い。

3 層 暗褐色土 ローム粒子を混入。色調は 2 層より暗い。

4 層黄褐色土 ローム層の崩落土。

5 層 暗褐色上 ローム粒子・ブロックを混入する。

6 層 暗褐色土 ローム粒子・ブロックを混入する。

7 層 黄褐色土 ローム粒子を主体とする。しまりは弱い。

8 層 暗褐色土．ローム土 (VII層）を多く混入する。

図 116 I 頷の土菰（ 1)

L~93.80m 

1 層 黄褐色土 ローム粒子・ブロックを多く混入。粘性は強い。

2 層 黄褐色土 ローム粒子・ブロックを多く混入。粘性は弱い。

3 層 暗褐色土 ローム粒子をブロック状を混入する。

4 層 暗褐色土 ローム粒子・ブロックを多く混入する。粘性に富。

゜
~

m 
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III 縄文時代の遺構と遺物

29 号土拡 □叫 \ ̀  33 号土拡
叫

ロロニニう＼_ A 
A こA ,1/__  A' 

A B 
叫

B' A' 

A B 叫 B' A' 

L=94.JOrn 

L ~93.60m 

1 層黒褐色土 白色パミスを混入する。しまりは強い。

2 層 暗褐色土 ローム (VII層）土をプロック状に混入。粘性に富。

3 層 茶褐色土 ローム (VII層）土を主体とする。粘性に富む。

1 層黒褐色土

2 層黒褐色土

3 層暗褐色土

4 層暗褐色土

5 層茶褐色土

白色パミスを混入する。しまりは強い。

ロームプロックを混入する。しまりは強い。

白色パミスを少鼠混入する。

色調は 3 層より暗い。粘性に富み、しまりは弱。

ローム (VII層）土を主体とする。粘性に富む。
A 

28 号土拡

公＼

• 

26 号土拡

碕
\ ふ： 二

AJ 

叫｝、

B' A' B 

ふ

A
 

A' 

C C' 

L=93.50m 臼ど｀ ｝叶□誓嘉凸三均NII L=94.50m 

1 層 暗褐色土 白色パミスを多く混入する。炭化粒を含む。

2 層 暗褐色土 ローム粒子を主体とする。しまりは強い。

3 層 暗褐色土 ローム粒子・ブロックを多く混入する。

4 層 暗褐色土 ロームプロックを混入する。しまりは弱い。

5 層 暗褐色土色調は 4 層より暗い。粘性に富み、しまりは弱。

6 層暗褐色土 ローム (VII層）土を主体とする。粘性に富む。

1 層黒色土 白色パミスを多く混入。炭化粒を含む。

2 層 黒褐色土 ローム粒子をプロック状に混入する。しまり強。

3 層黒褐色土 ローム粒子をプロック状に多く混入する。

4 層 黄褐色土 ローム粒子・ブロックを主体とする。しまり弱。

5 層 暗褐色土 ローム粒子・ブロックを主体とする。粘性に富。

図 117 I 類の土肱（ 2)
。 2 m 
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3 土拡

B' B 

34 号土砿 --—--: I 
/ ```~ 

/‘ / ゚

/ 

A' 

A / L~93 OOm 

B
、

,

1

 

A
 

A
 

58 号土城

訊

A
 

ー

＼
ー
ー
1
1
1
ー
\ 

\ 
\ 

\ 
ヽ

ヽ
ヽ

ヽヽ

[-——-[ 
/ 

/ 
/ 

/ ' 

A
 

1 層暗褐色土 白色パミスを混入する。粘性は弱い。

2 層暗褐色土 白色パミスを混入する。

3 層黒褐色土 白色パミスを混入する。炭化粒含む。

4 層暗褐色土色調は 2 層に近似する。炭化粒含む。

5 層暗褐色土 ロームプロックを多く混入する。

6 層暗褐色土 白色パミスを混入する。

7 層 黄褐色土 ロームプロックを主体とする。

B
 

B
 

ーr
 

.~ 
ー

l
li
I
I
I
.
I
`
[
r
 

ヽ

L=93.20m 

c:,¥ 

A A' 
1 層黒褐色土 白色細パミスを含む黒色土小塊を含。

2 層黒色土細かい白色パミスを含む。

3 層 黒色土灰黄色粘土小プロックを斑状に混じる。

4 層 黒色土 2 層に似るが、灰褐色土塊が多い。

5 層 ソフトロームプロック

6 層 暗褐色土 白色パミス・黄色土小プロックを含

む。

7 層灰褐色土 ローム粒を含む。

8 層灰黄色土 ローム粒子を少蘊含む。

9 層灰色土軟質。

図118 II 委頁の土砿（ 1) ゜
2 m 
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III 縄文時代の遺構と遺物

叫
55 号土砿

A
 

A' 

吋

A
 

A' 

12 号土拡 叫

ヽ

A
 

吋

A
 

B
 

B' 

L=94.70m 

1 層 里褐色土黄褐色土を斑状に少含する。硬質。

2 層 黄褐色土と黒褐色土のプロック状混土。硬質。

3 層 黄褐色土と褐色土のプロック状混土。硬質。
4 層 ハードロームと黒褐色土のブロック状混土。硬質。
5 層褐色土 黄褐色土を少含する。軟質。

6 層褐色土 軟質。

7 層暗色帯と 6 層の混土。軟質。

B
 

B
 

A' 

L=92.70m 

A' 1 層 暗褐色土 白色パミスを多く混入。しまり弱。
2 層暗褐色土色調は 1 層より暗く、しまり有り。
3 層 黒褐色土 白色パミスを多く混入。炭化粒含。
4 層 暗褐色土 ローム粒子・ブロックを混入。

5 層褐色土 ローム粒子・炭化粒を混入。

゜ 2 m 

図 119 II 類の土坑(2)
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3. 土拡

45 号土拡
吋

A
 

B
 

B
 

A
 

L =95.20m 

吋

A
 

A
 

1 層 暗褐色土 ローム粒子を多く混入。しまり有。

2 層 暗褐色土 ローム粒子・プロックを混入。

3 層暗褐色土 ローム粒子を多く混入。

4 層 黄褐色土 ローム粒子・ブロックを多く混入。

5 層暗褐色土色調は 3 層より明るい。

6 層茶褐色土 ローム (VII層）を主体とする。

48 号土拡

叫

A
 

¥
 

叫
A
 

B
 

B
 

A' 

L =95.00 m 

A' 

1 層褐色土 ロームブロックを斑状に多含する。

2 層 硬質、軟質のロームプロックと褐色土の混土。

3 層 2 層と同質。黒みが多い。

4 層 ソフトロームと硬質ロームの混土。軟質。

5 層 暗色帯とソフトロームの混土。軟質。

6 層硬質ロームプロック(BP 含）

゜ 2 m 

図 120 II 頴の土拡(3)
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III 縄文時代の遺構と遺物

43 号土拡

叫 B
 

B
 

A
 • 
¥
 
A' 

L =94 ふ)J m

A
 

A' 

cc I 

51 号土拡 吋
ヽ

A
 

A
 

54 号土拡 叫

A
 

A
 

A' 

A' 

A
 

1 層褐色土 ソフトロームブロックを含む。

2 層 褐色土 ソフトロームブロックを含む。黒みが強い。

3 層褐色土硬質ロームブロックを含む。

4 層 ロームプロック（壁面のくずれ）。

5 層 ソフトロームと褐色土の混土。

6 層 暗色帯とソフトロームの混土。

B
 

B
 

L~95. 3Qm 

1 層 黄灰色土と黒褐色土の混土。硬質。

2 層 l 層とソフトロームプロック混土。

3 層 灰褐色土と黄灰色土のプロック混土。軟質。

4 層 ソフトローム。

5 層 黄灰色土とロームブロックの混土。軟質。

B
 

B' 

L~95.00m 

A' 

1 層褐色土灰黄色土を斑状に多含する。硬質。

2 層 褐色土 ソフトロームを斑状に多含する。硬質。

3 層 ソフトローム・ハードローム・褐色土の混土。軟質。

4 層 ソフトローム・ハードロームの混土。硬質。

5 層黄灰褐色土。軟質。

図 121 II 類の土肱(4)
。 2 m 
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3 土拡

16 号土拡 吋

A 

(l / ｩ • •: YI A' 
• ｀慾怨：心恣盛：：：：：巡痰：ヘ：：姿口忍総：＜ 辱知 ”硲

L=9230m 

1 層 暗褐色土 白色バミスを混入。炭化粒含む。

2 層黒褐色土 白色パミスを混入。炭化粒含む。
m| 3 層 黒褐色土 ロームプロックを多く混入する。

4 層褐色土 ローム粒子を主体とし、粘性富。

5 層黄褐色土 しまりがある。
A A' 

40 号土拡

叫 —'1 -

B
 

B' 

B
 

B' 

A I I I Z し

^ ^ \ \ \ A' 

L =95 Om 

1 層暗褐色土 白色バミスを混入する。しまりは強い。

2 層暗褐色土 白色パミスを混入する。色調は 1 層より明。

叫 3 層暗褐色土 白色パミスを混入する。

4 層黄褐色土 ローム粒子プロックを多く混入。粘性は弱。

A 
5 層黄褐色土 ロームプロックを主体とする。

A' 

゜ 2 m 

図 122 II 類の土砿(5)
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III 縄文時代の遺構と遺物

13 号土拡

A
 

旦

ジ
B B' 

A' 

\ L=9240m 

A' 

1 層 暗褐色土 白色パミスを多く混入。しまりは弱い。

2 層 暗褐色土 白色バミスを多く混入。色調は 1 陪より暗い。

3 層 暗褐色土 白色パミス・ロームブロックを少韮混入する。

4 層 暗褐色土 白色パミスを混入。色調は 2 暦に類する。

5 層褐色土 ロームプロックを多く混入する。炭化物含む。

6 層 暗褐色土 白色パミスを混入。しまりは弱く、粘性に宮む。

7 層 黄褐色土 ロームプロックを主体とする。

8 層 暗褐色土 ローム粒子を多く混入。しまりは弱く粘性富む。

9 暦暗褐色土 ローム (VI陪）土を主体とする。

10層 黒褐色土 ロームプロックを混入。炭化粒子を多く含む。

A
 

24 号土i広 ＼ロ

B
 

B' 

~ /( ゜ふ のぷ°ツ＾）＼）五

寃約：．：象l@~；肇小I恣さ炉泌位：裟S:：；小
L=92 2Qm 

I 1 層 黒褐色土 白色バミスを多く混入する。炭化粒含。
\"' 2 層黒褐色土色調は 1 層より暗い。

A A' 3 層 黒褐色土 白色パミス、プロックを多く混入する。
—— 4 層 暗褐色土 ローム粒子を多星に混入する。粘性に乏

しく、しまりは弱い。

5 層 黒褐色土 あまりしまりはないが、やや粘性のある

土。白色粒子は多いが炭化物 •VII層の小

プロックを少屈含む。

6 層 黄褐色土 ハードロームの崩落土と思われる。

゜ 2 m 

図 123 II 類の土肱(6)
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3. 上拡

21 • 22 号土拡 叫
B
 

B' 

A
 

¥ A 

叫

A
 

L =92.00 m 

A' 

► 21土I広

1 層暗褐色土 ローム粒子を多く混入。

2 層 暗褐色土 ローム粒子を多く混入。色調は 1 層より暗い。

3 層黒褐色土 ローム粒子を多く混入。

4 層 暗褐色土 ローム粒子・ブロックを多く混入。しまり強。

5 層 黄褐色土 ロームブロックを主体とする。粘性・しまり強。

6 層 暗褐色土 ロームブロックを混入。しまりは強い。

7 層 黄褐色土 ロームプロックを主体とする。粘性に富む。

► 22土j広

1 層暗褐色土 ローム粒子を多く混入。

2 層黒褐色土 ローム粒子を多く涅入。

3 層 暗褐色土 ローム粒子を多く混入。色調は 1 層より暗い。

4 層 黄褐色土 ローム粒子・ブロックを主体とする。剥落土。

5 層 暗褐色土 ローム粒子・プロックを混入。粘性・しまり強。

6 層 黄褐色土 ローム粒子・ブロックを主体とする。

7 層 暗褐色土 ローム (VII層）土を主体とする。粘性に富む。

15 号土坑

A
 
_
B
 

B' 

A' \ 

B
 

B' 

A
 

A' 

図 124 II 類の土坑（7)

L =92 (X)m 

I 層耕作土

II 層 黒褐色土 白色パミスとローム粒子を多拡に含む。

IV層黄褐色土 しまりがない。

1 層 茶褐色土 少凪の白色パミスと 2 層の小プロックを含む。

2 層灰褐色土 しまりがない。

3 層 茶褐色土 白色パミスを多く含む。しまりがない。

4 層 黒褐色土 ロームプロックとしまりのある白色バミスを含。

5 層黒褐色土 ローム小プロックを含む。

6 層 灰褐色土 ローム小ブロックを含む。しまりがない。

2 m 
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III 縄文時代の遺構と遺物

25 号土城 叫

A
 

\ A 
B
 \ 

I
I
 

' 
B' 

L-92.00m 

A
 

叫 A' 

II 号土拡 吋

A
 

A
 
QJI 

A' 

17 号土拡

層
層
層
層
層

1

2

3

4

5

 

A' 

黒褐色土 少温の炭化物粒を含む。しまりあり。

1 層のプロックと黄褐色粘質土プロックが、斑状に混じる土。

黄色粘質土 白色パミス・炭化物を含む。褐色土ブロック含。

暗褐色土 しまりがない。ローム粒・白色パミス・炭化粒含。

黄褐色土 やわらかい。やや粘質。

層
層
層
層

l

2

3

4

 

層
層
層
層

1

2

3

4

 

暗褐色土

黄褐色土

暗褐色土

茶褐色土

B
 

褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

白色パミスを多く混入。

ロームブロックを混入。粘性に富む。

ローム (VI層）土を主体とする。

3 層に類するがややしまりのない土。

B' 

L=92.70m 

白色パミスを多く混入する。しまりは弱い。

白色パミスを多く混入する。炭化粒を混入。

白色パミスを混入。色調は 2 層より明るい。

ローム粒子・ブロックを多く混入する。

A
 

i ! 
: ,  1 

l l l 

□/―-• 

A
 

A' 

L ~92.20m 

2 rn 

図 125 II 類の土砿（ 8)
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3 土 拡

46 号土拡 31 号土拡 30 号土拡

\ ！ーと :i/¥ / / 
A 1,¥ / \\', A A A 

I 
/ 

/ 
A A' ＼こ／

ヽ--・--- 一
A A' 

A A' 

L =95 OOm 

1 層黒褐色土 ローム粒子をブロッ

ク状に混入。

2 層黒褐色土色調は 1 層より明。

3 層暗褐色土 ロームプロックを

混入する。

4 層暗褐色土 ローム粒子混入。

5 層暗褐色土 ロームプロックを

混入。しまり強い。

47 号土拡

A If \\ 
[ 

A
 

A' A
 

A' 

L =95 (X)m 

1 層暗褐色土 ロームプロックを

混入。しまりは強。

2 層暗褐色土 ローム粒子を混入。
3 層暗褐色土ローム粒子・ブ

ロックを混入。

4 層黄褐色土 ロームブロックを

主体とする。

A
 

L=941Qm 

1 層暗褐色土 ローム粒子・ブロックを

混入する。炭化粒含。

2 層暗褐色土 ローム粒子を多く混入。

2'層の色調は暗い。

3 層暗褐色土 ローム粒子・プロックを

主体とする。粘性強い。

L~94.10m 

1 層里褐色上 白色パミスを多く混

入する。炭化物含む。

2 層黒褐色土色調は 1 層よりも明。

3 層暗褐色土 ローム粒子を多く混。

粘性は強い。

50 号土拡

A 0/ 
A
 

A' 

52 号土拡

A
 

一一 ———•——-

A' 

A' 

L=93.30m 

1 層褐色土 白色パミスを多く混入。

2 層褐色土 白色パミス混。しまり強。

3 層 暗褐色土炭化粒を混入。しまり強。

4 層黄褐色土 ローム粒子・ブロックを

多く混入。ややしまりの

A_ 

\\ 

』
C
J

城
／
＼
/ 

土号9
A

 

4
 

A
 

A
 

一

L =95.00 rn 

1 層黒褐色土黄灰色土を斑状に

含む。硬質。

2 層 黄灰色土と灰褐色土のブロッ

ク混土。硬質。

3 層 ロームと黄灰色土と灰褐色土

のブロック混土。

► 52土拡

1 層灰褐色土 ロームを少含、硬質。

2 層黄灰色土軟質。

► 49土拡

1 層 黄灰色土と灰褐色土のプロック混土。

硬質。

2 層黄灰色土硬質。

3 層 ハードロームと 2 層の混土。硬質。

L=95.20m L =94.~• 
2 m 

図 126 III 委頁の土砿（ 1)
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Ill 縄文時代の遺構と遺物

7 号土拡
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6 号土拡
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L ~93. 2Qm 

23 号土拡

A
 

A
 

A' 

—\———/ 
L=92.90m 

14 号土拡

＼ロ / 

A
 口 A' 
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18 号土拡

上

土＿

叫

叫

A' 

A' 

A
 

A' 

A' 

A
 

L=95.00m 

► 20土t広

1 層暗褐色土

2 層

3 層

4 層

5 層

2 層

A
_
 

/ 

L＼
汀
ー
ー
／

ロ
三

白色パミスを少星混入。

!Vb 層に近似。

暗褐色土 色調は明るい。

粘性の強い、いわゆる B.B （暗色帯）

に近い土を主体とする。又、 2 層が

上層部では混在する。

暗褐色土 Va 層、いわゆるハード

ロームブロック。

► 14土I広

1 層暗褐色土

2 層暗褐色土

3 層褐色土

4 層暗褐色土

褐色土

► 18土砿
1 層暗褐色土

A' 

L -93.00 m 

白色パミスを多く混入。

1 層に類し、炭化物含む。

白色パミスを少泣混入。

ローム粒子をプロック状

に混入する。

ロームプロックを多く混

入する。しまりはあまり

なく、少し粘性帯びる。

B
 

B' 

ローム粒子を多く混入。

粘性は弱い。

ローム粒子を混入。炭化

粒含む。

3 層褐色土 ロームプロックを混入。

4 層暗褐色土 ローム粒子を混入。

5 層 黒色土粒・小プロックを含んだロー

ム。

暗褐色土

L=92.50m L=91.60m 

図 127 III 委員の土坑(2)
゜ 2 rn 
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図 128 土砿出土の遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

4. 集石

集石は 3 基検出されているが、その内の 2 基は下

位に土坑を伴っている。土器等の遺物が検出されて

いないため、時期については不明である。

1 号集石は R-40グリットに位置し、集石の下位

に土拡を伴っている。集石には径 5~10cm大の河床

礫（輝石安山岩）を用いており、礫の表面ば煤状炭化

物の付着や火熱による割れおよび赤化などが認めら

れる。土拡の規模は、径96 X80cmの楕円形状を呈し、

確認し得た深さは約10cmである。集石はこの底面よ

り約20cmほど浮いた状態で検出され、その間にソフ

トロームに類似した暗褐色土が堆積している。暗褐

色土中には炭化物の粒子が若干混在しているが焼土

粒はほとんど認められない。

2 号集石は S-22グリットに位置し、集石の下位

に土拡を伴っている。集石には 1 号集石と同様の輝

石安山岩を用いているが、その径が10~15cm とやや

大きいものが多い。また、礫面に煤状炭化物や火熱

による割れなども認められる。土拡の規模は、径

120 x 98cm、深さ 12cmを計る。集石は土拡底面より、

10~18cmほど浮いており、その間に 1 号集石と同様

の暗褐色土が堆積している。 1 号集石

岩の河床礫を用いているが、礫面に火熱を受けた痕

跡等は認められない。これらの点を考え合わせると、

3 号集石は 1 ・ 2 号集石とは若干性格を異にするこ

とも想定される。

3 号集石

口

口

3 号集石は、 1 • 2 号集石に比べて礫が散在してお

り、下位に土拡を伴わない点でも異なる。輝石安山

2 号集石

g
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つ
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吋
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•\ 

L=93.70m 

A' 

• 

叫 口 叫
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A
 A' 

A' 

L =93.50m L =93 20m 

1 m 
図 129 集石

。
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5
 

遺構外の出土遺物

5. 遺構外の出土遺物

遺構外から出土した遺物は、草創期前半から後期

前葉にかけての土器・石器である。これらの遺物はそ

のほとんどがソフトローム上半のIV a 層から出土し

ており、中には草創期前半の爪形文土器のようにソ

フトローム下半のIVb 層内にまで包含されるものも

ある。

全体的な遺物の分布は、東側の沖積地に近接した

台地斜面に集中する傾向が認められるが、 その中で

も前期の諸磯 b•C 式土器の分布は、韮本的に該期の

住居址や土拡の分布と重複しており、遺構と何らか

の関連をもつと思われる。 また、草創期の爪形文土

器や前期黒浜式期の遺構は検出されていないが、各

土器群単位で一つのまとまった分布をもっている。

中・後期の遺物分布は、わずかな土器片が散在してい

うな、明確な遺構を持たない時期の遺物分布が何を

意味するかについては、不明な点が多いが、遺物包

含層がソフトローム層であるということから考える

と、遺構の掘り込みがソフトローム中に存在するよ

うな浅い場合には、その検出が不可能であり、特に集

中した分布を示す爪形文土器などについては、未

検出の遺構の存在も考慮する必要があろう。

出土土器は、 1 ~ 8 類に分類した。 1 類は草創期

前半の爪形文土器、 2 類は草創期後半の撚糸文土器、

3 類は早期の条痕文土器、 4 類は前期の黒浜式上器、

5 類は前期の諸磯 b•C 式土器、 6 類は前期の興津式

土器、 7 類は中・後期の加曽利 E4 式・堀之内 1 式土

器である。

石器は三角錐形石器、 スタンプ形石器、凹石、磨

るのみで、一定の分布域を形成していない。 このよ

\)|1

i9/’

tJ-/ 
<

[
 

/ 

/
,
I
:
I
9
,
1

・
‘
,
/

/ 
/, 

一

□□］第 I 類土器（爪形文

. 
• 

第 2 類土器（撚糸文）

第 4 類上器（黒浜式）

石、敲石、石鏃、打斧、削器などが出土しているが、

出土層位および分布から、上器との共伴関係を把握

することはできなかった。三角錐形石器やスタンプ

ロ

.. 
゜ ゜

6 類上器（浮島式）

IIlill。

ニロ

第 5 a·b·d類土器・

（諸磯 b 式）

第 5 C顆土器

（，，者磯 C 式）

図 130

* 

第 5 -e •f類土器

（沈線文・蠅文）

第 7 類土器（中・後期）

包含層出土縄文土器の分布

゜
40 m 
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Ill 縄文時代の遺構と遺物

□ Wo :WO 

□OD GJもロ

~ LJ 
口昂〇

'□ 口瓜 □
／八ュ

9、`-

゜ 5 cm 

図 131 遺構外の出土遺物（ 1) 第 1 類土器
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5 遺構外の出土遺物

口漕(j

"/ 

16 

/ 

図 132 遺構外の出土遺物（ 2) 第 1 類土器

口

, 
口

゜ 5 cm 

形石器については、他遺跡における出土事例からみ

て、撚糸文土器に伴う可能性が高い。

第 1 類土器（図131~132)

いわゆる爪形文の施文される土器であり、 40点弱

の土器片が検出されている。いずれも小破片のため

に同一個体の選別が困難であるが、少なくとも複数

の個体が混在していると考えられる。

各土器片の爪形文は、いずれも「ハ」字形を呈する

ものであり、人の第 1 指と第 3 指の爪で器面をつま

むようにして施文されている。全体的な文様構成を

判定できるものはないが、「ハ」字状爪形文が縦位に

構成されるものと思われる。

各土器片は、 9 •10が口縁部付近、 15が底部、他は

胴部破片であり、爪形文は口縁から底部にまで施文

されている。 9 ·10や 15の破片から器形を想定する

と、口縁端部がやや外反し、乳房状の尖底部をもっ

と思われる。

内・外面ともに、箆状工具による研磨が認められる

が、内面に比べて外面はより丁寧に研磨され、光沢

を帯びている。

器厚は 5~8 mm とかなり薄く、胎土には砂粒を多

く含んでいる。焼成は堅緻であり、色調は赤褐色あ

るいはにぶい赤褐色を呈している。

第 2 類土器（図133-1~3)

ロ唇部を除いて、全面に撚糸文が施文されるもの

＇である。いずれも L の絡状体を用いており 1 • 3 は同

一個体と思われる。 1 の器形は、口唇が肥厚して丸

頭状を呈し、外反ぎみに開□する。内・外面ともに丁

寧に研磨され、胎土に多菫の石英礫が含まれる。焼

成は堅緻で、色調はにぶい黄橙色を呈する。

稲荷台式に比定されよう。

第 3 類土器（図133- 4) 

表・裏面に貝殻条痕をもつものである。内面に煤状

の炭化物が付着している。胎土に繊維や 2 mm大の礫

を含む。やや軟質の土器であり、色調はにぶい赤褐

色を呈する。早期の茅山式に比定されると思われる。

第 4 類土器（図133- 5~20) 

前期黒浜式に比定されるものを一括した。 5 • 18 は

口縁部、 13·15·17は底部の破片で、他は頸部から胴

部下半にかけての破片である。 5 は半戟竹管による
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III 縄文時代の遺構と遺物

平行沈線横位、斜位に施し、その問隙に同ーエ具に

よる連続した縦位刺突文を配している。 6 は縄文の

施文後に半歓竹管による横位の平行沈線を施文して

いる。他の上器については、縄文以外の文様が認め

られないが、 6 • 7 ·14·16•18などは二種類の原体を

用いて、羽状に文様構成されている。各土器の縄文

原体は、以下の通りである。 6 • 7 は同一個体で、 14·

15•18 とともに LR と RL の 2 種類の原体を使用す

るが、 6 • 7 の原体は繊維が粗い。 8 ·ll ・ 12 は RL 、

9 は前々段反撚りの RL である。 10•19は附加条第 1

種 LR+R 、 20 も同種 RL+L であるが、 10は原体

端部の R縄の結び目が綾繰文を表出している。 13·17

は LR 、 16 は R と L の 2 種類の原体を使用している。

5 • 7 の口唇部は角頭状を呈し、直立ぎみに開口す

る。 20 も口縁付近の破片であるが、口縁が内湾する

キャリパー形に近い器形と思われる。 6 • 7 の内・外

面にぱ煤状炭化物が付着している。 6 • 14• 15ｷ 19の内

面は良好に研磨されている。いずれの上器も胎土に

繊維を含み、 10·13·15·18は多試の砂礫が認められ

る。やや軟質の土器が多く、色調はにぶい赤褐色や

灰褐色を呈する。

第 5 類土器（図134~138)

前期の諸磯 b•C 式を一括したものであるが、更に

5 つに分類される。

第5 a 類（図134) 半載竹管による平行沈線で文

様構成されるものである。平行沈線文を数単位にか

つ数段施文し、その間に弧状・渦巻状・三角形状の平

行沈線文を施文している。 1~8 および11は、縄文を

横位に施文した後に平行沈線文を施文しているが、

1~4 • 8 などは平行沈線文の施文によって縄文が

つぶれ、不明瞭となっている。 5 • 6 は RL 、 7 ｷ11 

は LR である。 1 • 8 の口縁部破片は、ともに外反ぎ

みに開口する器形をもつが、口唇の形状は 1 が丸頭

状、 8 が角頭状を呈する。内・外面ともに良好に研磨
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されている。焼成は堅緻であり、胎土に多量の砂礫

を含む。 9 ·10 は 2~3 mm大の石英や片岩礫を含む点

で他と異なる。

いずれも諸磯 b 式に比定される。

第 5 b 類（図135-1~17) 半戟竹管あるいは円形

竹管状工具による連続爪形文や円形竹管文で主に文

様構成されるものを一括した。連続爪形文には、半戴

竹管による平行沈線文内に、同ーエ具による爪形文

を充填するものと、半戟竹管を器面に押し当てなが

ら連続した爪形文を表出するものとの 2 種類が認め

られる。後者の爪形文をもつ土器は少ないが、 6 (= 

10) ・ 16などはその例である。基本的な文様構成は、

胴部上半に連続爪形文が施文され、以下は縄文とな

る。施文順序は、縄文→爪形文であり、胴部上半の

縄文は磨消されるか、施文されないかのいずれかで

ある。

l~12の文様は、横走する 2~3 条の連続爪形文

を、間隔を置いて 2 ~3 段に菫ね、各間に弧状か渦

巻状の爪形文が施文されている。 3 • 4 の口唇部は、

瘤状の粘土が貼付されて小波状および小突起状を呈

する。 14は、爪形文が施されことによって隆帯状に

盛り上った部分に、箆状工具による刻み目が施文さ

れている。 13は斜位の平行沈線文が施された後に、

5. 遺構外の出土遺物

円形竹管文が付加され、口唇部には棒状あるいは竹

管状工具による刻み目が施される。 2 • 3~17は、横

位の RL縄文が施文される。

器形は、小突起などを有して波状□縁的な形態を

もつものもあるが、数量的には平口縁が多い。口縁

がラッパ状に開口し、胴部下半でわずかに膨らみを

もつ。

各土器の内面は良好に研磨されているが、 15の器

面は風化により荒れている。焼成は堅緻になされ、

胎土には多くの砂粒が含まれている。 6 • 17は片岩礫

が多量に含まれる点で、他と異なる。

13は諸磯 a 式、他は同 b 式に比定される。

第 5 C 類土器（図135-18~22、図 136 1~30、図

137-1~3) 半載竹管状工具による集合条線文

と、ボタン状・棒状・耳状・半環状などの貼付文により

文様構成されるものである。集合条線文は、口縁部

から胴部中位にかけては横位や矢羽根状に施される

が、それ以下は縦位・斜位および格子目状・矢羽根状

に施される。図135-21は、肥厚した口唇上に矢羽根

状の集合条線文が施文される。図135-21 ・ 22、図

136-6 • 7 • 15 • 26のボタン状貼付文には、円形竹管

状工具による刺突が加えられている。地文に縄文を

もつものは 13のみであり、 LRが横位に施文されて

胃□言］疇］鬱］鴫／
三戸這 呼琴知

言雪］言／塁］

図134 遺構外の出土遺物（ 4) 第 5 -a 類土器
゜ ]Ocm 
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5 遺構外の出土遺物
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5. 遺構外の出土遺物
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図 138 遺構外の出土遺物（ 8) 第 5 -e 類

いる。

器形は口縁が内湾し、胴部でかなり強く括れるい

わゆるキャリパー形を呈するものが多いが、図

136-23や図137- 3 のようにあまり屈曲せずに口縁

が外反ぎみに開□ し、底部が張り出すものもある。

各土器の内面は良好に研磨され、焼成も堅緻であ

る。胎土に砂礫が多く含まれる。器面に煤状・炭化物

の付着している例が若干認められるが、図136-4 は

内・外面に、図136-10•28、図137- 3 は内面に、図

136-18·23•30は、外面にそれぞれ認められる。

図136-13が諸磯 b 式の他は、全て諸磯 C 式に比定

される。

第 5 d 類土器（図137- 4~15) 細い隆線上に箆

状工具による刻み目を施した、いわゆる浮線文を有

するものを一括した。 5·6·10は隣接する浮線文の

刻み目の方向を変えて、矢羽根状にしている。地文

をもつ例が多く、 5 • 12 は RL 、 6 • 8 ·11 ・ 14 は LR で

ある。 9 ・ 10は浅鉢形土器であるが、口唇に近接して

推定 4 箇所に貫通孔を有する。深鉢形土器の器形は、

平口縁 (4 • 5) と波状口縁 (6) があり、概して屈曲の

著しいキャリパー形を呈する。各土器の内面は良好

に研磨されているが、 10は風化によりやや荒れてい

る。焼成は堅緻で、胎土に石英や片岩礫を多く含む。

いずれも諸磯 b 式に比定される。

第 5 e 類（図137-16~25・図 138) 縄文によって

文様構成されるもの、および無文土器を一括した。

図137-16~25 と図138-1~9 は深鉢形土器の破片

で、 16(=17•23)•18•20~22、図138- 3 は L 縄文、

図137-19•24•25、図l38- 1 は LR縄文、國138- 5 

~7 • 9 は LR縄文、図138-4 は附加条第 1 種の R

L+L 、 8 は結束第 1 種の L+Rの縄文が施文され

る。浅鉢形土器であり、 12 は RL縄文が施文される。
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10は屈曲の著しい浅鉢形土器で、口唇近くに貫通孔

を有する。各土器の内面は良好に研磨され、焼成は

堅緻である。胎土中に多量の片岩礫を含む。図 138

13 は、内面に煤状炭化物が付着している。

図138-10~13は諸磯 b 式に比定される。

第 6 類土器（図139-1~13)

アナダラ属やハマグリのような貝殻の腹縁を使用

して、支点を交互に変えて表出される、いわゆる波

状貝殻文によって文様構成されるものを一括した。

1 • 2 • 4 、 8 ~13は各々同一個体の破片である。 1 は

口唇上に棒状工貝による刻み目を施し、その下位に

半載竹管状工具により、約45゜の角度で刺突を加えて

いる。以下にアナダラ属による横位の波状貝殻文が

重帯され、更に箆状工具により幾可学的な沈線文が

施される。 3 は、口唇上に半戟竹管状工具による刺

突が加えられ、以下にハマグリなどによる波状貝殻

文が施文される。 5~7 は、棒状工具の先端を使用

して器面を扶ぐるような刺突が加えられるために、

各刺突部分の粘土が弧状に盛り上っている。 8 は、

口唇下に半歓竹管状工具による刺突が横位に加え

られ、以下にアナダラ属による波状貝殻文が、菱形

や三角形状に配されている。また、波状を呈した口

縁の波頂下には、口縁下に加えられたのと同様の刺

突文が、従位に 3 単位施される。波状貝殻文の中に

5 遺構外の出土遺物

は貝殻腹縁の支点移動が小刻みであるために、波状

を呈していない部分も見られる。

器形は、平口縁 (1 • 3 • 5) と波状□縁（ 8 ）が認め

られるが、両者とも口縁が外反ぎみに開□ し、ほと

んど屈曲を持たずに緩やかな曲線を描いて底部へと

移行する。口唇端部は丸頭状を呈する。

各土器の内・外面は良好に研磨されているが、 1 の

外面は風化による剥落が認められる。焼成は堅緻で

胎土には砂粒が多量に含まれる。

いずれも興津式に比定される。

第 7 類土器（図140-1~11)

中期末葉から後期前葉に属する土器を一括した。

1 は、幅広い沈線によって区画された中に、 RL縄

文が充填される。 2 ~7 •9 ・ 10 は、棒状あるいは円形

竹管状のエ具による細沈線で文様構成されるもので

ある。 3 は沈線文の区画内に LR縄文が充填されて

いる。 9 ·10は沈線文の交点に、円形竹管による刺突

が加えられている。 8 は斜位に貼付された隆帯に、

刻み目が施されている。 4 は深鉢形上器の胴部破片

を利用した土製円盤であり、周縁は研磨されている。

3 • 9 • 10の器形は、口縁が外反ぎみに開□ し、胴部

中位で一旦括れてやや膨らみをもちながら底部へと

移行する。各土器は内・外面とも良好に研磨され、焼

成は堅緻である。胎土に多鍼の砂礫を含む。 2~4
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日
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図140 遺構外の出土遺物(10) 第 7 類土器
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III 縄文時代の遺構と遺物

は外面に煤状の炭化物が付着している。

1 は加曽利 E 3 式、 2~10は堀ノ内 1 式に比定さ

れる。

石 器

三角錐形石器（図141 ・ 142-1~6 • 8) 

石器形態は裏面に自然面を残すことの多い、下膨

れのする例がほとんどである。スタンプ形石器の分

割面に相当する底面は複数の剥離面より構成され、

摩滅することなくシャープである。断面形は三角形

状を呈するものも認められるが、五角形状を呈する

例が多い。

石器の製作工程は石器表面→両側面→底面の順に

皐
鬱

3 

曇
図141 遺構外の出土遺物(11)

182 

進むことが多いが、稀に、裏面の平坦面を自然面に

変わって、剥離によって得る作業がこれらに先行す

る例も存在する。側縁部には微細な連続加工痕が認

められるものが多い。一般に、機能部として把えら

れている部分に明瞭な使用痕は、認められなかった。

3 は左側面を除いて自然面を残し、通例の丸味を

もつ頭部形態とは異なっている。再加工例か。 5 も

再加工を示す剥片 3 点の接合例である。いずれも左

側面に打点がある。 6 は裏面の平坦面を自然面に変

わって剥離面によって得ていること、底面に自然面

をもつことで、他の石器と異なる。石器の製作工程

から他と同様な技術基盤に立って作出された石器で

“ 

4 

冨
゜

]Ocm 



5 遺構外の出上遺物
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□
こ飼 142 遺構外の出土遺物（ 12)

。 10cm 

あることは明らかである。他に類例は見られないが

石器を考える上で重要な意味をもつ可能性がある。

スタンプ形土器（図142- 7) 

1 点が出上している。分割面を中心に打痕が見ら

れるほか、頭部にも同様な打痕が見られる。

凹み石（図143•144-11 • 14~17) 

住居址出土例を加えて総計10点が出土している。

輝石安山岩を多く用いる。径10cm程の遍平礫が多く

いずれも磨面、打痕が見られる。窪み部は集合打痕

によるものも見られるが、ロート状の窪み部が表裏

に認められる例が多く側面に見られる窪みの作出方

法と同様であり、窪み自体が多様なあり方を示す。

実用具として凹み石の果した役割が多様性に富んで

いたことが示唆されると同時に半数が住居址出土で

ある点が注目される。

敲石（図l43-9)

機能部を示す使用痕のあり方はスタンプ形石器と

同様であるが、巾広に過ぎる事から一応敲石として

理解しておく。

磨石（図143-10)

遍平な円礫を素材とし、表・裏面に磨面が見られ

る。

下半部を欠損する。

石皿（図143-12·13) 
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5 遺構外の出土遺物
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5. 遺構外の出土遺物
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図 146 遺構外の出土遺物(16)

いずれも、欠損例である。 12は裏面にも磨面が見

られ、石皿特有の窪みも明瞭でなく、小形である。

石鏃（図144•145-18~44) 

住居址から出土した 1 点を加えて総計28点が出土

している。調査区全域IV a 層上面での採集がほとん

どである。いずれも縄文期の所産であるが、限定さ

れた時期の所産でないことは出土した土器群、石器

形状からも容易に想定される。一般に石鏃の茎の有

無により 2 大別される。「有茎鏃」は 4 点が認められ

基部が直線的なもの (19·24) 突出するもの (20•25) が

見られる。他の24点は「有茎鏃」と呼ばれるもので

あるが、その形状は、バラエティーに富み、様々な

あり方を示している。

一般に石器のみから石器の所属年代を明らかにし

得る資料が畜積されている。所属年代の明らかな事

例から、基部（扶り）形態に共通する要素を認めるこ

とが可能で、わずかに挟りの見られるもの (20·26·

27•29•30•34•38•43) を抽出できる。形状をこえて共

通する「クセ」が所属年代を明らかにし得る内容を

もつ可能性を指摘できるものと思われる。

石斧（45~57·59•60•62·63·64•67·70•74•78·80)

総計22点（うち、磨製石斧 l 点 (62)) が出土してい

る。石器形態は打製石斧の三形態に基本的には納ま

るものであるが、各々に個性的な特徴も散見される。

゜ 5 cm 

分胴型 9 点がある。欠損例が多く、完形及びそ

れに近いものは55•56の 2 例にすぎない。 57を本形態

の典型例として把えうるが、他の多くは形状観に異

なる点が多い。比較的厚みのある素材を用いる。

短冊型 12点がある。素材周縁にわずかに調整加

工を施すことにより、作出されるものが多い。 45·

48ｷ 51·54 の 4 点は、中央部にわずかに扶りをもち、

使用法を語り得るひとつの根拠になると思われる。

78は自然面を大きく残し、左側縁に丁寧な調整加

工を施す。刃部形状が他とは異なり、円刃である。

80は撥形に近い形状を呈し、明らかな刃部の作出

は見られない。 68·71は打製石斧製作過程にかかわる

欠損例である。

その他の石器

(58·61·65·66•68·69•61•72•73•75•76•77·79) 

加工痕のある石器 (58·65•69·75) 、使用痕のある剥

片 (76•77) などがある。 58は打製石斧の未製品である

可能性もあるが、積極的な根拠に乏しい。 65はスク

レイパーの一種であり、定形化した存在である。 79

は偏平礫の一端に同一方向の粗い調整加工を施した

片刃石器である。

66は上端を欠損する緑泥片岩の石製品である。扁

平な両面に磨痕が見られるが、用途は不明である。
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1 概要 2. 住居址

w 古墳時代の遺構と遺物

1.概 要

古墳時代の遺構は、住居址13軒、古墳10韮が検出

された。ほとんどの遺構が調査区南半に集中してい

る。（折り込み図219)

北側の埋没谷中に検出された 1 号住居、東側斜面

に検出された 11号住居を除いて、 11軒の住居址は、

南に緩く傾斜する斜面に集中して立地している。こ

れらの住居群の広がりは調査区の南へ伸びていくも

のと思われる。

住居址13軒はすべて古墳時代後期鬼高式土器を使

用する時期のものである。これらの住居址は、大き

さ、形態、構築方法などから、大きく 3 型式に分け

ることができる。この 3 分類は、出土土器を検討し

てみるとほぼ時間差として把えることも可能であ

る。 8 号住居、 4 号住居、 9 号住居、 6 号住居は面

積25m叫上で、方形の床下上拡をもつのが特徴であ

る。また 8 号住居や 9 号住居のように張り出し部を

もつ住居も含まれている。カマドは 6 号住居の西向

きを除いて、東カマドである。これらの住居は、最

も古い 8 号住居（鬼高期前葉）から、漸次鬼高期中頃

まで継続してつくられたとみられる。 2 号住居は、

出土土器から同時期と考えられるが14.4m氾小形で

ある。

3 号住居、 5 号住居、 10号住居、 14号住居は、面

積7.5~25面の住居で壁沿いに凹みをもっている掘

り方を呈するのが特徴である。これらの住居は、鬼

高期中葉のものと考えられる。

1 号住居、 12号住居、 11号住居、 7 号住居は、面

積10~17.5m切やや小形の住居であり、掘り方は中

央が凹む型である。さらにこれらの住居はカマドの

袖芯に甕形土器を倒立させて入れているのが特徴で

鬼高期後葉の住居である。

以上のように、 13軒の住居は鬼高期の前葉から後

葉まで継続してつくられている。同時にどの住居が

建っていたかはにわかに決し難いが、この遺跡（発掘

区南側も含め）は、 6 世紀～ 7 世紀にかけてこの地区

に古墳群がつくられるようになる間際まで、継続し

て 2~3 軒の住居が存在する、小さな第 1 次新開集

落であったと考えられる。

10華の古墳もまた調査区南半に集中している。発

掘区から外へ出てしまう 3 号古墳、 7 号古墳、 9 号

古墳は全掘できなかった。遺跡の立地する細長い台

地上は古墳の密集地帯で、いくつかの古墳群に分け

ることができる。今回調査した発掘区内の古墳は、

そのなかの 1 つの古墳群の北の端と考えることがで

きる。古墳10基の内訳は方墳 l 基、円墳 9 基で、周

堀のみ調査の 9 号古墳を除いてはすべて横穴式石室

をもつ後期古墳である。 10号古墳は他の古墳に比べ

小さく、周堀が検出されなかった。

接近した古墳は、周堀が重ならないようにつくら

れているため、 4 号古墳→ 2 号古墳→ 1 号古墳とい

う新旧関係を把えることができる。 1 号古墳は、唯

ーの方墳であるが、出土遺物も多く、直刀 1 、蕨手

刀の他、刀子、鉄鏃、釘等の鉄製品や、須恵器長頸

壺、長頸甑が副葬されていた。また歯骨片も検出さ

れている。その他、 6 号古墳から直刀 l が出土した。

2 号占墳 5 号古墳からは、最も新しいと考えられる

7 号住居出土の杯形土器と類似の土師器が前庭より

出上しており、居住域から墓域へのプロセス解明の

基礎資料となろう。

2. 住居址

8 号住居

位置 K• L-33·34グリッド。 1 号古墳の南、 9

号住居の北に位置する。

重複なし。

形状 5.2X5.2mの正方形を呈し、西壁のほぼ中
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► 住居

1 層黒褐色土 白色パミスを混じる。 ► カマド

2 層 暗褐色土 白色パミス・ローム粒子混入。 1 層暗褐色土 ローム粒をやや多く含む。

3 層 暗褐色土 ローム粒子・プロックを多虻に混 2 層 暗黄褐色土 ｢, 1 cmのロームプロックが多く、

じる。粘性はやや弱いが、しまる。 焼土・炭化物をほとんど含まない。

4 層 暗褐色土 ローム粒子・プロック混入。粘性 3 層 暗黄褐色土赤色硬化したロームプロック・

が強く、しまっている。 焼土などを含む。（崩落土）

5 層 暗褐色土 白色パミス・ローム粒子混入。 2 4 層黒色土 黒色灰・焼土粒・ローム粒を含む。

層よりやや暗い色調を示す。 5 層 3 層より赤味の強いカマド崩落土。

6 層 暗褐色土 ロームプロック・焼土プロック混

入。
►床下土拡

7 層 暗褐色土 ローム粒子を多く混入。ロームプ
1 層 黄褐色土 ロームの混土層。固められている。

ロック・焼上も含む。
2 層黄褐色土暗色帯 •II • III層のプロック混土。

8 層 暗褐色土 ローム粒子・ロームプロックを多

械に含む。

図 150 8 号住居
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IV 古墳時代の遺構と遺物

央に0.95X3. 7mの張り出しがついている。床面のレ

ベルは張り出し部も同様でほとんど段差はない。カ

マドを通る軸線は N-71°-E に傾いている。

埋土 白色パミスを含む黒褐色土が上層にあり、

下半はローム粒・ロームブロックが多く含まれる褐

色土であった。

カマド 東壁中央より 60cm南へ偏した位置にあり、

焚口巾50cm、燃焼部長1.05mの規模で残存していた。

袖は左が55cm、右が65cm壁内へ張り出している。煙

道部は50cm壁外へ伸びている。袖は粘土貼りつけに

よって構築されていた。

周 溝張り出し部との接点付近で一部検出できな

いところがあったが他はほぼ全周している。深さは

5 ~10cmである。

床面住居中央部に直径1.7mほどのゆるやかな

レンズ状の凹みがある。床面下掘り方の土坑に影響

されたものとみられる。床面は全面が踏み固められ

ていて凹みの上面や張り出し部の内部も堅くしまっ

ていた。

柱穴張り出し部を除く四隅のほぼ対角線上に 4

つの柱穴が検出された。深さは西南隅の 1 つが40cm

で他の 3 つは60cmである。

貯蔵穴 東南隅、カマド右側に80X80cmの隅丸正方

形の貯蔵穴が検出された。深さは最深部で65cmであ

る。

掘り方本住居は、掘り方を埋め、床面を構築して

いた。掘り方を全面調査したところ、全体に10~22

cmの掘り方充填土があり、柱穴を結ぶ四角形の中央

よりやや北寄りに床下土拡も検出された。床下土拡

は、直径1.5mの不整円形を呈し、底面は大きく広が

り平坦であった。床面は第VII層（暗色帯）まで達して

いる。断面はフラスコ状を呈する。遺物の出土はみ

られなかった。

出土遺物 遺物は、南側の壁沿いに集中して出土し

ている。杯形土器の完形が多い。ほとんど床面直上

出土であるが10の高杯形土器は埋土中のものであ

る。また棒状の河原石が、北壁・南壁の周溝付近に

散在していた。

194 

4 号住居

位置 M-29 • 30グリッド。 4 号古墳の東、 2 号

古墳の南に位置する。

重複なし。

形状 4.9X5.lmのほぼ正方形を呈する。カマド

を通る軸線は S-75°― E に傾いている。

埋土最上層の一部に浅間B テフラを多量に含む

黒褐色土層があり、それ以下は浅間C軽石や FP を

含む黒色土である。

カマド 西壁中央より 50cm南へ偏した位置に構築さ

れている。焚口巾45cm、燃焼部長 1.15mの規模で残

存し、袖は80cm壁内へ伸びている。煙道は20cm壁外

へ出ている。燃焼部中央に支脚として使用されたと

考えられる杯形土器が伏せられた状態で出土してい

る。

周 溝 カマド右の60cmの区間を除いて全周して検

出された。北壁中央よりやや西で膨らんでいるとこ

ろがあるが、他は下端巾10~15cm、深さ 5~7 cm と

ほぼ一定している。

床面住居中央部に直径l.Omほどのレンズ状の

凹みがある。全面に踏み固められていた。

柱穴住居四隅のほぼ対角線上、上端隅から 1.5m

内側で 4 個検出された。深さは、バラつきがあり、

35~40cmを計る。

貯蔵穴住居西南隅、カマド左側に検出された。82X

72cmの楕円形を呈し、深さは最深部で70cmを計る。

掘り方全体に15~20cmの厚さで掘り方を充填し、

床をつくっている。掘り方底面は、小さな凹凸がみ

られるものの平坦であったが、住居中央部に直径1.

lmほどのほぼ円形の床下土坑が掘られていた。この

床下土拡は、断面がややフラスコ状を呈し、 67cmの

深さがある。底面は北寄りに一段深い部分があり平

ではない。最深部はローム層中第VII層（暗色帯）まで

達している。

出土遺物 カマド右横に遺物が集中して出土してい

る。杯形土器 2 個体 (1 • 4) 、小形甕形土器 1 個体

(10) とともに、甑形土器 (11) がのせられた状態で台

付甕形土器 (9) がそれぞれ床面直上で出土してい



2. 住居址

る。またカマド前50cmのところと南壁周溝際に接し

て、ほぼ完形で杯形土器が 1 個体ずつ出土している。

叫叶
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►住居

1 層黒褐色土浅間B軽石を多鼠に含む。

2 層黒色土やや明るい黒色を呈し、多抵

の軽石粒を含む。しまりの少

ない土である。

3 層褐色土 ロームプロックと褐色土の混

土。少誠の軽石・焼土が含ま

れている。
B 庄- 4 層 黄色土 ソフトロームとハードローム

の混土層。しまりが少ない。

►床下

1 層黒色土 ロームプロックと多星のロー

ム粒との混土。中央部の狭雑

物は少ない。

2 層 ローム粒・ロームプロックの混土。

3 層 ローム粒と 2 層より大きいロームブ

ロックの混土。
L =94.5m 

゜ 2 m 

図 152 4 号住居
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9 号住居
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｀
〇 叫

吋
叫

L =93.6m 

►住居

1 層 ローム粒・ブロックと暗褐色土の混土。

2 層 ローム粒子・ブロックとの暗褐色上の混土。色調は 1 層よ

りやや暗い。

3 層 ローム粒子・ブロックと暗褐色土の混土。色調は 1 • 2 層

より明るい。

4 層 大量のロームプロックと暗褐色土の混土。

5 層 暗褐色土 ローム粒子を含む。粘性・しまりは強い。

6 層 暗褐色土 5 層よりやや明るい色調を呈する。ローム粒を

含む。

7 層 黒褐色土壁沿いはやや黒く、ロームブロックを混じる。

8 層暗褐色土 ローム粒・焼土粒を含む。

► カマド

1 層 暗褐色土 ローム粒子混入。しまり強い。

2 層 暗褐色土 ローム粒・炭化物粒混入。

3 層 暗褐色土 ロームプロック・焼土粒を混入。

4 層 粘上が焼けて赤化したカマド壁体崩落土。

5 層暗褐色土焼土ブロックを多く含む。

6 層 暗褐色土 ローム粒・炭化物粒を混入。しまり強い。

►床下

9 層 黄褐色土 ソフトローム・ハードロームの混土。よくふみ

固められている。

10層 黄褐色土 9 層に似るがソフトロームが多い。しまりない。

11層 黒褐色土 IIｷ III層とロームプロックの混土。しまりない。

12層 黄褐色土 ソフトローム・ハードロームの混土。暗色帯ブ

ロックを少鼠含む。

゜ 2 m 

位置J -34 • 35グリッド。 重複なし。

形状 ほぼ 5m四方の正方形を呈する。東壁にカ

マドが付設されているが、そのカマド南側に0.9X l.

3m の張り出しがある。カマドを通る軸線は N

-82ー E に傾いている。

埋土上層％が、ローム粒子・ロームブロック・

褐色土の混土で、人為的な埋没過程を示しているの

が特徴的である。

カマド 東壁の中央より 50cm南へ偏した位置に付設

されている。焚口巾45cm、燃焼部長1.4mの規模で残

存していた。左袖はほとんど壁より内側へ出ない形

態であり、右袖は南側に住居張り出し部があるので、

lmほど壁より内側に張り出す格好になっている。

右袖は粘土貼りつけによるものである。

周溝下端巾10cm、深さ 5~13cmの規模で全周し

ている。前述の張り出し部にも検出された。

床面 カマド前面から住居中央にかけて硬化が強

いが、壁直下や張り出し部ではやや軟弱であった。

柱穴住居四隅の対角線上に 4 つの柱穴が検出さ

れた。深さは40~50cm、上端直径は70cm前後である。

貯蔵穴 カマド右側の住居東南隅、張り出し空間内

に検出された。 70X65cmの隅丸方形を呈し、深さは

70cmほどである。

掘り方 厚さ 10cm前後の掘り方充填土によって床面

がつくられている。掘り方全体は小さな凹凸がある

がほぼ平らで、カマド構築部分がやや掘りくぼめら

れている。また 4 本の柱穴を結んだ四角形の中央よ

りやや北に偏った位置に1. 2X 1. 5mの隅丸長方形の

床下土坑を検出した。断面は箱形を呈し、深さ 50~60

cmを計る。底面には小さな凹凸があり、第VII層（暗色

帯）まで達している。

出土遺物 遺物は出土量はあまり多くない。カマド

右脇に甕形土器の完形 (6) 、カマド前に完形の杯形

上器 1 個体（ 1 ）が出土している。他に 2 、 3 個体の

完形の杯形土器が出土したが、調査中盗難に遭い報

告できない。北壁周溝内からは滑石製模造品が、周

溝内側で滑石製紡輪が 1 点ずつ出土している。

198 



2. 住居址
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= 居の出土遺物図 155 9 万住

6 号住居

位置 I -31 • 32グリッド。

3 号古墳の東に位置する。

重複後出の 3 号墳周堀と北西隅で菫複してい

る。

形状 4.9X5. lmの方形を呈する。壁は上方がや

や開くように立ち上がる。カマドを通る軸線は S

-64°-wに傾いている。

埋土浅間C軽石や FP などのパミス粒を含む黒

色土で埋没しており、自然の堆積と思われる。

カマド 東壁中央より 80cm南へ偏した位置に付設さ

れている。焚口巾40cm、燃焼部長1.5mの規模で残存

し、袖は粘土貼り付けによりつくられている。壁よ

り 60cm内側に張り出す大きな袖である。袖の両先端

には甕形土器が伏せられて粘土の芯として使われて

いる。焚口部には、両袖の間をつなぐように甕形土
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IV 古墳時代の遺構と遺物
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► 住居

1 層 暗褐色土 しまりのある有機質上。白色パミスを不均等に含む。

焼土粒、ソフトローム小プロックを含む。
2 層 黒褐色土 黒ポク質の非粘性土。焼土粒を含み、 FP粒も確認。
3 層 暗褐色土 b は 2 層とソフトロームの混土。しまりがない。

a は 2 層と 3 b 層の漸移層で白色パミスをやや多く含む。

4 層 黒褐色土 白色パミスの少ない黒ポク質土。混入物なし。
5 層 暗褐色土 b 非粘性の細粒土。ハードロームプロックを少星含む。

a は、ハードロームプロックをほとんど含まない。

6 層 暗黄褐色土 ハードローム（壁崩落）を多く含む。しまり強い。

►床下

7 層 黄褐色土 ハードロームとの混土。よく固められている。

8 層 黄褐色土 ソフトローム・ハードロームの混土。あまりしまりない。

9 層 黄褐色土 8 層に似るが、ハードロームがやや多い。
10層 黄褐色土 8 層に似るが、ハードロームがやや少ない。

11層 褐色土 ハードロームと暗色帯のプロック混土。しまりない。
12層 褐色土 11層に似るが、ハードロームの星がやや多い。

► カマド

1 層黒灰色土 バミスを少旦含む。

2 層暗褐色土 パミスを多含。

3 層暗褐色土 ベミス・ローム粒を含む。

4 層暗黄褐色土 ローム粒を多く含む。天井部構築材。
5 層 暗黄褐色土 大粒の焼土粒・炭化物粒・ローム粒を含む。

6 層黒色土 焼土粒少ない。

7 層赤褐色土焼土プロック。

8 層 赤褐色土焼土と黄褐色土層の混土。炭化物も少足含まれる。

9 層黒色土 パミス・焼土粒を含む。

゜ カマドは X2 2 m 

図 156 6 号住居
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2. 住 居址
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図 157 6 号住居の出土遺物（ 1)
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IV 古墳時代の遺構と遺物
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器の胴部が横たわっており、鳥居状の焚口部を構築

していたものと考えられる。

周溝 カマド右側の東壁、カマド対辺の西壁の中

央80cmの区間を除いて周溝が検出された。下端巾 8

cm、深さ 3~8 cmの規模を有する。

床面住居ほぼ中央が直径1.2mの円形にレンズ

状にくほんでいる。全面に踏み固められている。

柱穴 四隅のほぼ対角線上に 4 個検出されたが、

北西隅の柱穴は 4 つの相対的位置からすると、やや

内側に入っている。深さは45~50cmを計る。

貯蔵穴 住居南東隅、カマド右側に検出された。直

径46cmのほぼ円形を呈する。深さは最深部で63cmで

2. 住居址

あった。カマド右袖との間の貯蔵穴左縁には甕形土

器 (12) が、床面直上で出土している。

掘り方全面に 7~10cmの厚さで掘り方が埋められ

床を構築している。掘り方底面は小さな凹凸の他に、

北西隅がやや掘りくぼめられている。またほぼ中央

に1.35 X 1. 3m、深さ 64cmの方形の床下土拡が掘られ

ていた。床下土拡の長軸線は、カマドを通る住居の

軸線より西へ15◇ずれている。断面形はフラスコ状を

呈する。

出土遺物 土器は、カマドおよび貯蔵穴周辺に集中

している。また南西隅寄りには、棒状の河原石 9 個

と台石が集中し、特殊な空間を想定させる。

/ 

I 9 

21 

図 159 6 号住居の出土遺物（ 3)
゜ 10cm 
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IV 古墳時代の遺構と遺物
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2 号住居

位置Q~29グリッド。

発掘区南寄りの住居集中区域の北辺に位置してい

る。

重複 2 号古墳の周堀と重複している。本住居址

の埋上層断面には 2 号古墳の周堀埋土を確認するこ

とができなかった。 2 号古墳の周堀は全周しておら

ず、その途切れる浅い部分で本住居址と重複してい

るために、設定した土層断面にあらわれなかったも

のと考えられる。双方の出土遺物の年代観も合わせ

考えると、本住居は 2 号古墳に先行するものとした

し）。

20cm 

図 160 6 号住居の出土遺物(4)

形状 3.70X3. 90mの隅丸方形を呈する。カマド

を通る軸線は、 N-56◇-E に傾いている。壁は大き

く上方が開く形態で、壁高は確認面から 60~66cmを

計る。

埋土浅間C軽石を含む黒色土で埋まっている。

カマド 東壁中央より 55cm南へ偏した位置に付設さ
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図 161 2 号住居の出土遺物
。 10cm 
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れている。焚口巾35cm、燃焼部長1.05mの規模で残存

していた。袖は55cmほどの壁内に張り出しており、

粘土貼り付けによって構築されていた。

周溝なし。

床面全面に踏み固められていた。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴住居東南隅、カマド右横に20 X40cm、深さ

45cmの隅丸長方形の貯蔵穴と思われるピットが検出

された。

掘り方 直交する 2 本のトレンチで掘り方を調査し

た。底面中央部に小さな凹凸があり、 6~12cmの充

填土で床をつくつている。

2. 住居址

出土遺物 住居址北東隅に、高杯形土器 (2) の脚部

と杯部が少し離れて、床面直上で出土している。

また貯蔵穴の西南には杯形土器（ 1 ）がほぼ完形

で、正立のまま床面直上出土をしている。

10 号住居

位置 H-34グリッド

重複なし。

形状 4.5X4.7mの方形を呈する。南西隅が一部

未買収の桑畑のため末調査である。カマドを通る軸

線は N-75°-E に傾いている。

|四 鳥
►住居

1 層黒色土多くのパミス・炭化物

粒を含む。しまりあり。

2 層黒色土 多くのパミス・少鼠の

炭化物粒を含む。

3 層暗褐色土多饂のパミスを含ん

だしまりのない上。

4 層黒褐色土かなり多くのパミス

と炭化物粒を含む。部分的にソ

フトローム粒が混入。

5 層 黄褐色土 ソフトロームとハー

ドロームブロックとの混土。少

鼠の炭化物粒を含む。

►床下

6 層 暗黄褐色土とロームの粒状・プ

ロック状混土。

► カマド

1 層灰黒褐色土 しまりの強い構築

材崩落上。

2 層 暗灰褐色土粒子の細かな小砂

を構築材とする。

3 層暗灰褐色土天井部崩落土。 3

層と 4 層の境は、燃焼によって

硬化著しい面がある。

4 層 赤褐色土焼土と黄褐色土層の

混土。炭化物も少砒含まれる。

5 層 暗黄褐色土黒色灰を多く含む。 a

しまりない。

A
 

2 号墳周掘

芯
4

2
 

畜
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 ~
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L =95.2rn 

A' 

B
 

a ' b b' 

L =95.0m 

図 162 2 号住居
゜ カマドは X 2 2 m 
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IV 古墳時代の遺構と遺物
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A' 

►住居

1 層 a 暗褐色土 ローム粒子・ロームプロックをやや多く含む。

b 暗褐色土 ローム粒子 •FP粒を含み、ロームプロックを斑点

状に混じる。 1 層に比べ、黒い。

c 暗褐色土 a • b 層より黒味が強い。 FP粒を含む。

2 層 a ローム粒子・ロームブロックと暗褐色土の混土。粘性が強く、

堅くしまっている。

b 色調が2a 層より暗い。粘性が強く堅くしまっている。

3 層 暗褐色土 ローム粒子・ロームブロックを混入する。粘性・し

まり強い。

4 層 暗褐色土 ローム粒子混入。粘性・しまりあり。

5 層 暗褐色土粘性・しまりやや弱い。

6 層 a 暗褐色上 ローム粒を斑状に含む。炭化物粒、焼土粒を含む。

b 6 a 層よりやや明るい色調を呈する。

►床下

7 層 暗黄褐色土とロームの粒状・プロック状混土。

► カマド

1 層暗褐色土 住居埋没土。焼土粒を含んでいる。

2 層 暗黄褐色土 砂粒・ソフトロームを含む。焼土粒を多く混じ、崩

れた状態を示している。

3 層 黒褐色土 焼土粒や黒色灰を含む。崩落した天井面を一部に残

す。 3b 層はローム粒子の混入が多い。

4 層 暗黄褐色土 2 層と 3 層の混合土。 4b 層は灰を多く含んでいる。

5 層 暗黄褐色土 ソフトーローム・焼上粒を含む。

図 163 10号住居

a 

上

。

b' 

カマドは X 2 

a 

L =93. 2 m 

2 m 
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図 164 10号住居の出土遺物

埋 土 ローム粒子やロームブロックを混じる黒褐

色土が交互に堆積しており、人為的埋没過程を示し

ていると考えられる。

カマド

る。焚口巾50cm、燃焼部長1.4mの規模で残存してい

た。袖は粘土を貼り付けてつくられ、壁内へ78cm張

り出している。

周 溝

東壁の中央より 25cm南へ偏した位置にあ

未発掘部を除いて、全周している。下端巾

7~18cm、深さ 2~5 cmの規模で、大きさは一定し

ていない。

柱 穴

貯蔵穴

掘り方

検出されなかった。

住居東南隅、

出土遺物

カマド右側に直径70cmの円形

の貯蔵穴が検出された。深さは70cmを計る。

直交する 2 本のトレンチで掘り方を観察し

た。全体に小さな凹凸があり、北半分にはやや掘り

くぼまれたところがある。 10~20cmの厚さに掘り方

は埋められ、床面がつくられている。

杯形土器 2 個体（1. 2) が床面直上で出

土しているほかは、あまり遺物は多くない。

左側の壁沿いに粘土塊が検出された。

カマド

床 面
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IV 古墳時代の遺構と遺物

3 号住居

位置 M-24 • 25 グリッド。 4 号古墳の西に位置

し、住居集中区域の最も西側にある。

重複なし。

形状 4.1X4.3mの隅丸方形を呈する。カマドを

通る軸線は、 S-51°-Wに傾いている。南壁中央に

55 x 112cmの隅丸直方形のピットが壁から張り出し

て掘られている。発掘調査当初は、旧カマドの掘り

方の残存として掘り始めたが、最終的に性格づけは

できなかった。壁高は確認面から 64~70cmを計る。

埋土焼土粒・炭化物粒・粘上ブロックを含む第

1 次埋没土に、白色パミスを含む黒褐色土の自然堆

積層がのっている。住居確認面と同レベルの埋土最

上部には、やや攪乱を受けた浅間 B テフラ層が堆積

している。

カマド 住居東南壁中央より 45cm南へ偏した位置に

ある。焚口巾50cm、燃焼部長80cmの規模で残存し袖

は左35cm、右50cmの長さで壁内に張り出している。

吋

A 

► 住居

1 層浅間Bテフラ純層

やや攪乱を受けている。

2 層黒色土

多凪の軽石粒と、炭化物粒

を含む。しまりのある土で

黒ボク土に近い。

3 層黒色土

2 層よりやや明るい色調を

呈し、軽石も多く含む。し

まりのやや少ない土。
A 

4 層黒灰色土

4
5蓼

心。
1
0

6
 
7
 

詞
8
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8

 

炉

\ 吋

A' 

b' 

I O'.l 
A' 

2 層に似ているが、灰色土

のプロックを含む。しまり

のない土。

5 層暗褐色土

軽石をかなり多く含み、炭

化物粒も少鼠混じている。

やや粘性がある。

6 層暗褐色土

5 層に似るが、やや軽石が

少なく、ロームプロックを

少量含むようになる。

7 層暗褐色土

焼土粒、炭化物粒を多屈に

含む。

►床下

8 層暗黄褐色土とロームの粒

状・ブロック状混土。

L =94.Srn 

a
 

b
 

b' 

゜ カマドは X 2 2 m 

図 165 3 号住居
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袖は粘土貼りつけによる。

周溝なし。

床面全面に踏み固めが強く、硬化した明瞭な床

であった。

柱穴検出できなかった。

貯蔵穴 住居東南隅、カマドの右横に58X62cmの方

形の貯蔵穴が検出された。

掘り方 直交する 2 本のトレンチで掘り方を観察し

口」

｀ニロ

2. 住居址

た。中央部がやや深くなっており、凹凸も激しい。

中央部で20~30cm、壁周辺で 5~10cmほど掘り方を

埋め、床をつくっている。

出土遺物 住居中央部に甕形土器 (4) の破片がほぽ

床面直上に広がっている。また別の甕形土器 (6) が

やはり中央部で床面から 10cm程浮いて検出された。

貯蔵穴の東縁、壁との間にも、甕形土器 (5) が床面

直上で出土している。

``/ 

\ \ 

゜ 10cm 

図 166 3 号住居の出土遺物
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IV 古墳時代の遺構と遺物

14 号住居

位置 E-36 • 37グリッド

発掘区内では南端の住居である。

重複なし。

形状 4.8X4.8mの隅丸正方形を呈する。カマド

を通る軸線は東西を示す。西南隅に攪乱があり、壁

および床面が破壊されていた。

埋土床面上10cm くらいまで、攪乱土により埋没

している。住居を埋めている土は、浅間 B軽石を含

む黒色砂質土とロームブロックを混じる褐色土の互

層である。

カマド 東壁の中央より 55cm南へ偏した位置に付設

されている。焚口巾60cm、燃焼部長1.8mの規模で残

存していた。焚口下には長軸70cmの楕円形で深さ 15

cmの掘り方があり、それをローム粒・白色パミス・

焼土粒の混入した褐色土で埋めて、燃焼面をつくつ

ている。袖はその掘り方埋土の上に粘土貼り付けに

よって構築され、左袖は35cm、右袖は60cm壁内に張

り出していた。

周溝 カマド右側の東壁を除いて全周する。下端

巾 6 cm、深さ 2~7 cmの規模を有する。

床面 カマド周辺の住居東半分が堅くしまってい

た。

柱穴床面に検出されたピットは 8 個あった。南

西隅のピットを除けば、他の 3 ピットはやや南へ偏

よるものの、距形をなす位置にある。しかしいわゆ

る柱穴とされるピットの整然とした配置ではなく、

かつ比較的浅いので、柱穴とするのは困難である。

貯蔵穴 住居東南隅、カマド右側に90X60cmの隅丸

方形を呈するピットを検出した。底面は直径30cmほ

どの円形ピットになっていて平らでない。深さは最

深部で35cmである。

掘り方 南北方向のトレンチで掘り方断面を観察す

ると、北壁近くがやや掘り＜ぽんでおり、小さな凹

凸がある。 10~18cmの厚さで掘り方の埋土がある。

掘り方全掘調査では、北壁沿い lm くらいと、カマ

ド・貯蔵穴のある東南隅が掘り＜ぽんでおり、中央

部はやや高まっていることが判明した。

210 

出土遺物 カマド左側に床面直上で杯形土器 2 個体

(1. 3) が出土している。また住居北西隅で杯形土器

(2. 4) が出土している。

ロ
ロ

〇 5 cm 

(8) 

口ロニニ／

□三
口

＼□／□ □□7 \ 
。 10cm 

図 167 14号住居の出土遺物
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► 住居

1 層攪乱の砂質土

2 層 灰褐色土 ローム粒子を少猷含む。

3 層灰褐色上 ローム小プロックを含む。

►床下

4 層茶褐色土黒褐色土粒を多鼠に含む。

► カマド

1 層攪乱の砂質土

2 層灰褐色土 白色粘土粒と少枇の焼土粒•黒色土小プ

ロックを含む。粘質。

3 層灰色土 黒色土粒、焼土粒、白色粘土粒を多足に含。

4 層灰色粘土（天井部）

5 層灰色土 白色粘土粒・焼土粒を含む。粘質。

6 層灰色粘土焼土粒を少品混じる。

7 層橙灰色粘土焼土を多址に含む。

上

► カマド袖

8 層灰褐色粘土細粒。

9 層 茶褐色土プロックと灰褐色土の混土。焼土粒を含む。

► カマド掘り方

10層茶褐色土焼土粒・炭化物粒を少拭含む。

11層 茶褐色土プロックと灰褐色土の混土。プロックが多い。

12層暗黄褐色土汚れたローム

13層暗褐色土やや赤味が強い。

14層暗褐色土焼土粒を少鉱含む。

15層暗褐色土 茶褐色土の汚れたプロックを含む。

16層暗褐色土

゜ カマドは X 2 2 m 

図 168 14号住居
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IV 古墳時代の遺構と遺物

ー号住居 カマド 北東壁中央より 25cm東へ偏った位置にあ

位 置

の黒色土層中に 1 軒だけ離れて位置している。

重 複

平面形

形を呈する。南西隅がやや小さく入り込んでいる。

カマドを通る軸線は N-44°-E に傾いている。

埋

ン

A
 

土

h • i -38グリッド。発掘区北辺の埋没谷

なし。

3.0X3.3~3.6mのやや台形に近い隅丸方

自然の堆積で埋没したと考えられる土層断

面を呈している。住居中央部最上層には浅間B テフ

ラの純層が堆積していた。壁高は遺構確認面より

56~58cmを計る。

¥ 
。

n
v
3
 

叫

(:) 4 

吋

叫 叫

A' 

L=92.0rn 

1 層暗灰褐色上 浅間B テラフの大きなプロックを含む。

2 層 a 黒色土 粒子の粒い有機質土。¢, 1 mmの軽石を含。

ba 層より軽石が多くなり FP も確認できる。

3 層黒色土 有機質粘質上。

4 層暗茶褐色土 粘性の強い、しまりのある土。

5 層暗黄褐色土 ロームを含む。

゜ 2 m 

る。焚口巾45cm、燃焼部長60cmが残存していた。両

袖は巾広く短い。壁より 35cm内側へ出ている。

周
柱
床

溝
穴
面

体に軟弱で不明瞭であった。焼土粒の散布がやや多

かった。

掘り方

検出できなかった。

確認できなかった。

カマド前面がやや硬化している以外は、全

スコップで立ち割り調査をしたが、

からなかった。

出土遺物 住居中央よりにほぼ床面上で杯形土器
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貯蔵穴 なし。

よくわ

ローム面まで達していない。
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こ
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図 169 1 号住居とその出土遺物

゜ 5 cm 
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(1) が出上している。カマド左袖上に杯形土器（ 2)

が出土している。住居床面には 3 個の棒状河原石が

散在する。

12 号住居

位置 H-29 • 30グリッド。

3 号古墳の前庭の位置にあたる。

重複 3 号古墳の前庭と住居全体が重複してお

り、本住居は 3 号古墳に先行する。

形状東西3.35mを計るが、南北長は 3 号古墳前

庭の掘り込みによって破壊され明らかでない。隅丸

の正方形を呈するものと推定される。

2 住居址

埋土 ほとんどが 3 号古墳前庭の埋没土であり、

住居北西半の第一次埋没土が残存しているだけであ

る。

カマド 北壁中央より 15cm西に偏した位置に付設さ

れている。焚口巾50cm、燃焼部長1.15mの規模で残存

し、両袖とも 70cmほど壁内に張り出している。また

煙道の残存が良好で45cm壁外に伸び、直径20cmほど

の煙出しの穴も確認することができた。袖は、粘土

貼り付けによってつくられていたが、左袖の先端に

は甕形土器の芯が残存していた。

周溝なし。

床面調査範囲は全面に踏み固められていたが、

他住居ほど硬化していなかった。

I -CJ____.. 
\ 

吋

L =93.0 m 

► カマド

1 層暗褐色土

2 層暗褐色土

3 層暗褐色土

4 層暗褐色土

5 層暗褐色土

6 層暗褐色土

\ 7 層灰褐色土

8 層褐色土

9 層黒褐色土

焼土粒子を含む。粘性があるが、しまりは弱い。

多鼠の焼土ブロック、粘土プロックを含む。

黒の強い黒色土とロームプロックの混土。炭化物

粒を多星に含む。粘性が強い。

焼土粒・プロックを多く含む。

ローム粒子・プロックを多く含む。しまりは弱い。

ローム粒子・焼土粒を含む。しまりは弱い。

ソフトロームと焼土の混土。しまりない。

7 層より焼土粒が多い。

ソフトローム・ハードローム・焼土粒・炭化物粒

の混土。しまりのない土。

図 170 12号住居
゜ カマドは X 2 2 m 
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IV 古墳時代の遺構と遺物
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11 号住居

位置 P-44グリッド。

住居の集中区域から離れて台地の東斜面に単独に立

地している。

重複なし。

形状 4.0 X4.2mの隅丸方形を呈する。カマドを

通る軸線はほぼ東西を示す。壁高は確認面より 73cm

前後を計るが、壁中位までは直に立ちあがり、上半

は大きく開いているのが特徴である。

埋 土 B テフラを混じる黒色砂質土が最上層にの

っている。以下、ローム粒子や白色パミスを含む褐色

土が、漸次自然堆積と思われる状況で堆積している。

カマド 東壁中央より 45cm北に偏した位置に付設さ

れている。焚口巾65cm、燃焼部長 lmの規模で残存し

ている。袖は、粘土貼りつけによって構築され壁下

端より 50cm住居内へ張り出している。両袖とも袖の

先端から 20cm内側に芯として甕形土器を 1 個体ずつ

(8 ·10) 倒立させて入れている。

周溝住居東北隅を除いて全周する。下端巾10cm

深さ 2~4 cmの規模である。

柱穴東壁に沿って、住居北東隅と南東隅に 2 本

の柱穴状のピットが検出された。 2 本とも周溝内縁

より 15cmほど内に入った位置である。北側の 1 本は
L 

III1 3 カマドが前述のように北偏しているため、カマド左

゜図 171 12号住居の出土遺物
lQcm 

柱穴検出できなかった。

貯蔵穴 カマド左側に40x 55cmの楕円形の土坑が検

出された。深さは40cmを計る。

掘り方未調査。

出土遺物 カマド周辺に破片が検出されている。

袖にすぐ隣接している。ともに形状は直径30cmほど

の円形で、深さは北側50cm、南側60cmを計る。住居

が斜面に位置しており、この 2 本のピットが低い方

の東壁に沿って並んでいることからみて、これらの

ピットが柱穴であり、片流れの屋根構造も想定でき

る。 貯蔵穴なし。

掘り方 直交する 2 本のトレンチで掘り方を観察し

た。 5~20cmの厚さで掘り方を埋め、床面をつくつ

ている。住居中央部には、深さ 20cmほどの皿状の掘

りくぼみが認められた。

出土遺物 前述のように、 8 • 10の甕形土器が 1 個体

ずつ両袖の芯として使われている。その他の遺物は

カマドおよび柱穴周辺に集中しており、 1~3 の杯

形土器は北側の柱穴の回りで床面直上で出土した。
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2. 住居址
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IV 古墳時代の遺構と遺物

\ 叫 叫
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A
 

叫 A' 

L =92.5m 

叫

a 

► 住居 1 層黒色土 浅間 B軽石を涅じる。

2 層黒色土 黄褐色パミスを含む。

3 層黒色土 2 層よりやや明るい色調を呈し、パミスを含む。

4 層暗褐色土黄褐色、白色パミスを含む。

5 層 暗褐色土 ロームブロックの混土。粘性、しまり強い。

6 層 暗褐色土 4 層よりやや明るい色調を呈する。

►床下 7 層暗褐色土 ロームブロックを含む。 b 

► カマド 1 層暗褐色土粘土粒を少盤含む。

2 層 粘土プロック 粘土粒・暗褐色土をプロック状に含む。

3 層 粘土プロック 粘土・焼土粒子を含み、比較的しまりは弱い。

4 層 暗褐色土 ローム粒子プロックと焼土ブロックを多く含む。

5 層 暗褐色土 焼土プロック・焼土粒子を多く混入する。

6 層 暗褐色土 混入物はローム粒子を含む程度である。

図 173 11 号住居

7 号住居

位置J -33グリッド。

6 号住居の東側に位置する。

重複なし。

形状 3.8X3.6mの隅丸方形を呈する。カマドを

通る軸線は N-70°-E に傾いている。壁高は確認面

より 66cmを計るが、壁は上方が開いて斜めに立みあ

がる。

a
 

゜

L =9J.9rn 

カマドは X 2 

b' 

2 m 

埋土 ローム粒・ロームブロックを含む黄褐色土

が埋没土の大部分である。

カマド 東壁中央より 40cmに偏した位置に付設され

ている。焚口巾45cm、燃焼部長1.08mの規模で残存し

ていた。袖は粘土貼りつけによるもので、 50cm程壁

に張り出している。両袖の先端の芯に甕形土器を l

個体ずつ倒立させて入れている。

周溝なし。
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床面全面に強く踏み固められ硬化が著しかっ

た。

柱穴なし。

貯蔵穴 住居東南隅、カマド右側に貯蔵穴と思われ

るピットを検出した。直径50cmの円形を呈し、深さ

は 50cmである。甑形土器(19) 、壺形土器 (15) 、杯形

土器(10) が転りこむように出土している。

掘り方 直交する 2 本のトレンチで掘り方を観察し

た。他は全体に 10cmほどの掘り込みがあり、これら

を埋めて床面をつくつている。住居中央には85X 100 

cm、深さ 20cmの掘り込みがあり、西壁沿いもやや掘

2. 住居址

り凹められている。

出土遺物 カマド周辺に完形に近い土器が集中して

出土している。カマド両袖の芯に甕形土器が使われ

ているほか、焚口部に甕形土器 (13) が完形で出土し

ている。また、カマド右側に 2 個（ 5 • 8) 、カマド左

側に 2 個 (3 • 6) 、カマド前に 2 個 (1 • 4) 、カマド

燃焼部に 1 個（ 7) と計 7 個のほぼ完形あるいは完形

に近い杯形土器が出土している。前述のように、貯

蔵穴にも上器が転りこむような形で出土している。

棒状の河原石は、 3 点住居内に散在している。

|口 /0

•|Tl 

飯
a
 

21 € 
Cl 14 

--A ----- I I 

` 乙

o, 
24 

ｩ b 
てrヽ VV←→ 6‘`‘

b' 
ｷ--"-A' 

該竺夏
ｷ-

2 

L =93.5 m 

b
 

b' 

B
.
 

Iぬ
A
 

A' c
 

C' 

L=93.7m 

►住居

1 層黒色土 白色淡黄色パミスを混入する。

2 層 暗褐色土 ローム粒子プロックを混入する。粘性しまりはや

や弱い。

3 層 ローム粒子プロックとの混土層。粘性あり、しまりやや弱い。

4 層 粘性しまりは弱い。ローム粒子はほとんど混入しない。

►床下

5 層 暗褐色土とロームの粒状・プロック状混土。

► カマド

1 層 暗褐色土 白色パミス混入。焼土粒子混入。しまり強い。

2 層 暗褐色土 1 層より明るい色調を呈す。しまり強い。

3 層 暗褐色土 粘土プロック、ローム粒子、焼土粒子混入、しま

りは強し）。

4 層 暗褐色土 ローム粒子・焼上粒子混入。しまりは弱い。

5 層 暗褐色土焼土粒子を多く混入する。しまりは弱い。

6 層 ロームプロック粒子と焼土粒子の混土層。しまりは弱い。

7 層 ハードロームの赤色硬化層。

゜ カマドは X 2 2 m 

図 174 7 号住居
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IV 古墳時代の遺構と遺物

口

口

口

\ \ 

口

ロニ／

8
 

]

[

 
j
 

こ

｀口

ロ

// 
I/ , 

If \ 

// \ 

゜
10cm 

図 175 7 号住居の出土遺物（ 1)
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2. 住居址

\ \ 

I I 
/ / 

\ \ 

図 176 7 号住居の出土遺物(2)

\ \ 
I I 
I / 16 

゜ 10cm 
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IV 古墳時代の遺構と遺物

ヽヽ /
 ヽ 18 

゜ 10cm 

図 177 7 号住居の出土遺物（ 3)
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5 号住居

位置 M • L-31グリッド

4 号住居の東側に位置する。

重複なし。

形状 4.7X4.7mの隅丸正方形を呈する。カマド

を通る軸線は N-40-E に傾いている。壁高は52cm

を計り、壁は上方がやや外へ開いている。

埋土最上層は浅間 B軽石を混じる黒色砂質土

で、以下は、浅間 C軽石や FP の粒子を含む褐色土

である。

カマド 北東壁中央より 65cm南へ偏した位置に付設

2. 住居址

されている。焚口巾45cm、燃焼部長 lmの規模で残存

していた。袖は粘土貼付によってつくられ、 40cm壁

より張り出している。

周溝・柱穴・貯蔵穴なし。

掘り方直交する 2 本のトレンチで掘り方を観察し

たが、小さな凹凸はあるが全体に 10~15cmの深さで

全面に掘り方が掘られている。特に掘りこまれた部

分は検出できなかった。

出土遺物 図示できる土器はなかった。カマド左側

に棒状の河原石が 4 個と 1 個の 2 群に分かれて床面

直上で出土している。

|口 ¥ro 

2
 

5

ふ
窃3
 

4
 

ー

A' 

A
-

B
'
 

A
 

B
'
 

• 

L =94.3 m 

► 住居 1 層 浅間 B軽石混り黒色土
2 層 黒色土 ローム粒子・ FP (1mm程の粒子）を混入する。カーポン粒子を多く含む。
3 層 暗褐色土 FP （粒子）を多く混入する。色調は 2 層と 3 層の中間であるが、より 3 層に近い斑状に暗褐色土を含む
4 層 暗褐色土 ローム粒子プロックを多品に混入する混土層。粘しまりは強い。

►床下 5 層 ロームプロックと黒色土プロックの混土。

2 m 
図 178 5 号住居
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IV 古墳時代の遺構と遺物

墳

墳

古
古

号

. 3

6

 
/ 

B

l

 

• 土こ

である。

3 層黒色土

4 層暗褐色土

B _!L 5 層暗褐色土

6 層暗褐色土

7 層暗褐色土

►前庭部・周堀

1 層黒褐色土砂粒子を含む粘性は弱い。

2 層 浅間 B テフラをブロック状に含む黒色土。 ash はプロック

も大きく安定して認められるが、パミスは散見される程度

ローム粒子を混入する。粘性は強い。

最大径40、最少径 5 cm内外の角礫（輝石安山岩）

を多鼠に含む。ロームプロックを少し混入する。

色調のやや明るい土質。ローム粒子を多く含む。

しまりは弱い。

5 層より色調がやや暗い。ローム粒子含む。し

まりは弱し）。

ローム粒子を混入する。しまりは弱い。 7b 層は

7a 層よりローム粒子を多く含む。しまりは弱

上 C' 
8 層

9 層

L =95 2 m 

図 179 6 号古墳

222 

し）。

暗褐色土 ローム粒子を多く含む。しまりは弱い。

a~e までロームプロックと暗褐色土の混土層。fはハー

ドロームと岩宿層 (VII ·VIIJ層）との混土層、大形プロックが

主。いずれも粘性・しまり共に非常に強く、つきかための

可能性があり、人為的埋土と考えられる。

゜ 10 rn 



3. 古 墳

上 二 B
 

B
 

` 
,¥/ 

B
 

玉

、
-
J

¥
 

r
 B 

上

< 吋 I► 

L=94.2m 

~ -¢―ー一、一・ 食

図 180 6 号古墳の石室
2 m 
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IV 古墳時代の遺構と遺物

位置 M-20グリッドを中心に位置する。西側に 7 号古墳、南

東に 10号古墳が接する。

墳丘と外部施設 規模は周堀も含め南北22. 7m、東西23.95mで

ある。墳丘は南北10.35m、東西14.9mである。石室開口部前に

は前庭があり、これに続く周堀は完周する。墳丘の形状はほぼ

円形を呈するが、周堀自体は西北にやや張り出している。

封土は一部が薄く残存していた。上層は灰褐色土と黄褐色土

が0.05~0.lm程の厚さで交互に重ねられていた。

前庭の埋没土の状態であるが、第 2 層に浅間 B テフラが認め

られ、その下位の黒色土層中には礫が多く流れこんでいた。開

口部前は底面が更に一段低く掘り下げられ、深さ 1.4m を測っ

た。 3 層以下の埋没土はロームと暗褐色土の混土層で人為的に

突き固められた状態であった。

開□部は羨門を意識した構造をとっている。この左右には石

積みが延びる。左は1.9m、右は2.04mで、更にその先端から前

庭の形状にそった石積みがある。

主体部の構造 輝石安山岩の割れ石を乱石積みした両袖型の横

穴式石室である。

玄室は弱い胴張りをなす。右側壁はやや後にずれている。奥

壁には中央に0.8X0.8mの礫を据えている。入口部には玄門が

あり柱状の礫を直立させている。側壁は根石に 0. 7X0.8mの大

形の用石を置き、これより上段には小形のものを積み重ねてい

る。石積みにはややころびがある。

羨道の根石も幅0.5m程の礫を用いており、上端面の高さを一 === 

8 0 
に［〗

04 

l

:

t1
-

l

 

l 『-| f¥1 

し ~I

定に保つ意識が働いている。

床面の高さは玄室、羨道ともレベル差は無い。床石は0.05~0.

lmの割れ石を一面に敷きつめている。開口部には長さ 0.3m程

の礫が 2 石、桓石状に置かれていた。玄室入口にも梱石状に礫

が置かれていた。石室の開□方向は S 13゜5'Wである。

l l 

, ー

/’ 
/‘ 

f
 

、
呪
，

-- Eニニ＝＝三

一

に

゜ 10cm 

一且― 2 = 
゜ ]Ocm 

図 181 6 号古墳の出土遺物 (2~5) 
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3. 古墳

I ► I ► _
A
 

A
'
 

...｣... 

\ 
B' 

•上
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疇
臼
ビ
二

A' 

B' 

L =95.3m 

灰褐色土 ソフトロームと II 層の
混土層。

黄褐色土 ソフトロームの攪拌層。

茶褐色粘質土 VI• II 層（暗色帯）
の攪拌層。

黄褐色土 ソフトロームとハード
ロームの混土層。

。 4 m 

図 182 6 号古墳石室の堀り方

出土遺物 玄室の左壁、羨道よりから直刀一振が出

土している。切っ先は奥壁にむいており、鍔と鯉口

は刀身から離れていた。周堀内からは須恵器の大甕

の破片が出土している。玄室の中央、やや奥壁より

から骨片を出上したが残存状態は不良であった。

また、墳丘部、石室の東側から土師器の杯形土器

を出土している。

石室の構築状況石室は掘り方を有している。石室

の開口部に開放する竪穴を掘りその底面に根石を設

置するものである。規模は上端で縦6.45m、横幅は玄

室よりで3.78m、羨道よりで3.05mである。残存壁高

は1. 0~1.4mであった。今回報告する 10基の古墳中、

8•9•10号古墳を除く 7 基は掘り方を造成して石

室を構築するという方法が採用されている。

8 号古墳

位置 S-13グリッドを中心に位置し、 7 号、 9 号

古墳の北側に位置する。

墳丘と外部施設規模は周堀を含めて南北26.35

m、東西25.25m、墳丘は南北12.9m、東西17.85mで

ある。

石室開口部前には前庭がある。最大幅は8.5m、長

軸 8m、深さ 0.8mを測る。開口部の直前の底面は更

に一段低くなっていた。西南隅から細い溝が周堀に

向って延びている。

周堀は前庭と分離し、 2 ヶ所が開放している。底

面は北側が最も浅く南に向って序々に深くなってい

る。

主体部の構造 横穴式石室を有していたと考えられ

るが、床面の一部を除いた他は残存しなかった。底

面には、径0.05mの小円礫が敷きつめられていたが、

その下には安山岩の割れ石が舗石状におかれてい

た。床面と掘り方底面との差は0.05mである。

出土遺物 石室床面から 2 点の鉄片を、前庭埋没土

中から須恵器の台付長頸壺形土器とふいご羽口を出
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IV 古墳時代の遺構と遺物

土した。

石室の構築状況 石室は掘り方の竪穴を掘りその底

面に根石を置く方法がとられていたと思われるが、

他の石室に比して、掘り方の掘削深度が著しく浅い。

規模は縦5.68m、横幅が奥壁よりで 3m、開口部より

で1.95mであった。

1
,
-

9竺
も

95.4 

B
 

A A' 
ヽ＼ \ \ ヽ / II 

ローム粒子、白色パミス少量：

L =95 8 m 一― 混入する。暗黄褐色土、浅間

0| 
B軽石を混入する黒色土をプ

ロック状に含む。粘性は弱く、

パサバサしている。

2 層 浅間 B軽石混り黒色土

B B' 3 層 黒色土 ローム粒子・プロックを少斌含

む。（白色パミスを混入する。）

4 層暗褐色土 ローム粒子を多く含む。粘性

しまりあり。

5 層 暗褐色土 4 層よりさらにローム粒子を

多く含み、多くはプロック状

に入ってくる。

6 層暗褐色土 ローム粒子を少拭含むが、全

C 辛
体に一様な様相を呈す。粘性

しまりは強い。

7 層 黒色土・ロームプロックの混土層

8 層 ローム土がプロック状に多く含まれる。

7 層が盛土壊土と考えられるのに対し、

8 層は自然営力による堆積と考えられる。

゜
10cm 

図 183 8 号古墳
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3. 古墳

各7 

10cm 

こ＝二□□エにロニこニエ

□-3 
、r :ー- コ--―ーヘ、‘\9 ] 

A
 

A' 

]Ocrn 

図 184 8 号古墳の出土遺物 B
 

B' 

9 号古墳

位置 N-11グリッドを中心に位置する。

墳丘と外部施設 周堀は円形を呈すると思われるが、

南側半分が調査区域外に及んでいる。墳丘の規模は周

堀を含め25.95m以上である。

周堀は西端で上幅4.5m、深さ 0.7m、東端で3.6m、

深さ 0.45mである。埋没土中に浅間B テフラ純層は認

められなかった。

►周堀 L =95.6m 

1 層 B軽石混り黒色土 ash プロック状に混える。粘性は弱い。

2 層黒色土 ローム粒子混入。

2' 層 暗褐色土をプロック状に混入し、 2 層よりやや明るい色調を

呈す。ローム粒子混入。

3 層 暗褐色土 ローム粒子をブロック状に含み、全体としてまだ

ら状になっている。

4 層 暗褐色土 ローム粒子・ブロックを多く含む。粘性しまり強

し）。

゜ locm 

図 185 9 号古墳
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IV 古墳時代の遺構と遺物

7 号古墳

位置 N-15グリッドに中心を置き、 6 号• 9 号古

墳の中間に位置する。 9 号古墳とは近接する。

墳丘と外部施設 規模は前庭と周堀の一部が調査区

域外にまで及んでいるが、周堀を含めて東西21.05 

m、墳丘の径は 14. 75mを測りほぼ円形を呈すると思

われる。

封土はほとんど存在せず、石室の西側に一部、黄

褐色土が残存していた。

石室の開口部前には前庭が設けられており、周堀

とは分離していたようである。周堀の断面形は内側

の傾斜が急であり、外側のそれは緩やかである。西

側部分では最上層に浅間 B テフラが堆積していた。

底面は北側で高く、東・西側部分にゆくに従って深

くなる。 4 • 5 層は人為的埋土の可能性がある。

開口部の左右には0.1~0.2m程の礫を用いた石積

がある。左側は1. 81m、右側は2.32mを測る。開口部

よりでは商く積み上げられているが、外側に向うに

従って 1~3 段となる。

主体部の構造 輝石安山岩の割れ石を乱石積した両

袖型の横穴式石室で開口方向は Sll°Wである。

玄室は胴張りが著しい。奥壁は大礫を 1 石裾え間

隙を小礫で補充している。側壁には幅0.6m程の礫を

根石に用い、上段はこれよりやや小形になる。壁面

は用石を巧みに調節し面とおしがなされている。羨

道は偏平の礫を小口積しており、用石の規模はほぼ

一定である。また、羨道は閉塞された状態にあった。

玄室間近では長さ 0.2m程の礫を石室の中軸に対し

て小口積しており、それから開口部近くまではこれ

よりやや小形の礫が使用されていた。

A
 

A' 

B
 

B' 

► 周堀

1 層黒色土 B軽石を多量に

含む、ややしま

りのある土。

2 層浅間 B

口竺ノこ! ~ lf I I !¥ 111 I\\口 r7/ n \~ 1 ¥ 111 / テフラ
rヽ

積あり。

3 層黒色土 黒ボケ土に近似

し、やや粘性あ

り、 C 軽石状の

パミスを含む。

4 層 黒褐色土 3 層と同様のパ

ミスを含む。し

まりのない土。

5 層灰褐色土ハードロームプ

ロックを多く含

む。また少菫の 玉 立

軽石（粘土粒） |の

\ 
や黒色ブロック

を含む。

6 層黄褐色土 ソフトロームと L =95.20m 
ハードロームと

の混土層。しま

りのよい土。
10 m 

゜図 186 7 号古墳
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3 古墳
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IV 古墳時代の遺構と遺物

戸黄褐色土 ソフトローム・ハードロームの混土層。 L =95.3 m 

ロ灰褐色土ロームブロックと II • Ill層の混土層。

言黄褐色土ハードロームの攪拌層
0 4 m 

図 188 7 号古墳石室の掘り方
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図 189 7 号古墳の出土遺物 (3~9) 
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開口部は最下位に0.7 X O. 4 X O. Smの礫を桓石状

に置き、この上に小礫を積み上げ、最上位に桓石と

同規模の礫を差し込んでいた。

羨道、玄室の床面の高さは差が無い。玄室の床石

には割れ石を舗石状に敷き、この上に径0.05m程の

小円礫を置いていた。羨道床石は角礫のみである。

出土遺物玄室の右側壁際から刀子 1 本を出上し

た。また前庭からは須恵器の大甕を出土している。

石室内の埋没土中から形象埴輪、円筒埴輪の破片を

多く出上している。

石室の構築状況石室は竪穴を掘り、その底面に根

石を置く方法をとっている。規模は縦6.15m、横幅は

玄室よりで3.9m、羨道よりで3.9mを測る。残存壁高

は 1.2m前後である。この壁穴の縦方向の中軸線と石

室の中軸線は大きく異なっていた。

3. 古墳

3 号古墳

位置 J ~30グリッドに中心を置き、 2 号・ 4 号古

墳の南側に位置する。前庭の中央部分で12号住居、

周堀の東側部分で 5 号住居の北西コーナーと里複す

るが、いずれの住居よりも本古墳の築造時期が新し

し）。

墳丘と外部施設 規模は周堀を含め東西16.95m、南

北19.45m以上である。北側の周堀は外縁が突き出し

ており、墳丘全体の形状は南北方向に長い円形を呈

している。墳丘は東西で16.95m を計った。封土は全

く確認できなかった。

周堀と前庭は南側の一部が調査区域外へ延びてお

り全体の形状を把握できなかった。東側の周堀は前

庭との間が開放しており、西側もその可能性がある。

周堀は上端の最大幅が西側部分で2.95m、東側で

ー
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►前庭部・周堀

1 層 暗褐色土 やや明るい色調を呈する土

4 住 が、斑状に入る。

2 層 B軽石混り黒色土 浅間 B は部分的に

純層を残している

ものの多くは攪拌

93.2 

D
 

沢＼
D' 、\\\

L=93.7m 

を受けている。

3 層黒色土 白色パミス混入。

4 層 ローム粒子混入。 3 層よりやや明るい

色調で、しまり粘性とも強い。

5 層暗褐色 ローム粒子混入

6 層暗褐色 ロームプロックを混入する。

7 層 ロームブロック＋黒色土混土層

8 層 暗褐色土 ローム粒子を多く含む。粘

しまり弱い。

9 層 暗褐色土 5 層とほぽ同じであるが、

やや色調は暗い。

゜ 10m 

図 190 3 号古墳
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IV 古墳時代の遺構と遺物

3.5mである。周堀の底面

は石室の東側、西側と土拡

状に深く掘り込まれた部分

があり、起伏に著しい相違

がある。東側を除いて埋没

上の最上層に浅間 B テフラ

の堆積が確認された。

前庭は横幅7.22m以上、

縦5.lm以上で残存壁高は

0.9mであった。開口部の左

右には石積があり、

主体部の構造

それぞ

れ1.2m ほど延びていたよ

うである。左側に0.8m程残

存していた。径0.2m程の礫

を小口積していた。前庭の

底面と開□部床面との比高

差は0.85mである。

輝石安山岩

の割れ石を乱石積した横穴

式石室である。両袖型と思

われるが残存状態が極めて

悪く羨道がほとんど壊われ

ており、原形を把握できな

かった。

玄室は弱い胴張りを呈し

て羨道と接していたものと

思われる。奥壁は右側壁よ

りに幅0.85mの大形の礫を

据え、左側には0.3~0.4m

の小礫を補填していた。側

壁は奥壁に近い部分で第 1

段目が残存していた。左側

壁はほぼ中頃に1.1 X0.6m 

の礫が置かれ、

し）た。

その奥に幅

0.2m程の礫が使用されて

床面は右側壁際を残して

他は攪乱の為ほとんど残

232 
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存していなかった。床面に径0.2m程の割り石が舗石

状に敷きつめられていたと考えられる。

開口方向は羨道の方向からは S 6°E であるが玄

室の中軸線は S 16'30'E となり、玄室と羨道に大き

な食い違いがあったようである。

出土遺物 周堀の埋没土中から土師器の杯形土器と

甕形土器の破片が出土している。

石室の構築状況石室は長方形の竪穴を掘り方とし

その底面に根石を置いている。掘り方の規模は上端

が縦5.57m、横幅が玄室部分で4.25m、羨道部で4.02

mである。いずれの部分でも壁面の立ち上がりは緩

やかであった。残存壁高は最深部で0.65mである。

裏込め材には小礫の混入は少なく、黒褐色土と灰

褐色土の層が0.3m程の厚さで詰められていた。奥壁

部分では用石の形状にあわせて掘り方法面の造成が

行われており、裏込の土粒はほとんど無い状態で

あった。

3. 古墳

4 号古墳

位置 N-27グリッドを中心に位置し、 2 • 5 号古

墳と接する。

墳丘と外部施設規模は周堀を含め、東西15. 75、南

北15.4m、墳丘は東西で11.3m と今回検出した古墳

の中で最も小形である。封土は全く残存していな

かった。

石室開口部前には前庭があり、これから分離して

周堀がめぐっている。周堀はいわゆる馬蹄形を呈し

ているが東南端はやや外側へ向かって延びている。

幅は他の古墳のそれよりも狭く石室の北側が最も細

くなっていた。規模は北側から東側部分で上端 lm

前後、西側部分はやや広くて2.8mを計った。深さは

0.2~0.25m と浅い。埋没土は FP、浅間 C軽石を含

む黒色土であった。

►前庭部・周堀

1 層 暗褐色土 B軽石攪拌により、パサパサしている。

2 層 浅間 B軽石やや乱れるが、下層は比較的残りが良い。

3 層黒色土 ローム粒子を混入する。粘性しまりあり。

4 層 黒色土 3 層よりやや軽い色調を呈す。

5 層 黒色土 3 • 4 層の中間的色調を呈す。

暗褐色土 ローム粒子を多く含む。粘性あり。しまり

はやや弱い。

暗褐色土 ローム粒子を多く含む。 6 層よりやや明す

い色調を呈す。

黒褐色土 ローム粒子を混入する。

ロームプロック及び黒色土の混土層。

暗褐色土 9 層よりやや暗い色調を呈し、ロームプ

ロックを混入する割合は少ない。

B_ A
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図 193 4 号古墳
゜ 10 rn 

233 



IV 古墳時代の遺構と遺物

前庭は比較的形状の整った隅丸の台形である。南

西部分の角には浅い掘り込みが周堀に向って張り出

していた。規模は最大横幅7.15m、縦4.92m、深さ o.

8mであった。埋没土の最上層に浅間 B テフラの純層

が堆積していた。底面と石室開口部との比高差は0.

4mである。

主体部の構造 輝石安山岩の割れ石を乱石積した両

袖部横穴式石室である。玄室長に比して羨道長が長

いプランである。また、玄室の幅が狭いため羨道幅

が広く感じられる構造である。開口方向は S10°Wで

ある。

玄室は奥壁の中央に0.6X 0.65mの大形の礫を据

え、側壁との間には0.4X0.2m程の礫を充填してお

り左壁側に 4 石、右壁側で 3 石残存していた。側壁

の根石は幅0.3~0.4mの礫が使用の上面の状態にあ

わせて次の段の用石を固定してゆくいわゆる「落し

叶

B 9.J B' 

に．

C { L 

吋 叶

図 194 4 号占墳の石室
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込み」に近い構築技法が用いられているようである。

羨道は開□部と玄室入口に柱状の角礫を立石し、

これに偏平な礫を積み上げそれぞれ羨門、玄門を意

識した構造をとっている。その他の側壁の根石は偏

平で小口に置かれている。用石の大きさは左壁に比

して右壁がやや大きく、各段ごとに水平を調整しな

がら玄門から開口部に向けて積み上げているようで

ある。

閉塞には0.1~0.2mの角礫が用いられていたがあ

まり丁寧ではなかった。玄室との境には梱石状の礫

を確認することはできなかった。

床面は0.1~0.15mの小礫が敷きつめられていた。

掘り方の面との差は約0.lm、側壁の根石はほとんど

の部分が床面下にかくれている。

出土遺物 前庭から須恵器の台付長頸壺、周堀の埋

没土中から土師器の杯形土器の破片、石室埋没土中

B 

C 復 11 ¥I 桜

L =94 0 m 
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3. 古墳

から鉢形土器の破片を出土している。

石室の構築状況 竪穴を掘り根石を置く方法が取ら

れている。規模は縦5.56m、上端の横幅は玄室部分で

2.84m、羨道部分で2.24mで、北側の隅は丸味を帯び

ている。

壁面の下半部には鋤と思われるエ具による掘削痕

が 2 段から 3 段残存していた。掘削の方向は最下段

が玄室右壁中央から奥壁に向かって、その上段は奥

壁から右壁中央に向かっていた。

底面はほぼ水平に掘削された後、根石を設置する

部分はその用石の形状に合わせて底面を再度掘削し

て根石上端の水平を調節している。奥壁部分は他よ

りも 0.2m程、掘り下げられていた。

裏込には礫はほとんど用いられず石室の用石との

間にはロームブロックを多く含む土粒が入れられて

いた。

O
 

10cm 

図 195 4 号古墳の出土遺物
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\ 
蕊灰褐色土ロームブロックと II 層 •III層の混土層。

ー黒褐色土ローム小ブロックを含む。

二黄褐色土ハードロームの攪拌層

亡□］黄褐色土 ハードローム・ソフトロームの混土層

図 196 4 号古墳石室の掘り方
゜ 4 m 
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IV 古墳時代の遺構と遺物

5 号古墳

位置 R-25グリッドを中心に位置する。南東に 2

号古墳、 4 号古墳が接する。

墳丘と外部施設 形状は周堀の外縁をみる限り南北

に長い鶏卵形を呈しているようであるが、周堀の内

縁、すなわち墳丘自体は東西に長く矩形に近い形状

を呈している。これは北側の周堀の幅が著しく広が

る為である。

規模は周堀を含めると東西22.5m、南北26.lm、墳

丘は東西17.55m、南北10.35m を測った。

封土は墳丘中央、石室近くに一部が残存していた。

ソフトローム、ハードロームを混入する灰褐色土で

ある。

周堀は部分的に分離し、 3 ヵ所で開放している。

西側の上端の幅は2.5~2.Smである。北側の著しく

拡張している部分では最大幅を8.8m計った。埋没土

中に浅間B軽石の純層の堆積は認められなかったが

最上層の黒色土中に B テフラが多く含まれていた。

A
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L =95. 1 m 
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__----------------__ 
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\ 

令

゜
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►前庭部・周堀

1 層 暗褐色土 （灰）白色パミス、黄色パミスを混入する。土質は B テフラが攪拌されパサパサしている。
2 層 暗褐色土 1 層より色調はやや暗い。浅間テフラをブロック状に混入する。

3 層 暗褐色土 黄色パミスを多く混入する。粘性、しまりともにやや強い。

4 層 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

5 層 黒褐色土 一様に黄色パミスを混入する。粘性しまりあり。

6 層 暗褐色土 ローム粒子を混入する。 3 層よりやや明るい色調を呈す。

7 層 暗褐色土 色調はやや暗く、ローム粒子・少泣混入する。 8 層 ローム粒子・ロームブロック・里色土の混土層。

図 197 5 号古墳
゜ 10 m 
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3. 古墳
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IV 古墳時代の遺構と遺物
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蕊灰褐色土ロームプロックと II 層． III層の混
土層。

ー黒褐色土ローム粒を含む。
二黄褐色土 ソフトローム・ハードロームの混

土層。

巳黄褐色士ソフトロームの攪拌。

< 4 m 

/ --
L =95.5m 

I ► 

図 199 5 号古墳石室の掘り方

口

ロ

石室の開口部前には前庭が設けられている。

西壁は西側の周堀に向って浅い掘り込みが延

び、東壁も周堀に向って突き出ている。

規模は縦6.7m、最大幅9.65m。底面は起伏

が著しく、開口部前は底面が更に一段低く掘

り下げられていた。壁面の残高は最深部でl.

4mを計った。

また、開□部の左右には石積があり石室の

正面観が整えられている。左側は1.94m、右側

は 1.33mで0.2m程の大きさの礫が用いられ

ていた。
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埋没土の最下層はロームブロックと黒色土

の混土層で人為的な埋土の可能性がある。

主体部の構造輝石安山岩の割れ石を乱石積

した両袖型横穴式石室である。
4 

：：：：ご 玄室はやや胴張りを有する。玄門は柱状の

礫を直立させている。袖部は短く、羨道の幅

に比して玄室の幅が狭い。奥壁は中央に大形

図200 5 号古墳の出土遺物

238 

0. 
10cm 

の礫を据え側壁との間には幅0.2~0.3mの礫



を補填している。開口部は0.4~0.5X Q .2m程のやや

偏平な礫を石室の中軸線に対して小口積みに重ねて

いる。羨道の用石は幅0.2~0.3mで良好な部分で 3

段残存していた。

石室開口部には桓石が、羨道と玄室の境には梱石

が置かれており、羨道内は閉塞がなされていたと思

われる。

床面は玄室、羨道とも同じ高さである。床石には

下位に径0.2m程の礫を一面に敷き、その上に径0.1

m以下の小円礫が敷きつめられていた。

出土遺物 前庭の埋没土中から土師器の杯形土器を

3 個体また、周堀の埋没土中からは須恵器の大甕の

破片を出土した。

石室の構築状況石室は長方形の竪穴を掘り、その

底面に根石を置いている。規模は縦6.65m、横幅3.35

mである。壁面は全体にやや外反形状で底面近くに

弱い稜を有する。残存壁高は 1~1.15mである。

また、底面には 4 号古墳と同様、エ具による掘削

痕が残っていた。

裏込材には礫がほとんど用いられずローム混りの

黒色土、黄灰色土が入れられていた。

石室床面と掘り方底面の間は約O.lm、灰褐色土が

入り堅くしまっていた。

3. 古墳

2 号古墳

位置 P-31グリッドに中心をおき、東に 1 号古墳、

南西に 4 号墳、北西に 5 号古墳が位置する。墳丘の

北側で周堀が 2 号住居と重複するが、古墳が新しい。

墳丘と外部施設 円墳と思われるが周堀の状況から

は方墳とも考えられる。規模は周堀を含めて南北23.

75m、東西24m、墳丘は東西14.25mである。

封土は石室北側の一部にロームが汚れたような黄

褐色の土粒が確認できただけである。

石室の開口部前には前庭が設置されている。平面

形は台形で、南東隅が嘴状に東側に延びている。最

大幅は 9m、深さ lmで底面には更に方形の掘り込

みがあった。埋没土の最上層に浅間 B テフラが堆積

している。その下位の黒色土中には焼土ブロックの

混入が顕著である。開口部床面と底面との比高差は

0.4mである。

開□部の左右には石積が延びている。左側は1.73 

m、右側は1. 47mである。 0.1~0.2mの礫を横積にし

ているが右側の方がやや小ぶりである。左側はほぼ

2 段積で残高約0.4m、右側は 3 段積で約0.3mであ

る。

周堀は前庭の東側と石室の北側で分離していた。

西側の周堀は 4 号古墳の周堀の存在を意識してか外

周の一部が内側にくぼんでいる。断面形は緩やかな

こ：ロ

口

図201 2 号古墳の出土遺物
10cm 
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IV 古墳時代の遺構と遺物

レンズ状を呈しており、残存壁高も 0.6~0.7m と比

較的浅い。埋没土の最上層は FP、浅間 C軽石混り

の黒色土である。

主体部の構造 輝石安山岩の割れ石を乱石積した横

穴式石室と考えられるが攪乱が著しく開口部の周辺

を除いてはほとんど残存していなかった。

床面もほとんど残存しなかったが、径0.2m以下の

礫が用いられていたと思われる。

出土遺物 前庭の埋没土中から土師器の甕形土器と

杯形土器が出土している。

石室の構築状況 主体部は長方形の竪穴を掘り方と

し、その底面に根石を据えていたようである。規模

は長さ 5.67m、玄室部分の横幅3.7m、羨道部分3.04

mで残存壁高は0.9~0.15mであった。断面形は残存

部の上位は大きく外反するがそれより下位は垂直に

近い立ち上がりである。根石はそれぞれの大きさに

即して安定性のある据え方がなされ、部分的には掘

り方底面を更に掘り下げている。中軸線の方向は S

9°E である。

荼
6

8
.
 

ー

1 号古墳

\ \\\\\\\\\ 
f 

\? 門 iI [ 
I 

4 
|► 前庭部・周堀

1 層浅間B テフラ中心の砂質土層上面で

やや黒色。ピンク色を帯びた灰

を中心とする。プロック状混入。

黒褐色土 やや黒ボク的な粘性土とソフト

ロームの不均等な混合土。パミ

ス (EP?) を少量ふくむ。

3 層暗黄褐色土 ソフトロームを中心にハード

ローム、 FP を不均等に含む。

黒色土も大ブロック状に入る。

北側より 3 層に渡って堆積する。

A' 
4 層黄褐色土 ハードローム中心に、若干の黒

A 
「―---→← 色土を含む。しまりのある層。

古墳構築時の踏み固め土。

゜
lOm 

し
L =94.6m 

図202 2 号古墳

240 



3
 

古 墳

吋

叶

＼
ー
ー
ー
1
1
1
1

ー
ー
ー
ー

1
/
1
9
戸

、
\
”
。
ー
ー

[
l
、
、
ロ
ー
ー
ー
／
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
／
ー
／
ー
，

—
ー
0

↑
↓
|
払

一一
/ 

〗
口
。
：
言
i
o

l
I
ー
ー
]

／
ー

1
ー
ー
／
ー
ー
ー
ー
ー
／
ー
：
隅
，

1
1
1
1
1

ー
ー
＼
＼
＼
が

尋
. 

< I ► 

吋

L =94.4 m 

0. 
2 m 

図203 2 号古墳の石室

241 



IV 古墳時代の遺構と遺物

1 号古墳

位置 0-35グリッドを中心に位置し、西側の周堀

は 2 号古墳の周堀と接する。今回検出された古墳群

中最も東側に位置する。地形は序々に北西から南東

に向って低くなり、古墳の東は約50mで沖積地とな

る。

墳丘と外部施設 方墳である。規模は周堀を含めて

南北25.15m、東西27.15mであり、墳丘は南北17.5

m、東西18.7mを計った。

封土はその多くが失われほぼ削平された状態で

あったが石室から東に2.8m、西に2.3m、北は周堀の

内縁までの範囲に 10~15cmの厚さで残存していた。

基本土層の II 層、 III 層、 IV層の混土層である。

周堀は石室開口部の左側で一部分離している。ま

た、周堀の掘削には一定の企画性を保ちながらも

処々に形状の相違が認められる。北東と南東の両隅

は外縁が丸みをもっている。西側の周堀は北西隅の

やや南側は 2 号古墳の周堀をよけるように幅が狭く

なり内側にくびれている。そして、南西隅に向って

序々に外縁が幅狭くなっている。断面形は内側の傾

斜が急、外側が緩やかである。埋没土の上層には浅

間 B テフラの純層が堆積していた。また、これより

下位の黒色土層中には FPや浅間 C軽石が少鼠含ま

れていた。

石室開口部前には前庭がある。台形状を呈し、四

隅はやや丸みを帯びていた。規模は最大幅7.7m、縦

5.52m、深さ 0.8mである。石室開口部の両側には石

積がある。左側には 1.34m以上、右側に0.72m以上

あったと考えられ、石室を構築する際に掘削される

竪穴の横幅と一致すると思われる。左側は0.5m程の

礫が、右側はこれよりも小さく 0.2m程の礫が横積み

されている。

埋没土の上から第 2 層目は浅間 B テフラの純層で

あり、その下層には多量の礫とともに多くの炭化物、

焼土の混入が認められた。最下層とその上の第11層

はロームブロックと黒色土の混土層で 6 号古墳同様

人為的に埋め戻された可能性もある。

主体部の構造 輝石安山岩の割れ石を乱石積した両

242 

袖型の横穴式石室である。玄室の一部が張り出して

L字形を呈している。左壁の奥壁よりの一部が内側

に迫り出しているのは右室の崩壊のためと考えられ

る。

玄室の規模は長さ 2.98m、右壁の奥壁よりが長さ

0.74m程張り出しており、奥の幅が2.0mであるのに

対し、玄室中央の幅は1.44mである。

奥壁は幅0.8m程の礫を 2 石据えその両側には小

形の礫を充填している。側壁は壁面の良好な部分で

4 段積まれていた。根石は0.2~0.3 X 0.25~0.3m 

の礫を小口に据えている。用石は羨道のそれよりや

や大形で割れた面を巧みに組み合わせて、これに割

れ石を差し込み安定を保っている。羨道との境はい

わゆる玄門を意識した構造がとられている。左右両

袖とも柱状の礫を直立に裾え、これに偏平な形の礫

を菫ねている。

羨道は開口部から半分が攪乱の為に欠失してい

た。石積は良好な部分で 3 段積まれていた。 0.2~0.

3mの用石が使用されている。

床面は羨道部分のレベルがわずかに高いが玄室、

羨道の間には用石の差はなく、 0.1~0.15m程の割れ

石が舗石状に敷きつめられていた。羨道と玄室の境

には長軸0.25m程の礫が 2 石、石室の長軸に直交す

るように置かれており、梱石状を呈していた。また

これよりも開口部よりにも同規模の礫が石室の長軸

と同方向で 3 石置かれていた。

石室の構築状況 石室は矩形の竪穴を掘り、この底

面に根石を置く方法がとられていた。竪穴の規模は

長軸で7.62m、横幅は玄室で3.5m、羨道よりで5.84

mである。断面形は垂直に近い立ち上がりであるが

羨道よりの左側壁は緩やかな形状であった。底面は

平坦に仕上げられているが、奥壁や開口部、玄門に

あたる石材が位置する場所は更に深く掘り込まれて

いた。奥壁よりの壁面には鋤先と思われるエ具によ

る掘削痕が明瞭に残っている。石室は掘り方の東側

にやや偏って構築されており左側に余裕がある。裏

込め材には礫がほとんど用いられずに土粒が入れら

れているが特に突き固めた様子もなかった。



3. 古墳
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B' ► 前庭部・周堀
_ 1 層 黒色土 多凪の浅間 B軽石をすき込んでいる、しまりのない砂質土。

2 層浅間 B テフラ

3 層黒色土 黄色粒子をかなり多く含んだ土。

4 層 黒褐色土 黄色粒子をかなり多く含んだ土。やや砂質を帯びている。

5 層褐色土 多葉の炭化物（木材）と焼土を含んだ層。

6 層 黒色土 かなり多星の炭化物と黄色粒子を含みやや粘性をもつ。

7 層 黒褐色土 4 層に類するが、ややしまりのない土。

8 層黄色土 攪乱されたソフトローム。

9 層 黒色土 6 層に類するが、炭化物を含まない。かなり多くの黄色粒子を含む。

10層 黒色土 9 層よりもやや明るい土で多くの黄色粒子やパミスを含む。

11層 黒褐色土 ソフトローム粒パミスを多く含む。 FP (¢,2mm) も少鼠含む。

12層 黄褐色土 ハードロームプロックやソフトローム粒と褐色土との混上層。かなり

しまりがある。

0. 
10 m 

図204 1 号古墳
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IV 古墳時代の遺構と遺物
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3. 古墳
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図206 1 号古墳石室の掘り方

亡□ 黄褐色土

言灰褐色土

11111 黒褐色土
匠臼］黄褐色土

ソフトローム・ハードローム

の混土層。
ロームプロックと II 層 •III層

の混土層。

ローム粒を含む。

ハードロームの攪拌層。

0. 
4 m 
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IV 古墳時代の遺構と遺物

出土遺物 玄室内を中心に多くの遺物が出土してい

る。外部施設では前庭の埋没土中から須恵器の聰（5）、

大甕の破片が出土している。周堀の埋没土中からも

須恵器の大甕の破片と埴輪の破片 2 片が出土してい

る。埴輪についてはこの古墳に伴うものとは考えら

れない。

玄室の玄門右袖隅からは 2 個の須恵器の長頸壺

(2 • 3) と 1 個の提瓶 (1) が口縁部を上にして寄り

あった形で出土している。玄室からは他に須恵器の

杯形土器 (4) が出土している。

玄室の左袖には切っ先を下にして蕨手刀 (12) が立

て掛けられたような状態で出土した。鞘金具は刀身

1
1
 

I

I

 

l

l

 

ヽ I / 

ロニ口

図如7 1 号古墳の出土遺物（ 1)
゜ 10cm 

246 



3. 古墳

の北側に離れて出土していることから刀身は鞘から

抜かれて置かれてあったと思われる。中央、左壁際か

らは直刀が切っ先を羨道側に向けて出土しており、

柄の脇には刀子があった。刀子は合計 4 本出土して

いる。また、玄室の羨道より左側から金環が 2 個出

土している。

鉄鏃は鏃身の確認できたものが62本あり、頸部を

含め 134点を取り上げた。型式別には、短頸関箆被腸

扶両刃両丸造五角形式が 1 本、短頸関箆被腸扶両刃

平造五角形式 1 本、短頸関箆被両刃片丸造五角形式

3 本、長頸棘箆被関無端刃平刃箭式 9 本、長頸関箆

被関無端刃平刃箭式 3 本、長頸棘箆被両刃両丸造翌

箭式 5 本、長頸関箆被両刃両丸造竪箭式 4 本、長頸

関箆被両刃片丸造馨箭式 1 本を確認できた。蕨手刀

(12)の周辺と奥壁際に集中していた。

鉄釘は頸部で10本、身部で43本が確認できた。床

一面に散乱しており床石の間に落ち込んでいるもの

もあった。身部に木質片が付着しており、木棺に使

用されていたと思われる。

玄室内からは人骨や歯も検出された。歯は奥壁近

くの床面から 38個が出土している。人骨は残存状態

が極めて悪かったが頭骨の破片が羨道に近い場所か
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図209 1 号古墳の遺物出土位置

ら出上しており、石室内が乱れていた

ことを推定することができる。
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図208 1 号古墳の出土遺物（ 2)
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3. 古墳
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IV 古墳時代の遺構と遺物

~ 57 ~ り= C 
58 

紐 V V 63 ¥ \“H N 65 U [] [] ［゜］
図212 1 号古墳の出土遺物(5) ゜

5 cm 
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10 号古墳

位置 L-12グリッドに位置し、 6 号古墳の東南に

位置する。

墳丘と外部施設 石室の開□前に他の古墳の前庭に

相当する掘り込みがある。これの規模は縦1.45m、横

幅1.78m、深さ 0.38mである。

主体部の構造両袖型の横穴式石室の形状を呈す

る。 0.2~0.3m幅の輝石安山岩の割れ石を立石させ

ている。石室は長軸0.95m、奥壁の幅0.37mである。

玄室は左側壁の 3 石、右側壁の 4 石、奥壁の 2 石か

らなる。

石室の構築状況 石室を構築するにあたり、長方形

の竪穴を掘削している。規模は縦1.94m、横幅1.

28~1.36m、深さ 0.2~0.24mを測った。

叶 叶

図213 10号古墳
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4. 遺構外の出土遺物

4. 遺構外の出土遺物
4~11 （図214) は土師器である。 11は刷毛目整形を

残した壺形土器でやや古い様相を示すが、 4~10の

以上報告した住居や古墳などの遺構からの出土遺

物の他に、多くの遺物が出土していた。 それらは、

ほとんど遺構確認時に検出されたもので、 H • I 

-33~35グリッドの遺構密集区のものが多い。本書

では、図示可能なものだけを掲載した。

杯形土器とともに、本遺跡検出の住居や古墳と同時

期の遺物と考えられる。

l~3 （図214) 、 12~21 （図215) は埴輪片であり、す

べて円筒埴輪とみられる。 1 の裏面の横ハケの他は、

縦および斜め方向の刷毛目整形を行っている。図示
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図214 遺構外の出土遺物（l) （古墳時代）
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IV 古墳時代の遺構と遺物

したものは、遺構外で検出した埴輪片のほとんどで、

他に 1 号住居の埋没土中に破片が少量含まれていた

だけである。

本遺跡で調査した古墳は、墳丘が失なわれており、

にわかに判断し難いが、周構に埴輪が落ちこんでい

ないことから考えれば、埴輪配列が施設されていな

いと判断できよう。古墳の編年観からしても、本遺

跡の古墳には、埴輪配列は一般的には考えられない。

伴うものではないと判断した。

本遺跡の南方には古墳群が形成されており、本遺

跡の古墳より古い時期の古墳も分布している。

なっているものが多い。

しか

し、古墳時代以降の畑地開発に伴なって墳丘を失

このような人為な開発に

よって、上砂の移動は充分考えられ、本遺跡内にも

埴輪片を検出したものとすることもできよう。

したがって、
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図215 遺構外の出土遺物（2)（古墳時代）
。
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1.土拡

v その他の遺構と遺物

こ
I ► I ► 

。

゜/ 口
B
 

B
 

c
 

ｩ 

l.土砿

発掘区南半に集中する古墳や住居から離れて

台地上部に土拡 6 基が検出された。いずれも古

墳時代以降の土拡と考えられ、この台地上に

人々が居住しなくなってから後、居住以外の何

らかの活動の結果つくられた施設と考えられ

る。

① 

3 • 4 • 56 • 60号土拡は、細長い二等辺三角

〇 形を呈し、掘り込みは確認面から浅く 10~30cm

である。いずれも多菫の炭化物・炭化材を埋没

土に混入すること、三角形の先端方向が北西で

あることを共通の特徴とする。形態的には床面

に凹凸があり、先端部がやや浅く底辺部がやや

深くなっている傾向がある。 56号土拡には周辺

に小ビットが並んでおり、付属する蔑屋の想定

も可能である。ピットの深さは15~20cmである。

3 号土拡の平面形確認時には、図217のようなロ

クロ使用酸化焙焼成の小形杯形土器が埋没土上

ｩc 

層部で出土している。

1 号土砿は円形の土拡であり、埋没土の大部

分は浅間 B テフラである。発掘区北側の浅い埋

積谷で検出された。

2 号土拡は 3X2mの隅丸長方形の土砿であ

る。上層は FP を含む黒色土で埋まっている。

A
'
 

A
'
 

B
 

B' 

1 層黒色土 炭化物を多拡に含む。黒褐色土粒を少虻混じ
る。

2 層 炭化物とソフトローム粒の混土層。
3 層暗褐色土とソフトローム粒の混土層。

c
 

c
 2m 

L =92.6m 図216 60号土砿
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v その他の遺構と遺物

叫 叫

\ 
A
 

A' 

A
 

叫
A' 

叫

L =94.50m 

1 層黒灰色土多足の炭化物と軽石を

含む。

2 層黒色土 多拭の炭化物を含む。
浅間 B テフラをプロッ

ク状に混じる。

3 層黒褐色土少菰のロームプロック

と、炭化物・パミスを

含む。

4 層灰褐色上 ソフトロームと黒褐色

土の混土層。少斌の炭

化物を含む。

• 

1 層表土 ロ ロ2 層 黒褐色土 ¢,2~3cmの炭化物を多く含む。

3 層黒色土 ¢,2~3cmの炭化物を多く含む。

4 層 暗褐色土 ローム粒をブロック状に多く含む。

5 層 暗褐色土 ローム粒と少星の焼土粒を含む。

6 層 暗褐色土 5 層に似るがやや暗い色調を呈す。

7 層 暗褐色土 炭化物・焼土粒を多く含む。

8 層 暗褐色土 焼土をプロック状に混入する。

9 層暗褐色土炭化物を多く含む。

゜
5 cm 

• 

Iー' 
I OJ 

\ 
A
 

A' 

B
 

B" 

A
 

A' 

L=94.90m 

図217 3 号土拡（上）と 4 号土拡
゜ 2m 
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叫
叶

叫 ul W l l | | 
I 

A
 

叫

A
 

叶

A
 

A
 

2. 溝

[
、
一
ー

A
 

A' 

2 号土拡

1 層 黒褐色土 FP を含む。粘性・し

まり弱い。

2 層 黒色土 FP を含む。粘性・し

まり弱い。

2' 層 黒色土 2 層より明るい色調。

3 層暗褐色土 ローム粒子を含む。粘

性・しまりがある。

4 層 3 層よりやや暗い色調を呈する。

5 層暗褐色土 ローム粒・ロームプロ

◄ ックを含む。粘性あり。

L =93.6m 

図218 1 • 2 • 56号土拡

1 号土拡

1 層浅間B テフラ 火山灰層

2 層浅間B テフラ軽石層

3 層暗褐色土炭化物粒をレンズ

状に含む。しまり弱い。 ► 

溝は東へ突き出した台地の東西を画するように、

南北方向の溝 2 条が検出された。

1 号溝は、グリッド 8 および 9 ラインに沿うよう

な位置にある。幅は70~100cmである。確認面からの

A' 

叫

A
 

A
 

叶

L =95 4m 

▲56号土拡 l 層 黒色土 5cm大の炭化物を多斌に含む。ソフトロームブロック、浅

間 C軽石を少巌含む。

2 層褐色土 ソフトロームを含む。

3 層 2 層とソフトロームの混土層。

\\\— 
ロ

A' 

2m 

深さが 7~10cm と浅< e ラインから K ラインおよび

0 ライン以北は、途切れて確認できなかった。用地

買収が遅れていた宅地部分(Y~e ライン）は、遺構

確認をハードローム上面で行なったので、 1 号溝を

未確認である。 2 号溝は、台地東縁をまわるように

検出された。断面形が特徴的で山側は緩やかに立ち

。
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2. 溝 3 . 遺構外の出土遺物

上がり、谷側はほぼ垂直に立ち上がる。埋没土は黒

褐色土が中心であるが、特に谷側がしまりのない土

で埋まっている。

なお、発掘区北部の浅埋積谷の北岸で、 トレンチ

調査の際にtラインに沿うような東西走向の溝を確

認している。幅40~70cmほどで、しまりのないやや

砂質の黒褐色土で埋まっているが、 1, 2 号溝との

関連は不明である。

1 層黒褐色土

2 層黒色土

3 層黒色土

4 層黒褐色土

L =91.5m 

少星の褐色土プロックを混入。しまりない。

やや粘性があり、少址の褐色土を含む。

2 層に類するが、より黒色である。

ソフトロームと黒色土の混土層。しまりがない。

0 1 cm 

3. 遺構外の出土遺物
図220 2 号溝埋土断面

図221に示した遺物が、遺構に伴わない形で出土し

ている。
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VI 科学的分析

VI 科学的分析

1. テフラの同定

群馬大学

新井房夫

R-36グリッド発掘調査坑の壁で、図 1 に示した

ように 11資料を採集した。

1.重鉱物組成

®から⑥まではほぼ類似して斜方輝石＞単斜輝

◄縄文時代遺構確認血

!Va 

b
 

Va 

⑨
 

Vb 

VI 
③
 

Vil 

VIII 

IX 

x
 

⑪ 

図 1 テフラ分析資料採取層位

258 

石＞磁鉄鉱の組成を示し、ごく少量の緑色角閃石を

伴う。⑦より下位では緑色角閃石が急増し、⑨・⑩・

⑪では角閃石＞斜方輝石＞単斜輝石＞磁鉄鉱の組合

わせとなる。⑥より上位は上部ローム層の、⑦以下

では中部ローム層（暗色帯）の特徴と一致する。

2. 上部ローム層中の示標層との対比

層位、鉱物組成、斜方輝石、火山ガラスの形態お

よび屈折率などの特徴を総合し、上部ローム層中の

示標テフラー板鼻黄色軽石 (YP); 白糸軽石 (SP)

表 1 テフラ分析結果 830907牛状遺跡 R-36 グリット

1 2 3 4 

純 重鉱物組成
石

試 料
英度 相対量比 絶対凪

830907一① C hy >au~m t y 

(ho I) 

II ―① C hy>au>mt y 

(ho+) 

I/―② C hy>au>mt y + 

II ―③ C hy>au>mt(ho) y + 

II ―④ C II Y ++ 

II —⑤ C II Y + 

II —⑥ C hy>au>ho>mt m ++ 

II ―⑦ C hy>ho>au>mt y ++ 

II ―⑧ C II y + 

II —⑨ C ha>hy>au=smt y + 

II ―⑩ C II y + 

}}—⑪ C II y + 



板鼻褐色軽石 (BP); 姶良Tn 火山灰 (AT) などと

の対比を検討した。

サンプル⑨の対比斜方輝石の最大屈折率1.

702~1.707は白糸軽石 (S p)の傾向に類似する。層

位や緑色角閃石を少量伴うことなどとも合わせて、

ほぼ白糸軽石 (S p)の層準に対比が可能である。

サンプル①の対比 斜方輝石の最大屈折率はサンプ

ル®に比べてやや低め(1. 700~1.705) で、板鼻褐色

軽石 (B p)の特性に一致する。層位とも合わせて、

いわゆる BP グループの中部層に対比できる。

姶良 T n 火山灰（ AT) の降下層準 5 cm厚さずつ系

統的にサンプリングした②～⑪について、火山ガラ

スの（相対的な）含量と、形態的特徴および屈折率を

5 6 7 8 

火山ガラス 屈 折 率 粒径 (cm)

タイプ 絶対凪 対（晶象数物) 範 囲 主範囲 最頻値

hy(50) l. 702~l. 707 砂質ローム

hy(40) l. 700~l. 705 砂質ローム

(｢, X0.3) 

cl + gl 1 499~1.501 0 05 

bw 

cl ++ gl 1 499~l. 501 0 05 

bw 

cl ++ g] 1.499~1 501 0.05 

bw 

cl ++ gl 1.499~1 501 0.05 

bw 

cl +++ gl 1 499~1.501 1500 0.05 

bw 

cl + gl 1 499~1. 501 0.03 

bw 

1. テフラの同定

調べた。②から⑦にいたるすべてにAT火山灰特有

の清澄なバブル・ウオール型の火山ガラス（一般に平

均粒径0.5mm）を含んでいるが、含量は系統的に変化

し、⑥の層準に明瞭なピークが認められる。⑥の下

位では急減し、⑧以下の層準ではほとんど含まれて

いない。上記火山ガラスは形態、屈折率(l. 499~1.

501) とも AT火山灰の特性と完全に一致する。した

がって、すべてAT に由来する火山ガラスと考えら

れ、 AT火山灰の降下層準 (2.1~2.2万年前）は、ほ

ぼ⑥の層準に当ると認定できる。

, 10 

色

記 事

br 白色細粒スポット（軽石）に富む。白糸軽石 (As-SP) 層準。

II 板鼻褐色軽石 (As-BP) の特性一致。

cl 〔以下、厚さ 5 cmづつの連続サンプルについてのAT層準

の検討〕

cl 

cl 

cl 

cl AT ガラス最多層準。ほぽAT層準 (2.1~2 2万y.B.P.) と

みなすことができる。

cl 
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2. 牛伏 1 号墳の人骨と骨

国立科学博物館人類研究部

佐倉朔

1.出土および保存の状態

牛伏第 1 号墳からは少量の人骨と約38個の人歯が

検出された。保存状態は不良で、とくに骨は頭蓋の

破片のほか微小な骨片と骨粉を残すのみであった。

歯は歯冠の部分のみ残存し、歯根は消失し、大部分

の歯では歯冠内部の象牙質も消失してエナメル冠だ

けが残されていた。エナメル冠の保存は比較的良好

で、中には破折して細片になっていたものもあった

が、大部分は歯冠表面の形態観察が可能であった。

これらの遺残は清掃後アクリル樹脂溶液（パラロイ

ド， 15%) で補強された。

歯および骨は出土物の番号が付けられ、検出位置

を図面に記録された。番号はNo. l~28、 105、 107、

115 、 116、 129 、 130の34個あって、そのうち No. 1 ~28、

115、 116 、 129、 130 は歯、 No.107は歯および微小骨片、

No.105は頭蓋片であった。歯については、 No.18が 3 個、

No. 127が 2 個、 No.1 29が 3 個の歯を含むほかは、それ

ぞれ一つの番号につき 1 個であった。図面によると、

これらの検出位置は、大部分が石室の奥半分の表面

付近であるが、頭蓋片と数個の歯は石室前半の右寄

りからも検出されている。歯のうちには数個が接近

した位置にあるものもあったが、多くは散在してお

り、その位置のみから所属個体である被葬者の異同

を確定することは困難であった。

2. 個体数と個体の異同

残存歯の歯種を鑑別して見ると、同一の歯種に複

数の歯が認められるものがある。例えば下右第 1 大

臼歯は少なくとも 3 個ある。したがってこれらの歯

は 3 個体以上に由来することは明らかである。また

かなり若年の個体が 2 体存在することは、 2 個の下

右第 2 乳臼歯と 1 個の上右第 2 乳臼歯が存在するこ

とから知られる。このうち上右第 2 乳臼歯 (No.129) と

1 個の下右第 2 乳臼歯 (No.129) は他の歯と異り歯冠
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内部に象牙質が残存するが、その形状からこれらの

歯は生前に歯根が生理的にほぼ隔解消失して脱落寸

前の状態にあったと推定される。したがって所属個

体の年齢は 10歳前後と考えられる。もう 1 個の下右

第 2 乳臼歯 (Nol30) は、咬耗がやや軽度であることか

ら、所属個体の年齢はそれより若いと考えられる。

上に述べたことに加え、歯の大きさと形態の特徴

および咬耗の程度などを総合的に考慮し、可能な限

り歯の個体的な異同を鑑別して見ると、やや不確実

な点もあるが概ね次のような 6 個体またはそれ以上

に分けられる。

第 1 個体：上右第 2 小臼歯（No.3) 、下右第 1. 第

2 切歯および犬歯破片 (No18) 、第 2. 第 3 大臼歯

(Nol9• 6 ）、下左第 1. 第 2 大臼歯 (No. 107) を含む。

歯は小さく、女性の可能性が大きい。咬耗は強く、

切歯、小臼歯、第 1 大臼歯ではブローカの 2 度に達

しており、年齢は熟年と考えられる。

第 2 個体：上右第 1 大臼歯 (No.23) 、上左犬歯

(No20) 、第 1 •第 2 小臼歯 (No.4 • 5) を含む。歯はや

や小さく、女性の可能性がやや大きい。咬耗は犬歯

の先端に小さいエナメルの孔がある他はブローカの

1 度に留まるが、年齢は壮年と考えられる。

第 3 個体：上右第 2 大臼歯 (No.2) 、上左犬歯破片

(No.25) 、第 2 大臼歯 (No.1) 、下右第 1. 第 2 大臼歯

を含む。中等の大きさで性別は不明である。咬耗は

軽度で、年齢は若い壮年と考えられる。なお下右第

1 大臼歯の頬側面にはプロトスタイリッドが存在す

る。

第 4 個体：残存歯の最も多い個体で、前述の上下

の右第 2 乳臼歯 (No129 ・ 130) のほかに 14個の永久歯

を含む。それらは上右第 2 切歯 (No129) 、第 1 大臼歯

(No28，遠心部が破損）、上犬歯 (Noll6) 、第 1 小臼歯

(No.1 15) 、第 2 大臼歯 (No.24) 、下右第 1 切歯 (No.25) 、

犬歯 (No.16）、第 1 小歯 (No.1 1) 、第 1. 第 2 大臼歯

(No.26•13) 、下左第 2 小臼歯 (No.1 2) 、第 1. 第 2. 第

3 大臼歯 (No.17. 10. 27) である。咬耗は乳臼歯と切歯

を除けばごく軽度で、とくに第 2 小臼歯、第 2 大臼

歯、第 3 大臼歯では全く認められない。この個体の
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で、成年に近い個体のものである。また上右および

上左第 2 大臼歯各 1 個 (No21· 7) があり、ともに軽度

の咬耗がある。その他に微小な破片 (No 4 ·22) が認め

られるが、歯種は不明である。

3. 人骨片

残存する人骨はごく少量で、数個の頭蓋破片

(Nol05) と微小な四肢骨片 (Nol07) を認めるに過ぎな

い。頭蓋片は頭頂骨を主とする長径 5 cm以下の破片

で、一部に縫合縁をもつが、内面は剣離している。

縫合縁の叢長の部分は約 5 cmで、矢状縫合の後部に

相当すると考えられるが、閉鎖の徴候はない。歯に

よる個体別のうちのどれに所属するかは不明であ

ロ

：
し
ぐ

;
(
1

゜

る。

3. 古墳出土須恵器の胎土分析
• 第 4 個体 10歳前後男性 ■ その他

0 第 l 個体熟年女性 口その他

• 第 2 個体 装年女性 X 第 5 個体 5 歳前後男性

• 第 3 個体若い荘年性別不明

図 1 1 号古墳石室の人骨・歯

年齢は前述のように10歳前後と推定されるので、こ

れらの咬耗のない歯はまだ朋出していなかったと考

えられ、とくに第 3 大臼歯は歯冠さえも未完成で

あったと見られる。歯は概して大きく、性別は男性

である可能性が大きい。なお、下右第 2 乳歯にはプ

ロトスタイリッドの痕跡が、上右第 2 乳臼歯および

第 1 大臼歯にはカラベリー結節の痕跡が認められ

る。

第 5 個体：下右第 2 乳臼歯 (Nol29) 、および第 1 大

臼歯 (Nol5) を含む。これらの歯はやや大きく、咬合

面に細かい溝が多いという共通点がある。第 1 大臼

歯に咬耗がなく、未朋出であった可能性もある。年

齢は 5 歳前後、性別は男性である可能性が大きいと

考えられる。

その他：所属個体の明らかでない歯は次のとおり

である。上大臼歯破片 (No.9) 、下右第 1 大臼歯破片

(No22) 、下右第 2 大臼歯 (Nol4) の 3 個は同一個体に

属する可能性があり、第 2 大臼歯にも咬耗があるの

群馬県工業試験場花岡紘一

闘群馬県埋蔵文化財調査事業団 小島敦子

はじめに

今回の分析は後期古墳である牛伏 1 • 5 • 6 号墳

から出土した須恵器を分析対象とした。肉眼観察の

結果、試料 5 点はそれぞれ共通した胎土傾向にあり

白色微鉱物粒を含み、黒色微鉱物粒がわずかな点か

らすれば、太田・金山窯跡群の製作が想定される。
(1) 

今回の分析依頼目的は、 5 試料が既分析された太

田・金山窯跡群領域に入るか否か、あるいは近似の

胎土の笠懸・吉井•藤岡窯跡群など、他の窯跡群で

焼成されたのかどうかを明らかにすることにある。

1, 分析試料について

試料は 1 墳・ 2 墳• 5 墳出土の須恵器を任意抽出

した。胎土の肉眼観察は下記のとおりである。

試料No. 1 (299) は 7 世紀中頃の製作と考えられる須

恵器・長頸壺である。胎土は角ばった白色微鉱

物粒を含み、黒色微鉱物粒をわずかに含む。素

地鉱物粒はき目細かく、幾分雲母状の素地成し
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図 1 分析資料実測図

となっている。焼成は硬質で、還元気味の灰色

を呈す。雲母状の素地状態と白色•微鉱物粒が

特徴的に入る点から製作地域を想定すれば、太

田・金山古窯跡群の可能性が高く、このほか笠

懸・吉井•藤岡窯跡群などが考えられる。

試料No.2 (300) は 7 世紀の製作と考えられる須恵器・

甕である。胎土は白色微鉱物粒を含み、黒色微鉱

物粒をわずかに含む。素地鉱物粒はき目細かい

が焼成がやや甘いためか全体に粗質に感じる。

胎土傾向は概ね試料No.1 に共通する。焼成はや

や軟質で還元気味の灰色を星す。製作地域を想

定すれば、胎土傾向から試料No.1 と同様と考え

られる。

試料No.3 (301) は 7 世紀の製作と考えられる須恵

器・甕である。胎土は白色微鉱物粒を多く含み、

黒色微鉱物粒をほとんど含まない。素地鉱物粒

はき目細かいが、焼成温度が上がっているため

か幾分発泡している。このため耐火性が高いと

は思えない。焼成は焼締りがあるものの嵩は軽

い。一部に自然釉が及ぶ。製作地は胎土傾向か

らして試料No. 1 • 2 と共通し、ほぽ同様と考えら

れる。

試料No.4 (302) は 7 世紀の製作と考えられる須恵器・

甕である。胎土は白色微鉱物粒を多く含み、黒

色微鉱物粒をわずかに含む。素地鉱物粒はき目

細かいが、焼成がやや甘いためか全体に粗質に

感じる。焼成は軟質で還元気味の白色を呈す。
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製作地域を想定すれば、胎土傾向から前例とほ

ぼ同様と考えられる。

試料No.5 (303) は 7 世紀の製作と考えられる須恵器・

甕である。胎土は白色微鉱物粒を多く含み、黒色

微鉱物粒をわずかに含む。素地鉱物粒はき目細

かいが、焼成混度が上がっているためか幾分、

微気泡が生じている。このため耐度が高いとは

思えない。焼成は硬く、灰色を呈し、外面に幾

分煤が及ぶ。製作地域は胎土傾向から、前例と

ほぽ同様と考えられる。

2 分析方法及び測定条件

螢光X線分析 分析用試料は各資料をlOµm以下

に粉砕し、 5~10 gを径 4cmの円板に成型して使用

した。測定条件は次のとおりである。

螢光X線分析装置：理学電機（掛製KG-4 型

X線管球：銀対陰極 50KV, 20mA 

分光結晶： Fe, Sr, Rbには LiF(2 d =4.028A) 

Ca, K, Ti, Si, A] には EDDT(2d=

8.808A) 

゜AgにはADP(2 d=l0.648A) 

検出器： LiF を使用したとき、 S·C

EDDT, ADP を使用したとき、 P•C

時定数： 1 

計数法： Fe, Ca, K, Ti, Sr, Rb はチャートに

より、 Si, Al, Mgは定時計数法によった。

なおチャートは 4°/min とした。



波高分析器：積分方式

測定線： FeK/3, CaKa, KK/3, TiKa, SiKa, 

AIKa, Mg, Ka, SrKa, RbKaの各 1 次

線を使用した。

X線照射面積： 20mm ef,

標準試料：群馬県埋蔵文化財調査事業団から依頼

を受けた土器 5 点（分析通番試料295, 310, 

336, 345, 360, 380) を化学分析し、標準試

料とした。

表 1 下触牛伏遺跡試料胎土分析値一覧

ニ SIO2(%) Al20,(%) Fe203(%) T102(%) 

299 62 2 23.8 5.80 l. 24 

叩 62 7 23 6 7 85 1 24 

301 64. 2 21. 4 7 30 1 22 

302 64 7 24 1 5 88 l. 20 

303 63 7 21.6 5 10 1.02 

表 2 太田・金山窯跡群試料胎土分析値一覧

こ Si02(%) Al20齢 Fe20,(%) Ti02(%) 

太田・金山 69. 7 18.4 3.93 o. 70 
66 5 21 0 5.05 0.89 

67 1 20 1 5.66 1.09 

69 3 19.2 3.58 0. 70 

64 3 21. 7 7.64 1.09 

67 0 18.5 6.91 0.96 

68.0 18. 9 6.51 0 87 

64 6 22.5 7 45 0.96 

62.7 24.4 7 73 0 93 

表 3 吉井•藤岡窯跡群試料胎土分析値一覧

二 Si02(%) Al,O齢 Fe203(%) TIO2(%) 

71.3 17.0 4.02 0.95 

57 5 21 3 7.45 1.16 

61.8 18 0 7.80 1.17 

63. 7 23.8 6. 70 l. 21 

60.3 18 0 6. 00 1.20 

71.3 15 7 4.25 0.68 

65. 7 17 2 7.50 1.15 

67.3 17 7 3 00 0. 74 

69.8 20.2 3.30 0.87 

65.7 22 7 6 85 1.28 

64. l 18 3 11 35 l. 31 

3. 古墳出土須恵器の胎土分析

3 分析結果

分析値に関しては表 1 、図 2 に示したとおりであ

るが、月夜野・中之条窯跡群に関しては本遺跡と距

離差が著しいため比較から除外する。

分析の結果、 301~303の 4 点は Ca/K が1. 7前後、

Sr/Rb が2.3前後にまとまる傾向である。この傾向

は従来から分析を続けてきた県内窯跡群の分析値か

ら比べれば Ca/K 値が高く、特徴的である。

試料は肉眼観察の結果、 5 点ともに類似し、距離

的に太田・金山窯跡群が、白色鉱物を特徴的に含む

CaO(%) Mg01%) K20図 Ca/K Sr/Rb 

2.12 o. 73 1 18 2 35 3 24 

1 34 0.49 l. 21 1.45 2 09 

1 67 0 65 1.35 1 63 2.52 

1.32 0.39 1.22 1 42 2.44 

1 23 0.83 0.92 1. 77 2 14 

CaO(%) MgO(%) K20図 Ca/K Sr/Rb 

0 26 1.00 2.61 0 14 1.30 

0.84 0 77 1.36 0 85 1. 77 

0 90 2 23 1.94 0.65 1.59 

0 40 0 91 2.34 0. 24 l. 41 

0 74 2 75 1 91 0 54 1. 51 

0 85 2 03 2.19 0 54 1.10 

0.53 0 94 1 42 0.51 1.69 

1.02 1.01 1 48 o. 79 2 31 

0 97 0.62 1 34 0 83 3.17 

CaO(%) MgOC)Q K20図 Ca/K Sr/Rb 

1.39 0 82 1.55 1.19 2 65 

2.19 0.60 0.78 3 68 3 28 

1.51 2.50 1.55 1 28 1 71 

0.66 0. 73 1.35 0.65 2.39 

1 73 3 23 1.62 1 41 1 85 

1. 39 o. 70 1.47 1 25 2 40 

1. 76 1.67 l. 71 1.35 2 23 

0.53 0 83 2.13 0.33 1.40 

0.36 0 49 1 54 0.30 3.16 

0.87 0 68 0 94 1.07 2 15 

0.85 0.68 1 13 0.88 1 92 
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4. 花粉分析
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図 2 牛伏遺跡および吉井窯跡群資料
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図 3 太田金山・秋間・笠懸窯跡群試料

点から笠懸•吉井・藤岡窯跡群などの可能性が指摘

された。各窯跡群との比較を次に行う。
(1) 

(1) 太田・金山窯跡群は表 2 、図 3 に示したとおり

分析値、領域ともに差があり、太田・金山窯跡群

の可能性は低い。
(21 

(2) 笠懸窯跡群の既分析試料数は少ないが、分析値

は太田・金山窯跡群の値に近い。

(3) 吉井・藤岡窯跡群の既分析値は表 3 、図 3 に示

したとおり Ca/K 値の高い試料が含まれており、

今回分析の 5 点はその領域内に入るか近接するた

め、吉井•藤岡窯跡群の可能性がある。

以上、既分析値を前提とすれば今回分析の 5 点は

吉井・藤岡窯跡群の可能性があるが、同窯跡群は値

にばらつきがあり、今後試料蓄積を計らなければな

らないであろう。

注 l 花岡紘ー「土器の胎上分析」「塚廻り古墳群J （群馬県教育

委員会） 1980に詳しい

注 2 牛伏遺跡資料と同時に分析した例が12点あり、それを領域

設定の基本とした。

4-1 試料

分析試料は、下触牛伏遺跡のA•B·C·Dの各

地点より採取した65点の内の40点である。採取地点

岩質については、図 1 、表 1 を参照。

4-2 化石の抽出

花粉・胞子化石の抽出は、試料15-20 g（湿量）を

秤量し、 48%HF一重液分離(ZnBr2 ・比重2.15)

ーアセトリシス処理ー10%KOHの順で物理・化学

処理を行った。残査をグリセリンゼリーで封入し、

検鏡に供した。

4-3 分析結果

計数においては、プレパラート全域を走査し、そ

の間に出現したすべての分類群と個表を表 2 に示し

た。表中、複数の分類群をハイフォンで結んだもの

は、分類群間の区別が明確でないものである。

大半の資料は、 50個体以下と著しく少ない。全体

で100個体を越えたのは、 A-1•7•9 、 B-1 • 

2 の 5 点のみである。 A-9 では、キク亜科が多い。

A-7 では、キク亜科が多く、次いでキンポウゲ科

コナラ亜属が多い。 A-3 では、コナラ亜属・キク

亜科・ヨモギ属が比較的多い。 D-2 では、ヨモギ

属が大半を占める。 D-1 では、ヨモギ・マツ・ス

ギ各属が多い。他の試料(Dを除く）においては、少

ない中では樹木花粉の菫が多く、大半をスギ属が占

める。しかし、これらスギ属の大半は、極めて保存

が良く、ローム層中の花粉とは考えにくい。試料採

取においては、堆積層断面を15cm削り採取面を出し、

さらに個々の試料を採取する際に 2 cmほど露出面を

削るなどの注意を払ったが、時期が 3 月で風が強

かったことなどから、採取時に現生花粉が混入した

可能性が高い。花粉含有量が著しく低い試料におい

ては、わずかな汚染でも過大評価されるものと考え
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られる。

D地点は、ソフトローム層より上部を行ったが、

No. 1 • 2 を除いて花粉は少ない。 No. 1 については、

マツ・スギ各属により特徴づけられる。北関東にお

けるマツ属の増加は、浅間B降下スコリア軽石層降
（ママ）

下後に認められることから、かなり新しい堆積物で

ある。

ローム層及び風化土壌中の花粉については、すで

に辻(1984) が指摘しているように、花粉は酸化条件

下化学的 PHが低い環境下では多くが分解してしま

う。ローム層等においては、大半の花粉が消失し、

スポロボレニン含有率の高いものが選択的にのこっ

ているのみである（分解が進むとすべて消失する）。

従ってローム及び風化土壌においては、たとえ花粉

を多く検出したとしても解析することは困難であ

る。

92.5m 

93.5m 

93.0m 
91. 5m 

A 地点

93.5m 

表 1 下触牛伏遺跡花粉分析試料

地点 試料番号 岩 質 1) 地点 試料番号 岩 質 1)

1 暗褐色ローム 7 暗褐色ローム
3 褐色ローム B , II 
5 黄褐色ローム 地 11 褐色ローム

7 )) 
点 13 II 

A , II 15 I/ 
]] II 1 褐色ローム
13 II C 2 }} 

15 II 3 II 
地 17 地 4 II }} 
19 1こぷい黄褐色ローム 点 5 )/ 
21 褐色ローム 6 II 
23 II 1 黒褐色土

点 25 II 2 )) 
27 II D 3 ” 29 II 4 II 
31 II 地 5 II 
33 II 6 JI 
1 黒褐色ローム 点 7 JI B 

讐 3 II 8 黒褐色ローム
5 II , II 
l) 色調は、新版標準土色帖（小山・竹原、 1967) による

2) 文献
辻誠一朗(1983) 卜末吉期以降の植生返還と気候変化

アーバンクボタ、 21、 P.44~47

辻誠一朗（1984) 植物学

季刊孝古学、 7 、 P.90~94

9, Om 

VI 

lX 
91.0m 

D地点 B地点

亡］ 6 • Vlll 

C 地点

図 1 牛伏遺跡 花粉分析試科採取地点柱状図

つー、ム I n;i. I I/‘』ミュ四J`1 し1ノ』,.IJ "II I II=!. 界

試料採取地点

及び

試料番号

花粉・胞子化石名

Tsuga 
Pinus subgen. Diploxylon 
Pinus 
Cryptomeria 
T-C. 
AP-I 
Jug/ans 
Carpinus-Ostrya 
Alnus 
Fagus 
Quercus sttbf{en Lepidobalanus 
Qtヽercussubgen Cyclobalanopsis 
Ulmus-Zelkova 
Celtis-Aphananthe 
Liquidambar 
Acer 
Aescu/us 
Vitis 
Camellia 
Araliaceae 
Fraxinus 
AP-2 
AP 
Granmeae 
Polygonum sect Persicaria 
Chenopodiaceae 
Thalictrnm 
Ranunculaceae 
Mac/ea},a 
Vicza 
Leguminosae 
Geranium 
Euphorbia 
Ha/oragis 
Umbelhferae 
Labiatae 
Plan/ago 
Patrinia 
Artemisia 
Carduoideae 
Cichorioideae 
NAP 
Trizonocolpate pollen 
Trizonocolporate pollen 
FP 
Lycopodium 
Osmunda 
Monolete spore 
'「nletespore 
FS 
Total Number 
Pseudoschizaea 
AP-1 (%) 
AP-2 (%) 
NAP(%) 
FP (%) 
FS (%) 

r-4 

゜
uっ r ぐ ←一l : ピ r̀ｷ < ←一·'

゜
L') ［ヽ

゜ 旦 ゜ ←一4

゜妥 乏 妥 乏 乏 旦 之゚ 旦 ; 旦 望之 畠 望ァ 箋 ァ望 之゚ 之゚
•J: 坦
吾 却• 
< に

1 
1 1 

1 4 1 J 14 5 4 6 14 7 25 30 4 14 1 1 2 14 33 
1 1 

2 4 1 3 14 5 4 6 15 8 25 30 4 15 1 1 2 14 33 
1 
1 

1 1 2 

2 49 7 37 , 2 , 2 3 2 2 
1 

l l 
2 1 

1 
3 
1 
1 

1 
1 

3 56 7 38 , 2 10 2 5 2 3 1 
゜
2 

゜ ゜ ゜
3 

゜5 60 8 43 23 7 14 8 20 10 29 31 4 17 l 1 2 17 33 
6 23 , 7 1 1 3 2 

2 

5 1 1 1 1 1 
1 8 1 33 2 
1 

6 1 5 3 1 1 
3 1 
7 1 7 2 1 1 

5 1 7 3 1 
1 

5 1 
3 33 8 7 1 2 1 1 
4 40 5 115 99 8 6 1 2 1 1 

8 25 
14 132 10 200 150 13 10 

゜
3 

゜
3 2 

゜
3 

゜ ゜ ゜
3 2 

1 
1 12 1 2 1 1 2 1 1 
2 12 1 2 1 

゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜
2 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

1 1 1 1 2 1 

1 1 1 1 2 
゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜22 205 20 246 176 20 25 14 23 11 32 35 5 20 1 1 2 20 36 
3 4 1 1 11 8 38 13 1 1 
2 0 2.0 8 0 
27.3 15.4 5.1 
64.3 81.5 85.2 
5.9 0 8 0.6 
0.5 0.4 1.1 

し
cm ←一4

゜
u F—4 Cヽ＇

゜
て u ` ァ—•i ぐJ ぐ マ u? 

゜
[ oo ( 

乏 旦 云 ・ァ乙゚—·l z ゜ z ゜ z ゜ 乏 Z ご5 z゚: z C 乏 之゚ z゚z 乏 之゚ 之と Z ゜ z ゜

モ： 罪

忌 苺
Q 

゜4 1 1 1 
2 48 2 

1 1 l 46 2 1 1 
33 12 2 4 2 36 5 16 20 1 35 4 3 

6 
33 14 2 4 2 36 3 17 21 ゜

2 139 , 4 
゜
1 

゜ ゜
2 

゜1 2 
2 

1 1 6 2 
1 

1 1 3 l 1 15 19 i 
3 

I 1 
1 

I 

1 

゜
2 

゜
() 

゜
1 

゜
4 3 

゜ ゜
15 

゜ ゜ ゜
1 

゜
1 15 21 

33 16 2 4 2 37 5 21 24 
゜
2 154 , 4 

゜
2 

゜
1 17 21 

3 1 1 1 25 3 3 1 1 1 5 6 16 
1 

2 1 4 
2 1 1 1 

2 6 I 

| 1 

I 1 1 1 
6 

1 

1 1 1 1 
115 179 40 l 4 7 6 , 12 
1 3 1 1 2 2 5 6 
3 3 3 

4 1 
゜ ゜ ゜

1 1 
゜
1 

゜ ゜
152 191 44 3 8 , 16 31 45 

1 7 2 1 2 
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
7 2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 2 

2 
1 
2 

゜
1 1 2 2 

3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
8 1 

゜ ゜
1 1 

゜
2 2 

: 38 17 2 4 2 38 6 21 25 
゜
2 321 203 48 3 11 10 17 51 70 

14 2 1 1 1 1 
4 3, 3 4 4 
4 7 0 () 
47 3 94 1 
2.2 1.0 
2.5 0.5 





1. 古墳時代の住居について

VII 成果と問題点

l. 古墳時代の住居について

本遺跡では 13軒の古墳時代の住居址が検出された。これらは、北側埋積谷上に検出

された 1 号住居の他は前述したように発掘区南東隅に立地し、一部は後続する古墳と

重複しているものもある。居住域から墓域への変化については、次節に述べる。

検出された住居群は、すべて同様の形、大きさではなく、付属施設なども含めて、
* 

いくつかの形態に分けることができる。まず、大きくみると正方形のものと、縦長方

* * 形のものに分けられる。横長方形のものは検出されていない。縦長方形の住居は、 1

棟離れて立地する 1 号住居だけである。残りの12棟は正方形であり、これらは更に大

きさで 3 分できる。
* * * 

4 号住居• 6 号住居• 8 号住居• 9 号住居・ 14号住居は、一辺 5m前後の大形正方形

住居である。 8 号住居と 9 号住居は、それぞれ、カマド対辺中央とカマド右側に張り

出し部をもっている。厳密には住居形態を正方形とするのはおかしいが、住居設計の

基本は 4 号住居等と同じであり、付属施設として張り出し部を考えておきたい。これ

らの住居は、すべて壁周溝をもち、カマドを付設している。カマドの横には、 4 号住

居が左側であるのを除き、他はカマド右側に貯蔵穴を持っている。柱穴は 4 本主柱が

みな検出されている。特筆されるのは、 14号住居を除く 4 棟の竪穴住居から床面ほぼ

中央の床下に規模 lmほどの隅丸方形あるいは、円形の床下土拡が設けられているこ

とである。掘り方は深さ 50~60cmあり、底面は第VII層暗色帯まで及んでいる。用途に

ついては、結論をみていない。 3 号住居• 5 号住居・ 10号住居は、一辺4.5m前後の中

形の正方形住居である。カマド・貯蔵穴が基本的に付設されているのは前述の大形正

方形住居と同様であるが、 5 号住居に貯蔵穴がないこと、 3 • 5 号住居に壁周溝がな

いこと、 3 • 10号住居ともに柱穴を持たないことが相違点である。また、この住居の

掘り方は20~30cmの掘り込み・凹凸であり、不定形である。 2 号住居• 7 号住居・ 11

号住居・ 12号住居は一辺3.5~4.0mほどの小形の正方形住居である。すべてカマド・貯

蔵穴があるが、壁周溝がめぐっているのは、 11号住居だけである。これらの住居の掘

り方も不定形であった。これら 3 形態の他に 1 号住居が小形の縦長方形住居である。

牛伏遺跡で検出された 13棟の住居は形態差だけでなく、時間差もあると考えられる。

それは住居群の分布が重複するものこそないが、かなり近接・隣接し・ていること、出

土する遺物の構成などから看てとることができる。出土土器をみると杯形土器は次の

ように変遷をとらえることができる。鬼高式土器のメルクマールである須恵器模倣杯

は深く、その口縁も直立している段階から（I)、漸次浅くなり、口縁も小さく外反する

よう変化する (II)。他に、小さくつまみあげるような口縁をもつ杯が出現し、最も新し

い様相として、盤形の杯形土器の朋芽をみる。甕形土器も初めは小形のものだけであっ

＊このような視点は、三原

田遺跡，伊勢崎・東流通

団地遺跡の分析で「住居

型式学」として採られて

きた。最近では1984 「峯

岸遺跡』で型態別の変遷

を整理し、居住家族のあ

り方を視座に加えた検討

が始まっている。

* * 10住 11住がやや横長

方形のようにみえるが意

識的な横長を看取できな

いので、横長方形の住居

とはしなかった。

* * ＊上場での計測
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住居形態 居｀
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~
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図 1 牛伏遺跡の住居形態と土器の変遷
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l. 古墳時代の住居について

た(I)が、次第に長胴化するものがあらわれ（II)、大小の容量の分化が成立し、長胴甕は

器壁を薄く底を小さく仕上げるようになる叫。

これらの牛伏遺跡の住居出土土器の変遷 (I ·II·III) と、前述した住居の形態分類

をまとめたのが図 1 である。

牛伏遺跡では、古墳時代の住居は、正方形が主流であり、なかで大形のもの、中形

のもの、小形のものが形態として分類できる。大きさの三形態が時間の経過につれて

どのような比率や空間配置をもって、鬼高期の居住域を構成しているかは、発掘区が

限られており、一集落における居住形態のすべてを見せる資料でないので、今後の課

題となろう。また、峯岸遺跡においては、正方形・縦長方形・横長方形というかたち

の三形態が 8 世紀から 9 世紀前半にかけて共存することがわかっている。古墳時代の

正方形住居を主体とする集落とどう関わるのかも課題である。

一時の盛況を極めた『集落論』も最近は停滞している。従来までの視点のいきづま

りもないとは言い切れまい。岩崎卓也氏も、従来の研究史を整理しながら‘‘新視覚、、
* 

の必要性を説いている。筆者らは、数年来農耕集落の発展過程を、生産域と居住域の
* * 

分布（遺跡群研究）から考えてきた。生産の場である水田や畠の様子も解明されつつ

ある。今後は、単一の農耕集落遺跡の詳細な分析によって、居住形態のあり方を解明

し、生産との関連の中で発展する農耕集落の実態化を計っていきたいと考えている。

（小烏敦子）

＊岩崎卓也1983 （文献101)

* ＊能登・石坂・小島・徳

江1983 （文献96)
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2. 検出された古墳をめぐって

赤城山南麓地域、下触牛伏遺跡周辺では現在のところ伊勢崎市所在の華蔵寺裏山古

墳が前期の前方後円墳とされている。そして、 5 世紀になると全長125m、主体部に長

持形石棺を有する御富士山古墳や帆立貝式の墳形をした丸塚山古墳の出現をみる。そ

の他この地域では洪積台地上を中心に中期から後期にかけての古墳が集中して分布す

る傾向が顕著である。

本遺跡においても 10基の古墳が検出され、近接地における調査例も知られている。

本稿では本遺跡の古墳を分析し築造の時期を明らかにすることを第一の目的とした

い。次に検出された古墳と周辺の古墳との関係を周辺遺跡の推移を含めて分析したい

と思う。筆者は本遺跡の周辺地域における農耕集落の発達過程を解明することを最終

目的としており、今回の作業は墓域に関しての第一段階の資料を得るためのものであ

る。

1) 各古墳の分析

10号墳を除く 1~9 号墳の 9 韮を分析対象とした。分析にあたってはその焦点を周

堀や前庭といった外部施設、石室の構築状態を中心とした内部施設、石室の掘り方の

状態、出土遺物等にあててみた。

外部施設 周堀の形状についてみてみる。全体の形状を把握できなかった 7 • 9 号

墳は対象から除く。 6 号墳が完周する他はいずれも周堀の一部が分離し開放する部分

がある。 3 • 4 号墳は馬蹄形を呈している。 2 • 5 号墳は内縁が方形に近い。 1 局墳

は方形である。

1 • 2 • 4 号墳は近接して築造されており、各々の周堀に変形した部分があること

が窺える。これは新たに古墳を築造する際、既に存在していた古墳と周堀どうしが重

複することを避けた為に生じたものと考えられる。このことから平面的な位置関係、

周堀の微細な形状を検討すると 4 号→ 2 号→ 1 号という築造順序を見い出すことがで

きる。また、周堀の形状が円形から方形へと変化する過程が看取できる。さらには墓

域に対する制約が存在したことも想起できる。

l~8 号墳はいずれも石室開口部前にいわゆる前庭がある。石室開口部の左右には

小礫による石積が延びていた。特に 6 号墳は石積が更に前庭の形状にそくしてハの字

状に延びたものであった。前庭の形状差や石積の状態の差異等は特に適出できなかっ

いずれの古墳にも埴輪の樹立はなされなかったと思われる。 7 号墳の周堀から埴輪

片が少凰出土しているがこの古墳に直接関連するものとは考えられないものである。

内部施設 主体部は両袖型の横穴式石室で玄室に胴張りが認められる。 7 号墳では

それが顕著である。 1 • 4 号墳では設計に際してその基準単位に高麗尺が使用された

可能性があるが、歓石切組積の石室などとは異なりその確証はもちえない。平面プラ

ンの比較においても相似形の関係や羨道、玄室の規模の比率等で特別の共通値等は見

い出しえなかった。



2. 検出された古墳をめぐって

石室の石積の状態であるがどの古墳においても羨門や玄門を意識した石積や石材の

選択がおこなわれている。但し、玄室の奥壁、側壁においては多少の差異が認められ

たので記しておく。奥壁の構築は石材の利用状況により 3 つのタイプに分けられた。

( 1 • 3 号墳のように中位の礫、 2 石以上で構成されるもの。② 4~6 号墳のように

中央に大形礫を置き、側壁との間隙に小礫を充填したもの。③ 7 号墳のように大形の

礫 1 石で構成されるものの 3 つである。

側壁では 6 • 7 号墳が第一石に幅0.6~0.7m程の大形の礫を用いているのに対し、

1 • 4 号墳では第一石に比較的小形の礫を用い、第二、第三石にそれよりも大形の礫

が積まれていた。各古墳の形状の比較は表 1 のとおりである。

掘り方 石室を構築するに際しては、地表面を掘り、石室開口部側の開放する土拡

の底面に根石を裾え置く方法が採用されている。この石室構築方法は 6 世紀前半、横
* 

穴式石室が受容された時点で既に認められるという。本遺跡周辺の小規模古墳でも 6

世紀中頃には認められ、それ以後、立地条件の区別なくほぼ普遍的に採用されている。

本遺跡の場合、掘削深度の点で 8 号墳は残存壁高12cm と他が lm前後あるのに比し

て浅いものであるが、旧表土の状況を復元することが困難な現時点では残存壁高の差

異をもって時期差等を導き出しえなかった。

出土遺物 内外両施設を含めて 1 号墳を除いては量的に非常に少量である。

1 号墳からは 10型式の鉄鏃が出土している。型式的には使用年代に相当の時間幅を

持っているものが多いが、長頸関無端刀平刃箭式や長頸竪箭式などは後出的な型式、

表 l 古墳形状等一覧

No 周堀 羨門 羨道側壁 玄門 玄室側壁 玄室奥壁 床面 羨道：玄室長 羨道．玄室幅 玄室幅：長

l 方形 欠失、左 小礫 柱状の 上段につ 2 石と小 舗石状の 1 : 1. 40 1 : 1. 77 1 : 2.03 

＊松本氏らは横穴式石室の

「掘り方Jについて形態

分類をおこなうとともに

変遷、構築などにふれて

いる。

松本浩一・桜場一寿・

右島和夫「馘石切組積横

穴式石室における構築技

術上の問題下ーいわゆ

る朱線をもつ南下 E号古

墳を中心として一」『群

馬県史研究J 13 1981 

出土遺物

直刀、蕨手刀、刀子、

右に石積 石材を れ大形 礫 割れ石 (1 : 1. 48) 鉄鏃、金環、鉄釘、須

立置 恵器、土師器

2 方形に近 多石、左 小礫 割れ石 土師器、杯

い形状 右に石積

3 馬蹄形 左壁 1 段 多石 舗石状の 土師器、杯

目に大形 割れ石

4 馬蹄形 右は柱状 小礫 柱状 1 に近い 多石、中 舗石状 1 : 1 08 1 : 1 82 1 : 2 04 土師器、杯

左は多石 状態 央に大形 (1 : 1 03) (1 : 1 81) (1 : 2 13) 須恵器、長頸壺

5 内縁は方 多石、左 小礫 柱状 下段がや 4 に近い 割れ石と 1 : 1 69 1 : 1 51 1 : 2 73 土師器、杯

形に近い 右に石積 や大形 状態 小円礫 須恵器、大亜

6 円形、周 多石、前 1 に比し 柱状 1 よりも 多石、中 割れ石 1 : 1 62 1 : 2 02 1 : 2.13 直刀

堀は全周 庭にあわ て大形 大形 央に大形 1 : 1 72 1 : 2,26 須恵器、大甕

せた石積 1 : 1. 84 

7 円形 柱状、左 1 段目は 柱状 6 に近い ほぼ l 石 割れ石と 1 : 1.58 1 : 1 80 1 : 2.14 鉄刀、士師器杯、須恵

右に石積 やや大形 小円礫 1 : 1.68 1 : 1,80 器大甕、埴輪

8 円形 割れ石 須恵器長頸壺、羽口

9 円形
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＊小久保徹氏ほかによって

示された年代観を参考

にしている。

小久保徹ほか「埼玉県

における古墳出土遺物の

研究 Iー鉄鏃について一」

『研究紀要1983』埼玉県

埋蔵文化財調査事業団

1984 

＊ ＊本事業団、大江正行氏

の御教授の他、 石井昌国

「出土刀」 ［新版考古学

講座J 7 1970を参照し

た。

＊ ＊ ＊概要は 「群馬県史』

資料編 3を参照

＊ ＊ ＊ ＊同上

＊ ＊ ＊ ＊ ＊年代観について

は大江正行氏の御教授に

よるところが大きい。

******VI章、佐倉朔
氏の稿参照
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7世紀中葉以降に出現するものと考えられる。

1号墳出土の鉄刀は柄頭の長さや断面形、鍔、関（両関で茎部に直角に切れ込んでい

る）の形状から6号墳のものよりやや後出的と考え られる。 6号墳の鉄刀は関の形状が

茎部に斜めに切れ込むもので、鍔の形状も鶏卵形の整然としたものであることから 6
＊ ＊ 

世紀後半の様相を残したものと思われる。
＊ ＊ ＊ 

蕨手刀については伊勢崎市上原古墳では鍔帯金具と共伴している。 勢多郡宮城村白
＊ ＊ ＊ ＊ 

山古墳では佐破理銃、和同開称とともに出土した例が知られている。 1号墳への副葬

もこれらの例と大差のない時期と思われる。

土器は周堀や前庭など外部施設から出土したものと、内部施設から出土したものに

2別できる。破片資料も含まれるが外部施設からの出土が多い。

外部施設からは、土師器の杯、甕、須恵器の大聾、台付長頸壺、鵡が出土している。

須恵器の大甕や台付長頸壺の出土は埴輪樹立の消滅後の墓前祭祀の存在を推定させ

る。 2号墳や 5号墳出土の杯は 7世紀中葉から後半の時期が、 4号墳や 8号墳の台付
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

長頸壺には 8世紀代に入る時期が考え られる。

1号墳石室内出土の4個体の須恵器は型式的にみてやや時期幅がある。図207-1

のフラスコ形提瓶は 2~4に対してやや先行するものである。3の台付長頸壺や杯は、

4号墳や 8号墳出土の長頸壺に近い時期を与えることができよう。

2) 古墳の築造年代

古墳の築造年代は外部施設、内部施設、出土遺物等の分析から導き出せると考え、

前節ではその為の多少の分析をおこなってきた。
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

但し、 1号墳出土の人骨の鑑定決果からもわかるとおり他の古墳にも追葬があった

可能性が充分考えられる。この結果、石室内出上遺物からは古墳築造の上限（第 1次埋

葬時）と下限（最終埋葬時）の時間幅が規定できるにすぎないことがわかる。また、前庭

や周堀出上の遺物についても埋葬後の墓前祭祀の存在を加味して考えなければならな

し）。

以上のように築造年代決定にあたって出土遺物については制約条件が付帯している

ことがわかり、古墳の外部施設や内部施設自体の変化から年代を導き出すことが妥当

と思われる。

古墳時代後期の一般的な例をみると小円墳の場合、①墳丘上の埴輪樹立の消滅、②

石室開口部前の前庭の存在、③両袖型の平面プランの採用の 3つが備わったものは 7

世紀中葉以降に認められるものである。本遺跡の 1~8号墳は上記の条件を備えてお

り、 7世紀中葉以降の時期を与えることができよう。そして、前節に記したように、

周堀の状況から 4―1：：：；→ 1号という築造順序が見い出せる。周堀の形状が円形から

方形へ変化する過程も看取できる。また、遺物などを加味すれば6→7―1：：：］という

もう 1つのまとまりも認められる。しかしこれら 2つのまとまりと 3号墳を加えた 3

つのまとまりが古墳群中の「小支群」などと従来いわれているようなグループとして

理解できるか否かについては現時点ではやや不明確である。



2. 検出された古墳をめぐって

立地や副葬品の時期の分析からすれば1号墳が最終の築造とすることができる。そ

して、墓域としては 1号墳、石室内出土の長頸壺の年代に至るまで継続していたと考

えられ、本遺跡の古墳は築造から50~75年間、機能していたことが推定できる。

10号墳については出上遺物もなく他の 9基の古墳と前後関係を比較することができ

ない。石室の全長は1.65mであるが羨道にあたる開口部近くの礫の状態を考えると成

人を伸展で埋葬することは不可能である。乳幼児の埋葬施設として考えられなくもな

いが 1号墳で幼児骨が合葬されている例をみればこのような施設の必要性は稀薄とな

* ろう。荒砥二之堰遺跡においても同様の小石室が検出されている。この時点で筆者は

このような石室は埋葬の方法が変化し、複次葬から単身葬へ移行する過程で出現する

形状と考え、これらを古墳時代終末に位置づけた。しかし、再度、本遺跡で同様の資

料に接し、他遺跡等における検討などを充分におこなっていない現時点では一概に葬

送方法の変化と規定することは危険であると考えている。

別の視点からこの石室について考えてみると、この石室の被葬者は、他の古墳のよ

うな大形（10号墳に比して）で盛土を有する墳墓をつくりえない。また、通常の古墳に

合葬されることを許されない者（非血縁者、その他の理由のある者）ということになる。

しかも、規模からみて再葬の可能性が高いと思われる。しかし、 10号墳は小規模なが

ら前庭状の堀り込みや、両袖型のプランなど他の古墳と同様の構築方法が用いられて

いる。このことは10号墳の被葬者が土拡墓に葬られる階層の者と同一に位置づけるこ

とのできない性格を有していたことの現われとも思われ、この被葬者の社会的位置づ
＊ ＊ 

けを複雑にしているといえる。

検出した古墳と下触牛伏遺跡の住居群との関係についてもふれてみたい。住居は14

軒検出された。詳細は前節に述べられている。住居群の中で後出と思われる 7号住の

土器には 7世紀前半の時期を与えることができよう。これに対し、古墳の周堀、前庭

から出土した完形、半完形の土器をみると、 2号墳、 5号墳からは 7世紀中葉から後

半の時期の杯が出土している。このことは住居と古墳の平面的な重複関係の成果にも

合致するものである。 7号住と 6号墳、 7号墳は重複関係にないが石室形状の共通性

から住居群よりも古墳が後出と考えられる。住居群が廃絶した後に居住域が墓域へと

変化し、古墳が築造されたと思われる。

3) 周辺遺跡の概要

本遺跡の古墳は先述のように 7世紀中葉以降の築造と位置づけることができる。そ

して、これらの古墳と宮貝戸古墳群、波志江今宮遺跡で調査された古墳は同一台地上

に近接して立地する。

宮貝戸古墳群では 4基の古墳が調査されている。内部主体が確認された 3基はいず

れも横穴式石室を有する。うち 2基は前庭が付き、墳丘に埴輪が認められないことか

ら牛伏遺跡の古墳に近い時期と思われる。他の 1基と内部主体が不明なものからは円

筒埴輪が出上している。

波志江今宮遺跡は宮貝戸古墳群に隣接している。 8基の古墳が検出された。墳形や内

＊荒砥二之堰遺跡では検出

した21基のうち 7基が小

規模の石室であった。赤

堀村地蔵山古墳群にも数

基の検出例がある。

＊ ＊河上邦彦氏は葛城・ 石

光山古墳群の改葬の箱式

石棺について記す中で被

葬者の性格についてふれ

ている。

白石太一郎ほか 「葛城

•石光山古墳群』 奈良県

立橿原考古学研究所

1976 
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部主体が確認できた古墳は 6 埜で帆立貝形（主軸長26m) 1 基と円墳（径12~24m) 5 基

がその内訳である。帆立貝式の 4 号墳と 1 号墳（径12mの円墳）は主体部に箱式石榔を

有していたと考えられ、墳丘には埴輪が樹立されていた。 3 • 7 号墳は横穴式石室で

埴輪を有するもので、 7 号墳は両袖型であった。 8 号墳は埴輪をもたない両袖型横穴

式石室の円墳である。

正式報告がおこなわれていない現時点では今後の成果に待たねばならない点が多い

が、簡単に古墳群の形成についてふれてみる。帆立貝式の 4 号墳と 1 号墳が主体部に

箱式石榔を有することからこの遺跡の中ではやや先行すると思われる。次に横穴式石

室を有しながらも墳丘に埴輪を樹立する 3 • 7 号墳、次に埴輪を有しない 8 号墳の順

で造営されていったと考えられる。これらの古墳は 6 世紀の中葉から 7 世紀前半に至

る築造と思われ、牛伏遺跡にやや先行している。

三郷74号墳は台地の東端、やや奥まった所に位置する円墳である。墳丘に埴輪の樹

立はない。主体部は両袖型の横穴式石室で角閃石安山岩の削り石（三面削り、五面削り）

と一部、輝石安山岩の削り石、転石が混在して用いられている。前庭の存在も推定さ

れ、 7 世紀中葉以降の築造と考えられる。また、この古墳に接する場所から B種ヨコ
* * 

刷毛が施された円筒埴輪の出土が伝えられており、 5 世紀代の古墳の存在が想定され

ている。

周辺地域の古墳の動向は以上のとおりであるが居住域、生産域はどのようであろう

か。牛伏遺跡の南1.3kmに大沼下遺跡がある。住居19軒が検出された。時期の明確になっ

たものは古墳時代前期 4 軒、奈良時代 3 軒、平安時代 4 軒である。また、方形周溝墓

が 1 基検出されている。

宮貝戸下遺跡は牛伏遺跡の0.9km南にある。台地の中央に位置し、古墳時代後期から

奈良時代前半にあたる住居 l 軒が調査されている。

波志江今宮遺跡でも台地の東端で奈良時代の住居 1 軒を検出している。台地の西側

の沖積地からは浅間 B テフラ下の水田が検出された。また、石山古墳群の東側の沖積

地においても波志江中峰岸遺跡でB テフラ下の水田が確認されており、牛伏遺跡周辺

の沖積地は平安時代には広範囲に耕地化がなされていたと思われる。今宮遺跡では水

田よりも古い時期の掘削と考えられる溝が南北に走り、下流への大規模な導水があっ

たことが予想される。

4. 波志江沼西側にひろがる古墳群

本遺跡周辺の遺跡の分布と概要は以上のようである。周辺地域の農耕集落の変遷に

ついては今後の成果が増加するのを待ってその分析を加えなければならない段階と思

われるが、周辺の古墳群の推移を分析するにあたり一応の整理をしておきたいと思う。

大沼下遺跡は古墳時代中・後期の住居が検出されていないが古墳時代から平安時代
* * * 

まで継続した伝統集落の 1 つと考えてよいと思われる。古墳時代前期には隣接する沖

積地の一部、小区域を生産域にしていたであろう。本遺跡検出の住居群は東接した沖
* * * * 

積地を生産域とした第一次新開集落である。この集落の出現は古墳時代後半の生産域

＊概要は「群馬県史』資料

編 3 を参照

* ＊本事業団、石塚久則氏

の御教授による。

* * ＊用語の使用について

は能登健・小島敦子「弥

生から平安時代の遺跡分

布」 「新里村の遺跡』新

里村教育委員会1984の中

でおこなわれている定義

に従っている。

* * * ＊同上
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＊本遺跡において旧居住域

に墓域が進出することに

ついては近接する荒砥二·

之堰遺跡で額例が認めら

れる。分析の不徹底から

その要因については全く

言究できなかった。今後

の課題としたい。

* ＊能登・小島前掲書

* * ＊鹿田雄三「群集墳研

究の現状をめぐって一後

期小古墳の成立とその背

景について新しい分析ー」

「研究紀要』 2 群馬県

埋蔵文化財調査事業団

1985 
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が現在、波志江沼が存在する沖積地全域に拡大していったことを想起させる。奈良・

平安時代の住居の調査例は断片的な内容提示に停っているが、浅間 B テフラ下の水田

の検出例と伴に考えあわせれば、この地域が伝統的地域として継続的に開発されて

いったことが認められよう。

以上のような遺跡の推移からすると、波志江沼西側の台地上に展開する古墳は、台

地両側の沖積地を生産域とした農耕集落の存在を背景に成立した 1 つの古墳群として

把握できそうである。

この古墳群は現在得られる資料からは 5 世紀後半に初源が求められる。 6 世紀代に

は波志江今宮遺跡で認められたように箱式石榔から横穴式石室へと内部主体の変化を

経て、 7 世紀中葉以降の埴輪樹立の消滅した両袖型横穴式石室の古墳築造となるよう

である。また、 7 世紀の中葉以降では波志江今宮遺跡の 8 号墳にみられたように 6 世

紀代から継続する墓域の古墳と古墳の間隙を埋めるように古墳が築造される。それと

ともに占地を台地の北側に広げながら造墓が継続し、 7 世紀中葉には旧居住域の一部

をも墓域に含みこんでしまったと推定される。

6 世紀から 7 世紀にかけて古墳が増加してゆく状況の背景には伝統地域においても

本遺跡のような第一次新開集落の出現にみられるような生産域の拡大と安定性の獲得

があったと思われる。

下触牛伏遺跡の10基の古墳は遺跡の南側に延びる台地上に展開した古墳群の一部と

してとらえることが可能である。しかし、文中でも記したように居住域や生産域との

関係についての分析は不充分なままである。また、居住域や生産域のあり方を背景に

した古墳群と古墳群の関係（本遺跡と石山古墳群のように 1 つの沖積地をはさんで分

布する古墳群立地の状況）についても分析の範囲に制約もあり、古墳立地の背景は以前

として不鮮明なまま今後の課題となってしまった。

牛伏遺跡の周辺には、中期から後期にかけて前述した古墳の他に地蔵山古墳群や蟹

沼東古墳群など多数の古墳群が形成されている。古墳群のとらえ方として 1 つの生産

域を中心とするものを 1 つの古墳群として把握するのはよいとしても、牛伏遺跡周辺

の古墳群の占地状況は単一水系（用水系）に一古墳群というような単純な図式とはなり

えないものである。
* * * * * 

農耕集落の変遷とそれに係る古墳立地の傾向については、遺跡群研究の成果として

その過程が解明され、更にその分析が進んでいる。牛伏遺跡周辺における古墳群の立

地と農耕集落の変遷過程における推移については個々の古墳群の形成過程を詳細に分

析することにより、その背景や動向が鮮明になってくるであろう。そして、それらを

おこなう作業の中で前庭や石室構築時の企画性等の問題についても再度整理されなけ

ればならないと考えている。

なお、本稿を記すにあたり、右島和夫氏に多くの御教授を得た。記して感謝の意を

表します。 （徳江秀夫）
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写 真 図 版





PL. I 

△空から見た下触牛伏遺跡（北上空から）

△遺跡の遠景（東南から）
▽遺跡の遠景（北から） ▽遺跡の遠景（東から）
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13号

16号

21・22号

25号

40号

15号

24号

同上

34号

II癸頁の土砿
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PL. 10 

45号 43号

51号 54号 48号

11号同上同上

58号 12号



6号

同上 7号

9号 10号

14号 18号

19号同上

PL. 11 

III類の土肱



PL. 12 

30号

46号同上

31号 49号

50号 47号

同上同上

III類の土肱



△孤状に展開する土拡群

△ 1号集石
▽ 1号集石断面

△2号集石
▽2号集石断面



△8号住居全景
▽8号住居カマド

"
t
 

▽8号住居床面 ▽8号住居堀り方



△ 8号住居床下土砿 △8号住居床下断面図

△4号住居全景
▽ 4号住居埋没土断面 ▽4号住居カマド



△ 4号住居掘り方 △ 4号住居床下土砿埋土断面

△ 2号住居埋土断面 △2号住居カマド
▽2号住居全景



△9号住居全景

△ 9号住居埋没土断面 △9号住居カマド
▽ 9号住居床面遺物出土状態 ▽ 9号住居石製品出土状態



△ 9号住居掘り方 △9号住居床下土砿埋没土断面

△ 6号住居全景
▽6号住居埋没土断面 ▽6号住居と周辺の住居址



△ 6号住居カマド遺物出土状態 △6号住居カマド
▽ 6号住居床面遺物出土状態 ▽6号住居南壁付近遺物出土状態

△ 6号住居掘り方全景
▽6号住居床下土菰埋土断面

△6号住居掘り方半歓状態
▽6号住居床下土砿



△10号住居全景

△10号住居埋没土断面
▽10号住居遺物出土状態

△10号住居カマド
▽10号住居貯蔵穴埋土断面



▽3号住居床面遺物出土状態
△ 3号住居全景

▽ 1号住居カマ ド
△ 1号住居全景
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△14号住居全景

△14号住居埋没土断面
▽14号住居掘り方全景 ▽14号住居遺物出土状態



△12号住居全景 △12号住居カマ ド

△11号住居全景
▽11号住居埋没土断面 ▽11号住居カマド

←2 `•で



△ 7号住居全景

△ 7号住居埋没土断面
▽7号住居と周辺の住居址

△ 7号住居遺物出土状態
▽7号住居カマド



△7号住居厨房空間
▽ 7号住居貯蔵穴

△ 5号住居全景
▽ 5号住居カマド



.-. ..、
、公 ‘

‘s9 

<]調査された古墳群

ぐ西群の古墳

(6~9号古墳）

<J東群の古墳

(1~5号古墳）



△ 6号古墳石室

△ 6号古墳と隣接する古墳
▽ 6号古墳前庭の石積み

△ 6号古墳前庭埋没土断面
▽ 6号古墳石室玄門



‘-“:.. 、9

; ;••ノ．、.. 、←

△ 6号古墳直刀出土状態 △6号古墳茨道石積み
▽6号古墳左袖、左壁の石積み

▽6号古墳掘り方全景

▽ 7号古墳全景 ▽ 7号古墳前庭埋土断面
＂．．． 玉ざ：←：t¥--,...、

ー ・,9,... . ,  

9 ， ヽ ‘•‘̂. hi.,、 .、
.,、..F → 

▽6号古墳左壁から奥壁の石積み
匹マーロA--- '全 ’-- ...iでク‘99

--' ··•" ----.. ‘‘ー ・＇ヽー＇．． ＇ゞーー・， ．． 、夕 ． ー・、一
i 

→ 

▽6号古墳石室掘り方埋土断面



△ 7号古墳石室
▽ 7号古墳全景 ▽ 7号古墳石室奥壁

▽7号古墳左壁の石積み ▽ 7号古墳玄門周辺の石積み



△ 7号古墳閉そ 〈（外面） △ 7号古墳閉そ〈（内部）

△ 7号古墳前庭埋没土断面
▽12号古墳全景

△ 7号古墳周溝埋没土断面
▽12号古墳・ 2号住居埋没土断面

▽12号古墳石室 ▽12号古墳周溝埋没土断面



△4号古墳石室
▽4号古墳と周辺の古墳 ▽4号古墳全景

▽4号古墳石室閉そ〈（外面） ▽4号古墳石室閉そ〈（内面）



△4号古墳石室右壁の石積み
▽4号古墳堀り方工具痕

▽5号古墳全景



△ 5号古墳石室
▽5号古墳石室左壁の石積み

△5号古墳石室前室
▽ 5号古墳石室奥壁

クニ‘

▽5号古墳周溝埋没土断面 ▽ 5号古墳前庭埋没土断面

—— ｀ぃ ・ニ七—~.、 一

▽2号古墳全景



PL. 34 

△ 1号古墳全景

△ 1号古墳石室
▽ 1号古墳石室玄門



1号古墳

わらび手刀出土状態[>
『 ` ・，

▽ 1号古墳掘り方埋土断面
△ 1号古墳閉そく（内部）

▽ 1号古墳掘り方埋没土断面

▽10号古墳全景 ▽10号古墳石室



△ 2号溝全景
▽ 2号土坑全景

△ 2号溝埋没土断面
▽2号土拡埋没土断面

△ 3号土砿全景
▽4号土砿全景

△ 3号土菰埋没土断面
▽ 4号土拡埋没土断面

• ・.::r ． べ噴千9 ‘ 
..タ・・ 亨 ，， べ’ ..̂ 
‘ ヽ｀・ ＞ ．．べ・ •，とヽ ● ・ ”← ^ • 

｀ 
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ー△56号土砿全景
▽60号土拡全景

△56号土砿埋没土断面
▽60号土肱埋没土断面

... 

` 

造成後の下触牛伏遺跡[>



PL. 38 

L. 

Q43 

S的・ 246

▽台形石器

R39ｷ 11 

S40ｷ252 

041ｷ31 

表採

043ｷ42 

△ナイフ形石器

R44 ｷ35 

R39 ・ 160

S40ｷ 4 

Q41ｷ 7 

第 I 文化層の石器

R39 ・ 133 041ｷ65 R42ｷ 4 N43ｷ 5 

Q43ｷ 1 R44 • 11 Q43ｷ64 

▽彫器

T41ｷ1 R39 ・ 20 Q42ｷ 9 R43ｷ 28 

R39 ・ 21

232 S40ｷ30 

342 R42ｷ39 S39ｷ 6 



第 I文化層の石器
PL. 39 

泣O· 1 Q42ｷ75 S40ｷ290 R39ｷ 22 S42ｷ37 Na 層

△削器
▽敲石 ▽石核

S40ｷ59 R39 ・ 129

Q42ｷ93 

▽打面調整剥片

R42ｷ63 Q43ｷ13 Q43ｷ23 R40ｷ 9 

▽削片

S40ｷ41 Q42ｷ288 R42ｷ149 R39ｷ37 R39 ・ 159 S4! • 74 

S40ｷ291 R39ｷ 8 S40•90 S40ｷ 177 R39 ・ 10 S41 ・ 2



PL. 40 
第 I 文化層の石器 縦長剥片

R41ｷ 17 

R39ｷ 7 

S4!ｷ40 

• 
S40ｷ 221 

S41 ・ 100

Q42ｷNb 

Q42ｷ291 

S41 ・ 184

Q43ｷ51 

S41 ・ 188

72 

S40ｷ81 

R44ｷ 13 

4 住 Va 層

S40ｷ 7 

S40ｷ45 

R41ｷ29 

R39ｷ66 

9

『S41 ・ 214 R42ｷ 24 

Q42ｷ94 

S40ｷ 8 



第 1 文化層の接合資料
PL. 41 

接 I -19 

" 

接 I -13 

接 I -11 

接 I -22 

接 I -27 接 I -7 接 I -6 



PL. 42 
第 I 文化層の接合資料

接 I -21 
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接 I -40 

第 II 文化層の石器 ナイフ形石器

Q35ｷ13 R35ｷ 8 P37ｷ 7 Q36ｷ20 Q36ｷ34 

▽側縁整形石器

K38ｷ ll R41ｷ 7 Q40ｷ28 R40ｷ 28 Q39 ・ 12 Q38ｷ47 



第 II 文化層の石器
PL. 43 

N40ｷ 14 

P33ｷ38 

△その他の石器

M34ｷ 4 

5 

P4! • 6 

S39ｷ39 

N39ｷ 5 

• 

△側縁整形石器

R40 N33ｷ58 

l36ｷ ll 
L36ｷ40 

036ｷ 32 Q36ｷ 6 S37ｷ 2 

△▽局部磨製石斧

R37 

P36ｷ 8 

035ｷ 4 

—. 9 ` ペ

.99』..‘r.、·,'、99」\

;.,;: :tp̀r:, "{ ;9 
心 ，9ヽ ・宝謬臼
・区こ乞翌と

疇

S35ｷ18 S36 8 Q36ｷ 4 



PL. 44 
第 II 文化層の石器石核

040ｷ I 接 II -10 

M35ｷ 7 S34ｷ 2 

接 II-4 L37ｷ40 

R32ｷ 3 接 II-35

接 II-6

S39ｷ77 033ｷ89 



第 II 文化層の石器

△石核

S37ｷ 7 

Q35ｷ21 

P37ｷ13 

接 II-69

U39ｷ I 

P37ｷ 19 

P36ｷ 5 

6 

接 II-I

S36ｷ35 

P40ｷ71 

Q37ｷ12 

Q36ｷ38 

接 II-36 

R35ｷ23 Q33ｷ66 

S39 ・ 138

R35ｷ 7 Q36• 7 

接 11-56

PL. 45 

P41ｷ41 

▽折断剥片

040ｷ24 

N41 ｷll 

Q36ｷ ll 

16 

18 

接 II-48 



PL. 46 
第 II 文化層の接合資料

ょ
接11-76

疇
` 接 II-39

接 II-69

接 II-5

接 II-75

` 接II-51

一

接II-53

接 II-2



第 II 文化層の接合資料
PL. 47 

接 II-44 接1! -27

接 II -16 接 I -71 

紀冒

接 II-55 接 II -74 

接 II~43 



PL. 48 
第 II文化層の石器敲石

Q35ｷ 33 

R35ｷ33 

J
 

Q36ｷ64 

M39ｷ58 

P37 • 26 P33ｷ 9 Q36ｷ62 R35ｷ31 

Q40ｷ67 

Q36ｷ63 R35 ｷ32 Q38•20 

Q35ｷ30 M38ｷ29 R4!ｷ62 

’ 
言

Q35ｷ31 P37ｷ 6 P37ｷ 5 



13号住居出土遺物
PL. 49 

13住— 3

13住— 7

13住~] 13住— 5 13住— 6

13住— 10 13住— 11 13住— 13 13住— 8

13住— 12 13住— 14 13住ー 15 13住— 17

13住— 18 13住— 21 13住ー 19

13住 -32 13住— 31



PL. 50 
13 • 15号住居出土遺物
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13住~29 

13住— 27

13住— 26

• ̀  

13住— 25

15住 -3 15住— 2 15住— 4

15住1



土域の出土遺物
PL. 51 

14坊； -4

14肱— 3` 

14肱— 2

］が広— 5

e 
14坊:-4 6 械— 2

23坊;~ 1 23坑

23坑— 4

18)広— 2

19砿

19菰

2が広ー 1 18坑— 1 19坊；ー 3

53坑— 1 19砿— 1 19坑； -2



PL. 52 
遺構外の出土遺物

△第 1 類土器

r
 △第 2 類土器
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▽第 3 類土器
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PL. 53 

遺構外の出土遺物

こミコ

` 

4 

△第 4 顆土器

-

△第 5 -a 頷土器 ▽第 5 - b 頚土器



PL. 54 

遺構外の出土遺物

f

t

 

-— 
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△第 5 -C 類土器

▽第 5 - d 類の土器

』
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▽第 6 頚の土器



遺構外の出土遺物
PL. 55 

t

.
5す

J
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△第 7 類の土器

S9 

s12 

S16 

Sil 

S14 

S15 

▽敲石・磨石・凹み石・石血

S10 

S17 

S13 



PL. 56 遺構外の出土遺物

4
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△三角錐形石器
▽石鏃 ▽磨製石斧

•<

•• 

62 

63 



遺構外の出土遺物
PL. 57 

72 76 65 68 71 

61 77 73 67 64 

59 63 74 60 70 

46 49 53 47 52 

51 54 55 56 78 

57 58 79 80 



PL. 58 
8 号• 4 号住居出土遺物
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9 号・ 6 号住居出土遺物

PL. 59 

9 住 I

9 住 2

9 住 3

6 住 l

9 住 7

そ冗5,Pt＾つ~｀
呪グ｀ 9 ｻ ｢r 9ジ岱．．．

ン•，:’、. .,, •9 :’'.：：．乞
? ·9’：ゾ． 9.,,• 、＇ざ， 9

,,:..,. 
汐口鼻、✓．
,,..' 

~. il 

6 住 3

ご賢
9 住ー6

6 住 4

6 住 2

6 住 11

,
f
 

6 住— 28

6 住 15

6 住 16

6 住— I7 

沼しゞ文｀ゞ'•し，‘，• ’· 

J~':,、r:＼ヽ、翌心•ゞ•‘、`
‘`9,9 9.9 、、；ヽ::'•.:,｀ぐ、:豆●，＇

• ` ,̀ •・、i.

さ｀，戻・ベと｀｀＼\ 
,、, 9• 9 ?i．三ム“‘

6 住 20

6 住 -18



PL. 60 
6 号・ 2 号・ 10号住居出土遺物

一

·J、j.--’ 

6 住— 26

2 住— 1
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10住5

” 

6 住 -19 6 住ー 29

2 住ー 2 2 住— 3

10住— l

ョコ
10住10

10住— 9 10住— 2

10住— 3 10住— II

IO住



3 号・ 14号・ 1 号住居出土遺物
PL. 61 

3 住ー 3

14住— 2

ン

1 住 -1

3 住— 4

14住 -3

14住 -4

14住5

14住 -6

l 住— 2

., 

`'` L

＼
／
・
＇
、

' 
ヽ

3 住 6

3 住 5

14住— 7

14住— 13

1 住 3

1 住



PL. 62 
12号・ 11 号・ 7 号住居出土遺物

11住— l 11住— 3

12住 -1

11住— 4

12住 3 II住— 7

11住 -8 11 住— 9 11 住—10

7 住 -1 7 住— 3 7 住-5

7 住 -2 7 住— 4

7 住— 8



7 号住居出土遺物
PL. 63 

7 住 -7

7 住— 10

7 住 16 7 住— 18

亀 19 

ヽ

',t

r‘,` 

ー
，
し
．

ー

¥ 

7 住ー20

7 住ー 15

7 住 II

7 住 14

7 住 •19

7 住 -17 7 住— 13 7 住 12



PL. 64 
7·3·2·5·6·8 号古墳出土遺物

7 墳— 1

5 墳— l

5 墳— 2

2 墳ー 2
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5 i責 3 2 墳— 3

7 墳— 4
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5 墳— 4
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7 墳-9

8 墳ー 2



1 号古墳出土遺物
PL. 65 

h
 

9
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’
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1 頃— 1

'ヽ 

l 墳— 2

1 墳— 4

l 墳— 3 l 墳— 7



PL. 66 
1 号・ 6 号古墳出土遺物

1 墳-5 l 墳— 6 ll責ー 17

1 墳— 20 !l責― 18

l 墳— 19 1 墳ー 21

1 墳 -13

l 墳— 8

：コ ゜ ●
響

.. ... .. 
l 墳— 10~12

。

6 墳-4•5

゜

6 墳— 2



1 号古墳の出土遺物
PL. 67 

ー
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I I I 

I ~' 
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1 墳 21~31
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